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はじめに

本報告書は、令和 年度に始まった文部科学省委託事業「多文化共生に向けた日本語指導の充実に関
する調査研究」の令和 年度の取組をまとめたものである。
報告書の構成は目次を参照していただきたいが、事業実施 年目にあたる本年度は、年度当初から

年間を通して研究拠点校での実践が行われたことから、研究拠点校における取組内容とそれに対する関
係者の受け止めについての内容が厚くなっている。また、弘前大学教職大学院生の支援員としての養成
と派遣、高校進学ガイダンスの実施、多文化リソースルームにおける支援実践等、弘前大学多文化リソー
スルームとして新たに取り組んだ内容についても報告する。報告書の最後には、「青森県版 多文化共生
に向けた日本語指導が必要な子どもの受け入れガイドブック」（仮称）の骨子案を示した。
報告書の各章の内容は詳細なデータの提示となっているが、全体像をつかんでいただくため、以下、本

事業の進展を通して大きく変化しつつある青森県の外国につながる子ども支援の概況について述べてお
きたい。

令和２年度の「多文化共生に向けた日本語指導の充実に調査研究」によって設置された弘前大学教育学
部多文化リソースルーム（以下、多文化リソースルーム）は、令和 年度から 年度にかけて、青森県
内の小学校・中学校・高等学校を研究拠点校として調査研究を進め、関係機関と連携して多文化共生に向
けた日本語指導とキャリア支援、それを支える人材育成、支援ネットワークの構築に取り組んできた。内
容は以下のとおりである。

（ ） 青森市立小中学校における支援体制の構築と多文化共生の取組
青森市は、県庁所在地であり日本語指導が必要な児童生徒は決して少なくない自治体であったが、日本

語支援員が入る支援は行われていなかった。これに対し、多文化リソースルームは、青森市教育委員会と
連携して支援員・スーパーバイザーの派遣を開始した。令和 年度の研究拠点校は、小学校 校及び中
学校 校、対象生徒数は 名となっている。この中には不就学になっていた生徒が学齢を過ぎて中学校
に就学した事例も含まれている。支援にあたっては、学校教員と支援員、多文化スーパーバイザーがケー
ス会議を開き、独自様式による個別の教育支援計画・個別の指導計画を策定した。年度途中で他県に転校
する生徒が出たが、その際には、保護者の了承のもと、これらの計画を転校先に送るなど継続的な日本語
指導に向けた資料として役立った。
また、子ども自身の気持ちへの配慮もあって、すべての学校で実施されたわけではないが、一部の拠点

校では、児童生徒が母語で表現することを尊重し、互いの文化を知り合う環境づくりを進めるなど、積極
的に多文化共生を意識した取組が展開された。
研究拠点校においては、日本語指導を受けている子どもと学校教員を対象とした効果検証として 月

に聞き取り調査を行った。また、研究拠点校と所管する教育委員会に、それぞれ成果と課題についてまと
めた報告を提出してもらった。支援体制・指導内容の改善に向けて、重要なデータが得られている。
さらに、令和 年度作成の日本語０プログラムについても、日本語０（ゼロ）で入学あるいは転入した

児童生徒の在籍校を所管する教育委員会、及び、当該児童生徒の支援員に対してアンケート調査を行い、
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同プログラムの修正を行っている。

（ ） 県内市町村教育委員会からの問合せと連携
多文化リソースルームが県内で次第に認知されるようになり、令和 年度は、年度当初に青森県国際

交流協会を介して平川市教育委員会から、年度後半には五所川原教育委員会から直接、相談が入った。い
ずれも受け入れ経験がない自治体に、急に日本語指導が必要な児童が転入してくる状態が生じたための
相談であった。両市教育委員会とも速やかに予算を用意できたため、相談の上、本事業の研究拠点校に準
ずるかたちで位置づけ、多文化リソースルームから支援員とスーパーバイザーを派遣して、支援を開始
することができた。
また、おいらせ町教育委員会からは、外国籍生徒の在留資格と学習の継続に関わる相談が入り、多文化

リソースルームから、情報提供を行った。
青森県内では徐々に支援のネットワークが広がりを見せつつあるといえる。

（ ） 青森県立高等学校における支援体制の構築
令和 年度から引き続き、青森県立高校３校で支援を実施し、高校における支援が定着しつつある。

全日制普通科の高校においては、日本語指導だけでなく、大学進学に向けたキャリア支援、多文化共生の
取組などが積極的に取り組まれている。他の 校は、令和 年度はいずれも通信制課程での支援となっ
た。通信制は、スクーリング日が少なく、日本語を継続的に学ぶ環境を作ることが難しいため、いずれも
スクーリング以外の日に日本語指導を行っている。このうち、 校の在籍生徒については、弘前大学の比
較的近くに居住していることから、多文化リソースルームで週 ， 回の日本語指導を受ける体制をつく
った。日本語を学ぶ意味を実感しながら学べるように、バスの乗降、スーパーマーケットでの買い物、保
護者の経営する店での応対など、体験的な活動と日本語指導を結び付けた校外学習も実施した。
こうした取組を通じて、県内の高等学校における日本語指導の必要性の認識は広がっており、小中学生

とその保護者を対象とした高校進学ガイダンスの実施や、青森県教育委員会の来年度以降の取組につな
がりつつある。

（ ） 弘前大学教育学部多文化リソースルームにおける学習支援・資料活用
多文化リソースルームの学習支援スペースは、上述の通信制に通う生徒の学習支援に活用されている

ほか、令和 年度には、弘前市立小学校に通う日本語指導が必要な児童の放課後学習も実施された。ま
た、夏休みには、多文化キッズ交流会も実施され、コロナ下で人数は少なかったが、複数の小学生が来室、
交流した。これらの学習支援や交流には、弘前大学教職大学院の学生や学部生が関わり、（ ）で述べるよ
うに教員養成における日本語支援人材養成にもつながっている。
多文化リソースルームが収集した資料は、支援員によって積極的に活用され、来室以外に、郵送での貸

出等にも対応している。また、資料整備には教職大学院生も携わっており、教員になる学生たちが実際に
教材を手に取り、理解する機会となっている。

（ ） 大学の授業及びスキルアップ研修講座、校内研修等による人材育成
多文化リソースルームは、令和 年度から、 種の教員免許を取得済みの教職大学院生を、学校生活支
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援員として派遣する試みを始めた。教職大学院生は、教員としてのさまざまな力量形成に努めているが、
特に教職大学院の必修科目「教育における社会的包摂」において、文科省の「モデルプログラム」の「子
どもの実態把握」「社会的背景の理解」にあたる内容を中心に「異文化間能力の涵養」や「学校づくり」
について学び、「多文化共生社会の実現」に向けて社会的正義や公正性への鋭敏な感性を養うよう指導を
受けている。加えて、支援員として派遣される者は、学部の教養科目「日本―日本語教育を知る」の科目
を履修し、学習者の心理、文法、教材・教具、教授法等など日本語教育の専門的知識（「モデルプログラ
ム」の「日本語・教科の力」の育成に該当）について学び、さらに、後述のスキルアップ研修も受講して
いる。派遣にあたっては、支援日報を作成し自己の取組を省察するとともに、多文化スーパーバイザーか
ら、対象となる児童生徒の実態に合わせて指導の在り方についての助言を受けて支援経験を積み重ねて
いる。
また、多文化リソースルームは、昨年度に引き続き、青森県国際交流協会及び青森大学日本語教育セン

ターと連携して、子どもの日本語教育に特化したスキルアップ研修講座を開講した。このスキルアップ
講座は、日本語教育の中でも、子どもの日本語教育に特化した内容となっており、県内で子どもへの日本
語指導に携わっている、あるいはこれから携わりたいと考えている人が広く参加している。令和 年度
には、教科の理解につなげる日本語支援とリライト教材をテーマとし、弘前大学会場、青森大学会場、八
戸市を中心とした での参加者をオンラインで結んで実施した。教職大学院生をはじめとする多文
化リソースルーム支援員、青森県国際交流協会主催の青森県日本語指導サポーター養成講座修了生、青
森大学の日本語教育関係科目を履修している学生、 法人みちのく国際日本語教育センターの日本語
支援員、弘前市教育委員会の日本語支援員、学校教員など、のべ 名が参加した。
さらに、研究拠点校や弘前市教育委員会主催教員研修等においても、大別して つのプログラムを実

施している。ひとつは、「多様な言語・文化を持つ子どもたちが共に学ぶための授業のユニバーサルデザ
イン」のプログラム、もうひとつは、子どもの実態把握や社会的背景を踏まえた上で、「生活言語と学習
言語の違いと学力保障」、「多文化共生の学級・学校づくりと母語・母文化の尊重」、「連携した支援のため
に―個別の教育支援計画・個別の指導計画」を中心的に扱うプログラムである。

（ ） 高校進学ガイダンスの開催と県内関係者のネットワーク強化
多文化リソースルームは、青森県教育委員会との共催で、青森県国際交流協会の協力を得、また市町村

教育委員会、 と連携して、青森県で初めての高校進学ガイダンスを実施した。これにより、県内に
暮らす外国につながる子ども・保護者が、高校進学について母語で情報を得ることができ、開催者側は外
国につながる子ども・保護者の支援ニーズを理解することができた。また、県内の関係者の連携を強化す
ることにつながり、今後のネットワーク構築の基礎となったといえる。

（ ） 青森県教育委員会による県内全体を意識した取組への発展
本事業を通して協働してきた青森県教育委員会は、令和４年度から「 多文化共生推進事業」

を開始することとなった。具体的には、以下の取組を実施する見通しである。
・「日本語指導スタートアップパッケージ」による日本語支援の実施
・中学生・高校生の進学・キャリア支援の充実のための取組
・外国人保護者と学校の連携のための取組
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以上のように、令和 年度「多文化共生に向けた日本語指導の充実に関する調査研究」を通して、青森
県内の状況は確実に変化してきた。
ただし、現在の状況を後退させることなく、日本語指導が必要な児童生徒への日本語教育、多文化共生

の学級づくり・学校づくりを持続的なものとし発展させていくために、以下の課題が残されている。
） 成果の本格的な検証

本年度、子ども本人及び教員を対象として試行したウェルビーイングの枠組みによる効果検証結
果を分析し、それを踏まえた、より本格的な効果検証の実施。

） 研究拠点校で取り組んだプログラム内容の周知
各学校で取り組まれている指導や取組の特徴や優れた点について、分析しわかりやすく提示する

こと。指導のめやすとなる日本語０（ゼロ）プログラムを完成させること。
） 「受け入れガイドブック」の完成

本年度作成した骨子案について関係機関で検討を重ね、青森県内の様々な立場の関係者がともに
拠り所とすることができる、青森県版の「多文化共生に向けた日本語指導が必要な子どもの受け入
れガイドブック」（仮称）を完成させること。
子どもの日本語指導を担当することができる教員養成のための、本格的な体制の整備。
教員志望者が日本語指導について幅広く学ぶことができることを目的とした、大学における科

目の設置や、多文化リソースルームの在り方についての踏み込んだ検討。

今後は、以上の課題を意識しつつ、弘前大学教育学部多文化リソースルームとして、さらに取組を進め
ていきたい。この報告書は、その土台となる基礎データとしての側面を有するものである。

調査研究の遂行にあたっては、青森県教育委員会、市町村教育委員会、学校関係者、（公財）青森県国
際交流協会、青森大学日本語教育センター、 ＰＯ法人みちのく国際日本語教育センター、そして研究協
議会構成員の皆様に、絶大なるご協力をいただいた。
ここに、深く感謝申し上げたい。

令和 年 月
弘前大学教育学部多文化リソースルーム代表

吉田 美穂
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研究協議会構成員

吉田美穂（弘前大学教職大学院）
桐村豪文（弘前大学教職大学院）
土岐賢悟（弘前大学教職大学院）
笹森圭子（弘前大学多文化リソースルーム）
石塚ゆかり（青森大学）
田中真寿美（青森中央学院大学）
齋藤ひろみ（東京学芸大学）
松岡洋子（岩手大学）
淋代秀樹（青森県教育庁学校教育課）
村元治（弘前市教育委員会教育センター）
工藤哲也（青森市教育委員会指導課）
坂本寛実（平川市教育委員会）
黒滝智司（五所川原市教育委員会）
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松林義一（おいらせ町教育委員会）
藤本徹（（公財）青森県国際交流協会）
明日山幸子（  法人みちのく国際日本語教育センター） 

葛西裕美（青森県社会福祉協議会）
高橋清樹（認定  法人多文化共生教育ネットワークかながわ） 
各拠点校　担当教員の皆様



Ⅰ．研究拠点校の支援について

Ⅰ １ 研究拠点校及び多文化リソースルームにおける支援の概要と本章の構成

本項では、研究拠点校における支援の概要を述べ、Ⅰ章の構成について説明する。

令和３年度の研究拠点校及び各研究拠点校の指導に携わった関係者は、 ～ の表Ⅰ の通りであ
る。
表に掲載した学校のうち、平川市立 小学校及び五所川原市立 小学校は、準研究拠点校としての

扱いとなっている。両校は、令和 年度の支援計画策定後に日本語指導が必要な児童の転入が生じ、平
川市の場合は、青森県国際交流協会を介して、五所川原市の場合は直接、弘前大学教育学部多文化リソー
スルームに相談が寄せられた。受け入れ経験のない自治体への急な転入は、散在地域では珍しくなく、こ
うした際の対応こそが問われているケースであると考えられた。調査研究事業の予算に組み込まれてい
なかった両校については、教育委員会に検討を依頼し、平川市は当初の の実施や支援計画立案の部
分を除くすべての支援予算を市が負担、五所川原市は支援の多くの部分を占める日本語支援員・母語支
援員の費用を市が負担という形で支援が実施された 。両校については、支援の枠組みは研究拠点校と同
様であるが、研究協議会委員については、市教育委員会の担当指導主事のみに入っていただいた。
また、弘前市立小学校児童の多文化リソースルームにおける支援は、学校との連携ではなく、弘前市教

育委員会の把握のもと、保護者と多文化リソースルームの合意で実施されている放課後の支援である。
また、令和 年度には、支援員のカテゴリーとして、日本語支援員と母語支援員に加え、学校生活支援

員を新たに設定した。これは、将来的に教員になる可能性のある学生を積極的に支援員として派遣する
ことで、日本語指導ができる教員の養成を意識したものである（これについては、Ⅲ―５を参照のこと）。
各学校及び多文化リソースルームにおける月別の支援実績（ 月まで）の一覧が、 の表Ⅰ で

ある。一部の学校では、オンラインでの支援も行っているため、その内訳も示した。オンライン支援では、
令和 年 月から書画カメラも活用し、指導に効果を上げつつある。
令和 年度の研究拠点校・準研究拠点校では、多文化版の個別の教育支援計画・個別の指導計画が策

定されている。各校の指導内容の概要は、これらの資料から把握できると考え、Ⅰ ２に、研究拠点校ご
との個別の教育支援計画・個別の指導計画を掲載した。
また、特に多文化共生に向けて特徴的な取組を行った学校については、Ⅰ ３で取り上げて記載した。

青森市内の小学校の事例と、青森県立高校（全日制）の事例である。
以上の研究拠点校での取組については、令和 年 月に効果検証を実施した。その結果をⅠ ４にまと

めて掲載している 。効果検証にあたっては、 の“

今回の つのケースでは速やかに予算について対応していただけたが、さらに小規模な自治体では困難な可能性も高い
と考えられる。散在地域ではそうした場合の対応こそが問われるということが、これらの事案から明らかになったといえ
る。
コロナ下のため、一部の学校では効果検証が実施できない場合があった。
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Policies”（ ， ）に示された子どものウェルビーイング測定の枠組みを参照して実施している 。
さらに、各研究拠点校での取組や本調査研究について、研究協議会委員と所管する教育委員会の担当

者が捉えた成果と課題についてはそれぞれ報告を依頼し、Ⅰ ５に掲載した 。

吉田 美穂（弘前大学）

，

（ 年 月 日最終閲覧）
一部、委員の体調不良等により、掲載できない学校があった。
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� � 資料１�

�
�

表Ⅰ����� � 支援体制一覧 �

�

学� 校� 名� 研究協議会委員�

� 多文化スーパーバイザー�
� 日本語支援員� � 学校生活支援員�
�母語支援員�キャリア支援� �通訳�
※オンライン� � � � � 半分オンライン� � � � �

１�
青森市立�

小学校�
教頭� � �

� �

� 石塚ゆかり�
� 小山田由佳・栗橋邦雄�
�刘海燕� �古川こんゆ�

２�
青森市立�

小学校�
教頭� �

� �

� 石塚ゆかり・笹森圭子�
�＆Ｍ� 渡辺怜� Ｊ藤泉・永倉真緒�

��������������������

��
青森市立�

小学校�
教頭�

� �

� 石塚ゆかり・笹森圭子�
� 栗橋邦雄・小山田由佳� � 中村優花�

�刘海燕� �古川こんゆ�

��
青森市立�
中学校�

学年主任�
� �

� 笹森圭子・石塚ゆかり�
� 小野闘摩・工藤睦美・木村惠子�
����������������������������

��
青森市立�

中学校�
校長�

� �

� 石塚ゆかり�
� 新山和子・藤泉� � 永倉真緒�

�刘海燕� �古川こんゆ�

� 以上 �校所管教育委員会担当者� 工藤哲也（青森市教育委員会指導主事）�

��
おいらせ町立�

小学校�
教頭�

� �
� 明日山幸子・石塚ゆかり�

� 大西昌江�

� 以上 �校所管教育委員会担当者� 中村光博（おいらせ町教育員会）�

��
青森県立�

高等学校�
教頭� � � �

� �

Ｓ笹森圭子�
Ｊ工藤美由紀・清藤素子� ������������������
� 松田衣織・伊藤未祐・三浦峻敬・森川喜介�

��
青森県立�

高等学校�
学級担任� � � �

� � �
Ｓ吉田美穂・笹森圭子�

Ｊ藤泉・高島明音� �古川こんゆ�
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資料１

青森県立
高等学校

教頭
Ｓ吉田美穂 Ｊ明日山幸子

以上 校所管教育委員会担当者 淋代秀樹（青森県教育委員会指導主事）

平川市立
小学校

＊準拠点校

Ｓ Ｊ笹森圭子 三上拓也
鳥山純大・佐藤絢音・葛西泉花・

木村郷・濱谷大輔

以上 校所管教育委員会担当者 坂本寛実（平川市教育委員会指導主事）

五所川原市立
小学校

準拠点校

Ｓ Ｊ笹森圭子
半澤成知 柿崎マリ

以上 校所管教育委員会担当者 黒滝智司（五所川原市教育委員会指導主事）

多文化リソースルーム
（弘前市の小学生）

Ｓ Ｊ笹森圭子
伊藤未祐・三浦峻敬・森川喜介

以上 校所管教育委員会担当者 村元治（弘前市教育委員会指導主事）
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Ⅰ ２ 研究拠点校の多文化版「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」

この項では、研究拠点校ごとの多文化版「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を掲
載する。多文化版「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の様式は、令和 年度に作成
されており、今年度は実際の支援において研究拠点校・準研究拠点校でも活用された。
多文化リソースルームが展開する支援においては、いずれの学校においても、学校教員・

多文化スーパーバイザー・支援員によるケース会議が開かれ、その場で子どもの様子や指導
方針、課題等が話し合われている。多文化版「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」は、
基本的にこのケース会議の前後で策定され、確認される文書である。「個別の教育支援計画」
は数年単位の長期の計画であり、「個別の指導計画」は 学期あるいは前期・後期ごとなど
を単位とする短期の計画である。具体的には、受け入れ段階でまず数年間を見通した「個別
の教育支援計画」が作成され、こちらは時々に見直したり加筆したりすることはあるものの
大きく変更されることはない。「個別の指導計画」は、学期当初のケース会議で作成され、
その学期等の終わりや長期休暇などに開かれたケース会議で評価欄が記入される。そして、
それを踏まえて次の学期の「個別の指導計画」が作成される、というように連続した流れで
年間で ～ 枚が作成される。したがって、長期の「個別の教育支援計画」、短期の「個別

の指導計画」を併せてみていけば、子どもの背景、それを踏まえた長期的な支援の方向性、
その時々の子どもの様子、短期的な目標とその手立て、一定期間の取組後の評価、成果と課
題などが見えてくると考えられる。
しかし、活用の実際をみると、課題があることがわかる。一部の学校では、「個別の教育

支援計画」が複数作られる一方、「個別の指導計画」の評価の欄が空欄になっていた。日常
の教員と支援員の対話やケース会議などで評価が話し合われている可能性はあるが、「個別
の指導計画」に評価としては書き込まれていない。有効に活用されるためには、より充実し
たガイダンスが必要であると考えられる。また、活用の中で、それぞれの子どもの状況をみ
ながら実施されている の結果についても記載する欄がある方がよいという意見が出
た。様式や、多文化スーパーバイザーや支援員へのガイダンスの在り方について、来年度以
降、改善していきたい。
なお、支援開始後、早い段階で転校が決定したおいらせ町の小学校については、個別の教

育支援計画・個別の指導計画は策定できなかった。また、準研究拠点校については作成して
いるが掲載はしていない。
掲載にあたっては、個人情報保護のため、研究拠点校に確認の上、一部の情報を伏せてい

る。

吉田 美穂（弘前大学）

− 11 −



 

 

 

【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画  〔〔  小小学学校校  〕〕 

氏 名 刘 小一恒 性  別 男 国籍 中国 

フ リ ガ ナ リュウ ショウイチコウ 生年月日  2011年 9 月 15 日 

学校での表記 刘 小一恒 （ Brandon ）ボランダ 
母  語 

使用言語 
中国語 

住 所 青森市栄町2丁目2-6 連 絡 先 080-9628-9898 

 続 柄 氏  名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考 

家 族 構 成 

父 刘 小平 中国 中国 挨拶程度 

母 林 暁王 中国 中国・日本 簡単な日常会話は可能 

     

     

     

     

保護者への通知 
□日本語の通知文書で対応可能   □やさしい日本語で作成した通知が必要    

□フリガナつきの通知文書が必要 レ□大切な連絡等は翻訳文書が必要 

保護者面談 

説 明 会 等 

□日本語で可能          □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要 

レ□通訳が必要 

来 日 時 期 編入の 8か月前 滞日予定 日本在住予定 

将来の進路希望 日本に長く在住する予定。日本の大学への進学を希望している。 

年齢 学年 
居住国・

市町村 

就学前の状況、在籍学校、 

不就学などの状況 
担任 支援員 

支援 

時間 
備  考 

0-1  中国      

1-2    〃      

2-3    〃          

3-4    〃          

4-5    〃          

5-6    〃          

6-7 小1   〃      

7-8 小2   〃          

8-9 小3 日本青森  N先生 A   

9-10        

10-11        

11-12        

12-13        

13-14        

14-15        

15-16        

16-17        
 

 

 

作成日  

評価日  

資料３ 
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画  〔〔  合合浦浦小小学学校校  〕〕 

氏 名 刘 小一恒 性  別 男 国籍 中国 

フ リ ガ ナ リュウ ショウイチコウ 生年月日  2011年 9 月 15 日 

学校での表記 刘 小一恒 （ Brandon ）ボランダ 
母  語 

使用言語 
中国語 

住 所 青森市栄町2丁目2-6 連 絡 先 080-9628-9898 

 続 柄 氏  名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考 

家 族 構 成 

父 刘 小平 中国 中国 挨拶程度 

母 林 暁王 中国 中国・日本 簡単な日常会話は可能 

     

     

     

     

保護者への通知 
□日本語の通知文書で対応可能   □やさしい日本語で作成した通知が必要    

□フリガナつきの通知文書が必要 レ□大切な連絡等は翻訳文書が必要 

保護者面談 

説 明 会 等 

□日本語で可能          □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要 

レ□通訳が必要 

来 日 時 期 編入の 8か月前 滞日予定 日本在住予定 

将来の進路希望 日本に長く在住する予定。日本の大学への進学を希望している。 

年齢 学年 
居住国・

市町村 

就学前の状況、在籍学校、 

不就学などの状況 
担任 支援員 

支援 

時間 
備  考 

0-1  中国      

1-2    〃      

2-3    〃          

3-4    〃          

4-5    〃          

5-6    〃          

6-7 小1   〃      

7-8 小2   〃          

8-9 小3 日本青森  N先生 A   

9-10        

10-11        

11-12        

12-13        

13-14        

14-15        

15-16        

16-17        
 

 

 

作成日 令和2年12月１日 

評価日 令和○○年○月○○日 

資料３  

 

生活の様子 

得意なこと 

好きなこと 

絵を描くのが大好き。ピアノを習っている為、楽譜が読める。 

短距離を走るのが早い。 

苦手なこと 

じっとしているのが比較的苦手。 

本人・保護者 

の 願 い 

本   人 

日本の学校に慣れて、友達をたくさん作りたい。 

将来は軍人になりたい。 

保 護 者 

日本で、大学教育まで受けさせたいと考えている。 

長 期 目 標 

（期間： 年） 

日本語で行われる授業内容を理解できるようになる。 

母語や母文化を大切にしながら、日本人の友人を多く作り、校内での国際交流で積極的な発信

ができるようにする。 

言語・文化 

的 配 慮 

 

学校生活上の配慮（１） 

1-1 日本語が十分でないことを周囲が理解して、健康や安全を守れるようにする。 

   特に災害時など。 

2-1 学級活動や行事を通して、文化の違いをお互いに尊重しながら友人関係を持つことが 

   できる。 

日本語及び教科学習上の配慮（2） 

1-2 2年程度は、日本語支援員がついて、日本語の基礎・基本を身に付ける。 

2-4 平易な日本語、短い発問を工夫する。 

   図工や音楽、算数など得意な教科での活躍の場を設ける。また、意図的な指名を工夫する

などして、成就感を味わわせる。 

   家庭学習の課題に付箋をつけるなどして、保護者も本人も取り組みやすいような工夫をす

る。 

 

母語・母文化尊重に向けた配慮（３） 

2 社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中など

で母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。 

支 援 体 制 

 

関 係 機 関 

と の 連 携 

弘前大学教育学部多文化リソースルームから、支援員を派遣。 

また、保護者面談等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。 

校内で、担任・教務主任・管理職・支援員・スーパーバイザーを構成員とするケース会議を 

定期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。 

作 成 者 学級担任： N先生      日本語支援員： A       

 

   令和   年  月  日  保護者氏名                  ○印 
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言語・文化的配慮の観点・項目と具体例 

 

観点（１）学校生活上の配慮 

 （１）―１ 日本語を母語としないことによる学校生活上の困難への配慮 

    （１）－１－１ 行動のめやすになる表示などのユニバーサルデザイン 

              例）ピクトグラム等 特に災害時の対応 サバイバル日本語の修得支援 

    （１）－１－２ 児童生徒同士のコミュニケーションをとりやすくする配慮 

              例）翻訳機 電子辞書等 

 

 （１）―２ 母文化が異なるための学校生活上の困難への配慮 

    （１）－２－１ コミュニケーション上の配慮  

例）身体接触 学校文化（清掃、持ち物、部活動、行事、行動規範等） 

 例）ものの貸し借り、けんかなどをめぐる文化によるコミュニケーションの違い 

  

（１） －２－２ 施設・設備面での配慮 

              例）給食 トイレ 宗教（お祈りの場所等） 

 

観点（２）日本語及び教科学習上の配慮 

  （２）－１ 学習内容の変更・調整 

    （２）－１－１ 教育課程の違いへの配慮 

              例）学んだことのない科目や学習内容への配慮 

    （２）－１－２ 母語・母文化の違いから生じる困難度が高い科目の取り出し指導 

              例）国語科、社会科、家庭科等を別室で指導 

 

  （２）－２ 教材や方法上の配慮 

    （２）－２－１ 教材の工夫       

例）実物・模型・絵・写真・図の活用 学習の流れがわかるワークシートの活用 

    （２）－２－２ 体験的な活動の導入 

              例）実験やフィールドワーク 

    （２）－２－３ デジタルツールの活用   

              例）翻訳機、タブレットの活用 

    （２）－２－４ やさしい日本語による説明 

              例）その授業内の重要事項をやさしい日本語でゆっくり説明する 

 

観点（３）母語・母文化の尊重と多文化共生の取組 

 （３）－１ 本人の心理面を考慮した母語や母文化の尊重   

例）日常的な尊重による、自尊心やアイデンティティ、保護者との関係への配慮 

 （３）－２ 周囲との間での互いの文化の理解と多文化共生に向けた取組 

              例）社会科・家庭科・芸術科、総合的な学習の時間、行事等での相互理解の機会  

 （３）－３ 国による教育制度等の違いに配慮した取組 

              例）日本の高校への進学に向けた母語での情報提供 

 

支援体制 関係機関との連携 

校内支援体制   ケース会議を設定し、定期的に個別の支援計画を見直し、協働して支援にあたる 等 

（担任、学年主任・教務主任・養護教諭等の関係職員、管理職、支援員、スーパーバイザー等） 

 

関係機関との連携 所管教育委員会 弘前大学多文化リソースルーム 地域のNPOや国際交流協会等との連携の 

         具体的なあり方 
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言語・文化的配慮の観点・項目と具体例 

 

観点（１）学校生活上の配慮 

 （１）―１ 日本語を母語としないことによる学校生活上の困難への配慮 

    （１）－１－１ 行動のめやすになる表示などのユニバーサルデザイン 

              例）ピクトグラム等 特に災害時の対応 サバイバル日本語の修得支援 

    （１）－１－２ 児童生徒同士のコミュニケーションをとりやすくする配慮 

              例）翻訳機 電子辞書等 

 

 （１）―２ 母文化が異なるための学校生活上の困難への配慮 

    （１）－２－１ コミュニケーション上の配慮  

例）身体接触 学校文化（清掃、持ち物、部活動、行事、行動規範等） 

 例）ものの貸し借り、けんかなどをめぐる文化によるコミュニケーションの違い 

  

（１） －２－２ 施設・設備面での配慮 

              例）給食 トイレ 宗教（お祈りの場所等） 

 

観点（２）日本語及び教科学習上の配慮 

  （２）－１ 学習内容の変更・調整 

    （２）－１－１ 教育課程の違いへの配慮 

              例）学んだことのない科目や学習内容への配慮 

    （２）－１－２ 母語・母文化の違いから生じる困難度が高い科目の取り出し指導 

              例）国語科、社会科、家庭科等を別室で指導 

 

  （２）－２ 教材や方法上の配慮 

    （２）－２－１ 教材の工夫       

例）実物・模型・絵・写真・図の活用 学習の流れがわかるワークシートの活用 

    （２）－２－２ 体験的な活動の導入 

              例）実験やフィールドワーク 

    （２）－２－３ デジタルツールの活用   

              例）翻訳機、タブレットの活用 

    （２）－２－４ やさしい日本語による説明 

              例）その授業内の重要事項をやさしい日本語でゆっくり説明する 

 

観点（３）母語・母文化の尊重と多文化共生の取組 

 （３）－１ 本人の心理面を考慮した母語や母文化の尊重   

例）日常的な尊重による、自尊心やアイデンティティ、保護者との関係への配慮 

 （３）－２ 周囲との間での互いの文化の理解と多文化共生に向けた取組 

              例）社会科・家庭科・芸術科、総合的な学習の時間、行事等での相互理解の機会  

 （３）－３ 国による教育制度等の違いに配慮した取組 

              例）日本の高校への進学に向けた母語での情報提供 

 

支援体制 関係機関との連携 

校内支援体制   ケース会議を設定し、定期的に個別の支援計画を見直し、協働して支援にあたる 等 

（担任、学年主任・教務主任・養護教諭等の関係職員、管理職、支援員、スーパーバイザー等） 

 

関係機関との連携 所管教育委員会 弘前大学多文化リソースルーム 地域のNPOや国際交流協会等との連携の 

         具体的なあり方 

 

 

母語・母文化の尊重のために 

 

【基本的な考え方】 

日本の学校では当たり前と思っていても、相手の母文化では当たり前でないことがたくさんあります。 

次の２つの姿勢を基本として対応していきましょう。 

① 日本の学校教育の考え方や指導方針について、理由や背景も含めて丁寧に説明し、理解してもらう。 

② 宗教など相手にとって大切な価値観を尊重し、受け入れる。 
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作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 小小学学校校 〕〕

学年・組 年 組 本人
ふ り

氏名
が な

刘 小一恒

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

同級生と、ものおじせず、元気いっぱい交流できる。

黒板の内容を書き写す時など、集中して、なるべく美しく書く様に努力している。

コンパスで書く円、絵なども同様で、美意識が高いと思われる。

つまずいているところ

元気が良すぎて、日本の学校生活のルールから、はみ出してしまう。

絵を描くのが大好きで、勉強時間でも、いろんな所に絵を描いてしまう。

短期目標

（期間：学期 ）

学校生活

学校のルールを守る。もしそれが出来なければ、𠮟𠮟られて、謝らなければならない事を理解する。

勉強時間は絵を描かず、勉強に集中すること。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

取り出し：「日本語学級」の教科書をもとに、ひらがな・カタカナ・漢字等、読み書きの基礎固めをする

入り込み：先生のお話、同級生の発言に耳を傾け、理解するよう努める。

母語・母文化尊重と多文化共生

授業最後の「感想」の場面、担任の先生から「母語でも、いいよ」と言われたら、母語で感想を述べる

事が出来るようにする。

手 立 て

学校生活

取り出し：絵本の読み聞かせから、基本的ルールを理解するようにする。悪い事をしたら叱られる。

そして、謝る。もし何かを壊してしまったら自分で直さなければならない。

入り込み：まだまだ分からないルールも多いと思う。もし間違った事をしたら「ごめんなさい」、ルール

を教えてもらったら「ありがとう」と言える心を持つ。「ありがとう」等を言えたらポイント

をつけるポイントカードを継続する。

親しくなりたい、友達になりたいという思いが相まって、友達にとっては激しすぎるスキン

シップになっている。「友達になりたいから。加減を知らないから。」と許されている状態だ

が、友達とのトラブルにならないよう、特に隙間時間などに目を離さないようにする。極力

教師がいっしょにつくようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

取り出し：「今日はこれを勉強します」と最初に目標を提示。（教科書を何ページやる、等）

目標を達成したら、花丸を書いて評価する。（母国にはない花丸が大好きなようです）

入り込み：クラスのみんなの話が「わからない」と思うと、あきらめて絵を描こうとしてしまう。

授業に集中する為に、絵を描くであろうノートは、サブバックに移動する。

母語・母文化尊重と多文化共生

日本語で表現する事がむずかしい「感想」は、まず、母語で表現するよう促す。母語を話しては

いけないと思っている所があるので「母語で感想をのべてもいいよ」と理解してもらいたい。

評 価

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員：
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作成日 令和 年 月 １日

評価日 令和○○年○月○○日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 合合浦浦小小学学校校 〕〕

学年・組 年 組 本人
ふ り

氏名
が な

刘 小一恒

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

同級生と、ものおじせず、元気いっぱい交流できる。

黒板の内容を書き写す時など、集中して、なるべく美しく書く様に努力している。

コンパスで書く円、絵なども同様で、美意識が高いと思われる。

つまずいているところ

元気が良すぎて、日本の学校生活のルールから、はみ出してしまう。

絵を描くのが大好きで、勉強時間でも、いろんな所に絵を描いてしまう。

短期目標

（期間：学期 ）

学校生活

学校のルールを守る。もしそれが出来なければ、𠮟𠮟られて、謝らなければならない事を理解する。

勉強時間は絵を描かず、勉強に集中すること。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

取り出し：「日本語学級」の教科書をもとに、ひらがな・カタカナ・漢字等、読み書きの基礎固めをする

入り込み：先生のお話、同級生の発言に耳を傾け、理解するよう努める。

母語・母文化尊重と多文化共生

授業最後の「感想」の場面、担任の先生から「母語でも、いいよ」と言われたら、母語で感想を述べる

事が出来るようにする。

手 立 て

学校生活

取り出し：絵本の読み聞かせから、基本的ルールを理解するようにする。悪い事をしたら叱られる。

そして、謝る。もし何かを壊してしまったら自分で直さなければならない。

入り込み：まだまだ分からないルールも多いと思う。もし間違った事をしたら「ごめんなさい」、ルール

を教えてもらったら「ありがとう」と言える心を持つ。「ありがとう」等を言えたらポイント

をつけるポイントカードを継続する。

親しくなりたい、友達になりたいという思いが相まって、友達にとっては激しすぎるスキン

シップになっている。「友達になりたいから。加減を知らないから。」と許されている状態だ

が、友達とのトラブルにならないよう、特に隙間時間などに目を離さないようにする。極力

教師がいっしょにつくようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

取り出し：「今日はこれを勉強します」と最初に目標を提示。（教科書を何ページやる、等）

目標を達成したら、花丸を書いて評価する。（母国にはない花丸が大好きなようです）

入り込み：クラスのみんなの話が「わからない」と思うと、あきらめて絵を描こうとしてしまう。

授業に集中する為に、絵を描くであろうノートは、サブバックに移動する。

母語・母文化尊重と多文化共生

日本語で表現する事がむずかしい「感想」は、まず、母語で表現するよう促す。母語を話しては

いけないと思っている所があるので「母語で感想をのべてもいいよ」と理解してもらいたい。

評 価

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員：

【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画  〔〔  小小学学校校  〕〕 

氏 名 刘 小一恒 性  別 男 国籍 中国 

フ リ ガ ナ リュウ ショウイチコウ 生年月日 2011年 9月 15日 

学校での表記 刘 小一恒、ボランダ（ Brandon ） 
母  語 

使用言語 
中国語 

住 所 青森市栄町2丁目2-6 連 絡 先 080-9628-9898 

続 柄 氏  名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考 

家 族 構 成 

父 刘 小平 中国 中国 挨拶程度 

母 林 暁王 中国 中国・日本 簡単な日常会話は可能 

保護者への通知 
□日本語の通知文書で対応可能 □やさしい日本語で作成した通知が必要

□フリガナつきの通知文書が必要 ☑大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談 

説 明 会 等 

□日本語で可能 □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

☑通訳が必要

来 日 時 期 編入の 8か月前 滞日予定 日本在住予定 

将来の進路希望 日本に長く在住する予定。日本の大学への進学を希望している。 

年齢 学年 
居住国・

市町村 

就学前の状況、在籍学校、 

不就学などの状況 
担任 支援員 

支援 

時間 
備  考 

0-1 中国 

1-2   〃 南開区時代奥城幼稚園 

2-3   〃  〃 

3-4   〃  〃 

4-5   〃  〃 

5-6   〃  〃 

6-7 小1   〃 黒利伯瑞国際英語学校 

7-8 小2   〃  〃 

8-9 小3 日本青森 N先生 A 

9-10 小4 〃 N先生 B A(5月まで) 

10-11 

11-12 

12-13 

13-14 

14-15 

15-16 

16-17 

作成日  

評価日    
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生活の様子 

得意なこと 

好きなこと 

絵を描くこと、ピアノをひくことが好き。 

スキーが得意。運動クラブに所属（部活動のクラブ化）。 

算数が得意。 

苦手なこと 

算数の問題がより抽象的で文章題が増えてきているため学習面でつまずいてい

るところがあるが、支援を拒否することがある。 

国語は授業についていくことが難しく、長文理解や作文を書くことに苦手意識が

あるが、補充するための取り出し授業を嫌がる傾向がある。 

本人・保護者 

の 願 い 

本   人 
将来は軍人になりたい。 

保 護 者 
日本で大学に進学させたいと考えている。 

長 期 目 標 

（期間：１年） 

①年齢相応の教科用語を使用し、教科学習に積極的に参加できるようにする。 

②興味のある課題に対して、意味のまとまりのある段落に分けて文章を書けるようにする。 

③母語や母文化の魅力を自ら発信し、多文化を尊重する心を持ち、国際感覚を醸成する。 

言語・文化 

的 配 慮 

学校生活上の配慮（１） 

①日常生活でよく使われる語彙や表現を使って、自分から質問したり、説明したりする。 

②母語が使えない状況においても、健康や安全を守れるよう配慮する。特に、災害時や病気・け

がの時等に必要な情報を得ることができるようにしておく。 

③支援員がいない状況でも学級活動に積極的に参加できるよう座席やグループ学習等を配慮

し、友人同士が助け合えるよう環境づくりを行う。 

日本語及び教科学習上の配慮（2） 

①スムーズに取り出し授業に取り組めるよう、先生方と連携して学習環境づくりに取り組む。

教科学習の内容に関心が持てるよう、取り出し授業では先行型学習を心がけ、学習言語に慣れ

させていく。 

②取り出し授業において、学年相応の教科書を音読し、抽象的な語彙や文章の大意を理解でき

るように支援する。また、教科書の中の未習の語彙や漢字を推察することができるように習慣

づけ、クラスに戻ったときに自立して教科学習に取り組めるように支援する。教科学習でグル

ープや学級全体の話し合いを聞いて理解し、簡単な日本語で自分の考えを発表したりすること

ができるようにする。 

③書く力を身につけるため、まずは作文を写すことからはじめ、基本的な文章構成を理解させ

た上で、自分と関係のあるテーマについて、日常よく使われる語彙を使って短い文を書けるよ

うにしていく。担任および家庭と連携しながら、作文への苦手意識を克服できるようにする。 

母語・母文化尊重に向けた配慮（３） 

①社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中など

で母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。 

②全校児童が通る廊下の一部に母文化を紹介する作品等を飾り、多文化共生の学校づくりに努

める。 

支 援 体 制 

関 係 機 関 

と の 連 携 

①弘前大学教育学部多文化リソースルームから、日本語、生活支援、母語支援員をそれぞれ派

遣。また、保護者面談等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。 

②校内で、担任・教務主任・管理職・支援員・スーパーバイザーを構成員とするケース会議を定

期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。 

作 成 者 学級担任： N先生  日本語支援： A B 

   令和   年  月  日  保護者氏名   ○印 
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生活の様子 

得意なこと 

好きなこと 

絵を描くこと、ピアノをひくことが好き。 

スキーが得意。運動クラブに所属（部活動のクラブ化）。 

算数が得意。 

苦手なこと 

算数の問題がより抽象的で文章題が増えてきているため学習面でつまずいてい

るところがあるが、支援を拒否することがある。 

国語は授業についていくことが難しく、長文理解や作文を書くことに苦手意識が

あるが、補充するための取り出し授業を嫌がる傾向がある。 

本人・保護者 

の 願 い 

本   人 
将来は軍人になりたい。 

保 護 者 
日本で大学に進学させたいと考えている。 

長 期 目 標 

（期間：１年） 

①年齢相応の教科用語を使用し、教科学習に積極的に参加できるようにする。 

②興味のある課題に対して、意味のまとまりのある段落に分けて文章を書けるようにする。 

③母語や母文化の魅力を自ら発信し、多文化を尊重する心を持ち、国際感覚を醸成する。 

言語・文化 

的 配 慮 

 

学校生活上の配慮（１） 

①日常生活でよく使われる語彙や表現を使って、自分から質問したり、説明したりする。 

②母語が使えない状況においても、健康や安全を守れるよう配慮する。特に、災害時や病気・け

がの時等に必要な情報を得ることができるようにしておく。 

③支援員がいない状況でも学級活動に積極的に参加できるよう座席やグループ学習等を配慮

し、友人同士が助け合えるよう環境づくりを行う。 

日本語及び教科学習上の配慮（2） 

①スムーズに取り出し授業に取り組めるよう、先生方と連携して学習環境づくりに取り組む。

教科学習の内容に関心が持てるよう、取り出し授業では先行型学習を心がけ、学習言語に慣れ

させていく。 

②取り出し授業において、学年相応の教科書を音読し、抽象的な語彙や文章の大意を理解でき

るように支援する。また、教科書の中の未習の語彙や漢字を推察することができるように習慣

づけ、クラスに戻ったときに自立して教科学習に取り組めるように支援する。教科学習でグル

ープや学級全体の話し合いを聞いて理解し、簡単な日本語で自分の考えを発表したりすること

ができるようにする。 

③書く力を身につけるため、まずは作文を写すことからはじめ、基本的な文章構成を理解させ

た上で、自分と関係のあるテーマについて、日常よく使われる語彙を使って短い文を書けるよ

うにしていく。担任および家庭と連携しながら、作文への苦手意識を克服できるようにする。 

母語・母文化尊重に向けた配慮（３） 

①社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中など

で母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。 

②全校児童が通る廊下の一部に母文化を紹介する作品等を飾り、多文化共生の学校づくりに努

める。 

支 援 体 制 

 

関 係 機 関 

と の 連 携 

①弘前大学教育学部多文化リソースルームから、日本語、生活支援、母語支援員をそれぞれ派

遣。また、保護者面談等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。 

②校内で、担任・教務主任・管理職・支援員・スーパーバイザーを構成員とするケース会議を定

期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。 

作 成 者  学級担任： N先生  日本語支援： A B 

 

   令和   年  月  日  保護者氏名                  ○印 

作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 小小学学校校 〕〕

学年・組 年 組 本人
ふ り

氏名
が な

刘 小一恒 （リュウ ショウイチコウ）

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

明るく、ものおじしない性格のため、同級生に積極的に声をかけて輪の中に入っていく。そのため、

日本語を「話す」「聞く」ことに関しては日々成長している。「読む」ことも少しずつ慣れてきて算

数の教科書なども、教師に当てられると読めるようになった。「書く」ことについては、板書をし

っかりとノートに写すことができるようになった。計算問題も積極的に取り組んでいる。

つまずいているところ

教科書を正確に読んで理解することやまとまった文章を書くことができていない。漢字だけではな

く、ひらがなも出てこないことがある。授業中、緊張感に欠け手遊びをしたり、姿勢を崩したり、

整列する際ふざけて動いたり、階段の壁を叩きながら走っておりたりすることがある。算数は得意

であるが、見直しをせず間違えたり、文章題の問題を読まずに諦めてしまったりすることがある。

短期目標

（期間：学期 ）

学校生活

授業に集中して教師の話を聞くことができる。探求心を高め、学習に対するモチベーションを上げる。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

教師の指示のもと、取り出し授業を行い、教科につながる日本語を学び、内容理解を深める。

教科書等の長文を文節やまとまりに区切って音読し、段落の意味や内容を理解することができる。

表示上のルールに留意して、意味のまとまりのある段落に分けて文章を書くことができる。

母語・母文化尊重と多文化共生

中国と日本の文化的背景の違いを理解し、価値観、世界観、歴史観の違いを乗り越えて、クラスメイト

と協力し合うことができる。

手 立 て

学校生活

保護者と連携して、意欲を持って学習に取り組めるようにしていく。また、手遊びにつながる文房具は

持参させない等、集中して授業を受けられるようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

未習の漢字や語彙、複雑な文章構成の文の意味を推察する練習をしていく。

長文を読み、重要な点を抜き出したり、考えたことを発表したりして、内容の理解を深める。

日記、感想文など、様々なジャンルの「書く」ことに特化した教材などを使い、日本語で自分の気持ち

を表現できるようにする。

母語・母文化尊重と多文化共生

クラス活動の中に、中国文化を紹介する機会を作っていく。漢字については、母国・中国の文化を否定

せず、違いを意識しながら日本ではこう書くのだと導いていく。

評 価

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員：
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔 小小学学校校 〕〕

氏 名 性 別 女 国籍 アメリカ

フ リ ガ ナ ジョンソン ルツ カレン 生年月日 年 月 日

学校での表記 ジョンソン カレン
母 語

使用言語
英語

住 所 青森市大字駒込桐ノ沢 番地８ 連 絡 先 －

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

父 ジョンソン ポール アメリカ 英語 日常会話は可能。

母 ジョンソン サラ アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。

兄 ジョンソン ティモシー アメリカ 英語 日常会話は可能。

弟 ジョンソン イーサン アメリカ 英語 日常会話は可能。

弟 ジョンソン ジョシュア アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。

保護 者へ の通 知
☑日本語の通知文書で対応可能 □やさしい日本語で作成した通知が必要

□フリガナつきの通知文書が必要 □大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談

説 明 会 等

□日本語で可能 ☑やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

□通訳が必要

来 日 時 期 年 滞日予定 日本在住予定

将来 の進 路希 望 未定

年齢 学年
居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任 支援員

支援

時間
備 考

日本・青森 まきば保育園

日本・青森 まきば保育園

日本・青森 まきば保育園

小 日本・青森 戸山西小学校 先生

小２ 〃 〃 〃

作成日

評価日

資料４
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔 戸戸山山西西小小学学校校 〕〕

氏 名 性 別 女 国籍 アメリカ

フ リ ガ ナ ジョンソン ルツ カレン 生年月日 年 月 日

学校での表記 ジョンソン カレン
母 語

使用言語
英語

住 所 青森市大字駒込桐ノ沢 番地８ 連 絡 先 －

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

父 ジョンソン ポール アメリカ 英語 日常会話は可能。

母 ジョンソン サラ アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。

兄 ジョンソン ティモシー アメリカ 英語 日常会話は可能。

弟 ジョンソン イーサン アメリカ 英語 日常会話は可能。

弟 ジョンソン ジョシュア アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。

保護 者へ の通 知
☑日本語の通知文書で対応可能 □やさしい日本語で作成した通知が必要

□フリガナつきの通知文書が必要 □大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談

説 明 会 等

□日本語で可能 ☑やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

□通訳が必要

来 日 時 期 年 滞日予定 日本在住予定

将来 の進 路希 望 未定

年齢 学年
居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任 支援員

支援

時間
備 考

日本・青森 まきば保育園

日本・青森 まきば保育園

日本・青森 まきば保育園

小 日本・青森 戸山西小学校 先生

小２ 〃 〃 〃

作成日 令和２年１２月 ２日

評価日 令和 年 月 日

資料４

生活の様子

得意なこと

好きなこと

図工、友達作り、スポーツ

苦手なこと

整理整頓

容姿について触れられること。

本人・保護者

の 願 い

本 人

保 護 者

学校生活を楽しむこと。

長 期 目 標

（期間：３年）

日本語で行われる授業内容を理解できるようにする。

母語や母文化を大切にしながら、日本人の友人を多く作り、校内の国際交流で積極的な発信が

できるようにする。

言語・文化

的 配 慮

学校生活上の配慮（１）

１－１ 日本語が十分でないことを周囲が理解して、健康や安全を守れるようにする。特に災

害時など。

２－１ 学級活動や行事を通して、文化の違いを互いに尊重しながら友人関係を持つことがで

きる。

２－２ アレルギー（りんご）

日本語及び教科学習上の配慮（２）

１－２ 年程度は、日本語支援員がついて、日本語の基礎・基本を身につける。困難度が高い

科目の取り出し指導。

例）国語・算数 必要に応じて別室で指導。

２－１ 学習の流れがわかるワークシートの活用。ルビ有り教科書の使用。

２－４ その授業内の重要事項をやさしい日本語でゆっくり説明する。

例）国語・算数

母語・母文化尊重に向けた配慮（３）

２ 社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中な

どで、母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。

３－１必要に応じて、母語の使用を多くする。

支 援 体 制

関 係 機 関

と の 連 携

・ 弘前大学教育学部多文化リソースルームから、支援員を派遣してもらう。また、保護者面談

等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。

・ 校内で、担任、教務主任、管理職、支援員、スーパーバイザーを構成員とするケース会議を

定期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。必要に応じて、養護教諭

や教育委員会に状況を報告する。

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員：

平成 年 月 日 保護者氏名 ○印

※ のの様様式式のの裏裏面面はは、、 とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。
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作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 小小学学校校〕〕

学年・組 年 組 本人
ふ り

氏名
が な

カレン・ジョンソン

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

支援員が入ったことで、授業内容が理解できるようになり表情も明るくなる。

支援員が入ったことで、積極的に学習に取り組む姿勢がみられる。

つまずいているところ

体調が悪いと訴え、保健室によく行く。

短期目標

（期間： 学期 ）

学校生活

友達との会話を増やし、自分の気持ちを伝えられるようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

教科の内容を確認し、所属学級でもやっていることのエッセンスを捉えられるようにする。

母語・母文化尊重と多文化共生

異なる言語・文化を持つ自分について、肯定的な気持ちを持てるようにする。

手 立 て

学校生活

取り出しの時間―支援員との会話などを通して、リラックスして過ごせる環境をつくる。

国語で気持ちを表す語彙を取り上げ、会話の中で使えるようにする。

所属学級の時間―これまで話しやすそうだった児童と同じ班にして、友達と話すチャンスを増やす。

本人の気持ちを読み取れるようにする。

保健室―本人が自分の気持ちや状態をことばにできるよう、時間を取って対応する。

利用時間を決めて、クールダウンさせ気持ちを落ち着かせるようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

取り出しの時間

―授業内容と並行して学習支援を行い、所属学級で安心して授業に参加できるようにする。

所属学級の時間

―その日の学習の重要な部分を、やさしい日本語でゆっくり話すようにする。

母語・母文化尊重と多文化共生

道徳、特別学級の時間で、色々な国の文化を学ぶ単元を取り入れ、母文化の紹介をしてもらう。

評 価

作 成 者 学級担任： 日本語支援員：
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作成日 令和２年１２月１日

評価日 令和２年３月２５日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 戸戸山山西西小小学学校校〕〕

学年・組 年 組 本人
ふ り

氏名
が な

カレン・ジョンソン

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

支援員が入ったことで、授業内容が理解できるようになり表情も明るくなる。

支援員が入ったことで、積極的に学習に取り組む姿勢がみられる。

つまずいているところ

体調が悪いと訴え、保健室によく行く。

短期目標

（期間： 学期 ）

学校生活

友達との会話を増やし、自分の気持ちを伝えられるようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

教科の内容を確認し、所属学級でもやっていることのエッセンスを捉えられるようにする。

母語・母文化尊重と多文化共生

異なる言語・文化を持つ自分について、肯定的な気持ちを持てるようにする。

手 立 て

学校生活

取り出しの時間―支援員との会話などを通して、リラックスして過ごせる環境をつくる。

国語で気持ちを表す語彙を取り上げ、会話の中で使えるようにする。

所属学級の時間―これまで話しやすそうだった児童と同じ班にして、友達と話すチャンスを増やす。

本人の気持ちを読み取れるようにする。

保健室―本人が自分の気持ちや状態をことばにできるよう、時間を取って対応する。

利用時間を決めて、クールダウンさせ気持ちを落ち着かせるようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

取り出しの時間

―授業内容と並行して学習支援を行い、所属学級で安心して授業に参加できるようにする。

所属学級の時間

―その日の学習の重要な部分を、やさしい日本語でゆっくり話すようにする。

母語・母文化尊重と多文化共生

道徳、特別学級の時間で、色々な国の文化を学ぶ単元を取り入れ、母文化の紹介をしてもらう。

評 価

作 成 者 学級担任： 日本語支援員：

【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔 小小学学校校〕〕

氏 名 性 別 男 国籍 アメリカ

フ リ ガ ナ ジョンソン マイケル ティモシー 生年月日 年 月 ７日

学校での表記 ジョンソン ティモシー
母 語

使用言語
英語

住 所 青森市大字駒込桐ノ沢 番地８ 連 絡 先 －

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

父 ジョンソン ポール アメリカ 英語 日常会話は可能。

母 ジョンソン サラ アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。

妹 ジョンソン カレン アメリカ 英語 日常会話は可能。

弟 ジョンソン イーサン アメリカ 英語 日常会話は可能。

弟 ジョンソン ジョシュア アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。

保護者への通知
☑日本語の通知文書で対応可能 □やさしい日本語で作成した通知が必要

□フリガナつきの通知文書が必要 □大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談

説 明 会 等

□日本語で可能 ☑やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

□通訳が必要

来 日 時 期 年 滞日予定 日本在住予定

将来の進路希望
中学以降は日本の学校には通わず、家庭学習を行う（英語）。海外の大学への進学を希望

している。

年齢 学年
居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任 支援員

支援

時間
備 考

まきば保育園 （ か月間）

小 日本・青森 戸山西小学校 先生

小２ 〃 〃 〃

小３ 〃 〃 先生

小４ 〃 〃 先生

作成日

評価日
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生活の様子

得意なこと

好きなこと

―スポーツ・パソコン・理科・歴史・計算すること

―物事の仕組みについて知ること

苦手なこと

―漢字（興味はある）

―音に敏感

本人・保護者

の 願 い

本 人

将来は日本ではなく、アメリカに帰国することを希望

保 護 者

学校生活を楽しむこと。

長 期 目 標

（期間：３年）

日本語で行われる授業内容を理解できるようにする。母語や母文化を大切にしながら、日本人

の友人を多く作り、校内の国際交流で積極的な発信ができるようにする。

言語・文化

的 配 慮

学校生活上の配慮（１）

１－１ 日本語が十分でないことを周囲が理解して、健康や安全を守れるようにする。特に災

害時など。

１－２ 日本語が十分でない為、言葉が出てこないことを学校全体で共通理解を図り、コミュ

ニケーション上の配慮をする。学校生活を楽しむこと。

２－１ 学級活動や行事を通して、文化の違いを互いに尊重しながら友人関係を持つことがで

きる。

日本語及び教科学習上の配慮（２）

１－２ 年程度は、日本語支援員がついて、日本語の基礎・基本を身につける。困難度が高い

科目の取り出し指導。例）国語 別室で指導。

２－１ 学習の流れがわかるワークシートの活用。ルビ有り教科書の使用。

２－４ その授業内の重要事項をやさしい日本語でゆっくり説明する。

例）国語・社会・理科・算数

母語・母文化尊重に向けた配慮（３）

２ 社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中な

どで、母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。

３－１必要に応じて、母語の使用を多くする。

支 援 体 制

関 係 機 関

と の 連 携

・ 弘前大学教育学部多文化リソースルームから、支援員を派遣してもらう。また、保護者面談

等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。

・ 校内で、担任、教務主任、管理職、支援員、スーパーバイザーを構成員とするケース会議を

定期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。必要に応じて、養護教諭

や教育委員会に状況を報告する。

作 成 者 学級担任： 日本語支援員：

平成 年 月 日 保護者氏名 ○印

※ のの様様式式のの裏裏面面はは、、 とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。
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生活の様子

得意なこと

好きなこと

―スポーツ・パソコン・理科・歴史・計算すること

―物事の仕組みについて知ること

苦手なこと

―漢字（興味はある）

―音に敏感

本人・保護者

の 願 い

本 人

将来は日本ではなく、アメリカに帰国することを希望

保 護 者

学校生活を楽しむこと。

長 期 目 標

（期間：３年）

日本語で行われる授業内容を理解できるようにする。母語や母文化を大切にしながら、日本人

の友人を多く作り、校内の国際交流で積極的な発信ができるようにする。

言語・文化

的 配 慮

学校生活上の配慮（１）

１－１ 日本語が十分でないことを周囲が理解して、健康や安全を守れるようにする。特に災

害時など。

１－２ 日本語が十分でない為、言葉が出てこないことを学校全体で共通理解を図り、コミュ

ニケーション上の配慮をする。学校生活を楽しむこと。

２－１ 学級活動や行事を通して、文化の違いを互いに尊重しながら友人関係を持つことがで

きる。

日本語及び教科学習上の配慮（２）

１－２ 年程度は、日本語支援員がついて、日本語の基礎・基本を身につける。困難度が高い

科目の取り出し指導。例）国語 別室で指導。

２－１ 学習の流れがわかるワークシートの活用。ルビ有り教科書の使用。

２－４ その授業内の重要事項をやさしい日本語でゆっくり説明する。

例）国語・社会・理科・算数

母語・母文化尊重に向けた配慮（３）

２ 社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中な

どで、母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。

３－１必要に応じて、母語の使用を多くする。

支 援 体 制

関 係 機 関

と の 連 携

・ 弘前大学教育学部多文化リソースルームから、支援員を派遣してもらう。また、保護者面談

等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。

・ 校内で、担任、教務主任、管理職、支援員、スーパーバイザーを構成員とするケース会議を

定期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。必要に応じて、養護教諭

や教育委員会に状況を報告する。

作 成 者 学級担任： 日本語支援員：

平成 年 月 日 保護者氏名 ○印

※ のの様様式式のの裏裏面面はは、、 とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。

作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 小小学学校校〕〕

学年・組 年 組 本人
ふ り

氏名
が な

ティモシー・ジョンソン

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

支援員が入ったことで、授業の理解度が高まった。

支援員が入ったことで、積極的に学習に取り組む姿勢がみられる。

自信を持って授業に参加できている。

つまずいているところ

積極的に自分から友達に声掛けしない。

回数は減ってきてはいるが、保健室に行く。（特に午後）

短期目標

（期間： 学期）

学校生活

友達との会話を増やし、自分の気持ちを伝えられるようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

教科の言葉を事前に調べ、所属学級の授業でもやっていることのエッセンスをとらえられるようにする。

母語・母文化尊重と多文化共生

異なる言語・文化を持つ自分について、肯定的な気持ちを持てるようにする。

手 立 て

学校生活

取り出しの時間―支援員との会話などを通して、リラックスして過ごせる環境をつくる。

所属学級の時間―これまで話しやすそうだった児童と同じ班にして、友達と話すチャンスを増やす。

保健室―本人が自分の気持ちや状態をことばにできるよう、時間を取って対応する。

利用時間を決めて、クールダウンさせ気持ちを落ち着かせるようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

取り出しの時間

―先行学習で、教科の語彙と漢字の学習支援を行い、所属学級で安心して授業に参加できるようにする。

―ルビ付きの教科書で音読させ、おおまかな内容を理解させる。

所属学級の時間

―その日の学習の重要な部分を、やさしい日本語でゆっくり話すようにする。

母語・母文化尊重と多文化共生

道徳、外国語の時間で、色々な国の文化を学ぶ単元を取り入れ、母文化の紹介をしてもらう。

評 価

作 成 者 学級担任： 日本語支援員：
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔 小小学学校校〕〕

氏 名 性 別 男 国籍 アメリカ

フ リ ガ ナ ジョンソン マイケル ティモシー 生年月日 年 月 ７日

学校での表記 ジョンソン ティモシー
母 語

使用言語
英語

住 所 青森市大字駒込桐ノ沢 番地８ 連 絡 先 －

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

父 ジョンソン ポール アメリカ 英語 日常会話は可能。

母 ジョンソン サラ アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。

妹 ジョンソン カレン アメリカ 英語 日常会話は可能。

弟 ジョンソン イーサン アメリカ 英語 日常会話は可能。

弟 ジョンソン ジョシュア アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。

保護者への通知
☑日本語の通知文書で対応可能 □やさしい日本語で作成した通知が必要

□フリガナつきの通知文書が必要 □大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談

説 明 会 等

□日本語で可能 ☑やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

□通訳が必要

来 日 時 期 年 滞日予定 日本在住予定

将来の進路希望
中学以降は日本の学校には通わず、家庭学習を行う（英語）。海外の大学への進学を希望

している。

年齢 学年
居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任 支援員

支援

時間
備 考

まきば保育園 （ か月間）

小 日本・青森 戸山西小学校 先生

小２ 〃 〃 〃

小３ 〃 〃 先生

小４ 〃 〃 先生 ・ ・

小５ 〃 〃 先生 ・

作成日

評価日
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔 戸戸山山西西小小学学校校〕〕

氏 名 性 別 男 国籍 アメリカ

フ リ ガ ナ ジョンソン マイケル ティモシー 生年月日 年 月 ７日

学校での表記 ジョンソン ティモシー
母 語

使用言語
英語

住 所 青森市大字駒込桐ノ沢 番地８ 連 絡 先 －

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

父 ジョンソン ポール アメリカ 英語 日常会話は可能。

母 ジョンソン サラ アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。

妹 ジョンソン カレン アメリカ 英語 日常会話は可能。

弟 ジョンソン イーサン アメリカ 英語 日常会話は可能。

弟 ジョンソン ジョシュア アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。

保護者への通知
☑日本語の通知文書で対応可能 □やさしい日本語で作成した通知が必要

□フリガナつきの通知文書が必要 □大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談

説 明 会 等

□日本語で可能 ☑やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

□通訳が必要

来 日 時 期 年 滞日予定 日本在住予定

将来の進路希望
中学以降は日本の学校には通わず、家庭学習を行う（英語）。海外の大学への進学を希望

している。

年齢 学年
居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任 支援員

支援

時間
備 考

まきば保育園 （ か月間）

小 日本・青森 戸山西小学校 先生

小２ 〃 〃 〃

小３ 〃 〃 先生

小４ 〃 〃 先生 ・ ・

小５ 〃 〃 先生 ・

作成日 令和３年５月 ３１日

評価日 令和３年 月 日

生活の様子

得意なこと

好きなこと

―スポーツ・パソコン・理科・歴史・計算すること

―物事の仕組みについて知ること

苦手なこと

―漢字（興味はある）

―音に敏感

本人・保護者

の 願 い

本 人

将来は日本ではなく、アメリカに帰国することを希望

保 護 者

学校生活を楽しむこと。

長 期 目 標

（期間：３年）

日本語で行われる授業内容を理解できるようにする。母語や母文化を大切にしながら、日本人

の友人を多く作り、校内の国際交流で積極的な発信ができるようにする。

言語・文化

的 配 慮

学校生活上の配慮（１）

１－１ 日本語が十分でないことを周囲が理解して、健康や安全を守れるようにする。特に災

害時など。

１－２ 日本語が十分でない為、言葉が出てこないことを学校全体で共通理解を図り、コミュ

ニケーション上の配慮をする。学校生活を楽しむこと。

２－１ 学級活動や行事を通して、文化の違いを互いに尊重しながら友人関係を持つことがで

きる。

日本語及び教科学習上の配慮（２）

１－２ 年程度は、日本語支援員がついて、日本語の基礎・基本を身につける。困難度が高い

科目の取り出し指導。例）国語 別室で指導。

２－１ 学習の流れがわかるワークシートの活用。ルビ有り教科書の使用。

２－４ その授業内の重要事項をやさしい日本語でゆっくり説明する。

例）国語

母語・母文化尊重に向けた配慮（３）

２ 社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中な

どで、母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。

３－１必要に応じて、母語の使用を多くする。

支 援 体 制

関 係 機 関

と の 連 携

・ 弘前大学教育学部多文化リソースルームから、支援員を派遣してもらう。また、保護者面談

等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。

・ 校内で、担任、教務主任、管理職、支援員、スーパーバイザーを構成員とするケース会議を

定期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。必要に応じて、養護教諭

や教育委員会に状況を報告する。

作 成 者 学級担任： 日本語支援員：

平成 年 月 日 保護者氏名 ○印

※ のの様様式式のの裏裏面面はは、、 とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。
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作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 小小学学校校〕〕

学年・組 年 組 本人
ふ り

氏名
が な

ティモシー・ジョンソン

学 校 生 活

の 様 子

⚫ うまくいっているところ

―支援員が入ったことで発話量も増え、聞きなれた言葉を組み合わせて、自分自身のことや身近な

出来事について、長い文章で話すことができる。また、教科書の内容に関しても要点を捉え、自

分の言葉で表現することができる。

―小学校 年生程度の学習漢字が混じった長文を読んで、大意を理解することができる。

―教科書の内容を理解し、日常よく使う語彙や表現を使って、短い文章を書く事ができる。

―教科学習について 、 文の連文を聴いて、大意を理解することができる。

⚫ つまずいているところ

―教科用語に関しては、理解ができないものも多くある。

短期目標

学校生活

―日本の学校生活において、積極的にコミュニケーションを図ろうとする機会を与えられるようにする。

―教科等において、課題把握・情報収集・観察等の様々な活動に日本語で参加できるようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

教科の言葉を事前に調べ、所属学級の授業でもやっていることのエッセンスをとらえられるようにする。

母語・母文化尊重と多文化共生

異なる言語・文化を持つ自分について、肯定的な気持ちを持てるようにする。

手 立 て

学校生活

取り出しの時間―支援員との会話などを通して、リラックスして過ごせる環境をつくる。

所属学級の時間―学級で前に立つ仕事をすることで、日本語で話す機会を増やす。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

取り出しの時間

―ルビ付きの教科書で音読させ、おおまかな内容を理解させる。

―支援を得て、物語文を読み、登場人物や場面について理解する。

―支援を得て、説明文を読み、文章の構成について理解する。

―教科学習の課題に対して、日常語彙を使って意見文を書けるようにする。

―学習内容について、複文を使いながら、順序立てて話せるようにする。

所属学級の時間

―その日の学習の重要な部分を、やさしい日本語でゆっくり話すようにする。

―グループワークの際に、語彙や内容の説明を行い、グループワークに参加しやすいように支援する。

母語・母文化尊重と多文化共生

道徳、外国語の時間で、色々な国の文化を学ぶ単元を取り入れ、母文化の紹介をしてもらう。

評 価

作 成 者 学級担任： 日本語支援員：
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作成日 令和３年 月 日

評価日 令和３年 月 日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 戸戸山山西西小小学学校校〕〕

学年・組 年 組 本人
ふ り

氏名
が な

ティモシー・ジョンソン

学 校 生 活

の 様 子

⚫ うまくいっているところ

―支援員が入ったことで発話量も増え、聞きなれた言葉を組み合わせて、自分自身のことや身近な

出来事について、長い文章で話すことができる。また、教科書の内容に関しても要点を捉え、自

分の言葉で表現することができる。

―小学校 年生程度の学習漢字が混じった長文を読んで、大意を理解することができる。

―教科書の内容を理解し、日常よく使う語彙や表現を使って、短い文章を書く事ができる。

―教科学習について 、 文の連文を聴いて、大意を理解することができる。

⚫ つまずいているところ

―教科用語に関しては、理解ができないものも多くある。

短期目標

学校生活

―日本の学校生活において、積極的にコミュニケーションを図ろうとする機会を与えられるようにする。

―教科等において、課題把握・情報収集・観察等の様々な活動に日本語で参加できるようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

教科の言葉を事前に調べ、所属学級の授業でもやっていることのエッセンスをとらえられるようにする。

母語・母文化尊重と多文化共生

異なる言語・文化を持つ自分について、肯定的な気持ちを持てるようにする。

手 立 て

学校生活

取り出しの時間―支援員との会話などを通して、リラックスして過ごせる環境をつくる。

所属学級の時間―学級で前に立つ仕事をすることで、日本語で話す機会を増やす。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

取り出しの時間

―ルビ付きの教科書で音読させ、おおまかな内容を理解させる。

―支援を得て、物語文を読み、登場人物や場面について理解する。

―支援を得て、説明文を読み、文章の構成について理解する。

―教科学習の課題に対して、日常語彙を使って意見文を書けるようにする。

―学習内容について、複文を使いながら、順序立てて話せるようにする。

所属学級の時間

―その日の学習の重要な部分を、やさしい日本語でゆっくり話すようにする。

―グループワークの際に、語彙や内容の説明を行い、グループワークに参加しやすいように支援する。

母語・母文化尊重と多文化共生

道徳、外国語の時間で、色々な国の文化を学ぶ単元を取り入れ、母文化の紹介をしてもらう。

評 価

作 成 者 学級担任： 日本語支援員：

 

 

【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画  〔〔  小小学学校校  〕〕  

氏 名 JOHNSON RYAN ETHAN 性  別 男 国籍 アメリカ 

フ リ ガ ナ ジョンソン ライアン イーサン 生年月日   2014 年 5月 31日 

学校での表記 ジョンソン イーサン 
母  語 

使用言語 
英語 

住 所 青森市大字駒込桐ノ沢181番地８ 連 絡 先 090-4284－5590 

 続 柄 氏  名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考 

家 族 構 成 

父 ジョンソン ポール アメリカ 英語 日常会話は可能。 

母 ジョンソン サラ アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。 

兄 ジョンソン ティモシー アメリカ 英語 日常会話は可能。 

弟 ジョンソン イーサン アメリカ 英語 日常会話は可能。 

弟 ジョンソン ジョシュア アメリカ 英語 簡単な日常会話は可能。 

     

保護者への通知 
☑日本語の通知文書で対応可能     □やさしい日本語で作成した通知が必要    

□フリガナつきの通知文書が必要    □大切な連絡等は翻訳文書が必要 

保護者面談 

説 明 会 等 

□日本語で可能          ☑やさしい日本語で対応するなど配慮が必要 

□通訳が必要 

来 日 時 期  滞日予定 日本在住予定 

将来の進路希望 未定 

年齢 学年 
居住国・

市町村 

就学前の状況、在籍学校、 

不就学などの状況 
担任 支援員 

支援 

時間 
備  考 

0-1        

1-2        

2-3        

3-4  日本・青森      

4-5  日本・青森      

5-6  日本・青森      

6-7 小1 日本・青森  D先生 E・C   

7-8        

8-9        

9-10        

10-11        

11-12        

12-13        

13-14        

14-15        

15-16        

16-17        
 

作成日   

評価日      
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生活の様子 

得意なこと 

好きなこと 

レゴブロック遊び・戦いごっこ 

苦手なこと 

揶揄されること。（からかわれること） 

 

本人・保護者 

の 願 い  

本   人 

 

保 護 者  

友人を多く作って、学校生活を楽しむこと。 

長 期 目 標 

（期間：３年） 

日本語で行われる授業内容を理解できるようにする。 

母語や母文化を大切にしながら、日本人の友人を多く作り、校内の国際交流で積極的な発信が

できるようにする。 

言語・文化 

的 配 慮 

 

学校生活上の配慮（１） 

１－１ 日本語が十分でないことを周囲が理解して、健康や安全を守れるようにする。特に災

害時など。 

２－１ 学級活動や行事を通して、文化の違いを互いに尊重しながら友人関係を持つことがで 

きる。 

日本語及び教科学習上の配慮（２） 

１－２ 1年程度は、日本語支援員がついて、日本語の基礎・基本を身につける。入り込み指導

を基本とする。 

例）国語・算数 必要に応じて入り込み指導。 

 

２－４ その授業内の重要事項をやさしい日本語でゆっくり説明する。 

    例）国語・算数 

母語・母文化尊重に向けた配慮（３） 

２ 社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中な 

どで、母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。 

３－１必要に応じて、母語の使用を多くする。 

支 援 体 制 

 

関 係 機 関 

と の 連 携 

・ 弘前大学教育学部多文化リソースルームから、支援員を派遣してもらう。また、保護者面談

等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。 

・ 校内で、担任、教務主任、管理職、支援員、スーパーバイザーを構成員とするケース会議を

定期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。必要に応じて、養護教諭

や教育委員会に状況を報告する。 

  

作 成 者 学級担任：    D先生         日本語支援員：  E, 

 

   平成   年  月  日  保護者氏名                  ○印 

※ AA33のの様様式式のの裏裏面面はは、、pp..1144--1155とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。  
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生活の様子 

得意なこと 

好きなこと 

レゴブロック遊び・戦いごっこ 

苦手なこと 

揶揄されること。（からかわれること） 

 

本人・保護者 

の 願 い  

本   人 

 

保 護 者  

友人を多く作って、学校生活を楽しむこと。 

長 期 目 標 

（期間：３年） 

日本語で行われる授業内容を理解できるようにする。 

母語や母文化を大切にしながら、日本人の友人を多く作り、校内の国際交流で積極的な発信が

できるようにする。 

言語・文化 

的 配 慮 

 

学校生活上の配慮（１） 

１－１ 日本語が十分でないことを周囲が理解して、健康や安全を守れるようにする。特に災

害時など。 

２－１ 学級活動や行事を通して、文化の違いを互いに尊重しながら友人関係を持つことがで 

きる。 

日本語及び教科学習上の配慮（２） 

１－２ 1年程度は、日本語支援員がついて、日本語の基礎・基本を身につける。入り込み指導

を基本とする。 

例）国語・算数 必要に応じて入り込み指導。 

 

２－４ その授業内の重要事項をやさしい日本語でゆっくり説明する。 

    例）国語・算数 

母語・母文化尊重に向けた配慮（３） 

２ 社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中な 

どで、母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。 

３－１必要に応じて、母語の使用を多くする。 

支 援 体 制 

 

関 係 機 関 

と の 連 携 

・ 弘前大学教育学部多文化リソースルームから、支援員を派遣してもらう。また、保護者面談

等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。 

・ 校内で、担任、教務主任、管理職、支援員、スーパーバイザーを構成員とするケース会議を

定期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。必要に応じて、養護教諭

や教育委員会に状況を報告する。 

  

作 成 者 学級担任：    D先生         日本語支援員：  E, 

 

   平成   年  月  日  保護者氏名                  ○印 

※ AA33のの様様式式のの裏裏面面はは、、pp..1144--1155とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。  

作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 小小学学校校〕〕

学年・組 １年２組 本人
ふ り

氏名
が な

イーサン・ジョンソン

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

―毎日の生活に関する事を、日常語彙で表現することができ、自分の思いを文で伝えることができる。

―学校での日課に関する指示を聴いて、適切に従うことができる。

―友達と積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が見られる。

つまずいているところ

―平仮名や片仮名で書いたり、読んだりすることに難しさを感じる。

短期目標

学校生活

日本の学校生活や社会生活に関する理解を深める。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

日本語で学校生活に参加するために必要な文字や文など基礎的な日本語の力を育てる。

母語・母文化尊重と多文化共生

異なる言語・文化を持つ自分について、肯定的な気持ちを持てるようにする。

手 立 て

学校生活

所属学級の時間―話しやすそうな児童と同じ班にして、友達と話すチャンスを増やす。

本人の気持ちを読み取れるようにする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

所属学級の時間

―日本語の音や表現を楽しみ、語彙を増やす。

―いくつかの平仮名や少ない音節の平仮名の語を書けるようにする。

母語・母文化尊重と多文化共生

道徳、特別学級の時間で、色々な国の文化を学ぶ単元を取り入れ、母文化の紹介をしてもらう。

評 価

作 成 者 学級担任： 日本語支援員：
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔 小小学学校校 〕〕

氏 名 刘 珩昕 性 別 男 国籍 中国

フ リ ガ ナ リュウ コウシン 生年月日 年 月 日

学校での表記 りゅう こうしん
母 語

使用言語
中国語 ・日本語

住 所 青森市久須志 丁目 連 絡 先 母

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

父 刘 瑋 （りゅう い） 中国 中国・日本 簡単な日常会話は可能

母 陳 文娟（ちん ぶんけん） 中国 中国・日本 簡単な日常会話は可能

保護者への通知
□日本語の通知文書で対応可能 ☑やさしい日本語で作成した通知が必要

□フリガナつきの通知文書が必要 □大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談

説 明 会 等

☑日本語で可能 □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

□通訳が必要

来 日 時 期 小学校入学の か月前 滞日予定 長く日本にいる予定

将来の進路希望 日本の大学へ進学希望

年齢 学年
居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任

日本語

支援員

支援

時間
備 考

中国

〃

〃

〃 小鸽子幼稚園

〃 〃

〃 〃

小 日本青森 千刈小学校入学 先生 ・ ・ 週 月

作成日

評価日

資料５
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔 千千刈刈小小学学校校 〕〕

氏 名 刘 珩昕 性 別 男 国籍 中国

フ リ ガ ナ リュウ コウシン 生年月日 年 月 日

学校での表記 りゅう こうしん
母 語

使用言語
中国語 ・日本語

住 所 青森市久須志 丁目 連 絡 先 母

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

父 刘 瑋 （りゅう い） 中国 中国・日本 簡単な日常会話は可能

母 陳 文娟（ちん ぶんけん） 中国 中国・日本 簡単な日常会話は可能

保護者への通知
□日本語の通知文書で対応可能 ☑やさしい日本語で作成した通知が必要

□フリガナつきの通知文書が必要 □大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談

説 明 会 等

☑日本語で可能 □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

□通訳が必要

来 日 時 期 小学校入学の か月前 滞日予定 長く日本にいる予定

将来の進路希望 日本の大学へ進学希望

年齢 学年
居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任

日本語

支援員

支援

時間
備 考

中国

〃

〃

〃 小鸽子幼稚園

〃 〃

〃 〃

小 日本青森 千刈小学校入学 先生 ・ ・ 週 月

作成日 令和 年 月 日

評価日 令和 年 月 日

資料５

生活の様子

得意なこと

好きなこと

国語の教科書を音読することが得意で、家でもしっかりと練習をしている。算数

では計算が早いが、文章題の問題は理解できないことがある。花の世話をするこ

とが大好きで、家庭でも育てている。友達と仲良くなろうとして、積極的に話し

かけたり、落ちている友達の文房具を拾ってあげたり、心優しい性格。

苦手なこと
体育で走ることやなわとびが苦手。また、絵を描くことや色を塗ることがあまり

上手くできない。

本人・保護者

の 願 い

本 人 朝顔などの花が大好きで、将来は花屋さんになりたいと話している。

保 護 者 日本で大学教育まで受けさせたいと考えている。

長 期 目 標

（期間： 年）

①日本語で行われる授業において教師の話を理解し、指示に従うことができる。

②学校生活や学習場面で必要となる単語や定型表現を使って、自分の考えを話せるようになる。

③ひらがなカタカタ、小学校１年生で学習する漢字を使った読み書きができ、母語にない日本

語の助詞を正しく使うことができる。

④母語や母文化を大切にし、校内で取り組まれる国際交流において積極的な発信ができる。

言語・文化

的 配 慮

学校生活上の配慮（１）

①日本語が十分でないことを周囲が理解して、発話を強要せず、やりとりの中で表現したい内

容を引き出し、不足している語彙や表現を補充していく。

②母語が使えない状況においても、健康や安全を守れるよう配慮する。特に、災害時や病気・け

がの時等に必要な情報を得ることができるようにしておく。

③学級活動や行事を通して、日本語の摂取量が多くなるよう座席や仲間づくりに配慮し、文化

の違いをお互いに尊重しながら友人関係を持つことができる。

日本語及び教科学習上の配慮（２）

①クラスでは、平易な日本語、短い発問を工夫する。また、意図的な指名を工夫するなどして、

成就感を味わわせる。学習意欲を保つため、算数など得意な教科での活躍の場を設ける。

②日本語支援員は、周囲で話されている日本語について関心を持ち、簡単な日本語でクラス活

動に参加ができるよう入り込み支援を行う。

③日本語の基礎・基本を身に付けるために、教師の指示のもと日本語支援員による取り出し授

業を行う。教科学習の内容にも関心が持てるよう、取り出し授業では先行型学習を心がけ、リ

ライト教材を活用しながら、学習言語に慣れさせていく。

④漢字の勉強に対する意欲が高いので、「読む」「書く」の両方をバランスよく習得できるよう

に支援する。「読む」「書く」力は、母語指導も重要となるため、日常慣れ親しんだことについて

日記を書くなど、家庭とも連携しながら行う。

母語・母文化尊重に向けた配慮（３）

①社会科や総合的な学習の時間等、授業で世界の国や文化を取り上げるときや、行事の中など

で母文化について発信してもらう機会を積極的につくる。

②図書室等に中国の絵本や文化を紹介するスペースを作り、多文化共生の学校づくりに努める。

支 援 体 制

関 係 機 関

と の 連 携

①弘前大学教育学部多文化リソースルームから、日本語、生活支援、母語支援員をそれぞれ派

遣。また、保護者面談等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。

②校内で、担任・教務主任・管理職・支援員・スーパーバイザーを構成員とするケース会議を定

期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援：

令和 年 月 日 保護者氏名 ○印

※ のの様様式式のの裏裏面面はは、、 とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。
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作成日  

評価日      
                      

          【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画    〔〔 小小学学校校〕〕  

学年・組 1年1組 本人
ふ り

氏名
が な

 刘 珩昕 (りゅう こうしん) 

学校生活 

の 様 子 

＜うまくいっているところ＞ 

１学期 

・挨拶がしっかりとできる。友達と積極的に話をする。隣のクラスの児童とも話している。 

・本が好きで、図書室から借りてきた日本語の本を積極的に読んでいる。 

・ひらがなを読むこと、書くことができる。 

２学期 

・学校生活でよく使われる語彙や表現を理解したり、簡単な質問に答えたりすることができる。 

・自宅で音読をしっかりやっているため、日本語をスムーズに読む事ができる。 

・算数が得意で、計算が早い。 

＜つまずいているところ＞ 

１学期 

・一時間目の授業は特に集中力がなく、机の上に臥せたり机やノートに落書きをしたりする。 

・忍耐力がなく、ほかの児童の発表などをじっと聞くことができない。 

・運動が苦手で、持久走や縄跳びを続けてできない。また、絵を描くことを嫌がる。 

２学期 

・教師や友達の話が十分に理解できていないことが多く、コミュニケーションが一方通行の場合

がある。 

・授業中、手遊びに夢中になることがよくある。 

・早く提出物を出したいため、字が粗末になったり、問題文をよく読まなかったりする。 

短期目標 

（期間：1学期） 

学校生活 

・自分自身のことや身近な出来事、自分の気持ちを伝えられるようになる。 

・ある程度まとまった話を聞き取り、概要を理解することができる。 

・わからない言葉をそのままにせず、自ら質問して確認することができる。 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）  

・カタカナや特殊音節を含む語彙、１年生の漢字が混じった文を読むことができる。 

・音読のコーラスを教師の合図で正確に行うことができる。 

・「早く」「丁寧に」、この二点をバランスよく取り入れて学習に取り組む。 

・ひらがなやカタカナ、漢字を使い分けて、短い文を書くことができる。 

・自分自身のことについて、短文を使って話したり、発表したりできるようになる。 

・苦手な体育や図工にも、あきらめず努力することができる。 

母語・母文化尊重と多文化共生 

・異なる言語・文化を持つ自分について、肯定的な気持ちを持てるようにする。 

・漢字を頑張りたいという本人の目標に向かって、達成感や成就感を味わうことができる。 

手 立 て 

学校生活 

・絵などを用いて、身近な出来事や気持ちを表す語彙や表現を理解し、会話の中で使えるように 

する。 

・教師の指示等が分からなかったとき、「よくわかりません。」「どういう意味ですか。」と聞き返

したり、周りの友達に聞いたりできるようにする。 

・集中力や忍耐力がなくなって姿勢が乱れてきたら、「がんばろう」と声がけし、修正を促す。注

意喚起をし続け、ルールを習慣づける。 
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作成日 令和3年5月28日 

評価日 令和 年 月  日 
                      

          【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画    〔〔千千刈刈小小学学校校〕〕  

学年・組 1年1組 本人
ふ り

氏名
が な

 刘 珩昕 (りゅう こうしん) 

学校生活 

の 様 子 

＜うまくいっているところ＞ 

１学期 

・挨拶がしっかりとできる。友達と積極的に話をする。隣のクラスの児童とも話している。 

・本が好きで、図書室から借りてきた日本語の本を積極的に読んでいる。 

・ひらがなを読むこと、書くことができる。 

２学期 

・学校生活でよく使われる語彙や表現を理解したり、簡単な質問に答えたりすることができる。 

・自宅で音読をしっかりやっているため、日本語をスムーズに読む事ができる。 

・算数が得意で、計算が早い。 

＜つまずいているところ＞ 

１学期 

・一時間目の授業は特に集中力がなく、机の上に臥せたり机やノートに落書きをしたりする。 

・忍耐力がなく、ほかの児童の発表などをじっと聞くことができない。 

・運動が苦手で、持久走や縄跳びを続けてできない。また、絵を描くことを嫌がる。 

２学期 

・教師や友達の話が十分に理解できていないことが多く、コミュニケーションが一方通行の場合

がある。 

・授業中、手遊びに夢中になることがよくある。 

・早く提出物を出したいため、字が粗末になったり、問題文をよく読まなかったりする。 

短期目標 

（期間：1学期） 

学校生活 

・自分自身のことや身近な出来事、自分の気持ちを伝えられるようになる。 

・ある程度まとまった話を聞き取り、概要を理解することができる。 

・わからない言葉をそのままにせず、自ら質問して確認することができる。 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）  

・カタカナや特殊音節を含む語彙、１年生の漢字が混じった文を読むことができる。 

・音読のコーラスを教師の合図で正確に行うことができる。 

・「早く」「丁寧に」、この二点をバランスよく取り入れて学習に取り組む。 

・ひらがなやカタカナ、漢字を使い分けて、短い文を書くことができる。 

・自分自身のことについて、短文を使って話したり、発表したりできるようになる。 

・苦手な体育や図工にも、あきらめず努力することができる。 

母語・母文化尊重と多文化共生 

・異なる言語・文化を持つ自分について、肯定的な気持ちを持てるようにする。 

・漢字を頑張りたいという本人の目標に向かって、達成感や成就感を味わうことができる。 

手 立 て 

学校生活 

・絵などを用いて、身近な出来事や気持ちを表す語彙や表現を理解し、会話の中で使えるように 

する。 

・教師の指示等が分からなかったとき、「よくわかりません。」「どういう意味ですか。」と聞き返

したり、周りの友達に聞いたりできるようにする。 

・集中力や忍耐力がなくなって姿勢が乱れてきたら、「がんばろう」と声がけし、修正を促す。注

意喚起をし続け、ルールを習慣づける。 

 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等） 

・その日の学習の重要な部分を、やさしい日本語でゆっくり話すようにする。 

・語彙や表現を増やしながら、未習語彙が出てきたときには推測できるようにサポートする。 

・早く提出して先生にほめられたい気持ちや、早く並びたい気持ちを尊重して、スムーズにノー

トを書くためのサポートを行う。まずは名前から丁寧に書くよう促し、丁寧に字を書けたとき

には褒める。 

・書く習慣がつくよう、ある程度まとまった文章をなぞり書きや書写する。 

・自分自身の出来事を話しやすい環境を作り、語彙や表現を増やす。 

・スタミナをつけるためできるだけ体を動かし、運動能力や持久力が向上するよう声がけする。

色塗りなども丁寧にできるよう声がけをしたり、家庭でも絵を描く習慣をつけたりする。 

 

母語・母文化尊重と多文化共生 

・クラス活動の中で中国の文化について学ぶ機会を取り入れ、本人に紹介をしてもらう。具体的

には挨拶や飲食に関する母語や生活習慣の違い等を紹介する機会を作る。 

・一年生で習う漢字の中にも故郷を感じられる漢字があれば「中国の中」「上海の上だね」のよ

うに中国と関連づけながら学び、中休みに友達と漢字で遊びをする等、漢字に親しむ。 

評  価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作 成 者 学級担任： T先生    日本語支援員： A・F         
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔 中中学学校校〕〕

氏 名 ウィンロー ナラウォン 性 別 男 国籍 タイ

フ リ ガ ナ ウィンロー ナラウォン 生年月日 年 月 日

学校での表記 ウィンロー ナラウォン
母 語

使用言語
タイ語 日本語

住 所
青森市自由が丘 父の会社

青森市桜川諏訪沢 （自宅）
連 絡 先

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

父 鹿内 栄樹 日本 日本

母 鹿内 カニッタ タイ タイ ある程度

保護者への通知
□日本語の通知文書で対応可能 □やさしい日本語で作成した通知が必要

☑フリガナつきの通知文書が必要 ☑大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談

説 明 会 等

□日本語で可能 □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

☑通訳が必要

来 日 時 期 中学校入学の約一年前 滞日予定 定住予定

将来の進路希望 県内の高校進学

年齢
学

年

居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任 支援員

支援

時間
備考

幼 タイ

幼 タイ

幼 タイ

小 タイ

小 タイ

小 タイ

小 タイ

小 タイ

小 タイ

なし 青森市 不就学

中 青森市 佃中学校 先生 ・ ・ 時間 週

中２ 青森市 佃中学校 先生 ・ ・ ・

作成日

評価日

資料６
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔佃佃中中学学校校〕〕

氏 名 ウィンロー ナラウォン 性 別 男 国籍 タイ

フ リ ガ ナ ウィンロー ナラウォン 生年月日 年 月 日

学校での表記 ウィンロー ナラウォン
母 語

使用言語
タイ語 日本語

住 所
青森市自由が丘 父の会社

青森市桜川諏訪沢 （自宅）
連 絡 先

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

父 鹿内 栄樹 日本 日本

母 鹿内 カニッタ タイ タイ ある程度

保護者への通知
□日本語の通知文書で対応可能 □やさしい日本語で作成した通知が必要

☑フリガナつきの通知文書が必要 ☑大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談

説 明 会 等

□日本語で可能 □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

☑通訳が必要

来 日 時 期 中学校入学の約一年前 滞日予定 定住予定

将来の進路希望 県内の高校進学

年齢
学

年

居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任 支援員

支援

時間
備考

幼 タイ

幼 タイ

幼 タイ

小 タイ

小 タイ

小 タイ

小 タイ

小 タイ

小 タイ

なし 青森市 不就学

中 青森市 佃中学校 先生 ・ ・ 時間 週

中２ 青森市 佃中学校 先生 ・ ・ ・

作成日 令和 年 月 日

評価日 令和 年 月 日

資料６

生活の様子

得意なこと

好きなこと

でゲーム観戦

本を読む事

苦手なこと

授業で使用したプリントのまとめ整理

他の授業内容が理解出来ず少し落ち込むが、意欲はあると見受けられる

本人・保護者

の 願 い

本 人

青森県内の高校進学

保 護 者

高校卒業（父）

長 期 目 標

（期間： 年）

日本語で行われる授業内容を理解できるようになり、公立高校に進学する。

母語や母文化を大切にしながら、学級や部活の友人を多く作り、校内での国際交流で発信がで

きるようにする。

言語・文化

的 配 慮

学校生活上の配慮（１）

１－１ 日本語が十分でないことを周囲が理解して、健康や安全を守れるようにする。特に災

害時など。

２－１ 学級活動や行事を通して、コミュニケーションを図り有効な友人関係を築くことがで

きる。

日本語及び教科学習上の配慮（２）

１－２ 年程度は日本語支援員がついて、日本語の基礎・基本を身に着ける。

２－４ 高校進学に向けて、所属学級での教科学習においても各教科担当が、重要なところを

強調してゆっくり話す、やさしい日本語での説明を説明する、翻訳ツールを活用する

などして、内容理解ができるよう配慮する。

母語・母文化尊重に向けた配慮（３）

１ 自尊心やアイデンティティ、保護者との関係への配慮

２ 行事の中などで、 学校祭等 母文化について発信してもらう機会をつくる。

３ 高校進学に向けて、日本の教育制度等について、保護者も含めて情報を伝える。

支 援 体 制

関 係 機 関

と の 連 携

・ 弘前大学教育学部多文化リソースルームから、日本語・母語支援員を派遣してもらう。ま

た、保護者面談等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。

・ 校内で、担任、教務主任、管理職、支援員、スーパーバイザーを構成員とするケース会議を

定期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。必要に応じて、教育委員

会に状況を報告する。

作 成 者 学年主任： 先生 日本語支援員： 母語支援員：

平成 年 月 日 保護者氏名 ○印

※ のの様様式式のの裏裏面面はは、、 とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。
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作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 中中学学校校〕〕

学年・組 １年２組 本人
ふ り

氏名
が な

ウィンロー ナラウォン

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

疑問や理解出来ない部分は積極的に聞いてくれる

日本語支援に対しては、発話も漢字も積極的に学習し、習った漢字は自分で思い出して書こうとす

る努力がみられる。

授業では、ノートが書ききれない部分は友達に借りて補っている。

つまずいているところ

小２～中１の間の漢字は理解言語が少ない、また生活言語と学習言語の理解力に欠ける

意欲的で皆についていこうと頑張るがついていけない

授業内容の理解度が低く、両親に聞いても両親も十分説明が出来ないため理解できない事が本人の

意欲を落とす原因だと感じる

短期目標

（期間：４ヵ月）

学校生活

友達との交流を増やし、自分の気持ちを伝えられるようになる

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

会話で気になる助詞の使い方を、教材 中学校の日本語 を使い矯正

年生の授業から所属学級で少しずつ聞き取りやノートが取れるように、当分はリライト教材を使

い日本語力をつける

母語・母文化尊重と多文化共生

保護者に、日本での高校進学に向けて必要な情報を提供する

手 立 て

学校生活

会話で周りと意思疎通ができず、自分の日本語に自信が無いことで、周りとの交流が少ないと感じ

る為本人の母文化についての紹介の機会をつくる。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

本人が望む教科について、日本語学習と統合的な内容を取り入れ、教科学習への接続を図る。

漢字の学習を好むので、教科では今中学校で必要な日本語の語彙、会話では小学校レベルの漢字を

増やし、宿題でもそうした語彙を漢字で書いて意味を調べてくるようにしてみる。

母語・母文化尊重と多文化共生

通訳を入れた保護者面談を設定し、進路に関する情報をきめ細かく伝える。

評 価

授業や学校生活の中では積極的に書くことや会話が増えた。以前に比べて字もきれいになった。日

本語の語彙力には課題が残る為、長期休暇などで集中して生活に必要な語彙のビルドアップと教科

の用語についての解説などを進めていく必要がある。母語支援が入ってから、教科の内容理解の補

助を行っているが、家庭での学習時間の確保がほとんどできないため学習内容の定着を図ることが

難しかった。支援を進めていくうちに、勉強のし方やメモの取り方がわからないことがわかってき

た。

本人と父親の聞き取り調査から、県内の高校進学希望であることが分かったが、将来の方向性をき

ちんと考えていく必要がある。

作 成 者 学年主任： 先生 日本語支援員： ・ ・ 母語支援員：
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作成日 令和 年 月 日

評価日 令和 年 月 日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔佃佃中中学学校校〕〕

学年・組 １年２組 本人
ふ り

氏名
が な

ウィンロー ナラウォン

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

疑問や理解出来ない部分は積極的に聞いてくれる

日本語支援に対しては、発話も漢字も積極的に学習し、習った漢字は自分で思い出して書こうとす

る努力がみられる。

授業では、ノートが書ききれない部分は友達に借りて補っている。

つまずいているところ

小２～中１の間の漢字は理解言語が少ない、また生活言語と学習言語の理解力に欠ける

意欲的で皆についていこうと頑張るがついていけない

授業内容の理解度が低く、両親に聞いても両親も十分説明が出来ないため理解できない事が本人の

意欲を落とす原因だと感じる

短期目標

（期間：４ヵ月）

学校生活

友達との交流を増やし、自分の気持ちを伝えられるようになる

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

会話で気になる助詞の使い方を、教材 中学校の日本語 を使い矯正

年生の授業から所属学級で少しずつ聞き取りやノートが取れるように、当分はリライト教材を使

い日本語力をつける

母語・母文化尊重と多文化共生

保護者に、日本での高校進学に向けて必要な情報を提供する

手 立 て

学校生活

会話で周りと意思疎通ができず、自分の日本語に自信が無いことで、周りとの交流が少ないと感じ

る為本人の母文化についての紹介の機会をつくる。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

本人が望む教科について、日本語学習と統合的な内容を取り入れ、教科学習への接続を図る。

漢字の学習を好むので、教科では今中学校で必要な日本語の語彙、会話では小学校レベルの漢字を

増やし、宿題でもそうした語彙を漢字で書いて意味を調べてくるようにしてみる。

母語・母文化尊重と多文化共生

通訳を入れた保護者面談を設定し、進路に関する情報をきめ細かく伝える。

評 価

授業や学校生活の中では積極的に書くことや会話が増えた。以前に比べて字もきれいになった。日

本語の語彙力には課題が残る為、長期休暇などで集中して生活に必要な語彙のビルドアップと教科

の用語についての解説などを進めていく必要がある。母語支援が入ってから、教科の内容理解の補

助を行っているが、家庭での学習時間の確保がほとんどできないため学習内容の定着を図ることが

難しかった。支援を進めていくうちに、勉強のし方やメモの取り方がわからないことがわかってき

た。

本人と父親の聞き取り調査から、県内の高校進学希望であることが分かったが、将来の方向性をき

ちんと考えていく必要がある。

作 成 者 学年主任： 先生 日本語支援員： ・ ・ 母語支援員：

作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 中中学学校校〕〕

学年・組 年 組 本人
ふ り

氏名
が な

ウィンロー ナラウォン

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

疑問点は、積極的に質問をしてくれる。

学んだ文法を使って伝えたいことを伝えてくれる。

授業では以前に比べ文字をきれいに書くようになった。

つまずいているところ

教科に出てくる専門用語でわからないことが多いため教科の理解に欠ける。

文法をうまく使うことが出来ても助詞を間違えることがある。

自宅での復習時間が少ないため授業内容の定着が難しい。

短期目標

（期間 前期）

学校生活

コミュニケーション能力を向上させ、現在よりもスムーズに気持ちを伝えられるようになる。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

気になる助詞の間違いを教材の問題を使いながら文法と同時に直していく

教科につながる用語も教材を使い覚えていく。（読解や短作文を使って教科につながる日本語の支援に

移行していく）

母語・母文化尊重と多文化共生

高校進学に向けた取り組みを学校内外で提供し活用する。

ストレスなく、落ち込まないように学校の生活に楽しく勉強でき、高校の進学に向けて、必要な情報を

具体的に提供する。

手 立 て

学校生活

先生や友達との会話は以前よりも増えているため、難しい会話もできるように支援内での会話練習の回

数を増やし、より学校生活の内容に近いモノを取り入れていく。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

日本語支援に関しては、文法の練習から読解や短作文で読み書きを鍛えていき、教科につながる日本語

に移行していく。

各教科に関しては、日本語と同時に支援しながら週末交流勉強会などを利用し予習、復習で定着を図る。

母語・母文化尊重と多文化共生

週末交流勉強会を利用し、様々な学生と交流を図り勉強面だけでなく進学の具体的なイメージを持って

もらう。

本人にクラスや部活や自宅での学習などの状況などを聞き取りして、その情報を支援員と学校と家族の

間に伝え、調整する。

評 価

日本語、教科の目標について

会話での日本語に関しては以前に比べ自分の伝えたいことを伝えられるようになったと感じています。

国語に関しては、記号で答える問題はうまく答えることが出来ていますが、文章問題に関してはまだ練

習が必要だと感じます。数学に関しては、解き方も理解していて教科で使う日本語も覚えていることが

多いため他の教科に比べると学校の授業通り進行できていると感じます。

母語・母文化尊重と多文化共生の目標について

先生や友達との会話は、スムーズにできているので、学校の生活では楽しく勉強できていると感じてい

ます。前学期と比較すれば、前より学習面では伸びており、頑張っている様子に見えます。しかし、学

校生活での時間を守ることや、宿題の提出などの自分の役割と責任については課題が残ります。今後、

母語支援が減っていくことを考えると、自律学習について周囲の協力が不可欠です。

作 成 者 学年主任： 先生 日本語支援員： 母語支援員：
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作成日  

評価日     
                      

          【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画    〔〔 中中学学校校〕〕  

学年・組 2年1組 本人
ふ り

氏名
が な

 ウィンロー ナラウォン 

学校生活 

の 様 子 

うまくいっているところ 

疑問点は、積極的に質問をしてくれる。自分の意見・気持ちを伝わるように述べてくれる。 

学んだ文法を使って伝えたいことを伝えてくれる。集中すれば短時間で覚えることができる。 

授業では以前に比べ文字をきれいに書くようになった。辞書を使って自ら問題解決に努めている。 

つまずいているところ 

教科に出てくる専門用語でわからないことが多いため教科の理解に欠ける。毎回、眠そうで疲れた様子。 

文法をうまく使うことが出来ても助詞を間違えることがある。放課後支援授業中、外部の騒音や他の生

徒達の様子と帰宅時の天気が気になる様子。 

短期目標 

（ 期 間 :後 期 ） 

学校生活 

コミュニケーション能力を向上させ、現在よりもスムーズに気持ちを伝えられるようになる。 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等） 

気になる助詞の間違いを教材の問題を使いながら文法と同時に直していく。 

教科につながる用語も教材を使い覚えていく。様々な問題文に触れて、試験対策につなげていく（読解

や短作文を使って教科につながる日本語の支援に移行していく）定期試験を正誤分析し次回の対策する。 

母語・母文化尊重と多文化共生 

ストレスなく、落ち込まないように母語・母文化を尊重しながら、学校の生活に楽しく勉強でき、高校

の進学に向けて、必要な高校や、入試などの情報に提供する。 

手 立 て 

学校生活 

先生や友達との会話は以前よりも増えているため、難しい会話もできるように支援内での会話練習の回

数を増やし、より学校生活の内容に近いモノを取り入れていく。 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等） 

日本語支援に関しては、文法の練習から読解や短作文で読み書きを鍛えていき、教科につながる日本語

に移行していく。各教科については、受験を見据え問題文を正しく理解できるようにしていき、日本語

と同時に支援しながら週末交流勉強会などを利用し予習、復習で定着を図る。長文表現に発展させる。 

母語・母文化尊重と多文化共生 

週末交流勉強会を利用し、様々な学生と交流を図り勉強面だけでなく高校へ進学・進路についての具体

的なイメージを持ってもらう。 

本人に学校生活や、自宅での生活・学習などの状況などを聞き取りして、その情報を支援員、学校、家

族との間に伝え、コーディネートする。 

評  価 

日本語、教科の目標について 

 

 

 

 

母語・母文化尊重と多文化共生の目標について 

 

作 成 者 学年主任：Y先生  日本語支援員：H・I 母語支援員：J 
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作成日 令和３年12月20日 

評価日 令和 年 月 日 
                      

          【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画    〔〔佃佃中中学学校校〕〕  

学年・組 2年1組 本人
ふ り

氏名
が な

 ウィンロー ナラウォン 

学校生活 

の 様 子 

うまくいっているところ 

疑問点は、積極的に質問をしてくれる。自分の意見・気持ちを伝わるように述べてくれる。 

学んだ文法を使って伝えたいことを伝えてくれる。集中すれば短時間で覚えることができる。 

授業では以前に比べ文字をきれいに書くようになった。辞書を使って自ら問題解決に努めている。 

つまずいているところ 

教科に出てくる専門用語でわからないことが多いため教科の理解に欠ける。毎回、眠そうで疲れた様子。 

文法をうまく使うことが出来ても助詞を間違えることがある。放課後支援授業中、外部の騒音や他の生

徒達の様子と帰宅時の天気が気になる様子。 

短期目標 

（ 期 間 :後 期 ） 

学校生活 

コミュニケーション能力を向上させ、現在よりもスムーズに気持ちを伝えられるようになる。 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等） 

気になる助詞の間違いを教材の問題を使いながら文法と同時に直していく。 

教科につながる用語も教材を使い覚えていく。様々な問題文に触れて、試験対策につなげていく（読解

や短作文を使って教科につながる日本語の支援に移行していく）定期試験を正誤分析し次回の対策する。 

母語・母文化尊重と多文化共生 

ストレスなく、落ち込まないように母語・母文化を尊重しながら、学校の生活に楽しく勉強でき、高校

の進学に向けて、必要な高校や、入試などの情報に提供する。 

手 立 て 

学校生活 

先生や友達との会話は以前よりも増えているため、難しい会話もできるように支援内での会話練習の回

数を増やし、より学校生活の内容に近いモノを取り入れていく。 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等） 

日本語支援に関しては、文法の練習から読解や短作文で読み書きを鍛えていき、教科につながる日本語

に移行していく。各教科については、受験を見据え問題文を正しく理解できるようにしていき、日本語

と同時に支援しながら週末交流勉強会などを利用し予習、復習で定着を図る。長文表現に発展させる。 

母語・母文化尊重と多文化共生 

週末交流勉強会を利用し、様々な学生と交流を図り勉強面だけでなく高校へ進学・進路についての具体

的なイメージを持ってもらう。 

本人に学校生活や、自宅での生活・学習などの状況などを聞き取りして、その情報を支援員、学校、家

族との間に伝え、コーディネートする。 

評  価 

日本語、教科の目標について 

 

 

 

 

母語・母文化尊重と多文化共生の目標について 

 

作 成 者 学年主任：Y先生  日本語支援員：H・I 母語支援員：J 

 

【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔 中中学学校校〕〕

氏 名 李 欣憬 性 別 女 国籍 中国

フ リ ガ ナ リ シンジン 生年月日 年 月 日

学校での表記 李 欣憬
母 語

使用言語
中国語

住 所 青森市幸畑松元 連 絡 先

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

母 王 春艶 中国 中国語

家庭内では日本語はほと

んど使用していない。
父 刘 偉 中国 中国語

弟 刘 潇然 中国 中国語

保護者への通知
□日本語の通知文書で対応可能 ☑やさしい日本語で作成した通知が必要

□フリガナつきの通知文書が必要 □大切な連絡等は翻訳文書が必要

保 護 者 面談

説 明 会 等

□日本語で可能 □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

☑通訳が必要

来 日 時 期 編入の約 年半前 滞日予定 日本で就職を希望

年齢 学年
居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任 支援員

支援

時間
備 考

幼

中国・

哈爾浜

順迈幼稚園

小

順迈小学校

小

小

小

小

小

中
摆渡中学校

中 来日準備

来日

中 青森市 中学校 先生 ・ 週 時間 進学のため

中 に編入

作成日

評価日

資料７
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生活の様子

得意なこと

好きなこと

数学、理科、英語の教科

音楽を聴くこと

苦手なこと

道徳、美術、技術、体育など中国の学校文化にはない科目

運動会等のイベント

クラスメイトとの雑談（文化的、年齢的な問題もあり話が続かない）

本 人 ・ 保 護 者

の学校 生 活

や進路に関

す る 希 望

本 人
学校へ通って勉強をしたり、日本人の友達を作ったりしたい

将来は看護師になりたい（メイクにも興味がある）

保 護 者
日本でも勉強を頑張ってほしい

将来は看護師を目指してほしい

長 期 目 標

（期間：３年）

①クラス活動や部活動等を通して、文化的および年齢的な違いを乗り越え、仲間づくりを行う。

②将来なりたい自分を明確にし、自分の進路について深く考え、中学生としての学習習慣を身

につける。

③母語、母文化に誇りを持ち、アイデンティティをしっかりと形成しつつ、多様性や多文化共

生に目を向ける土台づくりをする。

言語・文化

的 配 慮

学校生活上の配慮（１）

①翻訳機や電子辞書、タブレットなどを活用して、教員やクラスメイトとのコミュニケーショ

ンを取りやすくする。

②学齢を超過していることに配慮し、学級づくりおよびキャリア教育の在り方を検討する。

③文化的な違いや生活習慣の違いなどに配慮し、面談等で困っていることや不安に思っている

ことなどをこまめに聞き取っていく。

④将来に向けて普段から様々なことに関心を持ち、視野を広げることの大切さを伝えつつ、自

分の進路を自分で考えていけるようサポートする。

⑤ケース会議で情報交換を行い、定期的に個別の指導計画等の見直しを行っていく。

日本語及び教科学習上の配慮（２）

① 月からは、日本語支援員がついて国語と社会の授業を取り出し、日本語のサバイバル日本語

および基礎日本語を身につける。日本語能力試験の レベルまで日本語力を伸ばす。

② 月からは、「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能の日本語力を伸ばす。放課後支援や夏休

み支援も行い、国語と社会の教科につながる語彙や基礎知識を中心に学習を進めていく。

③ 月からは、国語と社会の授業の取り出しは行わず、可能な限り、クラスメイトと一緒に授業

を受ける。基本的には、放課後に支援を行い、国語を中心に各教科の学習内容を先取りして

学ぶ。読解力、口頭表現力、文章表現力等の技能別日本語を身につける。

④ 月に を実施し、日本語力を測定。今後の支援体制を検討する。

⑤ 年次以降も、高校受験を目指した教科支援を継続的に行っていく。

母語・母文化尊重に向けた配慮（３）

①中国人としてのアイデンティティの確立を支え、授業時間や文化祭等のイベントで、母語、

母文化について紹介できる機会を作っていく。

②各教科において、母国の教育制度や生活習慣、価値観の違い、歴史の捉え方の違いなどに配

慮する。

③日本語でのやり取りだけでは負担が大きいと思われる場合には、母語支援も取り入れていく。

④学校全体で異文化を尊重する態度、異なる文化を持った人と共に生きるという考え方を養う。

支 援 体 制

関 係 機 関

と の 連 携

①弘前大学教育学部多文化リソースルームから、支援員を派遣してもらう。また、保護者面談

等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。

②担任、学年主任、教務主任、管理職、支援員、スーパーバイザーを構成員とするケース会議を

定期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。必要に応じて、教育委員会

に状況を報告する。

③多文化共生の学校づくりに向けて、地域資源も積極的に活用する。

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員： ・

令和 年 月 日 保護者氏名 ○印
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生活の様子

得意なこと

好きなこと

数学、理科、英語の教科

音楽を聴くこと

苦手なこと

道徳、美術、技術、体育など中国の学校文化にはない科目

運動会等のイベント

クラスメイトとの雑談（文化的、年齢的な問題もあり話が続かない）

本 人 ・ 保 護 者

の学校 生 活

や進路に関

す る 希 望

本 人
学校へ通って勉強をしたり、日本人の友達を作ったりしたい

将来は看護師になりたい（メイクにも興味がある）

保 護 者
日本でも勉強を頑張ってほしい

将来は看護師を目指してほしい

長 期 目 標

（期間：３年）

①クラス活動や部活動等を通して、文化的および年齢的な違いを乗り越え、仲間づくりを行う。

②将来なりたい自分を明確にし、自分の進路について深く考え、中学生としての学習習慣を身

につける。

③母語、母文化に誇りを持ち、アイデンティティをしっかりと形成しつつ、多様性や多文化共

生に目を向ける土台づくりをする。

言語・文化

的 配 慮

学校生活上の配慮（１）

①翻訳機や電子辞書、タブレットなどを活用して、教員やクラスメイトとのコミュニケーショ

ンを取りやすくする。

②学齢を超過していることに配慮し、学級づくりおよびキャリア教育の在り方を検討する。

③文化的な違いや生活習慣の違いなどに配慮し、面談等で困っていることや不安に思っている

ことなどをこまめに聞き取っていく。

④将来に向けて普段から様々なことに関心を持ち、視野を広げることの大切さを伝えつつ、自

分の進路を自分で考えていけるようサポートする。

⑤ケース会議で情報交換を行い、定期的に個別の指導計画等の見直しを行っていく。

日本語及び教科学習上の配慮（２）

① 月からは、日本語支援員がついて国語と社会の授業を取り出し、日本語のサバイバル日本語

および基礎日本語を身につける。日本語能力試験の レベルまで日本語力を伸ばす。

② 月からは、「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能の日本語力を伸ばす。放課後支援や夏休

み支援も行い、国語と社会の教科につながる語彙や基礎知識を中心に学習を進めていく。

③ 月からは、国語と社会の授業の取り出しは行わず、可能な限り、クラスメイトと一緒に授業

を受ける。基本的には、放課後に支援を行い、国語を中心に各教科の学習内容を先取りして

学ぶ。読解力、口頭表現力、文章表現力等の技能別日本語を身につける。

④ 月に を実施し、日本語力を測定。今後の支援体制を検討する。

⑤ 年次以降も、高校受験を目指した教科支援を継続的に行っていく。

母語・母文化尊重に向けた配慮（３）

①中国人としてのアイデンティティの確立を支え、授業時間や文化祭等のイベントで、母語、

母文化について紹介できる機会を作っていく。

②各教科において、母国の教育制度や生活習慣、価値観の違い、歴史の捉え方の違いなどに配

慮する。

③日本語でのやり取りだけでは負担が大きいと思われる場合には、母語支援も取り入れていく。

④学校全体で異文化を尊重する態度、異なる文化を持った人と共に生きるという考え方を養う。

支 援 体 制

関 係 機 関

と の 連 携

①弘前大学教育学部多文化リソースルームから、支援員を派遣してもらう。また、保護者面談

等で通訳が必要な時も、通訳の派遣を依頼する。

②担任、学年主任、教務主任、管理職、支援員、スーパーバイザーを構成員とするケース会議を

定期的に開き、個別の支援計画を作成し、協働して支援にあたる。必要に応じて、教育委員会

に状況を報告する。

③多文化共生の学校づくりに向けて、地域資源も積極的に活用する。

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員： ・

令和 年 月 日 保護者氏名 ○印

作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 中中学学校校〕〕

学年・組 年 組 本人
ふ り

氏名
が な

李 欣憬（リ シンジン）

学校生活

の 様 子

＜うまくいっているところ＞

① 月からサバイバル日本語および基礎日本語の学習に熱心に取り組んでいて、日本語にも慣れてきて

いる。国語と社会の教科書にも興味を持ち、休み時間を利用して自分で読む練習をしている。

②得意な教科は、理解・数学・英語で積極的に取り組んでいる。その他の授業も、まだ完全に理解して

いるわけではないが、だいたいは理解できている。

③部活には、クラスメイトも一緒に所属していて、充実している。

＜つまずいているところ＞

①人見知りのところもあり、クラスメイトとあまり話ができず、孤立することが多い。また、話をして

も、日本語が理解できないことや年齢差のせいで話題が合わないこともある。

②道徳の授業がほとんど理解できない。美術、技術、体育等の中国にはない科目は苦手である。

③腰を痛めていることもあり、体育の授業は見学することが多い。

短期目標

（期間： 年）

＜学校生活＞

①クラス活動や部活動等に積極的に参加することで、友達作りに努める。

②得意な科目は、実力が発揮できるように工夫し、伸ばしていく。苦手な科目は、無理をさせないよう

にしながら、自発的に参加できる。

＜日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）＞

① ～ 月：国語と社会の時間を取り出し、サバイバル日本語および基礎日本語を身につける。

② 月～ 月：技能別日本語および教科学習につながる日本語（国社中心）を身につける。

③ 月～ 月：補助があれば授業のほとんどを理解でき、すべての教科で自分の学力が発揮できる。

＜母語・母文化尊重と多文化共生＞

①グローバルな視野で物事を考え、母語・母文化について誇りを持つことができる。

②学校生活を通して日本語・日本文化理解を深めつつ、母語、母文化に関する情報を他の生徒に積極的

に発信できる。

手 立 て

＜学校生活＞

①こまめに声がけや面談を行い、困っていることや不安に思っていることなどを聞き取る。

②ケース会議で情報交換を行い、定期的に個別の指導計画の見直しを行っていく。

③学校生活を通して自らの視野を広げ、自分の進路を自分で考えていけるようサポートする。

＜日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）＞

①取り出しでは、基礎日本語を中心に「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能、コミュニケーション力

を高める練習を重ねる。徐々に教科学習に繋げ、ワークブックやタブレットを活用して学習する。

②入り込みでは、主に各教科の語彙をサポートし、グループ活動や作業を伴う場合には一緒に行う。

③本人の希望を聞きながら長期休暇や放課後支援も行い、国語と社会を中心とした教科学習に取り組む。

＜母語・母文化尊重と多文化共生＞

①授業時間や文化祭等のイベントで、母語、母文化について紹介できる機会を作っていく。

②各教科において、母国の教育制度や生活習慣、価値観の違い、歴史の捉え方の違いなどに配慮する。

③日本語でのやり取りだけでは負担が大きいと思われる場合には、母語支援も取り入れる。

④学校全体で異文化を尊重する態度、異なる文化を持った人と共に生きるという考え方を養う。

評 価

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員： ・
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画  〔〔 高高等等学学校校〕〕 

氏 名 CHOKHAL SUSUMA 性  別 女 国籍 ネパール 

フ リ ガ ナ チョカル ススマ 生年月日 平成 １５ 年 ８ 月 １８ 日 

学校での表記 チョカル ススマ 
母  語 

使用言語 
ネパール語 

住 所 青森県弘前市大字高崎二丁目１３－２ 連 絡 先 ０７０－１３２３－３７６６ 

 続 柄 氏  名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考 

家 族 構 成 

父 ﾁｮｶﾙ ﾊﾞﾋﾞﾝﾄﾞﾗ ﾊﾞﾊﾄﾞﾗ ネパール ネパール語 簡単な会話ができる 

母 ﾁｮｶﾙ ﾌﾙﾏﾔ ネパール ネパール語 簡単な会話ができる 

弟 ﾁｮｶﾙ ｽｼﾞｬﾝ ネパール ネパール語 中学校で学習中 

     

保護者への通知 
□日本語の通知文書で対応可能     ☑やさしい日本語で作成した通知が必要    

□フリガナつきの通知文書が必要    □大切な連絡等は翻訳文書が必要 

保護者面談 

説 明 会 等 

□日本語で可能          ☑やさしい日本語で対応するなど配慮が必要 

□通訳が必要 

来 日 時 期 高校入学の 1年 4か月前 滞日予定 定住 

将来の進路希望 日本で就職したい 在 留 資 格 家族滞在 

年齢 学年 
居住国・

市町村 

就学前の状況、在籍学校、 

不就学などの状況 
担任 支援員 

支援 

時間 
備  考 

0-1   

 

 

 

 

ネパール 

 

 

 

 

 

ネパールでは私立の学校に

通学していた 

    

1-2      

2-3      

3-4      

4-5      

5-6      

6-7      

7-8      

8-9      

9-10      

10-11      

11-12      

12-13      

13-14      

14-15 中３ 日本・弘前市 12月来日、弘前東中3年編入 M先生 弘前市支援員 1日2～3時間  

15-16 中３ 日本・弘前市 弘前東中3年原級留置 M先生 弘前市支援員 1日2～3時間  

16-17 高１ 日本・弘前市 4月尾上総合高校通信制に入学 K先生 L・W 週4時間  
 

作成日  

評価日  

資料８ 
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画  〔〔尾尾上上総総合合高高等等学学校校〕〕 

氏 名 CHOKHAL SUSUMA 性  別 女 国籍 ネパール 

フ リ ガ ナ チョカル ススマ 生年月日 平成 １５ 年 ８ 月 １８ 日 

学校での表記 チョカル ススマ 
母  語 

使用言語 
ネパール語 

住 所 青森県弘前市大字高崎二丁目１３－２ 連 絡 先 ０７０－１３２３－３７６６ 

 続 柄 氏  名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考 

家 族 構 成 

父 ﾁｮｶﾙ ﾊﾞﾋﾞﾝﾄﾞﾗ ﾊﾞﾊﾄﾞﾗ ネパール ネパール語 簡単な会話ができる 

母 ﾁｮｶﾙ ﾌﾙﾏﾔ ネパール ネパール語 簡単な会話ができる 

弟 ﾁｮｶﾙ ｽｼﾞｬﾝ ネパール ネパール語 中学校で学習中 

     

保護者への通知 
□日本語の通知文書で対応可能     ☑やさしい日本語で作成した通知が必要    

□フリガナつきの通知文書が必要    □大切な連絡等は翻訳文書が必要 

保護者面談 

説 明 会 等 

□日本語で可能          ☑やさしい日本語で対応するなど配慮が必要 

□通訳が必要 

来 日 時 期 高校入学の 1年 4か月前 滞日予定 定住 

将来の進路希望 日本で就職したい 在 留 資 格 家族滞在 

年齢 学年 
居住国・

市町村 

就学前の状況、在籍学校、 

不就学などの状況 
担任 支援員 

支援 

時間 
備  考 

0-1   

 

 

 

 

ネパール 

 

 

 

 

 

ネパールでは私立の学校に

通学していた 

    

1-2      

2-3      

3-4      

4-5      

5-6      

6-7      

7-8      

8-9      

9-10      

10-11      

11-12      

12-13      

13-14      

14-15 中３ 日本・弘前市 12月来日、弘前東中3年編入 M先生 弘前市支援員 1日2～3時間  

15-16 中３ 日本・弘前市 弘前東中3年原級留置 M先生 弘前市支援員 1日2～3時間  

16-17 高１ 日本・弘前市 4月尾上総合高校通信制に入学 K先生 L・W 週4時間  
 

作成日 令和3年3月23日 

評価日 令和〇年○月○○日 

資料８ 

【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画 〔〔尾尾上上総総合合高高等等学学校校〕〕

氏 名 CHOKHAL SUSUMA 性 別 女 国籍 ネパール

フ リ ガ ナ チョカル ススマ 生年月日 平成 １５ 年 ８ 月 １８ 日

学校での表記 チョカル ススマ
母 語

使用言語
ネパール語

住 所 青森県弘前市大字高崎二丁目１３－２ 連 絡 先 ０７０－１３２３－３７６６

続 柄 氏 名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考

家 族 構 成

父 ﾁｮｶﾙ ﾊﾞﾋﾞﾝﾄﾞﾗ ﾊﾞﾊﾄﾞﾗ ネパール ネパール語 簡単な会話ができる

母 ﾁｮｶﾙ ﾌﾙﾏﾔ ネパール ネパール語 簡単な会話ができる

弟 ﾁｮｶﾙ ｽｼﾞｬﾝ ネパール ネパール語 中学校で学習中

保護者への通知
□日本語の通知文書で対応可能 ☑やさしい日本語で作成した通知が必要

□フリガナつきの通知文書が必要 □大切な連絡等は翻訳文書が必要

保護者面談

説 明 会 等

□日本語で可能 ☑やさしい日本語で対応するなど配慮が必要

□通訳が必要

来 日 時 期 高校入学の 1年 4か月前 滞日予定 定住

将来の進路希望 日本で就職したい 在 留 資 格 家族滞在

年齢 学年
居住国・

市町村

就学前の状況、在籍学校、

不就学などの状況
担任 支援員

支援

時間
備 考

0-1 

ネパール ネパールでは私立の学校に

通学していた

1-2

2-3

3-4

4-5

5-6

6-7

7-8

8-9

9-10

10-11

11-12

12-13

13-14

14-15 中３ 日本・弘前市 12月来日、弘前東中3年編入 M先生 弘前市支援員 1日2～3時間

15-16 中３ 日本・弘前市 弘前東中3年原級留置 M先生 弘前市支援員 1日2～3時間

16-17 高１ 日本・弘前市 4月尾上総合高校通信制に入学 K先生 L・W 週4時間

作成日 令和3年3月23日

評価日 令和〇年○月○○日

資料８

生活の様子 

得意なこと 

好きなこと 

母国の文化が好き（ダンス・歌・食べ物） 

折り紙や絵を書くことが好き。見よう見まねでやることが得意。 

運動が好き。特にバドミントンは意欲的に取り組む。 

苦手なこと 

読み書き 

他の生徒と積極的に関わること 

体調管理 

本人・保護者 

の学校生活 

や進路に関 

す る 希 望 

本   人 

いずれは母国へ帰り、結婚したい。それまでは、日本で働き、貯金したい。 

歌手、ダンサー、バドミントン選手等、母国でやりたいことがたくさんある。 

保 護 者 

日本で就職してほしい 

長 期 目 標 

（期間：３年） 

聴解力をあげて語彙を増やしながら、日本語で行われる授業内容を理解し、レポートやテスト

をクリアする。 

母語や母文化を大切にし、自分の国のよさや文化を積極的に発信できるようにする。 

言語・文化 

的 配 慮 

学校生活上の配慮（１） 

1-2.    他の生徒とコミュニケーションを円滑に図るため、日常会話でよく使うフレーズを使

う機会を意識し、必要に応じてポケトークを活用する。 

日本語及び教科学習上の配慮（２） 

1-1. 漢字の読み書き・語彙の少なさが課題であることを理解し、とりわけ文化の違いにより

馴染みのない教科（国語や社会、家庭科など）ではやさしい日本語で理解を促すように

する。 

2-1.    漢字がほとんど読めないため、平仮名、分かち書きを施したワークシートや資料を提

示する。また、視覚的に内容を捉えられる写真や図、絵などを活用する。 

2−4.    抽象度の高い語句を簡易な言葉に置き換え、やさしい日本語でゆっくり説明する。特

に教科書の漢字が多く入った文章から内容を理解することは困難であるため、授業の

重要事項の部分をわかりやすい言葉で伝えるようにする。 

母語・母文化尊重に向けた配慮（３） 

1 単語などの意味を理解したときに、ネパール語で同じ意味を指す言葉を発する時がある。日

本語の使用が強要されないように、母語の発言からも理解を促す。 

支 援 体 制 

関 係 機 関 

と の 連 携 

・保護者面談や母語での聞き取りなどで通訳が必要な場合、弘前大学教育学部多文化リソース

ルームに通訳の派遣を依頼する。

・ケース会議を設定し、定期的に個別支援計画を見直し、協働して支援にあたる。

・多文化共生の学校づくりに向けて、国際交流協会などの地域資源も積極的に活用する。

作 成 者 学級担任： K先生   日本語支援員： L・W 

令和   年  月  日   保護者氏名   ○印 

※ AA33のの様様式式のの裏裏面面はは、、pp..1144--1155とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。  
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作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 高高等等学学校校〕〕

学年・組 １年次・１組 本人
ふ り

氏名
が な

チョカル ススマ

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

少しずつやさしい日本語の聞きとりが出来るようになり、会話が増えてきた。

聞き取ることができるようになったことで、学校での笑顔が増えた。

つまずいているところ

日常生活の語彙がまだ不十分で、言いたい言葉が出てこないといった場面が多い。

時間管理、体調管理、私物管理（よく忘れ物をする）

漢字が読めないため、教科書から内容理解をすることに困難がある。

短期目標

（ 期 間 ： 後 期 ）

学校生活

日本語でやりとりすることに自信をもって、進んでコミュニケーションを図ろうとする態度を養

う。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

日常生活の語彙を増やす。

母語・母文化尊重と多文化共生

保護者に、卒業と生活適応に向けて必要な情報を提供し、協力を仰ぐ。

手 立 て

学校生活

本人に対して感じた成長を言語化して伝えたり、頑張りを賞賛・承認する声かけをしたりして自己

肯定感を高められるような関わりを教員が意識する。

多少の時間がかかる場合でも、本人の言葉で語る機会をつくる。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

母国での日常体験や学習した教科知識をもとに、日本語の幅を広げる。

写真や図など視覚的に情報を得られるような理解の手段を用意する。

母語・母文化尊重と多文化共生

通訳を入れた保護者面談や、母語翻訳した資料を用意し、情報をきめ細かく伝える。

評 価

少しずつ上達しているが、支援以外の場面での日本語使用頻度が少なく、あらゆる面で日本文化、

日本社会との関わりを持つ気持ちが必要。本人の性格的なところもあるが、将来に向けたビジョン

を作り、そのために今は何をすればいいかということを考える必要がある。支援の回数についても、

学校が毎日あるわけではないため、様々な形で家族以外との触れ合い、交流する機会を増やしてい

かなければならない。

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員： ・

− 46 −



作成日 令和 年 月 日

評価日 令和 年 月 日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔尾尾上上総総合合高高等等学学校校〕〕

学年・組 １年次・１組 本人
ふ り

氏名
が な

チョカル ススマ

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

少しずつやさしい日本語の聞きとりが出来るようになり、会話が増えてきた。

聞き取ることができるようになったことで、学校での笑顔が増えた。

つまずいているところ

日常生活の語彙がまだ不十分で、言いたい言葉が出てこないといった場面が多い。

時間管理、体調管理、私物管理（よく忘れ物をする）

漢字が読めないため、教科書から内容理解をすることに困難がある。

短期目標

（ 期 間 ： 後 期 ）

学校生活

日本語でやりとりすることに自信をもって、進んでコミュニケーションを図ろうとする態度を養

う。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

日常生活の語彙を増やす。

母語・母文化尊重と多文化共生

保護者に、卒業と生活適応に向けて必要な情報を提供し、協力を仰ぐ。

手 立 て

学校生活

本人に対して感じた成長を言語化して伝えたり、頑張りを賞賛・承認する声かけをしたりして自己

肯定感を高められるような関わりを教員が意識する。

多少の時間がかかる場合でも、本人の言葉で語る機会をつくる。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

母国での日常体験や学習した教科知識をもとに、日本語の幅を広げる。

写真や図など視覚的に情報を得られるような理解の手段を用意する。

母語・母文化尊重と多文化共生

通訳を入れた保護者面談や、母語翻訳した資料を用意し、情報をきめ細かく伝える。

評 価

少しずつ上達しているが、支援以外の場面での日本語使用頻度が少なく、あらゆる面で日本文化、

日本社会との関わりを持つ気持ちが必要。本人の性格的なところもあるが、将来に向けたビジョン

を作り、そのために今は何をすればいいかということを考える必要がある。支援の回数についても、

学校が毎日あるわけではないため、様々な形で家族以外との触れ合い、交流する機会を増やしてい

かなければならない。

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員： ・

作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 高高等等学学校校〕〕

学年・組 年 本人
ふ り

氏名
が な

チョカル ススマ

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

少しずつやさしい日本語の聞きとりが出来るようになり、会話が増えてきた。

聞き取ることができるようになったことで、学校での笑顔が増えた。

つまずいているところ

日常生活の語彙がまだ不十分で、言いたい言葉が出てこないといった場面が多い。

時間管理、体調管理、私物管理（よく忘れ物をする）

漢字が読めないため、教科書から内容理解をすることに困難がある。

短期目標

（ 期 間 ： 前 期 ）

学校生活

日本語でやりとりすることに自信をもって、進んでコミュニケーションを図ろうとする態度を養

う。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

日常生活の語彙を増やす。

多用される基礎的な漢字を読めるように取り組む。

母語・母文化尊重と多文化共生

保護者に、卒業と生活適応に向けて必要な情報を提供し、協力を仰ぐ。

手 立 て

学校生活

本人に対して感じた成長を言語化して伝えたり、頑張りを賞賛・承認する声かけをしたりして自己

肯定感を高められるような関わりを教員が意識する。

多少の時間がかかる場合でも、本人の言葉で語る機会をつくる。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等）

母国での日常体験や学習した教科知識をもとに、日本語の幅を広げる。

写真や図など視覚的に情報を得られるような理解の手段を用意する。

身の回りの出来事を積極的に話し、それを短い文で書けるように支援する。

母語・母文化尊重と多文化共生

通訳を入れた保護者面談や、母語翻訳した資料を用意し、情報をきめ細かく伝える。

評 価

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員： ・
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画  〔〔 高高等等学学校校〕〕 

氏 名 温 馨 性  別 女 国籍 中国 

フ リ ガ ナ オン シン 生年月日  2003年  １月  31日 

学校での表記 温 馨 
母  語 

使用言語 

中国語 

（学校では日本語） 

住 所 下北郡東通村大字田屋字舘古横道１１９－２ 連 絡 先 0175－34－9292 

 続 柄 氏  名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考 

家 族 構 成 

養 父 渡 部  達 男 日本 日本語  

母 湯  文 艶 中国 中国語  

     

     

保護者への通知 
☑日本語の通知文書で対応可能     □やさしい日本語で作成した通知が必要    

□フリガナつきの通知文書が必要    □大切な連絡等は翻訳文書が必要 

保護者面談 

説 明 会 等 

☑日本語で可能          □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要 

□通訳が必要 

来 日 時 期 高校入学の約 3か月前 滞日予定  

将来の進路希望 大学進学 

年齢 学年 
居住国・市町

村 

就学前の状況、在

籍学校、 

不就学などの状況 

担任 支援員 
支援 

時間 
備  考 

0-5        

5-6        

6-7 小１ 中国      

7-8 小２ 中国      

8-9 小３ 中国      

9-10 小４ 中国      

10-11 小５ 中国      

11-12 小６ 中国      

12-13 中１ 中国      

13-14 中２ 中国      

14-15 中３ 中国      

15-16  日本・千葉県・

青森県 

    千葉で日本語学

校、青森県で塾 

16-17 高１ 日本・青森県  F先生 E・X・O ３H 対面とオンライン 

17-18 高２ 日本・青森県      

18-19 高３ 日本・青森県      
 

作成日  

評価日  

資料９ 
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【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画  〔〔田田名名部部高高等等学学校校〕〕 

氏 名 温 馨 性  別 女 国籍 中国 

フ リ ガ ナ オン シン 生年月日  2003年  １月  31日 

学校での表記 温 馨 
母  語 

使用言語 

中国語 

（学校では日本語） 

住 所 下北郡東通村大字田屋字舘古横道１１９－２ 連 絡 先 0175－34－9292 

 続 柄 氏  名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考 

家 族 構 成 

養 父 渡 部  達 男 日本 日本語  

母 湯  文 艶 中国 中国語  

     

     

保護者への通知 
☑日本語の通知文書で対応可能     □やさしい日本語で作成した通知が必要    

□フリガナつきの通知文書が必要    □大切な連絡等は翻訳文書が必要 

保護者面談 

説 明 会 等 

☑日本語で可能          □やさしい日本語で対応するなど配慮が必要 

□通訳が必要 

来 日 時 期 高校入学の約 3か月前 滞日予定  

将来の進路希望 大学進学 

年齢 学年 
居住国・市町

村 

就学前の状況、在

籍学校、 

不就学などの状況 

担任 支援員 
支援 

時間 
備  考 

0-5        

5-6        

6-7 小１ 中国      

7-8 小２ 中国      

8-9 小３ 中国      

9-10 小４ 中国      

10-11 小５ 中国      

11-12 小６ 中国      

12-13 中１ 中国      

13-14 中２ 中国      

14-15 中３ 中国      

15-16  日本・千葉県・

青森県 

    千葉で日本語学

校、青森県で塾 

16-17 高１ 日本・青森県  F先生 E・X・O ３H 対面とオンライン 

17-18 高２ 日本・青森県      

18-19 高３ 日本・青森県      
 

作成日 令和３年２月２６日 

評価日 令和３年○月○○日 

資料９ 
 

 

生活の様子 

得意なこと 

好きなこと 

ギターを弾くこと、歌を歌うこと 

苦手なこと 

運動すること 

日本語 

本人・保護者 

進路希望等 

本   人 

大学進学 

保 護 者 

大学進学 

長 期 目 標 

（期間： 年） 

・日本語で行われる授業内容が理解できるようになる。 

・大学進学に向け、各教科の授業内容を理解するとともに、小論文などで自分の意見を書き表

すことができるようになる。 

・在学中に日本語能力試験N２に合格する。 

 

言語・文化 

的 配 慮 

 

学校生活上の配慮（１） 

・日常生活においては不便はないとのことでしたので、特記事項なし。 

・クラスでも部活でも仲のよい友人がおり、楽しそうに過ごしている。周りとのコミュニケー

ションもでき、支援してもらっている。 

 

日本語及び教科学習上の配慮（２） 

・国語の授業や現代社会の授業においてルビ付き教材及びテストを作成する。 

・個別のテストの作成と事前指導を実施する(1年次は国語、現代社会、社会と情報等でテスト

問題を工夫し、日本語をやさしいものにしたり分量を調整したりして、個人内評価で対応。古

典、現代文、現代社会も個別支援)。 

・放課後の日本語支援を通じて、教科の内容理解の手助けとなるよう、漢字の読み書きや語彙、

文法を中心に指導する。 

・対面支援時にて、教科学習の前提となるような日本に関わる知識やイメージを入れたり、週

末課題の長文読解や、大学進学に向けた小論文作成を中心に指導する。 

母語・母文化尊重に向けた配慮（３） 

・古典や社会の学習内で文化の相互理解を図る。 

・日本の大学への進学に向けたキャリア交流会を実施する。 

・教員間の理解を深めるための研修を実施する。 

・同じバンドの友人に中国語講座を開くなど、自分からも取り組んでいる。 

支 援 体 制 

 

関 係 機 関 

と の 連 携 

・弘前大学多文化リソースルームから、支援員を派遣してもらう。 

・ケース会議を実施する。 

作 成 者 学級担任： F先生          日本語支援員： E・O      

 

   平成   年  月  日  保護者氏名                  ○印 

 
※ AA33のの様様式式のの裏裏面面はは、、pp..1144--1155とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。  
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作成日   

評価日  
                    

          【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画〔〔 高高等等学学校校〕〕  

学年・組 １年1組 本人
ふ り

氏名
が な

 温
おん

 馨
しん

 

学校生活 

の 様 子 

うまくいっているところ 

 ・日本語支援が入り、日常生活の中での会話はスムーズになってきた。 

 ・以前は頼み事もお願いすることができなかったが、日本語の理解が深まり、依頼を受ける 

  こともできるようになってきた。 

 

つまずいているところ 

 ・学習の中で文章量（日本語量）が多いものについては理解に時間がかかる。 

 ・促音の発音が苦手な様子である。 

 

短期目標 

（期間： ） 

学校生活 

 日常の学校生活における日本語理解をより深めるようにする。 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み・放課後補習等） 

・日本語で行われる授業内容が理解できるよう、教科につながる語彙や表現を習得する。 

・来年度の夏には、日本語能力試験N3に確実に受かるようにする。またはN2を目指した学習を行う。 

・長文読解等に出てくる指示語や書き出しを理解し、答えることができるようになる。 

母語・母文化尊重と多文化共生 

 

手 立 て 

学校生活 

 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み・放課後補習等） 

・放課後補習 

⑴ 対面  ：週1回、1時間半（長文読解、小論文作成、授業での不明点の確認等） 

 ⑵オンライン：週2回、各1時間半（語彙、文法、聴解等） 

＊オンラインで添削・指導できない文章作成等については、次回対面時に引き継ぐ。 

・国語の授業や現代社会の授業においてルビ付き教材及びテストを作成する。 

・個別のテストの作成と事前指導を実施する。 

 

母語・母文化尊重と多文化共生 

中国出身の大学に通う先輩とのキャリア交流会を実施する(1月)。 

評  価 

授業の中の理解度はかなり高まってきている。現代文については、文章は理解できていないところ

もあるが、こちらの話していることは理解できている。教科につながる日本語という点では、担任

は「やさしい日本語」を心がけている。教科によってはまだ共有できていない部分もあるので今後

進めていきたい。本人専用のテストについては、素材は難しいが問のレベルは容易なものにしてお

り、指示語はかなり理解できるようになった。語彙などが伸びてくればもっと理解できるようにな

ると思う。N3の語彙と高校で必要な語彙は全く違うので、その辺りを工夫しながら語彙の力を付け

て行くことが大切だと思われる。自分の言葉で説明する意欲も高まり、表現力も高まってきている。

学校の先生方による教科学習支援が、本人の学習を支える上で大きな力になっている。キャリア交

流会については、自分と同じような立場の外国から来た先輩の経験を共有したことで、本人のやる

気につながっているのではないかと思う。いろいろな大学の取組を知ることができ、教員としても

有意義だった。 

作 成 者 学級担任：  F先生         日本語支援員： E・O 
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作成日 令和３年２月 １日 

評価日 令和３年２月２６日 
                      

          【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画〔〔田田名名部部高高等等学学校校〕〕  

学年・組 １年1組 本人
ふ り

氏名
が な

 温
おん

 馨
しん

 

学校生活 

の 様 子 

うまくいっているところ 

 ・日本語支援が入り、日常生活の中での会話はスムーズになってきた。 

 ・以前は頼み事もお願いすることができなかったが、日本語の理解が深まり、依頼を受ける 

  こともできるようになってきた。 

 

つまずいているところ 

 ・学習の中で文章量（日本語量）が多いものについては理解に時間がかかる。 

 ・促音の発音が苦手な様子である。 

 

短期目標 

（期間： ） 

学校生活 

 日常の学校生活における日本語理解をより深めるようにする。 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み・放課後補習等） 

・日本語で行われる授業内容が理解できるよう、教科につながる語彙や表現を習得する。 

・来年度の夏には、日本語能力試験N3に確実に受かるようにする。またはN2を目指した学習を行う。 

・長文読解等に出てくる指示語や書き出しを理解し、答えることができるようになる。 

母語・母文化尊重と多文化共生 

 

手 立 て 

学校生活 

 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み・放課後補習等） 

・放課後補習 

⑴ 対面  ：週1回、1時間半（長文読解、小論文作成、授業での不明点の確認等） 

 ⑵オンライン：週2回、各1時間半（語彙、文法、聴解等） 

＊オンラインで添削・指導できない文章作成等については、次回対面時に引き継ぐ。 

・国語の授業や現代社会の授業においてルビ付き教材及びテストを作成する。 

・個別のテストの作成と事前指導を実施する。 

 

母語・母文化尊重と多文化共生 

中国出身の大学に通う先輩とのキャリア交流会を実施する(1月)。 

評  価 

授業の中の理解度はかなり高まってきている。現代文については、文章は理解できていないところ

もあるが、こちらの話していることは理解できている。教科につながる日本語という点では、担任

は「やさしい日本語」を心がけている。教科によってはまだ共有できていない部分もあるので今後

進めていきたい。本人専用のテストについては、素材は難しいが問のレベルは容易なものにしてお

り、指示語はかなり理解できるようになった。語彙などが伸びてくればもっと理解できるようにな

ると思う。N3の語彙と高校で必要な語彙は全く違うので、その辺りを工夫しながら語彙の力を付け

て行くことが大切だと思われる。自分の言葉で説明する意欲も高まり、表現力も高まってきている。

学校の先生方による教科学習支援が、本人の学習を支える上で大きな力になっている。キャリア交

流会については、自分と同じような立場の外国から来た先輩の経験を共有したことで、本人のやる

気につながっているのではないかと思う。いろいろな大学の取組を知ることができ、教員としても

有意義だった。 

作 成 者 学級担任：  F先生         日本語支援員： E・O 

 

作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 高高等等学学校校〕〕

学年・組 ２年生 本人
ふ り

氏名
が な

温
おん

馨
しん

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

・クラス替えで友人も増え、楽しそうにしている。軽音の友人や新しいクラスメートが違和感なく

接して授業でもサポートしている。写真部のミーティングでも、話す・聞く力の向上を感じる。

・わからないことは自分から積極的に聞き、疑問解決できている。語彙・表現力がついてきた。

・自宅では平日１時間、休日３－４時間、日本語の学習をするなど、自分からよく取り組んでいる。

・周囲の友人に、中国語や中国事情などを積極的に教えている。それによって、中国へのイメージ

が変わったという生徒もいる。

つまずいているところ

・ミニ作文などは、冬より書くスピードが上がってきてはいるものの、３月の では、読む・書

くの技能にはまだ課題が見られた。本を読むのが好きではないことが、影響している可能性がある。

・今後、世界史や地理の授業が本格的になると困難が出てくる可能性がある。

短期目標

（期間：１学期 ）

学校生活

・日常の学校生活における日本語理解をより深めるようにする。

・自分から積極的に本を読むような習慣をつけ、文の組み立てや、読み取った内容をまとめて書く力を

身に着ける。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み・放課後補習等）

・日本語で行われる授業内容が理解できるよう、教科につながる語彙や表現を習得する。

・ 月の日本語能力試験で 合格を目指す。

・長文読解等に出てくる指示語や書き出しを理解し、内容に関する質問に適切に答えることができるよ

うになる。

母語・母文化尊重と多文化共生

・ホームルームなどの時間を活用し、同級生に中国の文化を伝え、多文化交流を図ることができる。

手 立 て

学校生活

・引き続き担任を中心に見守り、関係する教科の先生方に授業内での支援や評価の工夫をお願いする。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み・放課後補習等）

・放課後補習

（１） 対面 ：週 回、 時間半（長文読解、小論文作成、授業での不明点の確認等）

（２） オンライン：週 回、各 時間半（文法、語彙、読解等）

＊オンラインは、日本語能力試験対応のため、定期考査の前の週にも、１時間の支援を行う。

＊オンラインでの添削・指導が難しい文章作成等については、次回対面時に引き継ぐ等の工夫をする。

＊対面時にて、説明不足により理解しきれなかった文法や語彙については、次回オンライン時に引き

継ぎ、理解を促す。本人が好きな分野で無理なく読めるレベルの本と出合えるよう、本を紹介し、

夏休み中に自分から読めるように促していく（コナンのライトノベル、読解力ドリルなど）。

母語・母文化尊重と多文化共生

・２学期のホームルーム等で、中国事情や文化を発表できるように、準備していく。

評 価

・イングリッシュクラブであり、クラスメートでもある友人を介して、イングリッシュクラブの先

生も含めた交換日記が始まり、書くスピード・内容ともに成長が見られる。学校祭では、多文化理

解に関する展示をする中で、中国について紹介するポスターを作成したり、民族衣装をきて活動す

るなど、クラスや学校の生徒たちに中国について発表したりした。課題として、世界史や地理の学

習の中でカタカナ表記に関するものや、内容面での理解にあげられるのでそれらに関して支援して

いきたい。

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員： ・
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作成日

評価日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔 高高等等学学校校〕〕

学年・組 ２年１組 本人
ふ り

氏名
が な

温
おん

馨
しん

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

・作文指導をしていただいていることや、交換日記、担任との作文の練習を通じて、書くスピードや助詞の使い方が

適切になってきた。イングリッシュクラブの教員または生徒との交換日記も楽しそうに取り組んでいる。

つまずいているところ

・世界史で西洋史、地理でカタカナ表記のものについて、理解が遅れている。現在、教科担当者と面談しながら教科

理解について補習をしたり、本人が学んできたものが生きるように、考査や考査範囲について配慮したりしてもらっ

ている。現代文については、簡易な問題と日本語支援で使用しているテキストより問題を出したり、古典では漢字テ

ストをいれるなど、理解が難しい部分に関しては配慮しながら、出題範囲・内容を吟味している。

短期目標

（期間： ）

学校生活

・日記や作文を書く中で、文章を書くことになれるとともに、文章の構成や書き方、助詞の使い方などを適切に行え

るようにしていく。

・会話がよりスムーズにできたり、自信をもって話せるよう、語彙力や話す力を伸ばす。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み・放課後補習等）

・各教科の授業内容がほぼ理解できるだけではなく、試験でも自分の実力を発揮することができる。

・日本語能力試験 の合格を目指し、日本語の「読む」「書く」「聞く」力を伸ばしていく。 月受験。

・日常生活や日本語能力試験で使われるカタカナ、オノマトペの語彙の理解と活用を進める。

母語・母文化尊重と多文化共生

・イングリッシュクラブの友人などとの交流で、お互いの文化を尊重し楽しむ。

・クラスや軽音の友人に中国語を教えて交流するのを見守る。

手 立 て

学校生活

・楽しみながら文章を書く中で、適切に校正しながら文章表現について身につけさせていく。

・会話の中での助詞の使い方や語彙力育成のための指導をしたり、より多くの人とコミュニケーションを図る機会を

設けたりする。場に応じた言葉遣いができるように支援する。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み・放課後補習等）

（オンライン）・支援回数を増やすことについても検討する。急に増やすより徐々に増やす方がよいかもしれない。

・段階的に語彙や抜けている文法等の学習を重ねることで基礎的な日本語力を定着させ、教科学習にも活かす。

・多読で読むことに慣れ、作文で書く力をつけられるよう支援し、フィードバックで理解を深める。

・ 月試験については、語彙が不足している部分などに自分でどのくらい時間をかけられるかによるので、中国語訳

のある教材を活用し、自学してもらう。支援時は文法・読解などにあてる。

（対面）・長文読解や作文の書く力へと繋げるために多読に慣れてもらい、読んだものの感想や簡単な内容説明など

のアウトプットを行う。（オンラインの日本語多読の無料の読み物）

・授業での不明点は図表など使用し理解を深めると同時に、意味の分からない語彙を無くしていくことで今後の大学

入試や日本語能力試験の対策とする。

（学校）・古典は追加課題も頑張っているが、日本語の方に時間をかけられるように調整していく。

母語・母文化尊重と多文化共生

・上に同じ。

評 価

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員： ・
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作成日 令和３年 月７日

評価日 令和３年 月 日

【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画 〔〔田田名名部部高高等等学学校校〕〕

学年・組 ２年１組 本人
ふ り

氏名
が な

温
おん

馨
しん

学 校 生 活

の 様 子

うまくいっているところ

・作文指導をしていただいていることや、交換日記、担任との作文の練習を通じて、書くスピードや助詞の使い方が

適切になってきた。イングリッシュクラブの教員または生徒との交換日記も楽しそうに取り組んでいる。

つまずいているところ

・世界史で西洋史、地理でカタカナ表記のものについて、理解が遅れている。現在、教科担当者と面談しながら教科

理解について補習をしたり、本人が学んできたものが生きるように、考査や考査範囲について配慮したりしてもらっ

ている。現代文については、簡易な問題と日本語支援で使用しているテキストより問題を出したり、古典では漢字テ

ストをいれるなど、理解が難しい部分に関しては配慮しながら、出題範囲・内容を吟味している。

短期目標

（期間： ）

学校生活

・日記や作文を書く中で、文章を書くことになれるとともに、文章の構成や書き方、助詞の使い方などを適切に行え

るようにしていく。

・会話がよりスムーズにできたり、自信をもって話せるよう、語彙力や話す力を伸ばす。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み・放課後補習等）

・各教科の授業内容がほぼ理解できるだけではなく、試験でも自分の実力を発揮することができる。

・日本語能力試験 の合格を目指し、日本語の「読む」「書く」「聞く」力を伸ばしていく。 月受験。

・日常生活や日本語能力試験で使われるカタカナ、オノマトペの語彙の理解と活用を進める。

母語・母文化尊重と多文化共生

・イングリッシュクラブの友人などとの交流で、お互いの文化を尊重し楽しむ。

・クラスや軽音の友人に中国語を教えて交流するのを見守る。

手 立 て

学校生活

・楽しみながら文章を書く中で、適切に校正しながら文章表現について身につけさせていく。

・会話の中での助詞の使い方や語彙力育成のための指導をしたり、より多くの人とコミュニケーションを図る機会を

設けたりする。場に応じた言葉遣いができるように支援する。

日本語・教科学習（取り出し・入り込み・放課後補習等）

（オンライン）・支援回数を増やすことについても検討する。急に増やすより徐々に増やす方がよいかもしれない。

・段階的に語彙や抜けている文法等の学習を重ねることで基礎的な日本語力を定着させ、教科学習にも活かす。

・多読で読むことに慣れ、作文で書く力をつけられるよう支援し、フィードバックで理解を深める。

・ 月試験については、語彙が不足している部分などに自分でどのくらい時間をかけられるかによるので、中国語訳

のある教材を活用し、自学してもらう。支援時は文法・読解などにあてる。

（対面）・長文読解や作文の書く力へと繋げるために多読に慣れてもらい、読んだものの感想や簡単な内容説明など

のアウトプットを行う。（オンラインの日本語多読の無料の読み物）

・授業での不明点は図表など使用し理解を深めると同時に、意味の分からない語彙を無くしていくことで今後の大学

入試や日本語能力試験の対策とする。

（学校）・古典は追加課題も頑張っているが、日本語の方に時間をかけられるように調整していく。

母語・母文化尊重と多文化共生

・上に同じ。

評 価

作 成 者 学級担任： 先生 日本語支援員： ・

 

 

 

【【多多文文化化版版】】個個別別のの教教育育支支援援計計画画  〔〔 高高等等学学校校〕〕 

氏 名 ＤＡＷＬＡＴ ＺＡＩ ＢＡＳＲＩ 性  別  国籍  

フ リ ガ ナ ダウラットザイ バスリ 生年月日  2005年 4月 10日 

学校での表記 同上 
母  語 

使用言語 
パシュトウ語 

住 所 上北郡六戸町大字犬落字下久保174番地981 連 絡 先 090-6680－1786 (父) 

 続 柄 氏  名 国 籍 本人との言語 日本語使用状況・備考 

家 族 構 成 

父   パシュトウ 話す・聞く 

母 シャムズ・バスミナ   日本語を使用しない 

姉    日本語を使用しない 

妹 ダウラットザイ・マリアム    

妹 ダウラットザイ・バスナマ    

弟     

妹 ダウラットザイ・ブシャラ    

弟     

弟     

妹 ダウラットザイ・モミナ    

保護者への通知 

□日本語の通知文書で対応可能     □やさしい日本語で作成した通知が必要    

☑フリガナつきの通知文書が必要    ☑大切な連絡等は翻訳文書が必要 

                    (会社の日本人が書類を読んでくれる) 

英語での通知のほうがいいかどうか確認 フリガナ付きのほうがいいかどうか確認 

保護者面談 

説 明 会 等 

☑日本語で可能（父）       ☑やさしい日本語で対応するなど配慮が必要 

☑通訳が必要（母） 

来 日 時 期 2017年 12月 滞日予定 高校卒業までは日本に滞在 

将来の進路希望 パキスタンで大学進学（教員志望） 

作成日   

評価日      

資料10 
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年齢 学年 
居住国・市

町村 

就学前の状況、在籍学校、 

不就学などの状況 
担任 支援員 

支援 

時間 
備  考 

0-1   ペシャワール生まれ     

1-2        

2-3        

3-4        

4-5        

5-6        

6-7        

7-8 1年  小学校入学     

8-9 2年       

9-10 3年       

10-11 4年       

11-12 5年       

12-13 6年       

13-14        

14-15 2年  下田中へ2学期より通学    取り出し指導 

15-16 3年  下田中卒業    取り出し指導 

16-17        
 

 

生活の様子 

得意なこと 

好きなこと 

料理 

スポーツ(テニス) 

苦手なこと 料理以外の家事(片付け・食器洗い) 

本人・保護者 

の 願 い 

本   人 パキスタンの大学へ入学し、教師になりたい 

保 護 者 本人の希望を尊重 

長 期 目 標 

（期間：３年） 

個別に教科のレポートやテストの支援をすることで単位を取得し、高校卒業を目指す。 

基本的な読み・書きの力をつけ、教科学習の理解につなげる。 

語彙や文型の学習を進めることで、自分の考えを伝え相手の話を理解する力をつける。 

日本文化や社会を理解する力を身に付ける。 

言語・文化 

的 配 慮 

 

学校生活上の配慮（１） 

翻訳機を使って、コミュニケーション上の誤解を少なくする 

学校での礼拝場所の確保や体育等での服装についての配慮を要する。 

日本語及び教科学習上の配慮（２） 

リライト教材等で教科学習の大まかな内容の理解を進めるとともに、基本的語彙や漢字の学習

と並行して作文に取り組むことによって、まとまった話ができるようにする。 

教科レポートの作成を個別に支援する。 

授業のＵＤ化や視覚に訴える教材を活用することにより理解力を深める。 

空き時間等を利用し、教科指導を個別に支援する。 

母語・母文化尊重に向けた配慮（３） 

宗教に関係する行事等が最優先されることが多い事を理解する。 

支 援 体 制 

関 係 機 関 

と の 連 携 

関係職員やスーパーバイザー、支援員等でケース会議を設定し、定期的に個別の支援計画を見

直し、協働して支援にあたる。 

県教委からの指導を仰ぎ、必要な支援に向けた体制づくりを模索する予定である。  

作 成 者 担当：              日本語支援員：  

   平成   年  月  日  保護者氏名                  ○印 

※ AA33のの様様式式のの裏裏面面はは、、pp..1144--1155とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。  
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年齢 学年 
居住国・市

町村 

就学前の状況、在籍学校、 

不就学などの状況 
担任 支援員 

支援 

時間 
備  考 

0-1   ペシャワール生まれ     

1-2        

2-3        

3-4        

4-5        

5-6        

6-7        

7-8 1年  小学校入学     

8-9 2年       

9-10 3年       

10-11 4年       

11-12 5年       

12-13 6年       

13-14        

14-15 2年  下田中へ2学期より通学    取り出し指導 

15-16 3年  下田中卒業    取り出し指導 

16-17        
 

 

生活の様子 

得意なこと 

好きなこと 

料理 

スポーツ(テニス) 

苦手なこと 料理以外の家事(片付け・食器洗い) 

本人・保護者 

の 願 い 

本   人 パキスタンの大学へ入学し、教師になりたい 

保 護 者 本人の希望を尊重 

長 期 目 標 

（期間：３年） 

個別に教科のレポートやテストの支援をすることで単位を取得し、高校卒業を目指す。 

基本的な読み・書きの力をつけ、教科学習の理解につなげる。 

語彙や文型の学習を進めることで、自分の考えを伝え相手の話を理解する力をつける。 

日本文化や社会を理解する力を身に付ける。 

言語・文化 

的 配 慮 

 

学校生活上の配慮（１） 

翻訳機を使って、コミュニケーション上の誤解を少なくする 

学校での礼拝場所の確保や体育等での服装についての配慮を要する。 

日本語及び教科学習上の配慮（２） 

リライト教材等で教科学習の大まかな内容の理解を進めるとともに、基本的語彙や漢字の学習

と並行して作文に取り組むことによって、まとまった話ができるようにする。 

教科レポートの作成を個別に支援する。 

授業のＵＤ化や視覚に訴える教材を活用することにより理解力を深める。 

空き時間等を利用し、教科指導を個別に支援する。 

母語・母文化尊重に向けた配慮（３） 

宗教に関係する行事等が最優先されることが多い事を理解する。 

支 援 体 制 

関 係 機 関 

と の 連 携 

関係職員やスーパーバイザー、支援員等でケース会議を設定し、定期的に個別の支援計画を見

直し、協働して支援にあたる。 

県教委からの指導を仰ぎ、必要な支援に向けた体制づくりを模索する予定である。  

作 成 者 担当：              日本語支援員：  

   平成   年  月  日  保護者氏名                  ○印 

※ AA33のの様様式式のの裏裏面面はは、、pp..1144--1155とと同同じじででああるるたためめ省省略略。。  

 

作成日  

評価日      
                      

          【【多多文文化化版版】】個個別別のの指指導導計計画画  〔〔  高高等等学学校校  〕〕  

学年・組 1年次1組 本人
ふ り

氏名
が な

 ＤＡＷＬＡＴ
だ う ら っ と

 ＺＡＩ
ざ い

 ＢＡＳＲＩ
ば す り

 

学校生活 

の 様 子 

うまくいっているところ 

英語に関しては、自分で理解して取り組める。 

連絡事項については、簡単な日本語で伝えられる 

 

つまずいているところ 

授業全般で分からないところが多くレポートやテストに向けての学習は分からないところが多い。 

同級生の◇◇さんは姉が上級生にいることもあってアドバイスを受けることが出来るのに比べて、

〇〇さんは自分一人でやらなければいけないことが多く、不安に思っている様子だ。 

日本人生徒とのコミュニケーションはほとんど無い。 

短期目標 

（期間： ） 

学校生活 

日本語を使って周りとのコミュニケーションを図る。 

学校の仕組みや卒業条件等を理解させる。（卒業に 3年以上要する場合もあることを理解させる。） 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等） 

教科学習に必要な漢字を中心に、語彙を増やす。 

英語・数学用語の補強をし、本を読むことで語彙を増やしていく。 

母語・母文化尊重と多文化共生 

保護者に、日本の高校についての必要な情報を提供する。 

宗教的な事柄についての理解と、学校ができる配慮を行う。 

手 立 て 

学校生活 

簡単な日本語は話すこと・聞くことが出来るので、周りの生徒や教師に、分からないことを質問できる

ように支援をしていく。 

日本語・教科学習（取り出し・入り込み等） 

本人が理解しやすい教科の教科書を読むことによって語彙を増やせるような学習をしていく。 

小2程度の漢字をしっかり覚えているので、更に学習を進めて力をつけられるように支援する。 

日記等の作文を書くことで、文章単位で書いたり話したりする力をつける。 

個別に教科のレポート作成の支援をし、単位取得を目指す。 

スクーリングで、日本語での設問を行い日本語の習熟を図る。 

母語・母文化尊重と多文化共生 

通訳を入れた保護者面談を設定し、進路に関する情報をきめ細かく伝える。 

 

評  価 

 

作 成 者 教頭：             日本語支援員：    
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Ⅰ-３-１ 多文化共生の学校づくりへの取組（青森市立小学校編）  
 

小学校における日本語支援では、文化の違いや言葉の壁によるコミュニケーション不足から日本語が
わからない外国人児童にトラブルが生じないよう、多文化共生のためのさまざまな取り組みを実施して
きた。また、外国人児童の母語および母文化の保持を重視するとともに、すべての児童が異文化に触れる
機会を作り、多文化共生の学校づくりを行ってきた。

まず、 小学校では、感情やあいさつを表す札を子どもたちと一緒に作成し、だれでも利用できるよ
うに教室に設置した。最初は、児童たちの間で「いや」「やめて」という言葉が通じず相手を怒らせてし
まったり、「ごめんね」という言葉が足りずにけんかになったりするトラブルが生じることが多かったが、
この札を使うことで楽しみながらトラブルを減らすことができた。

また、外国人児童が自分のルーツに誇りを持てるように、中国語で書いた漢詩を廊下に掲示したり、保
護者の協力のもと外国人児童が中国語で詩を作り、それに日本語訳をつけて文集に掲載したりした。こ
れにより、外国人児童に中国語の発音を自然に尋ねるなど、担任や周りの児童が徐々に中国語に興味を
持つようになり、特に意識をせずに異文化を理解しようとする動きが出てきた。
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Ⅰ-３-１ 多文化共生の学校づくりへの取組（青森市立小学校編）  
 

小学校における日本語支援では、文化の違いや言葉の壁によるコミュニケーション不足から日本語が
わからない外国人児童にトラブルが生じないよう、多文化共生のためのさまざまな取り組みを実施して
きた。また、外国人児童の母語および母文化の保持を重視するとともに、すべての児童が異文化に触れる
機会を作り、多文化共生の学校づくりを行ってきた。

まず、合浦小学校では、感情やあいさつを表す札を子どもたちと一緒に作成し、だれでも利用できるよ
うに教室に設置した。最初は、児童たちの間で「いや」「やめて」という言葉が通じず相手を怒らせてし
まったり、「ごめんね」という言葉が足りずにけんかになったりするトラブルが生じることが多かったが、
この札を使うことで楽しみながらトラブルを減らすことができた。

また、外国人児童が自分のルーツに誇りを持てるように、中国語で書いた漢詩を廊下に掲示したり、保
護者の協力のもと外国人児童が中国語で詩を作り、それに日本語訳をつけて文集に掲載したりした。こ
れにより、外国人児童に中国語の発音を自然に尋ねるなど、担任や周りの児童が徐々に中国語に興味を
持つようになり、特に意識をせずに異文化を理解しようとする動きが出てきた。

さらに、授業の中でも積極的に文化の違い等を取り入れたグループ活動を行い、参観日には外国人児童
のいるグループが中国の給食と日本の給食の違いを表にまとめたものを保護者の前で発表した。また、
いじめについてよくわからない外国人児童に対して、日本語支援員がいじめ防止のポスターを、イラス
トとやさしい日本語を使って作成し、すべての児童が理解しやすい形で校内に掲示した。外国人児童が
日本語力を身につけるとともに、子どもたち同士が話し合いながら一人ひとりの違いを認め、お互いの
文化を大切にする動きが見られるようになった。

小学校では、図書室に「多文化図書コーナー」を設置し、外国人児童のルーツである中国に関する
絵本を多く展示し、すべての児童が校内で異文化の本に触れることができるようにした。

また、図書室の黒板を使用して、日本語支援員がいろいろな国の干支について紹介し、中国の切り絵を
使ってしおりを作成し、読書の時に教職員や児童に使ってもらった。さらに、朝の会を使って、オンライ
ンで母語支援員が中国のお正月について紹介した。
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以上のような取り組みを通して、子どもたちや先生方から「中国のことが知れてよかった」「面白かっ
た」「勉強になった」という声が聞かれた。多文化共生の視点から図書室を利用して多くの児童の異文化
に触れる機会を作ることができただけでなく、外国人児童自身も大変誇らしげな様子であったことが印
象的であった。

石塚 ゆかり（青森大学） 
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以上のような取り組みを通して、子どもたちや先生方から「中国のことが知れてよかった」「面白かっ
た」「勉強になった」という声が聞かれた。多文化共生の視点から図書室を利用して多くの児童の異文化
に触れる機会を作ることができただけでなく、外国人児童自身も大変誇らしげな様子であったことが印
象的であった。

石塚 ゆかり（青森大学） 

Ⅰ ３ ２ 多文化共生の学校づくりへの取組（県立高等学校編）

令和 年度、日本に来てから数か月の中国出身生徒 さんが、県立の全日制高校に入学した。多文化
リソースルームは、令和 年 月より支援に入った。

支援にあたっては、担任教諭、（可能な時には）部活動顧問、支援員、多文化スーパーバイザーが、前
年度に立てた個別の教育支援計画を基本に据えながら、 回のケース会議を開催し（令和 年度）、年度
の前半と後半で個別の指導計画を作成・評価して支援を進めてきた。ケース会議においては、指導計画の
様式を踏まえることで、現在の生徒の様子、短期的な目標を共有し、学校生活支援、日本語・教科支援、
多文化共生のそれぞれの支援内容とその手立てを相談した上で、学校と支援員、それぞれの役割を確認
している 。

ここでは、教室や学校行事での多文化共生や母語・母文化支援を意識した取組について紹介する。この
部分を主として担ったのは、学校の先生方である。多文化リソースルームとしては、中国出身の大学院生
との母語も含むオンライン交流会や、中国人留学生をガイドとする弘前大学キャンパス見学などのキャ
リア支援企画を実施した。

（ ） 学級や部活動における日常的な多文化共生の姿
さんは、入学当初から、学級において多くの日本人生徒と交流を持った。学級でも、軽音楽部や写真

部などの部活動でも親しい友人ができ、 さんは、そうした友人たちに自ら中国語を教える私的な講座を
持つなど、母語・母文化を共有しようとする姿勢を示し、関係を築いていった。担任教諭や部活動顧問は、
さんのそうした姿を温かく見守り、学校における多文化共生を進めるものとして歓迎した。また、 さ

んが放課後のオンライン支援を受けている情報室で活動していたことから、イングリッシュ・クラブの
生徒との交流も始まった。イングリッシュ・クラブの生徒たちは異文化に関心を持っており、交換日誌な
どを通じて互いの文化等について情報交換するなどしていた。

学級での学びにおいては、担任をはじめ複数の教科担当が、「やさしい日本語」による補助的な説明を
心がけたり、試験においても配慮したりといった支援的な姿勢を見せ、学級の友人たちがわからないと
ころをサポートしてくれたりすることもあった。

さんへの多文化リソースルームの通常の支援は、「授業はすべて友人たちと共に自分の学級で受けたい」という本人
の希望を踏まえ、令和 年度はオンライン支援 時間×週 回、対面支援 時間×週 回の放課後支援
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こうした日常的な学級や部活動の上に、 年次には、学校祭やホームルーム活動で、 さんが母語や母
文化を発表する機会がつくられた。

（ ） 文化祭における多文化交流
月 日～ 日開催の学校祭で、多文化理解

に向けた取組を実施することになり、生徒たち
は、 月頃から構想を練り始めた。皆で手分けし
て様々な国の文化を紹介するポスターを作り、
民族衣装を着て紹介することとなり、 さんは、
中国を担当して、母文化を発信した。ポスターの
内容は、他の国と比べても充実したものとなってお
り、 さんが力を入れて準備したことが伝わってく
る内容となっている。

（ ） ホームルーム活動における さんの発表
さらに、秋に入って、ホームルーム活動の中で時間をとって、 さんが母国の文化を紹介する時間がつ

くられた。 月 日、 さんは、日本語の発表スライドをつくって、写真つきで、中国の食文化につい
てクラスメートに紹介した。下は、その際のスライドからの抜粋である。
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（�） 母語・母文化に配慮したキャリア支援�
� 多文化リソースルームとして意識したのが、キャリア支援の分野である。散在地域では、同じルーツの
子どもや先輩が周りにおらず、キャリアを考える際のロールモデルがいない状況に置かれる。また、学校
にも外国につながる子どものキャリア支援の経験を持っていない。�
� そこで、先生方とのケース会議での相談も踏まえて、令和 � 年度の冬には、神奈川在住で中学時代に
日本に来て日本の学校に通い、現在大学院生となっている中国の先輩とのオンライン交流会を行った。
また、令和２年度の春には、弘前大学のキャンパスで、中国人留学生のガイドのついたキャンパスツアー
を実施した。同じルーツの先輩たちとの出会いから、Ｒさんは自らのキャリアについて具体的なイメー
ジをもてるようになったと思われる。Ｒさんは現在、大学進学を目指して日々、学習に取り組んでいる。� 
�

吉田� 美穂（弘前大学）�
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Ⅰ ４ 研究拠点校における支援の効果検証

本項では、研究拠点校における支援の効果検証について述べる。
研究拠点校における支援の効果検証は、令和 年 月から令和 年 月にかけて、教員及び児童生徒

を対象にインタビュー調査を実施した。効果検証のためのインタビュー調査にあたっては、 の報
告書『子どものウェルビーイングと政策にとって何が重要かを測定する（

）』（ ， ）に示された子どものウェルビーイング測定の枠組みを
参照し、調査指標及び質問内容を設計した 。

は、 を超えた社会の進歩を測
定するための数十年にわたる国際的な取り組
みをもとに、 年にウェルビーイングを測
定するための枠組みを打ち立てた。
（ ）は、その枠組みをさらに発展させ、
子どもに特化したアプローチを提供してい
る。
右図は子どものウェルビーイングの概念を

構造的に示したものである。レベル の子ど
ものウェルビーイングのアウトカムでは、不
可欠なアウトカム、身体的健康のアウトカム、
社会的、感情的、文化的なアウトカム、認知的
発達と教育のアウトカムの４つがカバーされ
ている。レベル は、子どもの活動、関係、
レベル は、子どもの環境、レベル は、家
族や住宅等の公共政策がカバーされている。
レベル 子どものウェルビーイングのアウトカム レベル 子どもの状況と環境

不可欠なアウトカム 家族と家庭環境
身体的健康のアウトカム 学校と 環境
社会的、感情的、文化的なアウトカム コミュニティと物理的環境
認知的発達と教育のアウトカム レベル 公共政策

レベル 子どもの活動、行動および関係 家族政策
家族の活動と関係 住宅政策
健康行動 健康政策
社会的活動、余暇活動、市民活動および人間関係 教育政策
学習活動、態度、行動および人間関係 環境政策
デジタル活動と行動

図 子どものウェルビーイングの概念図
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身体的健康のアウトカム 学校と 環境
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図 子どものウェルビーイングの概念図

この枠組みを参考に、本調査では、下表のとおりに質問項目を設計した。
児童生徒対象の質問項目

テーマ 質問項目（上位質問のみ表示。下位質問は割愛）

学校生活
あなたは、安心して学校生活を過ごすことができていますか？
あなたは、学校生活に満足していますか？
あなたは、先生、クラスメートと良好な関係をもっていますか？

アイデンティティ あなたは、自分らしく生活を過ごすことができていますか？

将来の展望
あなたは、将来に対する見通しを持っていますか？
あなたは、進学に対して意欲的ですか？

学習スキル あなたは、学習することに意欲的ですか？
ソフトスキル あなたは、様々な困難も克服できるタイプですか？
学習の成果 あなたは、テストで良い点数をとれていますか？

学校の支援
学校は、あなたの学校生活に対して適切な支援をしてくれていますか？
学校は、あなたの文化的背景に対して適切な配慮をしてくれていますか？あなたの文化的背景は尊重
されていますか？

外部の支援 支援員によるサポートは、あなたにとって効果はありましたか？
教員対象の質問項目

テーマ 質問項目（上位質問のみ表示。下位質問は割愛）
生徒の様子 本人は、安心して学校生活を過ごすことができている様子ですか？

本人と先生との関係は良好ですか？
本人と他のクラスメートとの関係は良好ですか？
本人は、勉強に意欲的ですか？
本人は、テストで良い点数をとれていますか？
本人は、自分の文化的背景の違いや年齢の違いなどについて、気にしている様子はありましたか？

支援の体制 我々の支援の体制は適切でしたか？
支援の内容・方法 我々の支援の内容・方法は適切でしたか？

調査は、以下の日程で、８つの学校の児童生徒・教員に対し、各々 名の調査者により実施した。
日程 学校名 調査対象 調査者

令和 年 月 日 中学校 年生徒、担任教諭 桐村・笹森
令和 年 月 日 小学校 担任教諭 田中・桐村
令和 年 月 日 高校 年生徒、教頭 田中・桐村
令和 年 月 日 中学校 年生徒、担任教諭・学年主任 桐村・土岐
令和 年 月 日 小学校 年児童、担任教諭・教頭 田中・桐村
令和 年 月 日 小学校 年児童 田中・土岐
令和 年 月 日 高校 年生徒、担任教諭 田中・桐村
令和 年 月 日 高校 担任教諭・教頭 田中・桐村
令和 年 月 日 小学校 ・ 年児童、担任教諭 田中・桐村

桐村 豪文（弘前大学）
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
児児
童童
生生
徒徒
＋＋
教教
員員
）

 
R
中
学
校

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
１
２
月
２
３
日
１
５
時
０
０
分
～
１
６
時
０
０
分

 
 

生
徒
用
質
問

 
回
答

 


 
学
校
で
何
を
し
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
？

  
【
生
徒
】
部
活
。

 


 
母
国
の
学
校
と
の
違
い
で
、
驚
い
た
こ
と
や
戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
る
？

 
【
生
徒
】
母
国
の
学
校
は
技
術
と
美
術
と
音
楽
が
大
体
な
い
で
す
。
学
校
に
入
っ
て
初
め
て
の
授
業
が
ち
ょ

っ
と
緊
張
し
て
た
。

 


 
最
初
か
ら
そ
ん
な
に
日
本
語
上
手
な
ん
で
す
か
。

 
【
生
徒
】
最
初
、
い
や
、
あ
ま
り
上
手
じ
ゃ
な
い
。
全
然
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
【
担
任
】
頭
い
い
で
す
。
と
っ
て
も
。
と
て
も
頭
の
い
い
子
で
す
。
数
学
、
私
、
数
学
科
な
ん
で
す
け
ど
、
学

年
で
唯
一

10
0
点
で
す
。
い
つ
も
。
だ
か
ら
相
当
。
あ
ま
り
だ
か
ら
心
配
す
る
こ
と
は
、
学
習
面
は
そ
ん
な

な
い
か
な
。

 


 
部
活
の
友
達
は
仲
良
し
で
す
か
。

 


 
そ
の
子
と
は
何
で
も
い
ろ
い
ろ
話
せ
ま
す
？

 
【
生
徒
】
仲
一
番
い
い
の
は

1人
だ
け
。

 
【
生
徒
】
何
か
母
国
と
日
本
の
違
う
と
こ
ろ
と
か
、
ち
ょ
っ
と
毎
日
朝
ご
飯
何
食
べ
る
と
か
話
し
て
ま
す
。

気
に
掛
け
て
く
れ
て
い
て
、よ

く
、日

常
会
話
は
よ
く
し
ま
す
。何

か
母
国
が
、友

達
か
ら
母
国
に
行
き
た
い

な
と
言
わ
れ
た
。

 


 
勉
強
の
こ
と
や
生
活
の
こ
と
も
含
め
て
、
色
々
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
先
生
は
い
る
？

 
【
生
徒
】
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
何
か
自
分
で
調
べ
て
る
。

 
【
担
任
】
あ
ん
ま
り
先
生
に
聞
か
な
い
感
じ
。
あ
ん
ま
な
い
か
も
。
そ
れ
よ
り
か
は
自
分
で
何
と
か
し
た
い

っ
て
い
う
感
じ
の
ほ
う
が
。
何
か
、
例
え
ば
「
日
本
語
上
手
だ
ね
」
と
か
っ
て
い
う
の
も
「
い
や
い
や
、
い
や

い
や
」
っ
て
い
う
タ
イ
プ
。
あ
ん
ま
言
わ
れ
た
く
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
い
う
の
を
言
わ
れ
た
く
な
い
。「
頑
張

っ
て
る
ね
」
と
か
ね
。
あ
ん
ま
言
わ
れ
た
く
な
い
よ
ね
。
で
き
な
い
、
頑
張
っ
て
る
ね
と
か
っ
て
、
で
き
な
い

か
ら
そ
の
子
は
頑
張
っ
て
、
頑
張
っ
て
る
っ
て
褒
め
ら
れ
る
か
ら
、
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
よ
う
で

何
か
ち
ょ
っ
と
、
プ
ラ
イ
ド
が
ち
ょ
っ
と
許
さ
な
い
み
た
い
な
の
は
、
彼
女
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

 


 
将
来
こ
う
な
り
た
い
な
と
い
う
も
の
は
あ
る
？

 


 
他
に
も
何
か
な
り
た
い
な
っ
て
思
う
こ
と
と
か
っ
て
あ
る
ん
で
す
か
。

 


 
い
つ
か
ら
？

 


 
こ
こ
に
来
て
か
ら
？

 


 
今
は
教
師
と
看
護
師
だ
っ
た
ら
ど
っ
ち
の
ほ
う
が
い
い
？

 

【
生
徒
】
看
護
師
で
す
。

 
【
生
徒
】
教
師
。
先
生
。

 
【
生
徒
】

5カ
月
前
。

 
【
生
徒
】
は
い
。

 
【
生
徒
】
看
護
師
。

 
  


 
将
来
、
大
学
、
専
門
学
校
に
進
学
し
た
い
と
考
え
て
い
る
？

 
【
生
徒
】
は
い
。

 

資
料

11
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
 
ど
う
い
う
こ
と
を
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
わ
か
っ
て
い
る
？
調
べ
た
り
し
て
い
る
？

 
【
生
徒
】う

ん
。日

本
語
を
上
手
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。具

体
的
に
は
、調

べ
た
り
は
し
て
な
い
そ
う

で
す
。

 


 
勉
強
す
る
の
は
好
き
か
？

 
【
生
徒
】
勉
強
よ
り
テ
ス
ト
は
好
き
。
渡
さ
れ
た
問
題
と
か
。
点
数
で
返
っ
て
く
る
の
が
好
き
。

 


 
お
う
ち
に
帰
っ
て
も
ち
ゃ
ん
と
勉
強
す
る
タ
イ
プ
な
ん
で
す
か
。

 


 
こ
つ
こ
つ
頑
張
る
タ
イ
プ
？

 
【
生
徒
】
今
お
う
ち
に
帰
っ
た
ら
お
店
の
仕
事
や
、
弟
の
世
話
や
、
し
た
ら
勉
強
し
て
ま
す
。

 
そ
っ
ち
寄
り
か
な
と
。

 


 
得
意
科
目
は
何
？

 
何
点
く
ら
い
と
れ
る
？

 


 
苦
手
科
目
は
何
？

 
 

【
生
徒
】
数
学
と
英
語
。
期
末
テ
ス
ト

10
0点

。
 

【
生
徒
】
国
語
と
社
会
。

 
【
担
任
】2

学
期
に
な
っ
て
か
ら
や
り
始
め
た
ん
で
す
、国

語
と
社
会
は
。そ

れ
ま
で
は
そ
の
時
間
に
裏
で
母

語
支
援
し
て
た
の
で
。
で
も
平
均
点
ぐ
ら
い
で
す
。
取
れ
ま
す
、
平
均
点
。

 


 
日
本
語
は
大
学
の
支
援
で
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ
て
、
上
達
し
た
っ
て
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

 


 
そ
れ
は
こ
の
半
年
の
間
に
見
始
め
た
の
で
す
か
。

 
【
生
徒
】
自
分
が
ス
マ
ホ
で
何
か

Yo
uT

ub
eか

ら
日
本
語
の
教
え
の
ビ
デ
オ
か
ら
、
自
分
で
見
る
。

 
【
生
徒
】
は
い
。

 
【
担
任
】
あ
と
は
国
社
の
時
間
に
空
き
教
室
で
大
学
の
先
生
と

1対
1で

日
本
語
教
育
。

 


 
先
生
か
ら
や
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
何
か
あ
る
？

 


 
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
は
仲
良
く
で
き
て
い
る
？

 
【
生
徒
】
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
「

 
 

 
 
さ
ん
、
頭
が
い
い
ね
」
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
。

 
【
生
徒
】
あ
ま
り
話
し
し
な
い
。

 
【
担
任
】そ

う
で
す
ね
。話

は
す
る
ん
だ
け
ど
、や

っ
ぱ
り
彼
女
が
大
人
な
の
で
、ず

っ
と
一
緒
に
い
る
と
疲

れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
ほ
か
は
き
ゃ
ぴ
き
ゃ
ぴ
し
て
る
か
ら
。
た
ぶ
ん
そ
う
だ
よ
ね
。
話
は
す
る
ん
だ
け

ど
、
仲
が
悪
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
、

1人
で
い
る
こ
と
が
基
本
多
か
っ
た
で
す
ね
、
ク
ラ
ス
で
。
全
然

違
う
。
も
う
ほ
ん
と
に
落
ち
着
き
具
合
も
、
の
で
。
男
子
と
か
ね
、
も
う
見
て
る
と
す
ご
い
よ
ね
、
た
ぶ
ん
。

衝
撃
で
し
ょ
う
。

 


 
支
援
員
は
あ
な
た
に
ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
た
？

 


 
支
援
員
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
授
業
の
内
容
が
分
か
っ
て
き
た
？

 


 
最
初
の
頃
は
授
業
の
中
に
い
て
も
、
あ
ん
ま
り
日
本
語
が
ち
ょ
っ
と
難
し
く
て
と
か
あ
り
ま
し
た
？

 

【
担
任
】
放
課
後
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
学
校
で
も
や
っ
て
た
か
な
。

 
【
生
徒
】
う
ん
。

 
【
生
徒
】
最
初
、
最
初
。
日
本
語
。
そ
ん
な
難
し
い
、
難
し
い
で
す
。

 
【
担
任
】
最
初
は
ね
、
難
し
か
っ
た
ね
。
で
も
ほ
ん
と
、
最
初
っ
て
感
じ
で
す
け
ど
ね
。
中
間
テ
ス
ト
、
そ
の

1
学
期
の
中
間
、
一
斉
テ
ス
ト
と

6
月
の
末
に
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
日
本
語
で
問
題
は
書
い
て
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
で
も

10
0点

取
り
ま
し
た
か
ら
。
や
っ
ぱ
り
そ
れ
ぐ
ら
い
の
時
に
は
も
う
大
体
。
入
っ
て

3カ
月
ぐ
ら
い
で
は
も
う
あ
る
程
度
言
葉
を
。
早
口
で
言
っ
て
も
聞
き
取
れ
る
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
き
た
の
が
夏
ぐ

ら
い
だ
っ
た
か
な
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

 


 
こ
う
し
た
支
援
が
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
と
い
う
も
の
は
あ
っ
た
？

 
【
生
徒
】
な
い
で
す
。
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教
員
用
質
問

 
回
答

 


 
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
に
対

し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

 
【
担
任
】
特
に
結
果
的
に
は
な
か
っ
た
で
す
。
例
え
ば
彼
女
の
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
テ
ス
ト
問
題
を
工
夫

す
る
と
か
そ
う
い
う
話
も
出
た
ん
で
す
け
ど
、
彼
女
の
場
合
は
そ
ん
な
こ
と
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
し
た
。

結
構
特
別
な
例
な
の
か
な
っ
て
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
支
援
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
し
。
タ
イ

ム
ラ
グ
み
た
い
な
の
は
、
こ
う
い
う
支
援
し
て
ほ
し
い
ん
だ
け
ど
っ
て
い
う
、
何
て
い
う
ん
だ
、
や
り
と
り

が
難
し
い
と
き
は
、
と
て
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
お
母
さ
ん
が
日
本
語
を
あ
ま
り
と
い
う
う
か
、
結
構
全
く

で
き
な
い
の
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
何
か
あ
っ
た
時
に
保
護
者
と
連
絡
取
り
た
い
ん
で
す
け
ど
、
取
れ
な
い
か

ら
 

 
 

 
さ
ん
と
取
る
。
で
も

 
 

 
 
さ
ん
が
休
む
と
き
は

 
 

 
 
さ
ん
は
取
れ
な
い
か
ら
、
通
訳

の
方
の
リ
ュ
ウ
さ
ん
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
通
訳
の
方
リ
ュ
ウ
さ
ん
に
私

LI
N

E
で
連
絡
し
て
、
こ
う
い

う
状
況
だ
と
か
、
そ
う
い
う
や
り
と
り
の
タ
イ
ム
ラ
グ
み
た
い
な
の
は
結
構
困
り
ま
し
た
。
た
だ
、
彼
女
自

体
は
賢
い
の
で
、
勉
強
面
と
か
こ
っ
ち
が
困
る
よ
う
な
、
煩
わ
し
い
こ
と
と
か
は
一
切
な
か
っ
た
で
す
。

 


 
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
う
ま
く
ク
ラ
ス
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
に
意
識
的
に
支
援
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 
【
担
任
】
特
に
や
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
と
彼
女
の
場
合
あ
ん
ま
必
要
な
い
っ
て
い
う
か
、
そ
れ
を
欲
し

て
な
い
感
じ
が
あ
っ
た
の
で
、
あ
ん
ま
り
。
な
の
で
そ
ん
な
に
は
。「
ね
え
ね
え
」
み
た
い
な
「

 
 

 
 
と

こ
行
こ
う
よ
」
み
た
い
な
の
は
あ
ん
ま
り
や
ん
な
か
っ
た
。

 


 
他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
文
化
的
背
景
の
違
い
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
何
か
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

 
【
担
任
】
や
ん
な
か
っ
た
で
す
。
そ
う
い
う
の
は
。
や
っ
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
？

 
何
か
嫌
か
な
と
思
っ
て
。

そ
ん
な
ん
、
嫌
だ
よ
。
私
が
何
か

 
 

 
 
の
立
場
に
な
っ
て
。
何
か
構
え
る
。
そ
う
い
う
感
じ
で
。
私
が

 
 

 
だ
っ
た
ら
こ
こ
ど
う
思
う
か
な
と
か
っ
て
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
き
た

9
カ
月
間
で
し
た
、
ほ
ん
と
に
。

彼
女
は
も
う
心
は
大
人
な
の
で
。
中

1
の
子
の
心
を
理
解
す
る
よ
り
も
、
彼
女
の
心
を
想
像
す
る
ほ
う
が
た

や
す
い
っ
て
い
う
か
。
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
考
え
な
が
ら
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
の
は
や
ん
な
か
っ
た
で
す
ね
。

私
高
校
の
先
生
じ
ゃ
な
い
か
ら
。
高
校
の
教
員
だ
っ
た
ら
そ
う
い
う
の
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
か
な
と
か
は
、

考
え
た
り
は
。
母
語
に
関
係
す
る
単
元
を
「
ち
ょ
っ
と

 
 

 
 
さ
ん
、
母
語
の
読
み
方
で
読
ん
で
み
て
」

み
た
い
な
。
教
科
担
当
の
先
生
と
か
に
言
わ
れ
た
？

 
授
業
の
時
間
に
。

 
【
生
徒
】
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 


 
保
護
者
と
の
連
絡
が
一
番
難
し
か
っ
た
？

 
【
担
任
】
そ
う
で
す
ね
、
は
い
。

 


 
支
援
員
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
 

 
支
援
の
仕
方
は
、
こ
れ
で
良
か
っ
た
で
す
か
？

 

【
担
任
】
助
か
り
ま
し
た
。
支
援
は
絶
対
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
国
語
と
社
会
の
時
間
に

抜
い
て
、
学
校
で
や
る
っ
て
い
う
あ
れ
、
実
に
支
援
員
の
先
生
に
や
っ
て
い
た
だ
い
た
や
つ
。
あ
れ
す
ご
く

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
語
が
分
か
れ
ば
授
業
が
分
か
る
か
ら
。
す
ご
く
助
か
り
ま
し
た
ね
。

 
【
担
任
】
支
援
員
の
先
生
が
国
語
と
社
会
の
時
間
に

 
 

 
 
と
日
本
語
の
勉
強
を
し
た
で
し
ょ
う
？

 
そ

れ
じ
ゃ
な
く
て

1時
間
目
か
ら

6時
間
目
ま
で
ず
っ
と
付
い
て
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
？

 
【
生
徒
】
い
や
、
い
や
い
や
、
い
や
。
国
語
と
社
会
の
時
だ
け
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

 
【
担
任
】
そ
う
か
も
。
も
し
か
し
た
ら

1
日
い
る
と
、
友
達
が
寄
っ
て
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
な
っ
て
ち
ょ
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っ
と
思
い
ま
し
た
。
外
国
の
方
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
以
前
、
肢
体
不
自
由
の
子
を
持
っ
て
た
時
に
、

そ
の
時
は
東
京
で
働
い
て
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
時
に
そ
の
子
に

1
日
中
支
援
が
入
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の

子
は
、
で
も
筆
談
で
き
る
ん
で
す
よ
。
し
ゃ
べ
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
。
で
も
、
い
る
時
は
友
達
誰
も
寄
ら
な

く
っ
て
。
い
な
い
時
、
大
人
が
い
な
い
時
に
行
く
、
み
た
い
な
こ
と
が
あ
っ
て
。
で
も
ほ
と
ん
ど

1
日
寄
り

添
っ
て
た
か
ら
。
ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
良
く
な
い
面
だ
な
っ
て
そ
の
時
に
思
っ
た
の
で
。
ち
ょ
っ
と
パ
タ
ー
ン

は
違
う
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
。
も
し
か
し
た
ら
そ
う
か
も
し
ん
な
い
。
い
い
面
も
あ
る
と
は
思
う
ん

で
す
け
ど
も
。

 


 
ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
      

 
時
間
が
長
か
っ
た
？

 


 
い
つ
も
ど
れ
ぐ
ら
い
時
間
か
か
っ
て
た
ん
で
す
か
。

 
        

 
ケ
ー
ス
会
議
の
頻
度
は
？

 

【
担
任
】
情
報
交
換
は
す
ご
く
良
か
っ
た
な
っ
て
思
い
ま
す
。
た
だ
、
支
援
員
や

SV
で
あ
る
程
度
、
話
を
ま

と
め
て
会
議
に
臨
む
と
も
っ
と
時
間
短
縮
で
き
た
か
な
っ
て
い
う
こ
と
は
思
っ
た
か
な
っ
て
い
う
感
じ
で

す
。
で
も
あ
れ
絶
対
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
あ
い
う
打
ち
合
わ
せ
。
あ
と
は
例
え
ば
転
校
の
手
続
き
と
か
。

こ
ち
ら
だ
と
で
き
な
い
こ
と
。
学
校
と
し
て
の
転
校
手
続
き
は
で
き
る
け
ど
、
何
て
い
う
ん
だ
、
何
だ
、
国

の
支
援
、
国
の
事
業
と
し
て
や
っ
て
る
こ
と
、
県
の
事
業
と
し
て
や
っ
て
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か

ら
そ
う
い
う
転
校
の
手
続
き
と
か
は
、
そ
う
い
う
の
っ
て
や
っ
ぱ
り
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
方
が
入
っ
て
い

か
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
と
か
、
そ
う
い
う
の
も
全
部
助
け
て
も
ら
っ
て
。
そ
う
い
う
の
は
す
ご
く
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
ケ
ー
ス
会
議
は
必
要
だ
と
。

 
【
担
任
】
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
思
い
ま
し
た
。

 
【
担
任
】

2
時
間
ぐ
ら
い
か
な
。
例
え
ば
な
ん
で
す
け
ど
、
私
と
校
長
先
生
で
打
ち
合
わ
せ
し
て

1
つ
の
意

見
に
ま
と
め
て
ば
っ
と
出
す
の
と
、
そ
の
場
に
な
っ
た
と
き
に
「
校
長
先
生
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
こ
う
で

す
よ
ね
」
っ
て
、
こ
の
や
り
と
り
は
他
の
先
生
に
聞
か
せ
な
く
て
も
い
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら

こ
こ
を
短
縮
す
れ
ば
い
い
の
に
ね
っ
て
、
先
生
た
ち
の
話
。
そ
う
す
る
と
会
議
自
体
が
そ
ん
な
に
苦
痛
じ
ゃ

な
い
か
ら
何
回
も
で
き
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ん
ま
り
重
い
会
議
だ
と
、

1
学
期
に

1
回
で
い
い
よ
っ
て

な
る
か
ら
。
も
う
こ
う
い
う
の
っ
て
、
日
々
変
化
し
て
い
く
も
ん
だ
と
思
う
か
ら
、
支
援
っ
て
。
だ
か
ら
細

か
い
打
ち
合
わ
せ
っ
て
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
短
い
ス
パ
ン
で
の
打
ち
合
わ
せ
。
っ
て

な
る
と
や
っ
ぱ
り

30
分
と
か

1
時
間
と
か
の
会
議
を

1
カ
月
に

1
回
と
か
っ
て
や
っ
た
ほ
う
が
良
か
っ
た

の
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

 
【
担
任
】
全
然
な
か
っ
た
で
す
。
今
ま
で
で

2
回
で
す
ね
。

1
学
期
に

1
回
。

1
学
期
に

2
回
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

2
学
期

1
回
も
や
っ
て
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
も
し
か
し
た
ら
。
急
き
ょ
、
転
校
も
急
き
ょ
だ
っ

た
か
ら
。

 


 
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、
も
っ
と
こ
う
し
た
方
が
学
校
と
し
て
や
り
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

 


 
保
護
者
と
の
連
絡
で
通
訳
を
介
さ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
が
結
構
あ
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
た
ね
。
そ

こ
で
外
部
の
支
援
が
あ
っ
た
の
は
良
か
っ
た
こ
と
と
か
い
う
こ
と
で
も
な
く
で
す
か
。

  

【
生
徒
】
特
に
他
は
な
い
。

 
 【
担
任
】
そ
う
で
す
ね
。
結
局
は
私
が

LI
N

E
で
聞
け
た
か
ら
か
な
っ
て
は
思
い
ま
す
ね
。
も
し
あ
れ
で
あ

れ
ば
、
例
え
ば
無
断
で
欠
席
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
お
母
さ
ん
に
連
絡
し
て
も
連
絡
が
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つ
か
な
い
。

 
 

 
 
も

 
 

 
 
が
具
合
悪
い
か
ら
、

 
 

 
 
携
帯
見
て
な
く
っ
て
連
絡
で
き
な
い
っ

て
い
う
と
き
が
あ
っ
た
と
き
に
、
例
え
ば
先
生

(S
V)
に
電
話
し
て
そ
っ
か
ら
い
け
る
み
た
い
な
、
そ
う
い
う

ラ
イ
ン
が
あ
れ
ば
い
い
か
な
っ
て
。
本
来
、
ほ
ん
と
に
保
護
者
の
責
任
の
下
の
子
ど
も
だ
か
ら
、
本
来
で
あ

れ
ば
保
護
者
に
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
」
と
か
、
あ
と
は
何
か
お
願
い
す
る
と
き
の
「
こ
う
い
う
の
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
か
っ
て
言
う
け
ど
、
そ
れ
が
一
切
で
き
な
か
っ
た
っ
て
い
う
の
は
厳
し
か
っ
た
。

 


 
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

 
ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
【
担
任
】
主
任
と
校
長
が
作
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
私
は
あ
ん
ま
り
あ
れ
な
ん
で
す
け
ど
。
あ
ん
ま
り
意
味

な
い
か
な
っ
て
ち
ょ
っ
と
思
う
。
見
た
ん
で
す
け
ど
。
支
援
計
画
書
い
て
も
そ
の
と
お
り
に
い
く
わ
け
で
も

な
い
し
、
あ
ん
ま
り
。
何
だ
ろ
う
な
、
み
ん
な
と
同
じ
支
援
を
し
て
る
か
ら
。
例
え
ば
母
語
支
援
を
し
て
る

先
生
が
個
別
支
援
を
書
く
の
は
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
授
業
は
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
と
か
。

実
際
毎
回
書
い
て
く
だ
さ
っ
て
て
。
た
だ
、
こ
っ
ち
側
の
担
任
と
し
て
と
か
、
学
校
の
教
員
が
っ
て
な
る
と
、

み
ん
な
と
同
じ
勉
強
を
さ
せ
て
る
か
ら
あ
ま
り
個
別
の
支
援
を
し
て
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
個
別
支
援
計

画
っ
て
の
は
、
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
だ
し
っ
て
思
い
ま
し
た
。
作
る
煩
わ
し
さ
の
ほ
う
が
正
直
。

 
 

 
 

 
 
だ
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
あ
ん
ま
り
。

 


 
日
報
の
作
成
と
共
有
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま
た
も
う
少
し

こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
【
担
任
】
校
長
に
た
ぶ
ん
い
っ
て
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
実
際
私
が
見
た
の
は
支
援
員
の
先
生
が
毎
回
手

書
き
で
毎
回
書
い
て
く
だ
さ
っ
て
。
今
日
や
っ
た
プ
リ
ン
ト
と
、
今
日
こ
う
い
う
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
っ

て
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
み
た
い
な
の
は
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。
何
や
っ
た
か
分
か
る
の
で
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
児児
童童
生生
徒徒
）

 
S小

学
校

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
２
月

21
日
１

3時
３
０
分
～
１

4時
３
０
分

 
 

質
問

 
回
答

 


 
学
校
で
何
を
し
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
？

  


 
図
工
の
成
績
は
ど
う
？

 
図
工
と
総
合
で
す
。

 
良
い
で
す
。
→
自
分
で
作
っ
た
作
品
を
見
せ
る
。

 


 
母
国
の
学
校
と
の
違
い
で
、
驚
い
た
こ
と
や
戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
る
？

 
な
い
。

 


 
学
校
は
好
き
？

 
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
好
き
？

  
休
み
時
間
。
長
い
の
が
い
い
。

 


 
学
校
に
行
き
た
く
な
い
な
と
思
う
と
き
は
あ
っ
た
？

 
ど
う
い
う
と
き
に
そ
う
思
っ
た
？

 
た
ま
に
あ
る
。
土
日
に
学
校
行
く
時
が
嫌
だ
。
運
動
会
の
日
と
か
。

 


 
ど
ん
な
こ
と
を
友
達
と
話
す
？

 
今
日
遊
ぶ
？
と
か

 


 
勉
強
の
こ
と
や
生
活
の
こ
と
も
含
め
て
、
色
々
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
先
生
は
い
る
？

 
は
い
。

 


 
学
校
で
、
本
当
は
こ
う
し
た
い
の
に
と
い
う
こ
と
で
、
我
慢
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
あ
る
か
？

 


 
ど
ん
な
こ
と
で
先
生
に
怒
ら
れ
て
い
る
の
か
？

 
先
生
に
怒
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

 
授
業
中
に
変
な
言
葉
言
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て
、
先
生
に
「
コ
ラ
ー
何
や
っ
て
ん
の
ー
」
っ
て
。

 
ほ
ぼ
毎
日
怒
ら
れ
て
る
。

 


 
友
達
に
母
国
で
の
生
活
に
つ
い
て
も
話
し
た
り
す
る
？
ど
ん
な
こ
と
を
教
え
る
の
？

 
た
ま
に
。
総
合
の
時
に
教
え
る
。
母
国
の
食
べ
物
は
日
本
と
ち
ょ
っ
と
違
う
。

 


 
将
来
こ
う
な
り
た
い
な
と
い
う
も
の
は
あ
る
？

 
そ
の
た
め
に
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
い

る
？

 
建
築
士
を
目
指
し
て
い
る
。

 
ち
ょ
っ
と
だ
け
。
水
道
と
か
ど
う
す
る
か
な
っ
て
。
ど
う
や
っ
て
つ
な
ぐ
の
か
。

 


 
将
来
の
進
路
、
進
学
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
？

 
い
い
え
。

 


 
勉
強
す
る
の
は
好
き
か
？

 
は
い
。

 


 
勉
強
は
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
？

 
は
い
。

 


 
一
人
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
で
き
る
タ
イ
プ
？

 
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

 


 
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
言
え
る
？

 
は
い
。
た
ま
に
言
え
な
い
時
が
あ
る
。
質
問
が
恥
ず
か
し
く
て
言
え
な
い
時
が
あ
る
。

 


 
苦
手
科
目
は
何
？

 
 


 
国
語
は
ど
う
し
て
苦
手
で
す
か
？

 


 
理
科
は
ど
う
し
て
苦
手
で
す
か
？

 


 
わ
か
ら
な
い
と
き
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？

 

国
語
と
理
科
で
す
。

 
読
め
な
い
文
字
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
か
ら
。

 
わ
か
ん
な
い
言
葉
が
あ
る
と
き
。

 
先
生
に
教
え
て
も
ら
う
。

 


 
先
生
や
支
援
員
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
か
ら
勉
強
や
進
路
に
つ
い
て
何
か
言
っ
て
く
れ
て
い
る
か
？

 
簡
単
な
問
題
な
の
に
適
当
に
や
っ
ち
ゃ
っ
て
間
違
っ
ち
ゃ
っ
て
、
お
父
さ
ん
と
か
お
母
さ
ん
に
怒
ら
れ
る
。

 


 
先
生
か
ら
や
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
何
か
あ
る
？

 
一
人
勉
強
を
渡
す
と
き
。
オ
ラ
ン
ダ
ち
ょ
っ
と
渡
し
て
く
れ
っ
て
頼
ま
れ
た
と
き
。

 


 
今
後
、
ま
た
母
国
の
子
が
学
校
に
入
っ
て
き
た
ら
、
も
っ
と
こ
う
し
て
あ
げ
る
と
そ
の
子
は
助
か
る
な
、

と
思
う
こ
と
は
あ
る
？

 
自
分
の
い
る
う
ち
な
ら
通
訳
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
。
卒
業
し
た
後
な
ら
、
今
は
ま
だ
思
い
つ
か
な
い
。

 

資
料

12
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
 
あ
な
た
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
る
友
達
は
い
る
？

 
い
ま
す
。

 
食
べ
物
。
建
物
と
か
。

 


 
学
校
は
、
あ
な
た
の
文
化
的
背
景
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
り
、
他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
理
解
を
促
そ
う
と

し
た
り
し
た
？

 
先
生
→
桜
が
日
本
人
に
は
グ
ッ
と
く
る
話
を
し
た
ら
、
母
国
で
は
桃
の
花
が
そ
う
だ
と
話
し
て
く
れ
た
。
母

国
に
つ
い
て
調
べ
た
新
聞
を
作
成
中
。

 


 
支
援
員
は
あ
な
た
に
ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
た
？

 


 
支
援
は
役
に
立
ち
ま
す
か
？
良
い
で
す
か
？

 
日
本
語
の
。
作
文
読
ん
だ
り
、
わ
か
ん
な
い
字
を
教
え
た
り
。

 
は
い
。
良
い
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
と
一
緒
に
や
り
た
い
。

 


 
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
あ
り
が
た
か
っ
た
こ
と
は
何
か
あ
る
？

 
教
え
る
前
に
ち
ょ
っ
と
遊
ぶ
と
か
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

 
そ
の
他

 


 
も
っ
と
母
国
の
こ
と
を
友
達
に
教
え
た
い
と
思
う
？

 
は
い
。

 
食
べ
物
。

 


 
週
に
何
回
支
援
を
や
っ
て
い
る
か
？

 
普
段
は
月
・
火
・
水
・
木
の
４
日
だ
け
ど
、
今
は
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
火
曜
日
し
か
支
援
し
て
な
い
。

 


 
テ
ス
ト
の
こ
と
に
つ
い
て
、
先
生
や
支
援
員
は
何
か
言
っ
て
く
れ
ま
す
か
？

 
点
数
が
低
い
と
き
、
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
や
り
な
さ
い
と
言
っ
た
。

 


 
日
本
に
い
つ
来
た
？

 
９
月
１
５
日
だ
っ
け
？

 


 
日
本
に
来
て
か
ら
何
か
変
わ
っ
た
？

 


 
考
え
方
と
か
変
わ
っ
た
？

 
体
力
が
つ
い
た
。

 
そ
こ
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
教教
員員
）

 
S小

学
校

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
２
月
８
日
１
４
時
３
０
分
～
１
５
時
３
０
分

 
質
問

 
回
答

 


 
様
子
は
い
か
が
で
す
か
？

 
    

 
勉
強
以
外
は
、
み
ん
な
と
仲
良
く
な
る
ツ
ー
ル
？

 
   

 
総
合
の
内
容
は
最
初
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
？

 
  

 
成
功
で
し
た
ね

 


 
他
の
生
徒
と
も
仲
良
し
？

 
  

 
そ
う
い
う
こ
と
は
、

3，
4年

生
の
子
ど
も
に
よ
く
あ
る
こ
と
？

 
 

 
そ
れ
は
男
の
子
的
な
こ
と
？

 


 
文
化
的
な
違
い
で
は
な
い
？

 


 
こ
と
ば
で
言
っ
て
も
伝
わ
ら
な
い
か
ら
体
で
表
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
？

 
      

 
去
年
伺
っ
た
と
き
に
、
先
生
の
こ
と
を
信
頼
し
て
じ
ゃ
れ
て
い
る
感
じ
が
あ
っ
た
が
、
ダ
メ
な
こ
と
は
し

冬
は
、
対
象
者
は
ス
キ
ー
が
大
好
き
で
、
八
甲
田
山
も
滑
れ
る
。
お
父
さ
ん
が
ス
キ
ー
の
観
光
を
呼
び
込
む

仕
事
。
ス
キ
ー
が
大
好
き
。
版
画
、
図
工
類
が
大
好
き
。
創
作
、
絵
を
描
く
こ
と
は
大
好
き
で
や
っ
て
い
る
。

勉
強
面
は
、
支
援
員

A
先
生
と
一
緒
に
、「
う
つ
し
ま
る
く
ん
」
と
い
う
勉
強
を
始
め
た
と
こ
ろ
。
学
年
相
応

の
3
学
期
の
文
章
だ
と
ま
だ
難
し
い
。
学
力
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
が
、
諦
め
が
ち
な
感
じ
が
あ
る
。
算
数
は
、

授
業
中
は
発
表
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
テ
ス
ト
は
苦
手
。

 
そ
れ
以
外
は
、
総
合
の
授
業
で
、
外
国
の
こ
と
を
伝
え
る
と
い
う
活
動
が
あ
り
、
各
自
で
調
べ
た
が
、
母
国

の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
と
き
に
、
み
ん
な
で

 
 

 
 
さ
ん
は
？
と
い
う
こ
と
で
、
紹
介
出
来
て
対
象
者

も
紹
介
出
来
て
嬉
し
か
っ
た
と
。
支
援
員

A
先
生
が
、
母
国
の
色
ん
な
辞
典
や
絵
本
、
立
体
の
地
図
な
ど
を

持
っ
て
き
て
く
れ
て
、
み
ん
な
で
感
動
し
て
い
た
。

 
最
初
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
。
○
○
○
の
こ
と
も
活
躍
さ
せ
て
あ
げ
て
欲
し
い
と
先
生
（

SV
）
か
ら
言
わ
れ
て

い
た
。
我
々
に
と
っ
て
も
、
異
文
化
の
交
流
み
た
い
な
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
支
援
員

A
先
生
と
相
談
し
て
決
め
た
。

 
ま
だ
ま
だ
途
中
で
す
が
、
〇
〇
〇
も
、「
今
日
総
合
や
る
の
？
」
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

 
仲
良
し
と
い
う
か
、
仲
良
し
に
な
り
た
く
て
、
程
度
を
わ
か
ら
ず
、
羽
目
を
外
し
す
ぎ
る
面
が
あ
る
。
私
に

指
導
さ
れ
て
い
る
。
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
ご
ん
み
た
い
な
。
相
手
が
痛
い
よ
う
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
し
て
し
ま
う

の
で
、
私
は
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
ご
ん
」
だ
と
命
名
し
た
。

 
あ
る
と
思
い
ま
す
。
が
○
○
○
さ
ん
の
パ
ワ
ー
、
羽
目
の
外
し
方
が
、
嬉
し
い
ん
だ
ろ
う
が
、
私
と
で
あ
れ

ば
対
等
に
じ
ゃ
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
が
。
私
も
本
気
に
な
っ
て
叱
る
と
き
も
あ
る
。

 
そ
う
で
す
ね
。

 
ち
ょ
っ
と
、
文
化
と
か
慣
習
、
し
き
た
り
と
い
う
面
も
あ
る
の
か
な
と
い
う
感
じ
も
あ
る
。

 
と
に
か
く
仲
良
く
な
り
た
い
、
楽
し
い
、
と
い
う
の
が
。
昭
和
の
遊
び
の
仕
方
だ
と
問
題
な
い
だ
ろ
う
が
、

今
の
子
ど
も
た
ち
だ
と
ち
ょ
っ
と
心
配
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
好
き
だ
そ

う
。
一
生
懸
命
と
い
う
か
、
そ
っ
ち
で
も
多
少
ふ
ざ
け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
発
散
し
て
い
る
み
た
い
。

 
い
う
こ
と
聞
か
な
い
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
、
多
少
、
お
ふ
ざ
け
し
て
し
ま
う
と
き
も
あ
る
が
、
叱
っ
た
り

す
る
と
き
は
、
ち
ょ
っ
と
皮
肉
入
れ
る
と
き
も
あ
る
が
、
そ
う
い
う
の
も
わ
か
る
み
た
い
。
日
本
語
の
ス
ト

レ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
表
現
、
逆
の
表
現
も
、
○
○
○
は
理
解
し
つ
つ
あ
る
。
全
体
と
し
て
私
の
言
い
た
い
こ
と

を
分
か
っ
て
い
る
の
は
わ
か
る
。

 
そ
れ
は
良
好
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
私
も
思
う
。
去
年
、
学
校
に
適
応
で
き
な
か
っ
た
り
と
か
そ
う
い
う
事
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っ
か
り
叱
っ
て
、
体
で
受
け
止
め
た
り
、
良
好
な
感
じ
に
聞
こ
え
る
。

 
例
を
聞
い
た
が
、
○
○
○
は
適
応
し
て
く
れ
て
い
る
な
、
周
り
の
子
も
ち
ゃ
ん
と
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
る

な
と
感
じ
る
。

 


 
算
数
の
授
業
で
先
生
の
板
書
が
す
ご
く
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
で
も
そ
れ
は
○
○
○
さ
ん
の
た
め
に
そ
う

や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
仰
っ
て
い
た
。
特
に
○
○
○
さ
ん
を
意
識
し
て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
と

い
う
こ
と
は
あ
る
？

 
    

 
そ
う
い
う
と
き
に
先
生
は
○
○
○
さ
ん
を
ほ
め
た
り
す
る
？

 
   

 
詩
を
読
ん
だ
時
の
周
り
の
反
応
は
？

 


 
最
近
は
母
国
語
で
話
す
こ
と
は
好
き
じ
ゃ
な
い
？

 
 

 
先
生
が
「
○
○
○
さ
ん
」
で
行
こ
う
ね
、
と
統
一
さ
せ
た
？

 
 


 
ク
ラ
ス
の
決
ま
り
を
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
排
除
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
？

 


 
先
生
が
別
に
し
な
く
て
も
、
み
ん
な
の
受
け
止
め
方
が
大
丈
夫
だ
っ
た
？

 
 

 
○
○
○
さ
ん
が
い
る
こ
と
で
周
り
の
子
へ
の
い
い
影
響
は
あ
る
？

 

か
つ
て
は
、
助
詞
に
つ
い
て
、
支
援
員
が
作
っ
て
く
れ
て
、
黒
板
に
貼
っ
て
み
た
り
し
て
、
○
○
○
バ
ー
ジ

ョ
ン
で
や
っ
て
い
た
が
、
今
は
そ
れ
が
な
く
て
も
つ
い
て
こ
れ
て
い
る
。
○
○
○
に
特
別
と
い
う
の
は
な
い

が
、
○
○
○
と
仲
良
し
の
友
達
た
ち
が
、
授
業
へ
の
参
加
で
、
め
あ
て
を
読
む
と
き
に
、
い
つ
で
も
手
を
挙

げ
て
、「
元
気
に
参
加
し
て
い
ま
す
」
と
他
の
子
が
よ
く
言
う
ん
で
す
が
、
○
○
○
は
そ
れ
を
見
て
、
こ
こ
で

言
え
ば
、
僕
も
参
加
で
き
る
と
思
っ
た
の
か
、
仲
良
し
の
子
が
頑
張
っ
て
い
る
の
で
自
分
も
頑
張
ろ
う
と
思

っ
た
の
か
、
い
い
意
味
で
ま
ね
を
し
て
い
る
。
ま
ね
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
感
じ
が
受
け
止
め
ら
れ
る
。

 
そ
う
で
す
ね
。
○
○
○
が
拍
手
も
ら
っ
て
い
ま
す
ね
。
勉
強
の
と
き
に
、
図
工
と
か
で
す
ご
い
と
み
ん
な
で

ほ
め
た
り
し
た
り
。
総
合
の
時
に
、
母
国
の
お
話
と
か
。
去
年
は
文
集
は
、
母
国
語
で
散
文
を
書
い
て
、
日

本
語
を
付
け
て
く
れ
た
。
春
は
春
暁
の
詩
を
読
ん
で
く
れ
た
。
○
○
○
は
母
国
語
を
言
う
こ
と
を
良
し
と
し

な
い
と
い
う
か
、
み
ん
な
の
前
で
は
日
本
語
を
話
し
た
い
み
た
い
。

 
 す
ご
ー
い
と
な
っ
た
。
ま
だ
支
援
員

B
先
生
が
い
た
と
き
で
支
援
員

B
先
生
も
調
べ
て
く
れ
た
。

 
○
○
○
と
い
う
呼
び
方
を
好
ん
で
い
る
。
感
じ
方
と
し
て
は
、「

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
」
は
小
ば
か
に
さ

れ
た
と
き
の
表
情
、
日
本
人
が
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
た
時
の
よ
う
な
表
情
に
見
え
る
。

 
「
○
○
○
さ
ん
」
の
意
味
を
込
め
て
、
み
ん
な
で
「
○
○
○
」
と
呼
ん
で
い
る
。
敬
称
扱
い
。
そ
れ
は
「
さ

ん
」
が
付
い
て
い
な
く
て
も
、
本
人
は
気
に
し
て
い
な
い
。

 
全
然
な
い
。

 
だ
と
思
う
。
○
○
○
に
限
ら
ず
、
困
っ
て
い
る
と
、
次
の
授
業
が
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
落
ち
込
ん

で
い
る
子
を
置
い
て
け
ぼ
り
に
し
な
い
で
、
慰
め
た
り
し
て
あ
げ
れ
る
子
供
た
ち
。

 
で
す
ね
。
○
○
○
が
困
っ
て
い
る
と
き
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
教
え
た
り
と
い
う
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た

と
思
う
。
特
に
最
初
の
頃
は
。

 


 
本
人
か
ら
先
生
に
弱
音
は
い
た
り
は
あ
る
？

 
弱
み
を
見
せ
た
り
は
す
る
？

 
そ
こ
ま
で
は
ま
だ
な
い
。
私
や
教
頭
先
生
は
恐
い
ら
し
い
。
そ
の
わ
り
に
は
、
ち
ゃ
か
し
て
寄
っ
て
く
る
。

 


 
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
う
ま
く
ク
ラ
ス
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
に
意
識
的
に
支
援
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 
最
初
の
頃
、
心
配
は
な
か
っ
た
？

 
   

 
そ
れ
は
、
保
護
者
と
の
連
絡
も
？

 
  

心
配
と
か
と
い
う
よ
り
も
、
翻
訳
機
を
使
い
な
が
ら
と
か
、
英
語
の
指
導
の
方
に
来
て
も
ら
っ
て
、
英
語
で

何
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
全
然
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。（
通
訳
）
と
い
う
母
国
の
方
に
来

て
も
ら
っ
て
、

1か
月
、

2カ
月
た
っ
て
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
は
、
困
っ
た
な
、

伝
わ
ら
な
い
な
と
い
う
場
面
を
す
べ
て
（
通
訳
）
さ
ん
が
や
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
い
つ
の
間
に
か
○
○
○

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
は
い
。
連
絡
も
（
通
訳
）
さ
ん
が
入
っ
て
く
れ
て
、

2カ
月
に

1回
、

3カ
月
に

1回
く
ら
い
、
個
人
面
談
も

で
き
た
。
そ
こ
に
（
通
訳
）
さ
ん
も
入
っ
て
く
れ
て
。
事
務
的
な
こ
と
か
ら
、
多
少
○
○
○
さ
ん
の
直
し
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
い
い
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
お
母
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
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
 
保
護
者
の
方
と
話
し
て
て
、
文
化
の
違
い
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
っ
た
？

 
あ
ま
り
な
い
。
い
ま
は
、
お
母
さ
ん
も
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
の
方
が
翻
訳
で
き
る
の
で
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で

や
っ
て
ほ
し
い
と
言
う
の
で
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
い
る
。
短
い
文
章
に
な
る
が
、
か
え
っ
て
外

国
人
ら
し
い
よ
う
な
言
葉
が
出
た
り
、
さ
ば
さ
ば
し
た
文
章
に
な
る
。
お
母
さ
ん
は
本
当
は
心
配
な
ん
だ
け

ど
も
私
に
相
談
で
き
な
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
か
な
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
心
配
。
高
校
進

学
の
講
座
に
○
○
○
さ
ん
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
辺
の
大
事
な
文
書
と
か
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
あ
げ
な
い
と

い
け
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

 


 
以
前
伺
っ
た
と
き
に
、「
取
り
出
し
や
だ
」
と
い
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
た
が
、
最
近
、
勉
強
の
方
は
？

 
  

 
勉
強
の
伸
び
は
感
じ
ら
れ
て
い
る
？

 

体
系
的
な
も
の
は
、
ま
だ
連
結
し
て
い
な
い
と
思
う
か
ら
、
難
し
い
と
思
う
。
国
語
が
基
礎
に
あ
っ
て
、
国

語
が
少
し
ず
つ
理
解
が
深
ま
る
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
。
が
、
算
数
や
理
科
、
社
会
の
一
部
で
は
、
学
問

と
し
て
と
い
う
よ
り
も
楽
し
い
と
い
う
こ
と
で
付
い
て
い
け
て
い
る
と
思
う
。

 
感
じ
ら
れ
ま
す
。
普
段
の
授
業
で
、
は
じ
め
は
社
会
と
国
語
が
一
番
難
し
い
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
時
間
に
取

り
出
し
を
す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
社
会
は
、
案
外
、
写
真
や
資
料
が
あ
っ
て
楽
し
い
場

面
が
あ
る
。
○
○
○
は
、
最
初
来
た
と
き
、
母
国
の
海
軍
と
か
が
大
好
き
で
船
の
絵
を
描
い
た
り
し
て
い
た
。

警
察
官
や
責
任
の
あ
る
公
務
員
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
言
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
社
会
に

出
て
き
た
と
き
は
、
取
り
出
し
で
は
な
く
社
会
の
授
業
に
出
る
。
国
語
で
も
グ
ル
ー
プ
で
集
ま
っ
て
、
演
技

と
か
会
話
を
す
る
シ
ー
ン
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
と
き
は
僕
は
こ
っ
ち
に
残
り
た
い
と
い
う
感
じ
で
、
学
習

の
形
態
や
日
本
語
を
使
い
な
が
ら
や
っ
て
い
く
よ
う
な
授
業
に
関
し
て
は
つ
い
て
い
け
て
い
る
。
日
本
語
を

何
も
言
え
て
い
な
か
っ
た

9月
か
ら
、
た
っ
た

1年
ち
ょ
っ
と
で
す
ご
い
伸
び
た
よ
う
に
思
う
。

 


 
支
援
に
つ
い
て
、
大
き
く
言
っ
て
、
ど
う
で
し
た
か
？

 
     

 
こ
れ
で
完
成
形
で
は
な
い
の
で
、
何
か
今
回
の
支
援
で
漏
れ
が
あ
っ
て
、
誰
に
相
談
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

う
、
み
た
い
な
こ
と
は
あ
っ
た
？

 
   

 
日
報
は
共
有
し
て
い
る
？

 


 
日
報
を
見
て
も
、
支
援
員

B
さ
ん
が
悩
ん
で
い
る
様
子
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
？

 
 

 
支
援
員

B
さ
ん
の
時
か
ら
共
有
し
て
い
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
？

 

大
き
く
言
っ
て
、
非
常
に
心
強
か
っ
た
で
す
。
全
体
的
に
見
て
、
月
に

1
回
の
ケ
ー
ス
会
議
が
、

4
時
前
か

ら
始
ま
っ
て

5
時

20
分
と
か
、
い
つ
も
そ
れ
く
ら
い
盛
り
上
が
る
。
先
生
（

SV
）
も
し
っ
か
り
や
り
た
く

て
。
支
援
員
の
方
々
が
一
生
懸
命
だ
っ
た
。
恵
ま
れ
た
。

2
人
の
方
が
つ
い
て
く
れ
た
。
支
援
員

B
さ
ん
は

一
生
懸
命
に
や
っ
て
く
れ
る
方
だ
っ
た
。
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
と
思
う
。
支
援
員
の

A
先
生
も
、
一
生

懸
命
で
、
父
性
と
い
う
感
じ
で
や
っ
て
く
れ
た
。
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
嬉
し
く
、
心
強
い
も
の
だ
っ
た
。

 
支
援
員

B
先
生
と
最
後
ま
で
や
り
た
か
っ
た
と
い
う
の
は
あ
る
。
支
援
員

B
先
生
が
、
自
分
の
指
導
で
抱
え

込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
辺
は
わ
か
ら
な
い
が
。
そ
れ
を
我
々
も
チ
ー
ム
と
し
て
、

一
緒
に
解
決
し
て
い
き
た
か
っ
た
。
私
だ
け
で
な
く
、
校
長
教
頭
の
指
導
の
も
と
、
私
た
ち
の
仲
間
で
○
○

○
を
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
か
っ
た
。
も
し
も
支
援
員

B
先
生
一
人
で
や
っ
て
い
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
ま
ず
か

っ
た
か
な
と
思
う
。

 
共
有
し
て
い
る
。

 
そ
の
頃
は
見
せ
て
も
ら
っ
て
い
な
か
っ
た
。
支
援
員
の

A
先
生
の
は
見
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
。

B
先
生
の

は
見
て
い
な
い
。

 
そ
う
で
す
ね
。
先
生

(S
V)
も
、
私
た
ち
と
の
連
携
が
反
省
。
お
そ
ら
く
、
支
援
員

B
先
生
は
先
生
（

SV
）
に

は
い
っ
ぱ
い
喋
っ
て
い
た
の
か
な
、
わ
か
ら
な
い
で
す
。
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

 
私
も
、
日
本
語
は
教
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
校
の
中
で
教
え
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
先
生
に
ど

ん
な
ふ
う
に
頼
っ
た
り
し
た
ら
い
い
の
か
、
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
先
生
と
し
て
、
日

本
語
支
援
の
方
に
対
し
て
ど
ん
な
こ
と
を
聞
い
た
り
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
？

 
連
携
を
深
め
る

た
め
に
。

 
  

 
ケ
ー
ス
会
議
の
場
に
は
支
援
員
は
入
っ
て
い
る
？

 
    

 
も
っ
と
支
援
員
に
求
め
る
こ
と
は
あ
る
？

SV
に
も
と
め
る
こ
と
は
あ
る
？

 
   

 
先
生
と
し
て
は
同
じ
立
場
と
い
う
認
識
な
ん
で
す
よ
ね
？

 

私
も
わ
か
ら
な
い
が
、
立
場
と
し
て
は
同
じ
ス
タ
ン
ス
、
同
じ
位
置
に
立
っ
て
や
っ
て
い
た
つ
も
り
で
す
。

ど
っ
ち
が
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
っ
て
、
○
○
○
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、「
支
援
員

B
先
生
こ
れ
や
っ
と
い
て
く
れ
ま
す
？
」と

い
う
上
か
ら
の
関
係
で
は
な
い
。一

緒
に
や
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら
。
○
○
○
は
、
い
や
だ
と
な
っ
た
と
き
に
、
指
導
が
伝
わ
ら
な
い
と

な
っ
た
と
き
に
、「
一
緒
に
叱
る
べ
」
と
い
う
感
じ
に
や
っ
て
い
く
と
か
、
そ
の
辺
の
会
話
が
反
省
と
し
て
あ

る
。

 
入
っ
て
い
る
。入

っ
て
い
る
が
、そ

こ
で
○
○
○
さ
ん
に
非
が
あ
っ
て
ど
う
い
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、

自
分
が
指
導
力
が
ど
う
で
と
い
う
こ
と
を
出
せ
る
感
じ
で
は
な
い
。
難
し
い
。
自
分
で
も
、
学
級
崩
壊
し
て

い
た
時
に
、
ケ
ー
ス
会
議
が
あ
っ
た
と
き
に
、
完
全
に
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
な
れ
れ
ば
い
い
ん

だ
ろ
う
が
、
彼
女
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
だ
ろ
う
し
。
こ
の
ケ
ー
ス
に
限
ら
ず
課
題
と
し
て
あ
る
。
子
ど
も

と
い
う
よ
り
も
、
私
た
ち
の
チ
ー
ム
力
が
大
事
に
な
る
。

 
支
援
員
に
は
な
い
と
思
う
。
私
は
、
一
生
懸
命
に
や
っ
て
く
れ
て
い
る
し
。
叱
る
と
い
う
こ
と
が
、
支
援
員

の
方
々
が
権
限
と
し
て
あ
る
の
か
ど
う
か
を
、
ケ
ー
ス
会
議
で
も
ど
こ
で
も
い
い
の
で
、
は
っ
き
り
さ
せ
な

い
と
だ
め
な
の
か
な
。
○
○
○
は
叱
る
こ
と
で
学
ぶ
の
で
。
叱
っ
て
も
い
い
ん
だ
よ
と
、
誰
か
が
支
援
員
の

方
に
教
え
る
。
支
援
員
の
方
は
叱
っ
た
ら
ダ
メ
な
ん
で
す
か
？
支
援
員
の
範
囲
っ
て
あ
る
ん
で
す
か
ね
？

 
そ
う
。
叱
ら
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
ら
、
日
本
語
指
導
し
て
い
る
中
で
、
立
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に

叱
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
。
家
庭
教
師
じ
ゃ
な
い
の
で
。

 
SV
に
対
し
て
は
何
も
な
い
で
す
。総

合
セ
ン
タ
ー
で
お
会
い
し
て
、い

つ
の
間
に
か
〇
〇
小
学
校
が
県
の
何

か
し
ら
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

 
お
母
さ
ん
が
大
学
進
学
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
学
力
テ
ス
ト
で
も
わ
か
る
よ
う

に
、
○
○
○
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
高
い
壁
が
控
え
て
い
る
。
高
校
入
試
や
大
学
入
試
。
せ
っ
か
く
意
欲
は
あ

っ
て
も
、
そ
こ
で
現
実
の
壁
を
○
○
○
も
感
じ
始
め
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を
誰
が
ど
う
教
え
て
い
く
ん
だ
ろ

う
か
な
と
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
。

 


 
ケ
ー
ス
会
議
の
長
さ
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

 
話
を
ま
と
め
て
き
て
か
ら
来
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
は
あ
る
？

 
 

 
事
前
に
読
ん
で
お
く
も
の
は
読
ん
で
お
い
て
、
話
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
だ
け
話
す
と
い
っ
た
形
？

 
 

 
月

1の
頻
度
は
？

 


 
時
間
は
、

1回
ど
れ
く
ら
い
が
い
い
？

 
 

 
事
前
に
資
料
を
読
ん
で
お
く
の
も
難
し
い
？

 

長
い
と
思
う
。
物
は
言
い
よ
う
で
す
ね
。
学
校
の
放
課
後
の
時
間
帯
で
あ
れ
ば
、
学
校
の
リ
ズ
ム
と
し
て
は

２
つ
く
ら
い
は
会
議
、
研
修
を
や
れ
る
時
間
な
の
で
、
１
個
と
い
う
の
は
効
率
と
し
て
も
っ
た
い
な
い
。
中

身
は
濃
い
が
、
も
う
少
し
、
早
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
で
き
な
い
か
な
と
思
う
。

 
そ
れ
も
辛
い
。
で
き
れ
ば
、
確
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
方
に
聞
く
ん
だ
が
、
そ
の
辺
が
じ
っ
く
り
し
過

ぎ
る
、
も
う
少
し
聞
き
取
り
を
浅
く
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

 
ち
ょ
う
ど
い
い
と
思
う
。

 
だ
い
た
い

1
時
間
半
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
せ
め
て

60
分
く
ら
い
に
収
め
る
と
い
い
の
か
な
。
理
想
は

45
分
。

45
分
は
厳
し
い
と
思
う
。

 
メ
モ
と
か
で
あ
れ
ば
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
○
○
○
の
こ
と
に
つ
い
て
広
す
ぎ
る
と
、
書
き
に
く
い
。
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事
前
の
資
料
と
い
う
の
は
、
学
校
側
か
ら
で
す
よ
ね
？
そ
れ
は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。

 


 
指
導
計
画
の
書
き
に
く
さ
は
な
い
？

 
な
い
。
支
援
員
の
方
が
、
入
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
。
私
の
方
で
足
し
た
り
し
て

作
っ
て
い
た
。

 


 
日
報
は
読
む
の
大
変
で
は
な
い
？

 
     

 
共
有
は
大
変
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

 
   

 
書
き
残
す
の
も
大
事
だ
が
、
直
接
の
や
り
取
り
も
大
事
？

 

大
変
。
だ
が
、
共
有
し
た
方
が
い
い
。

 
今
週
の
計
画
と
い
う
こ
と
で
見
せ
て
も
ら
う
が
、
○
○
○
と
支
援
の
方
が
実
際
何
を
や
っ
て
い
る
か
が
結
び

つ
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
時
々
図
書
館
に
行
っ
て
見
た
方
が
分
か
り
や
す
い
。
本
校
は
、
終
わ
っ
て
か
ら
教

頭
と
教
務
が
職
員
室
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
○
○
○
の
評
価
を
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
の
も
い
い
。
○
○
○
が
今

日
や
っ
た
こ
と
を
音
読
し
た
り
と
か
。
緊
張
感
を
持
た
せ
て
や
っ
て
い
る
。
国
語
の
教
科
書
を
音
読
し
た
り

と
か
。
緊
張
し
て
い
る
。
怖
い
二
人
だ
と
思
っ
て
。

 
支
援
員

B
さ
ん
の
時
は
、
日
報
は
な
い
が
、
課
題
と
か
悩
み
と
か
、
明
日
ま
で
す
る
こ
と
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
口
頭
で
あ
っ
た
。
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
。
ど
っ
ち
も
時
間
な
い
の
で
。
去
年
は
時
間
数
が
多

か
っ
た
の
で
、
給
食
の
時
も
い
て
く
れ
た
。
い
ま
は
週

2
時
間
ず
つ
。
そ
の
辺
で
も
、
情
報
交
換
の
場
面
の

造
り
方
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

 
そ
う
で
す
ね
。

 
  


 
保
護
者
と
の
連
携
支
援
に
つ
い
て
、
も
っ
と
こ
う
し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
あ
る
？

 
     

 
紙
に
書
い
て
連
絡
す
る
の
は
大
事
で
す
ね
。

 
   

 
そ
の
と
き
に
、
母
国
語
版
み
た
い
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
？

 
  

 
今
の
課
題
は
？

 
  

一
つ
目
は
、
○
○
○
さ
ん
の
必
要
な
も
の
と
か
、
様
子
と
か
を
、
保
護
者
の
方
は
紙
に
書
く
と
か
、
書
き
言

葉
、
読
め
る
言
葉
の
方
が
い
い
ん
だ
ろ
う
な
と
感
じ
た
。
電
話
だ
と
わ
か
ら
な
い
、
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
の

が
あ
る
。
○
○
○
さ
ん
の
家
は
日
本
語
が
上
手
な
方
が
い
る
。
二
つ
目
は
、
○
○
○
さ
ん
が
慣
れ
な
い
で
い

る
と
き
に
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
学
校
に
来
て
く
れ
た
。
三
者
面
談
な
ん
か
で
も
、「
○
○
○
さ
ん
、
友

だ
ち
欲
し
く
て
ふ
ざ
け
す
ぎ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
か
し
こ
ま
っ
て
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
た
。

そ
の
場
で
母
国
の
方
は
叱
ら
な
い
の
か
、
わ
か
り
ま
し
た
く
ら
い
の
反
応
は
な
い
。

 
今
、
〇
〇
◯
は
分
散
登
校
。
○
○
○
は
バ
ス
ケ
部
の
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、
先
週
ま
で
様
子
見
た
。
月
曜
は
何

も
な
い
か
ら
登
校
し
て
い
い
の
に
○
○
○
来
な
か
っ
た
。
ま
だ
休
み
だ
と
思
っ
て
。
連
絡
行
っ
て
な
く
て
、

私
の
方
か
ら
「
学
校
に
出
て
く
る
ん
で
す
よ
」
と
連
絡
し
た
。
今
週
か
ら
分
散
登
校
に
な
っ
た
が
、
紙
に
書

い
て
連
絡
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

 
本
当
に
大
事
な
時
は
、（
通
訳
）
さ
ん
に
相
談
し
て
、（
通
訳
）
さ
ん
か
ら
電
話
を
か
け
て
も
ら
う
パ
タ
ー
ン
。

そ
れ
が
一
番
早
く
て
確
実
。
い
ま
だ
と
、
日
本
語
で
良
い
か
ら
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
送
っ
て
く
れ
る
と
助

か
る
と
お
母
さ
ん
は
言
っ
て
い
た
。

 
学
校
で
捉
え
て
い
る
の
は
、
進
路
。
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の
方
に
も
、
そ
こ
は
見
据
え
て
学
習
に
向
か
っ

て
い
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
話
し
て
い
る
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
そ
う
願
っ
て
い
る
。
ケ
ー
ス
会
議
の
中

で
出
た
と
き
に
、
み
ん
な
で
気
が
付
い
た
。
幸
い
、
経
済
的
に
は
大
丈
夫
と
思
わ
れ
る
が
、
○
○
○
さ
ん
、
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   
 
う
つ
し
ま
る
く
ん

 
  

 
私
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
る
？

 
      

 
行
政
と
大
学
と
の
連
携
？

 


 
「
ど
う
し
よ
」
と
は
？

 
 

 
こ
れ
く
ら
い
の
時
間
で
こ
れ
く
ら
い
で
き
る
と
い
っ
た
表
が
あ
る
が
、
先
生
方
に
も
見
て
も
ら
っ
た
方
が

い
い
？

 

母
国
の
大
学
で
い
い
や
、
戻
る
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
日
本
の
大
学
に
進

ま
せ
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
高
校
受
験
と
か
、
話
し
言
葉
で
は
な
く
て
書
き
言

葉
、
文
章
を
理
解
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

 
視
写
す
る
の
は
、
国
語
の
学
習
で
、
◯
学
年
で
大
切
な
学
習
だ
と
思
う
。

2学
期
の
後
半
か
ら
始
め
た
。
前
回

の
ケ
ー
ス
会
議
の
と
き
に
、
こ
れ
を
や
る
と
決
め
た
。

 
 わ
か
ら
な
い
で
す
。
一
番
最
初
に
、
明
日
か
ら
○
○
○
さ
ん
が
来
ま
す
と
い
う
と
き
が
一
番
「
ど
う
し
よ
う
」

と
悩
み
、
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
◯
〇
教
育
委
員
会
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
に
来
て
く
れ
た
が
、
そ
の
方
も

「
ど
う
し
よ
」
と
い
う
状
態
。
何
も
で
き
な
い

2日
、

3日
だ
っ
た
。
そ
の
「
ど
う
し
よ
」
を
見
て
い
た
子
ど

も
た
ち
が
何
と
か
し
て
あ
げ
よ
う
と
。
○
○
○
の
接
し
方
が
確
立
し
た
よ
う
に
思
う
。「
ど
う
し
よ
」
が
短
い

期
間
で
終
わ
っ
て
く
れ
た
の
が
助
か
っ
た
。
割
と
早
い
時
間
に
（
通
訳
）
や
支
援
員

B
さ
ん
が
入
っ
て
く
れ

た
の
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
連
携
が
取
れ
た
の
で
そ
う
い

う
ふ
う
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
動
い
て
も
ら
え
た
か
な
と
思
う
。

 
そ
う
で
す
ね
。

 
最
初
、
○
○
○
に
授
業
を
教
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
二
人
と
も
。
○
○
○
に
、
我
々
が
や
っ

て
い
る
授
業
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
と
い
う
感
じ
で
や
ろ
う
と
し
て
い
た
。
焦
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

 
そ
う
で
す
ね
。最

初
は
こ
ん
な
感
じ
で
も
い
い
ん
で
す
よ
、と

い
う
の
が
あ
る
と
い
い
。1

年
生
が
小
学
校
に

入
っ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
な
課
題
で
す
よ
ね
。
最
初
の

1週
間
は
こ
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
と
か
、

20
日
間

で
こ
れ
と
か
、

1
か
月
で
こ
れ
と
か
が
あ
れ
ば
、
少
し
こ
れ
を
や
っ
て
い
け
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
の
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
児児
童童
生生
徒徒
）

 
T
高
等
学
校

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
２
月
１
４
日
１
０
時
０
０
分
～
１
１
時
０
０
分

 
 

質
問

 
回
答

 


 
学
校
で
何
を
し
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
？

  


 
高
校
の
体
育
で
何
す
る
？

 


 
○

 
○
さ
ん
の
国
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
る
？

 

体
育
が
好
き
。

 
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。

 
は
い
。

 


 
母
国
の
学
校
と
の
違
い
で
、
驚
い
た
こ
と
や
戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
る
？

 


 
良
い
び
っ
く
り
は
あ
っ
た
？

 


 
悪
い
び
っ
く
り
は
あ
っ
た
？

  

答
え
る
の
が
難
し
い
。

 
全
部
い
い
。

 
な
い

 


 
日
本
の
学
校
は
好
き
？

 
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
好
き
？

  


 
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
１
つ
教
え
て
。

 
好
き
で
す
。

 
わ
か
ら
な
い
。

 


 
学
校
に
行
き
た
く
な
い
な
と
思
う
と
き
は
あ
っ
た
？

 
ど
う
い
う
と
き
に
そ
う
思
っ
た
？

 


 
○

 
○
さ
ん
の
国
の
学
校
も
朝
早
い
？

 
あ
っ
た
。
起
き
る
と
き
。

 
早
い

 


 
ど
ん
な
こ
と
で
も
話
せ
る
友
達
は
い
る
？

 
 


 
勉
強
の
こ
と
や
生
活
の
こ
と
も
含
め
て
、
色
々
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
先
生
は
い
る
？

 


 
高
校
の
先
生
？

 


 
中
学
校
の
時
も
相
談
し
た
？

 

先
生
に
相
談
す
る
。

 
は
い

 
は
い

 


 
学
校
で
、
本
当
は
こ
う
し
た
い
の
に
と
い
う
こ
と
で
、
我
慢
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
あ
る
か
？

 


 
ど
ん
な
こ
と
？

 


 
今
は
学
校
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
る
？

 

や
り
た
い

 
先
生
に
な
り
た
い

 
は
い
。
美
術
が
好
き
。
料
理
が
好
き
。
も
っ
と
授
業
が
あ
れ
ば
い
い
。

 


 
母
国
で
の
生
活
に
つ
い
て
も
話
し
た
り
す
る
友
達
は
い
る
？

 


 
日
本
の
友
達
？

 


 
ど
ん
な
こ
と
話
す
？

 


 
例
え
ば
？

 


 
母
国
に
は
友
達
も
い
る
？

 
み
ん
な
元
気
？

 

話
す
友
達
い
る
。

 
は
い

 
い
ろ
い
ろ
。

 
勉
強
の
話
と
か
。

 
は
い

 


 
将
来
こ
う
な
り
た
い
な
と
い
う
も
の
は
あ
る
？

 
そ
の
た
め
に
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
い

る
？

 


 
何
の
先
生
？

 


 
な
ぜ
？

 
 

先
生
に
な
り
た
い
。

 
 小
学
校
の
先
生

 
小
学
校
が
好
き
。

 

資
料

13
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
 
将
来
の
進
路
、
進
学
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
？

 


 
い
ろ
い
ろ
プ
ラ
ン
は
あ
り
ま
す
か
？

 


 
い
い
先
生
に
な
る
た
め
に
、
今
か
ら
頑
張
ろ
う
と
思
う
こ
と
あ
る
？

 


 
将
来
は
ど
ん
な
計
画
？

 


 
ど
ん
な
勉
強
す
る
の
？

 


 
心
配
？
大
丈
夫
？

 

大
学
に
行
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

 
な
い

 
学
校
の
勉
強
。
特
に
、
国
語
。
母
語
。
今
勉
強
し
て
い
る
。
本
を
読
ん
で
い
る
。

 
自
分
の
国
に
帰
っ
て
大
学
に
入
る
。
入
る
の
は
難
し
い
。

 
ま
だ
わ
か
ら
な
い

 
大
丈
夫

 


 
勉
強
す
る
の
は
好
き
か
？

 


 
特
に
何
？

 


 
嫌
い
な
の
は
？

 

勉
強
は
好
き
。

 
数
学
。

 
家
庭
科
。

 


 
勉
強
は
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
？

 
い
い
勉
強
の
仕
方
は
あ
る
？

 
英
語
の
勉
強
。
毎
日
勉
強
す
る
。

 


 
一
人
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
で
き
る
タ
イ
プ
？

 
お
父
さ
ん
に
言
わ
れ
な
く
て
も
勉
強
で
き
る
。
長
期
休
業
の
と
き
も
勉
強
で
き
る
。
計
画
立
て
ら
れ
る
。

 


 
失
敗
し
て
も
諦
め
ず
に
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
タ
イ
プ
？

 


 
友
達
と
か
お
兄
さ
ん
と
か
と
困
っ
た
こ
と
は
シ
ェ
ア
す
る
？

 
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
。

 
一
人
で
考
え
る
。

 


 
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
言
え
る
？

 


 
い
つ
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
と
決
め
た
？

 


 
な
ぜ
？

 
 
中
学
の
先
生
？

  

は
っ
き
り
言
う
。

 
中
学
校
の
と
き
。

 
 


 
困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
と
き
、
他
の
人
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
？

 
困
っ
て
る
と
は
言
わ
な
い
。

 
先
生
に
ど
う
や
っ
て
相
談
す
る
？

 
 
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
っ
て
言
っ
て
相
談
す
る
。
い
ま
は
恥
ず
か
し

い
。
高
校
は
毎
日
じ
ゃ
な
い
か
ら
。
今
は
週
に
２
回
。
水
曜
と
日
曜
。
中
学
校
の
時
は
毎
日
。

 


 
得
意
科
目
は
何
？

 
苦
手
科
目
は
何
？

 
何
点
く
ら
い
と
れ
る
？

 
数
学
好
き
。
中
学
の
時
は
５
０
点
く
ら
い
。
今
は
４
４
点
。
中
学
の
と
き
よ
り
難
し
く
な
っ
た
。

 
テ
ス
ト
難
し
い
の
は
、
家
庭
科
。
４
点
。

 


 
先
生
や
支
援
員
か
ら
は
成
績
に
つ
い
て
何
か
言
っ
て
く
れ
て
い
る
か
？

 


 
支
援
員
の
人
は
優
し
い
？
厳
し
い
？

 


 
先
生
は
？

 

言
っ
て
く
れ
た
。「
よ
か
っ
た
ね
。」

 
支
援
員
の
人
は
、
厳
し
い
。

 
「
が
ん
ば
れ
。
よ
か
っ
た
ね
。」
と
言
っ
て
く
れ
る
。

 


 
誰
が
ど
う
や
っ
て
連
絡
？
手
紙
？

 


 
学
校
と
お
母
さ
ん
と
の
連
絡
の
や
り
取
り
は
う
ま
く
い
っ
て
い
た
？

 
意
思
の
疎
通
で
何
か
問
題
は
な

か
っ
た
？

 

ス
マ
ホ
。

 
お
父
さ
ん
は
日
本
語
が
大
丈
夫
。

 


 
先
生
か
ら
や
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
何
か
あ
る
？

 


 
先
生
優
し
い
？

 
あ
る
。

 
は
い
。

 


 
今
後
、
ま
た
外
国
の
子
が
学
校
に
入
っ
て
き
た
ら
、
も
っ
と
こ
う
し
て
あ
げ
る
と
そ
の
子
は
助
か
る
な
、

と
思
う
こ
と
は
あ
る
？

 
例
え
ば
？

 
あ
る
。

 
「
う
れ
し
い
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
。
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
 
他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
、あ

な
た
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

る
？

 
教
え
た
い
と
思
う
？

 


 
中
学
校
の
時
は
ど
う
だ
っ
た
？

 

思
う
。

 
 知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
日
本
の
こ
と
を
知
り
た
か
っ
た
。

 


 
あ
な
た
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
る
友
達
は
い
る
？
聞
い
て
き
た
人
い
た
？

 
み
ん
な
に
言
わ
れ
た
。
興
味
持
た
れ
た
。

 


 
学
校
は
、
あ
な
た
の
文
化
的
背
景
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
り
、
他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
理
解
を
促
そ
う
と

し
た
り
し
た
？

 
先
生
に
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
国
に
つ
い
て
教
え
た
こ
と
も
な
い
。

 


 
支
援
員
は
あ
な
た
に
ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
た
？

 
支
援
員
と
は
ど
ん
な
風
に
勉
強
し
て
る
？

 


 
最
近
は
ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
る
？

 


 
明
日
山
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
よ
か
っ
た
？

 


 
も
し
こ
れ
か
ら
中
学
校
や
高
校
に
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
が
き
た
場
合
、
支
援
員
に
よ
る
支
援
は
必

要
？

 


 
そ
の
他
の
サ
ポ
ー
ト
は
？

 

取
り
出
し
で
。

 
 漢
字
と
文
章
。

 
よ
か
っ
た
。

 
あ
っ
た
方
が
い
い
。
日
本
語
の
勉
強
は
支
援
員
の
先
生
と
学
校
の
先
生
と
し
て
い
る
。

 
 な
い

 


 
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
あ
り
が
た
か
っ
た
こ
と
は
何
か
あ
る
？

 
 


 
そ
の
他
の
支
援
者
と
の
日
本
語
の
勉
強
は
楽
し
い
？

 
ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
た
？

 
た
め
に
な
っ

た
？

 
 

そ
の
他

 


 
何
時
間
く
ら
い
学
校
に
い
る
？

 
日
曜
日
に
学
校
に
行
っ
て
勉
強
し
て
い
る
。
７
時
間
く
ら
い
。

 


 
す
ぐ
帰
る
？

 
は
い

 


 
何
歳
の
時
に
日
本
に
来
た
？

 
１
２
歳

 


 
中
学
校
に
行
っ
た
？

 
は
い

 


 
日
本
で
友
達
出
来
た
？

 
い
い
え

 


 
○

 
○
さ
ん
は
静
か
な
人
？

 
は
い

 


 
自
分
の
国
の
こ
と
思
い
出
す
？

 
は
い
。
母
国
の
こ
と
。
今
は
別
の
国
に
住
ん
で
る
。

 
 お
父
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 


 
支
援
員
の
支
援
で
よ
か
っ
た
？
○

 
○
さ
ん
は
何
と
言
っ
て
い
る
？

 
勉
強
も
頑
張
れ
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
は
一
番
い
い
。

 


 
な
か
っ
た
か
ら
も
っ
と
大
変
で
し
た
か
？

 
勉
強
は
頑
張
れ
な
い
。
な
く
て
も
い
い
け
ど
、
い
れ
ば
助
か
る
。

 


 
ど
ん
な
点
で
助
か
る
？

 
み
ん
な
勉
強
す
る
か
ら
頑
張
る
。

 


 
自
分
の
国
の
こ
と
を
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
か
ど
う
か
？

 
全
然
違
う
。
言
葉
も
ち
が
う
。
日
本
の
学
校
は
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。
女
も
男
も
同
じ
。
だ
か
ら
安
心
で
あ
る
。 


 
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
こ
と
？

 
な
い
。
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
 
戸
惑
う
事
は
あ
る
？

 
な
い
。
今
は
こ
と
ば
が
分
か
る
の
で
な
い
。
中
学
校
入
る
と
き
は
心
配
だ
っ
た
。

 


 
国
で
先
生
に
な
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
に
対
し
て
お
父
さ
ん
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
？

 
自
分
が
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
家
で
は
話
は
し
て
い
る
。

 


 
今
後
の
予
定
は
？

 
高
校
卒
業
し
た
ら
、

 
 

 
は
帰
る
予
定
。

 


 
お
父
さ
ん
か
ら
見
て
○

 
○
さ
ん
は
頑
張
っ
て
る
？

 
頑
張
っ
て
る
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
教教
員員
）

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
２
月
１
４
日
１
１
時
０
０
分
～
１
２
時
０
０
分

 
 

質
問

 
回
答

 


 
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
に
対

し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

 
      

 
学
校
と
し
て
外
国
に
つ
な
が
る
生
徒
は
初
め
て
の
受
け
入
れ
で
す
か
？

 
           

 
３
年
前
の
初
め
て
受
け
入
れ
た
経
験
が
役
立
っ
て
る
？

 

と
り
た
て
て
や
っ
て
る
こ
と
は
な
い
。

 
日
本
が
安
全
・
安
心
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
る
。
学
校
に
も
、
普
段
は
電
車
で
通
っ
て
い
る
。

 
○

 
○
の
子
が
学
校
に
来
れ
る
の
は
日
本
だ
か
ら
と
い
う
親
の
理
解
が
あ
る
。

 
単
位
制
通
信
制
の
学
校
な
の
で
、
選
択
し
て
い
る
科
目
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
出
れ
ば
い
い
。

 
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
て
Ｗ
ｉ

-Ｆ
ｉ
に
つ
な
げ
て
、
時
間
を
つ
ぶ
し
た
り
し
て
い
る
。

 
宗
教
上
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
毎
日
の
礼
拝
の
た
め
の
場
所
は
提
供
し
て
い
る
。

 
体
育
の
授
業
は
、
服
装
（
ジ
ャ
ー
ジ
）
に
配
慮
し
た
。
ヒ
ジ
ャ
ブ
。

 
 ３
年
前
が
初
め
て
。

 
○

 
○
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
中
古
車
販
売
を
し
て
い
て
、
そ
の
共
同
経
営
者
の

A
さ
ん
の
お
子
さ
ん
（

B
さ

ん
？
）
が
初
め
て
の
受
け
入
れ
だ
っ
た
。
今
、
高
校
３
年
生
。
た
だ
、
そ
の
子
は
母
国
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

卒
業
証
書
は
送
る
予
定
。

 
そ
の
子
の
妹

C
さ
ん
が
１
年
生
で
入
っ
て
き
て
○

 
○
さ
ん
と
同
級
生
。
姉
妹
と
も
日
本
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
。

C
さ
ん
が
○

 
○
さ
ん
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。

C
さ
ん
も
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
母
国
に
帰
っ
た
。
そ
の
目

的
は
結
婚
。
許
嫁
が
い
た
。
お
姉
さ
ん
も
母
国
に
帰
っ
て
結
婚
。

 
○

 
○
は
引
っ
込
み
思
案
。
中
学
校
２
年
生
か
ら
日
本
の
学
校
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
〇
〇
中
学
校
で
も

か
な
り
て
こ
ず
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
最
初
来
た
時
ほ
と
ん
ど
日
本
語
話
せ
な
か
っ
た
。
支
援
が
入
っ
て
、

徐
々
に
簡
単
な
会
話
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
 A
さ
ん
の
お
子
さ
ん
（

B
さ
ん
や

C
さ
ん
）
は
最
初
か
ら
日
本
語
が
上
手
だ
っ
た
の
で
、
当
時
は
支
援
と
い

う
考
え
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
○

 
○
さ
ん
の
よ
う
な
日
本
語
の
支
援
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。

 


 
本
人
か
ら
先
生
に
何
か
支
援
を
求
め
て
き
た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね
て
き
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
？

 
私
に
質
問
し
て
き
た
こ
と
は
な
い
。
引
っ
込
み
思
案
。
私
が
男
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
。
声
を
か

け
な
い
と
な
か
な
か
歩
み
寄
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

 


 
学
校
、
先
生
の
側
か
ら
積
極
的
に
本
人
に
関
わ
ろ
う
、
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
し
た

か
？

 
結
構
声
は
か
け
て
い
た
方
だ
と
思
う
。
支
援
の
日
程
は
支
援
員
と

 
 

 
等
の
意
向
を
踏
ま
え
て
行
っ
た
。

支
援
日
の
前
日
等
に
、
本
人
及
び
父
親
に
確
認
の
連
絡
を
し
て
い
た
。

 
本
人
は
、
最
初
の
頃
は
や
ら
さ
れ
感
が
あ
っ
た
。
勉
強
が
好
き
な
様
子
は
な
か
っ
た
。
学
校
の
先
生
に
な
り

た
い
と
は
言
っ
て
い
た
。
授
業
の
中
で
も
日
本
語
は
理
解
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
支
援
を
し
て
あ

げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
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
 
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
と
き
に
他
の
生
徒
と
一
緒
に
な
る
。
ク
ラ
ス
で
ワ
イ
ワ
イ
と
い
う
こ
と
は
な
い
？

 


 
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
う
ま
く
ク
ラ
ス
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
に
意
識
的
に
支
援
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 

い
ろ
ん
な
生
徒
が
い
る
の
で
干
渉
し
あ
う
こ
と
は
な
い
。
ひ
と
り
ぽ
つ
ん
と
い
る
こ
と
が
多
い
。
一
つ
の
個

性
と
捉
え
て
、
そ
う
い
う
子
た
ち
が
ど
こ
か
ら
来
た
と
か
興
味
ま
で
は
い
か
な
い
。
ち
ょ
う
ど
い
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
子
た
ち
が
日
本
語
を
上
達
さ
せ
る
た
め
に
は
、
干
渉
し
あ
う
こ
と
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
が

で
き
な
い
。
日
本
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
だ
っ
た
姉
妹
は
、
中
学
校
ま
で
に
そ
れ
が
で
き
て
い
た
。
○

 
○
は
そ
れ

が
で
き
な
い
。

 


 
勉
強
以
外
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 
料
理
が
好
き
だ
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
学
校
で
何
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
や
っ
て
い
な
い
。

 
中
学
校
で
も
部
活
は
や
っ
て
い
な
い
。

 
学
校
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
来
て
、
す
ぐ
帰
る
と
い
う
タ
イ
プ
。

 


 
科
目
に
よ
る
、
得
意
不
得
意
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

 
全
般
的
に
低
い
。
漢
字
に
苦
手
意
識
が
あ
る
。

 
日
本
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
の
姉
妹
も
漢
字
は
苦
手
だ
っ
た
。

 
何
が
取
り
立
て
て
苦
手
と
い
う
も
の
は
な
い
。

 


 
支
援
が
入
っ
て
以
降
、
授
業
で
の
理
解
の
様
子
等
、
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 
数
学
な
ど
、
解
け
な
い
問
題
を
別
の
時
間
を
使
っ
て
勉
強
し
て
い
る
。
テ
ス
ト
の
前
に
支
援
を
し
て
い
る
。

 
彼
女
は
だ
い
ぶ
助
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 


 
勉
強
面
に
つ
い
て
、
特
に
学
校
と
し
て
支
援
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 
私
は
本
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

 
外
国
人
へ
の
配
慮
ま
で
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
。
理
解
で
き
て
い
な
い
の
が
本
校
の
実
態
。

 


 
こ
の
点
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
に
対
し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

 
筑
波
の
研
修
に
も
参
加
し
た
が
、
テ
ス
ト
に
配
慮
し
た
り
す
る
、
ふ
り
が
な
ふ
る
と
か
、
工
夫
し
て
い
る
学

校
が
あ
る
こ
と
を
研
修
で
知
っ
た
が
、本

校
で
は
ま
だ
ま
だ
教
員
の
理
解
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
。

早
急
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
共
通
認
識
が
で
き

て
い
な
か
い
と
う
ま
く
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
。

 
月
に
２
、
３
回
の
支
援
な
の
で
、
本
格
的
な
支
援
ま
で
行
け
た
か
ど
う
か
。
教
員
側
の
支
援
体
制
を
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

 


 
他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
文
化
的
背
景
の
違
い
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
何
か
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

 
 


 
本
人
や
保
護
者
の
文
化
的
背
景
の
違
い
に
よ
っ
て
、
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
苦
労
し
た
こ
と
は
何
か

あ
り
ま
す
か
？

 
配
慮
に
つ
い
て
苦
労
し
た
こ
と
は
な
い
。

 
礼
拝
も
、
場
所
だ
け
提
供
し
た
だ
け
。
授
業
を
邪
魔
し
た
こ
と
は
な
い
。

 
〇
〇
中
学
校
で
も
、
場
所
を
提
供
し
て
や
っ
て
い
た
と
い
う
。
〇
〇
中
学
校
か
ら
こ
っ
ち
に
き
て
も
同
様
に

し
た
。

A
さ
ん
家
の
お
姉
さ
ん
が
い
た
の
も
大
き
か
っ
た
。

 
通
信
制
高
校
の
シ
ス
テ
ム
を
十
分
理
解
で
い
な
い
ま
ま
不
本
意
で
辞
め
て
い
く
子
が
い
た
の
で
、
私
は
受
け

入
れ
が
決
ま
っ
て
か
ら
〇
〇
中
学
校
を
訪
問
し
た
。
〇
〇
中
学
校
と
悩
み
の
共
有
を
し
た
。有

意
義
だ
っ
た
。 

こ
う
し
た
子
た
ち
の
実
態
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
。
寄
り
添
う
こ
と
が
大
事
。
卒
業
す
る
だ

け
が
こ
の
子
た
ち
の
目
的
で
は
な
い
。
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実
態
に
つ
い
て
は
、
居
住
国
が
も
と
も
と
把
握
し
て
い
た
母
国
じ
ゃ
な
く
て
別
の
国
だ
っ
た
と
か
い
う
こ
と

が
、
調
べ
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

C
さ
ん
も
同
じ
く
も
と
も
と
の
母
国
で
国
籍
変
え
て
別
の
国
に
な
っ
た
。

 
○

 
○
は
国
籍
が
こ
ち
ら
で
把
握
し
て
い
た
母
国
の
ま
ま
の
た
め
、
居
住
国
に
帰
れ
な
い
で
い
る
。
○

 
○

は
12
月
に
帰
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
居
住
国
で
ビ
ザ
が
と
れ
な
い
の
で
帰
れ
な
い
。

 
私
と
し
て
は
高
校
を
卒
業
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。
た
だ
、
彼
ら
に
は
そ
う
い
う
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

女
性
に
は
教
育
が
必
要
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
１
２
月
に
帰
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
き
も
、
居
住
国
に
帰

る
と
テ
ス
ト
を
受
け
ら
れ
な
い
の
で
進
級
で
き
な
い
よ
と
言
う
と
「
そ
れ
で
い
い
」
と
い
う
返
事
。
何
の
た

め
に
帰
る
か
と
い
う
と
、
祖
父
母
に
会
い
に
行
く
と
い
う
目
的
だ
け
。

 
お
父
さ
ん
は
１
４
，
１
５
年
日
本
に
い
る
の
で
、
女
子
教
育
に
理
解
が
あ
る
。

 
C
も
、
１
月
４
日
に
急
に
「
明
日
母
国
に
帰
り
ま
す
」
と
言
い
出
し
た
。
お
父
さ
ん
が
先
に
帰
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
の
で
、
通
信
制
大
学
に
通
っ
て
い
る
お
兄
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
、
退
学
願
い
を
出
し
て
も
ら
っ
た
。

日
本
人
の
感
覚
で
は
な
い
。
な
の
で
、
年
間
を
通
し
た
計
画
は
立
て
づ
ら
い
。

 
２
年
生
に
何
と
か
上
が
れ
る
が
、
来
年
度
も
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

 


 
保
護
者
と
の
連
絡
の
や
り
取
り
な
ど
は
、
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
し
た
か
？

 
お
父
さ
ん
と
の
や
り
取
り
は
問
題
な
い
。
電
話
連
絡
を
し
て
い
る
。

 
担
任
に
は
、
１
回
電
話
を
か
け
た
だ
け
で
は
理
解
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
前
の
日
や
直
前
に
繰
り

返
し
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。
今
日
も
来
る
か
来
な
い
か
不
安
だ
っ
た
。

 
支
援
の
日
も
ド
タ
キ
ャ
ン
が
あ
っ
た
。
無
連
絡
も
最
初
あ
っ
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
日
本
の
文
化
に
つ
い
て

理
解
を
促
し
、
断
り
の
連
絡
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
成
長
で
き
た
。

 
お
父
さ
ん
と
の
関
係
も
良
好
で
あ
る
。

 


 
本
人
へ
の
教
育
指
導
や
保
護
者
と
の
や
り
取
り
で
学
校
と
し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
こ
に

支
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
か
？

 
 


 
支
援
員
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
私
た
ち
も
支
援
の
日
は
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
な
い
日
を
設
定
し
た
。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
日
に
支
援
と
な
る
と

時
間
割
が
過
密
に
な
る
。別

日
に
出
て
く
る
の
は
、中

学
校
が
あ
る
地
域
か
ら
出
て
く
る
の
で
大
変
だ
っ
た
。 

教
科
指
導
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

 
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い
。
支
援
員
に
本
音
で
学
校
の
状
況
を
伝
え
し
な
が
ら
、
共
通
理
解
を
図
っ
て
い
る
。
本

音
で
話
を
し
て
き
た
つ
も
り
。
支
援
員
と
い
い
関
係
が
で
き
て
い
る
。
共
有
し
な
が
ら
で
き
て
い
た
の
で
、

よ
か
っ
た
。

 
本
人
の
日
本
語
は
上
達
し
て
き
た
。
勉
強
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
え
て
き
た
。

 
お
父
さ
ん
の
仕
事
の
た
め
に
連
れ
て
こ
ら
れ
て
学
校
に
通
わ
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
被
害
者
。

 
支
援
員
の
ス
キ
ル
や
、
ポ
ケ
ト
ー
ク
な
ど
を
使
っ
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 
C
が
い
て
く
れ
た
の
が
大
き
い
。

 
成
長
で
き
て
く
る
と
、ま

た
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
で
き
て
く
る
だ
ろ
う
。
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感
謝
し
か
な
い
。

 
〇
〇
中
学
校
に
訪
問
し
た
時
、
支
援
員
も
同
行
し
て
も
ら
っ
た
。

 


 
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校

と
し
て
あ
り
ま
し
た
か
？

 
吉
田
先
生
が

SV
。
様
々
な
部
分
で
こ
の
事
業
を
成
立
す
る
た
め
の
支
え
に
な
っ
た
。

 
去
年
は
定
時
制
に
中
国
人
が
い
た
。
そ
こ
か
ら
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
途
中
で
帰
国
し
、
と
ん
挫
し
た
。 

通
信
制
に
○

 
○
が
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
事
業
を
使
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
吉
田
先
生
を

紹
介
い
た
だ
い
た
。
非
常
に
存
在
が
大
き
か
っ
た
。

 


 
ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
よ
か
っ
た
と
思
う
。
授
業
の
雰
囲
気
は
わ
か
ら
な
い
が
。

 
同
じ
１
年
生
の
別
ク
ラ
ス
の
先
生
が
ケ
ー
ス
会
議
の
場
で
授
業
の
様
子
な
ど
を
伝
え
て
い
た
。
指
導
し
て
い

る
先
生
の
話
は
説
得
力
が
あ
る
。
課
題
が
見
え
て
き
て
、
手
立
て
が
見
え
て
き
た
。

 
頻
度
は
１
回
だ
け
だ
っ
た
。
も
う
１
回
く
ら
い
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
時
間
は
１
，
２
時
間
く
ら
い
で
よ
か

っ
た
。

 


 
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、
も
っ
と
こ
う
し
た
方
が
学
校
と
し
て
や
り
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

 
筑
波
の
研
修
で
は
、
地
域
や
自
治
体
が
日
本
語
の
指
導
を
す
る
た
め
の
塾
を
作
っ
た
り
、
午
前
は
塾
に
行
っ

て
、
午
後
は
学
校
に
行
く
と
い
っ
た
事
例
を
学
ん
だ
。
青
森
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
い
う

形
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。

 
本
校
の
校
長
も
言
っ
て
い
る
が
、
大
学
と
の
連
携
が
も
っ
と
で
き
れ
ば
、
こ
の
地
域
で
も
活
発
に
で
き
れ
ば

い
い
。
現
時
点
で
は
、
支
援
員
の
国
際
交
流
く
ら
い
し
か
連
携
が
で
き
な
い
。

 
地
域
で
そ
う
し
た
機
関
が
存
在
感
を
も
っ
て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
な
れ
ば
、
連
携
が
し
や
す
く
な
る
。

 
中
学
校
の
あ
る
地
域
か
ら
来
る
と
き
も
、何

も
詳
し
い
情
報
は
な
か
っ
た
。ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で
あ
る
。

校
長
が
外
国
人
支
援
に
つ
い
て
県
教
委
に
相
談
し
た
。
そ
の
後
、
ポ
ケ
ト
ー
ク
２
台
の
供
与
が
あ
り
、
支
援

に
活
用
し
た
。

 


 
支
援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
中
身
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま

た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
日
本
語
指
導
が
メ
イ
ン
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
。

 
レ
ポ
ー
ト
課
題
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
、
テ
ス
ト
、
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
て
、
悠
長
に
日
本
語
指
導
だ
け

を
し
て
い
ら
れ
な
い
。
支
援
員
は
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
の
指
導
と
か
大
変
そ
う
だ
っ
た
。

 
教
科
指
導
一
辺
倒
に
な
っ
て
い
た
。

 
教
科
指
導
と
日
本
語
指
導
、
二
通
り
の
指
導
が
で
き
れ
ば
い
い
。

 
２
時
間
～
２
時
間
半
を
支
援
の
時
間
に
設
定
す
る
が
、
彼
女
ら
も
電
車
の
時
間
も
あ
る
。

 


 
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
専
門
的
助
言
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

 
吉
田
先
生
に
来
て
も
ら
っ
て
研
修
も
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
が
、
コ
ロ
ナ
で
で
き
な
か
っ
た
。
効
果
検
証

も
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
相
談
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。

 
２
月
以
降
、
登
校
日
が
無
い
の
で
１
月
で
支
援
は
打
切
っ
た
。
本
人
は
支
援
は
い
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

吉
田
先
生
は
あ
っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
２
年
に
上
が
っ
て
か
ら
ま
た

検
討
す
る
。
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
 
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

 
ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
支
援
員
と
連
携
し
な
が
ら
作
っ
た
。
支
援
員
か
ら
た
た
き
台
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

 
こ
の
よ
う
な
計
画
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
初
め
て
作
っ
た
。

 
大
き
な
問
題
は
な
い
。
こ
う
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
で
次
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
つ
ま
で
い
る
か

わ
か
ら
な
い
し
、
担
任
も
変
わ
る
の
で
。
こ
う
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
、
実
態
を
調
べ
よ
う
も
し
な
い
。

 
不
足
す
る
項
目
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

 
た
だ
、
事
業
の
立
ち
上
げ
を
教
頭
の
私
が
行
っ
た
。
担
任
が
本
来
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
が
。

 


 
日
報
の
作
成
と
共
有
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま
た
も
う
少
し

こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 


 
見
せ
て
も
ら
っ
た
方
が
よ
か
っ
た
？

 

日
報
は
見
た
こ
と
な
い
。
や
っ
て
る
と
い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
。

 
 見
せ
て
も
ら
う
も
の
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
共
有
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

 


 
保
護
者
と
の
連
携
支
援
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま
た
も
う
少

し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
お
父
さ
ん
と
は
良
好
な
関
係
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
日
本
の
理
解
が
あ
る
。

 
お
母
さ
ん
は
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
の
で
気
に
な
る
。
母
国
の
文
化
圏
は
男
社
会
な
の
で
お
父
さ
ん
の
言
う

こ
と
は
絶
対
。

 
お
父
さ
ん
の
中
古
車
会
社
で
は
日
本
人
も
使
っ
て
い
る
。
〇
〇
中
学
校
の
す
ぐ
近
く
に
会
社
が
あ
る
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

聞
き
取
り
調
査

質
問
項
目
（
児児
童童
生生
徒徒
）

中
学
校

日
時

２
０
２
２
年
２
月
１

日
時
３
０
分
～

時
３
０
分

質
問

回
答


学
校
で
何
を
し
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
？

体
育
館
で
み
ん
な
と
一
緒
に
遊
ぶ


母
国
の
学
校
と
の
違
い
で
、
驚
い
た
こ
と
や
戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
る
？

授
業
が
始
ま
る
と
き
、
早
く
準
備
を
し
て
、
自
習
の
時
間
で
も
ち
ゃ
ん
と
座
っ
て
い
て
、
母
国
よ
り
厳
し
い


学
校
は
好
き
？

ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
好
き
？

最
初
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
が
、
今
は
好
き


学
校
に
行
き
た
く
な
い
な
と
思
う
と
き
は
あ
っ
た
？

ど
う
い
う
と
き
に
そ
う
思
っ
た
？

今
は
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い


ど
ん
な
こ
と
で
も
話
せ
る
友
達
は
い
る
？

い
る
。
テ
ス
ト
の
こ
と
や
、
友
達
の
こ
と


勉
強
の
こ
と
や
生
活
の
こ
と
も
含
め
て
、
色
々
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
先
生
は
い
る
？

「
そ
の
漢
字
は
何
で
す
か
？
」「

フ
リ
ガ
ナ
は
？
」
な
ど
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
。


学
校
で
、
本
当
は
こ
う
し
た
い
の
に
と
い
う
こ
と
で
、
我
慢
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
あ
る
か
？

授
業
の
と
き
、
答
え
た
い
が
、
日
本
語
で
の
伝
え
方
が
分
か
ら
ず
、
遠
慮
し
て
し
ま
う
も
っ
と
お
し
ゃ
べ
り

し
た
い
。
発
言
も
し
た
い
。


母
国
で
の
生
活
に
つ
い
て
も
話
し
た
り
す
る
友
達
は
い
る
？

母
国
の
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
る
友
達
は
い
る
。母

国
の
旅
行
の
場
所
、レ

ス
ト
ラ
ン
の
こ
と
、歴

史
の
こ
と
、

タ
ク
シ
ー
の
こ
と
な
ど


将
来
こ
う
な
り
た
い
な
と
い
う
も
の
は
あ
る
？

そ
の
た
め
に
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
い

る
？

高
校
進
学
の
先
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い


将
来
の
進
路
、
進
学
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
？

日
本
の
高
校
に
進
学
し
た
い
。
大
学
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。


勉
強
す
る
の
は
好
き
か
？

そ
ん
な
に
好
き
で
は
な
い


勉
強
は
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
？

頑
張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
は
思
っ
て
い
る


一
人
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
で
き
る
タ
イ
プ
？

お
父
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と
も
あ
る


失
敗
し
て
も
諦
め
ず
に
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
タ
イ
プ
？

そ
う
で
す


自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
言
え
る
？

そ
う
で
す


困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
と
き
、
他
の
人
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
？

母
に
頼
る
、
友
達
や
先
生
に
は
あ
ま
り
・
・
・


得
意
科
目
は
何
？

苦
手
科
目
は
何
？

何
点
く
ら
い
と
れ
る
？

理
科
は
得
意
、
数
学
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
、
実
験
に
よ
る
発
見
や
歴
史
の
話
が
好
き
、

社
会
は
苦
手
、
歴
史
も
。
社
会
は
２

点
、
理
科
は
３

～
４
０
点
、


先
生
や
支
援
員
か
ら
は
成
績
に
つ
い
て
何
か
言
っ
て
く
れ
て
い
る
か
？

漢
字
の
読
み
方
や
正
し
い
書
き
方
を
教
え
て
く
れ
る
、
テ
ス
ト
の
点
数
を
見
て
、
温
か
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
く

れ
る


学
校
と
お
母
さ
ん
と
の
連
絡
の
や
り
取
り
は
う
ま
く
い
っ
て
い
た
？

意
思
の
疎
通
で
何
か
問
題
は
な

か
っ
た
？

電
話
で
や
り
取
り
し
て
い
る
。
難
し
い
こ
と
は
伝
わ
り
づ
ら
い
。
簡
単
な
こ
と
は
伝
わ
る
。

大
き
な
問
題
は
な
い


先
生
か
ら
や
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
何
か
あ
る
？

フ
リ
ガ
ナ
し
て
あ
げ
る
、
読
み
方
も
教
え
て
く
れ
る
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
時
に
も
教
え
て
く
れ
る

資
料
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準
備
が
必
要
な
も
の
を
教
え
て
く
れ
た
こ
と
、「

明
日
は
弁
当
持
っ
て
く
る
」
な
ど


今
後
、
ま
た
外
国
の
子
が
学
校
に
入
っ
て
き
た
ら
、
も
っ
と
こ
う
し
て
あ
げ
る
と
そ
の
子
は
助
か
る
な
、

と
思
う
こ
と
は
あ
る
？

手
を
挙
げ
る
と
先
生
が
来
て
く
れ
る
け
ど
、
そ
の
途
中
で
行
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
あ
と
忘
れ
て
、
来
な
い

も
っ
と
気
に
か
け
て
ほ
し
い
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
先
生
に
聞
く
、
先
生
に
聞
け
な
か
っ
た
ら
友
達
に
聞
く


他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
、あ

な
た
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

る
？

な
い


あ
な
た
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
る
友
達
は
い
る
？

母
国
の
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
る
友
達
は
い
る
。


学
校
は
、あ

な
た
の
文
化
的
背
景
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
り
、他

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
理
解
を
促
そ
う
と

し
た
り
し
た
？

授
業
で
母
国
の
こ
と
、
行
事
の
こ
と
な
ど
を
英
語
の
時
間
に
取
り
上
げ
て
く
れ
た
。

社
会
の
授
業
で
も
と
り
あ
げ
て
く
れ
た
。
み
ん
な
の
前
で
説
明
し
た
。


支
援
員
は
あ
な
た
に
ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
た
？

日
本
語
に
つ
い
て
。
日
本
語
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
教
科
の
勉
強
も
。
日
本
語
を
母
語
に
変
え
て
く
れ
た


支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
あ
り
が
た
か
っ
た
こ
と
は
何
か
あ
る
？

困
っ
た
と
き
。
家
が
忙
し
か
っ
た
時
、
家
の
こ
と
も
し
な
が
ら
試
験
も
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
家
業
の
手

伝
い
、
部
活
も
大
変
で
、
母
の
支
援
も
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
、
支
援
員
に
時
間
の
管
理
の
仕

方
な
ど
教
え
て
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
。


そ
の
他
の
支
援
者
で
の
日
本
語
の
勉
強
は
楽
し
い
？

ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
た
？

た
め
に
な
っ

た
？

楽
し
く
な
い
、
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

聞
き
取
り
調
査

質
問
項
目
（
教教
員員
）

中
学
校

日
時

２
０
２
２
年
２
月
１

日
１

時
３
０
分
～
１

時
３
０
分

質
問

回
答


学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
に
対

し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

困
り
そ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
声
掛
け
す
る
な
ど
。


本
人
か
ら
先
生
に
何
か
支
援
を
求
め
て
き
た
り
、わ

か
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね
て
き
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
？

困
っ
た
こ
と
は
よ
く
聞
い
て
く
る
。
ナ
ラ
ウ
ォ
ン
君
の
質
問
も
、
読
み
方
が
ど
う
か
が
質
問
の
中
心
、
内
容

の
こ
と
ま
で
は
い
か
な
い


学
校
、先

生
の
側
か
ら
積
極
的
に
本
人
に
関
わ
ろ
う
、
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
し
た

か
？

机
間
支
援
を
含
め
て
必
要
に
応
じ
て
か
か
わ
っ
て
い
る


学
校
と
し
て
、先

生
と
し
て
、
本
人
が
う
ま
く
ク
ラ
ス
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
に
意
識
的
に
支
援
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

担
任
と
し
て
個
別
に
支
援
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
。


勉
強
以
外
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

部
活
、
家
業
の
手
伝
い


科
目
に
よ
る
、
得
意
不
得
意
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

数
学
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
得
意
な
方


支
援
が
入
っ
て
以
降
、
授
業
で
の
理
解
の
様
子
等
、
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

支
援
に
よ
り
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
母
語
支
援
員
が
こ
の
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
、

頑
張
れ
て
い
る
。
も
し
支
援
が
な
か
っ
た
ら
、
学
校
独
自
で
は
困
難
。


勉
強
面
に
つ
い
て
、
特
に
学
校
と
し
て
支
援
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

ル
ビ
を
振
る
。
し
か
し
ル
ビ
を
振
っ
て
も
読
め
る
よ
う
に
は
な
る
が
、
意
味
を
捉
え
て
い
る
か
ど
う
か
は
ま

た
別
。

ナ
ラ
ウ
ォ
ン
君
の
た
め
に

割
ぐ
ら
い
の
分
量
に
問
題
を
抽
出
し
て
テ
ス
ト
を
や
ら
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
で

も
割
く
ら
い
し
か
で
き
な
い


こ
の
点
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
に
対
し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？


他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
文
化
的
背
景
の
違
い
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、何

か
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

少
な
く
と
も
今
年
度
は
な
い
。


本
人
や
保
護
者
の
文
化
的
背
景
の
違
い
に
よ
っ
て
、
学
校
と
し
て
、先

生
と
し
て
苦
労
し
た
こ
と
は
何
か

あ
り
ま
す
か
？

な
い


保
護
者
と
の
連
絡
の
や
り
取
り
な
ど
は
、
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
し
た
か
？

基
本
的
に
父
と
連
絡
を
す
る
分
に
は
問
題
な
い
。
母
に
は
三
者
面
談
に
来
て
も
ら
っ
た
く
ら
い
。
母
は
日
本

語
が
難
し
い
の
で
そ
の
時
も
母
語
支
援
員
さ
ん
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
。


本
人
へ
の
教
育
指
導
や
保
護
者
と
の
や
り
取
り
で
学
校
と
し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、ど

こ
に

支
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
か
？

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
笹
森
先
生
に
相
談
す
る
。


支
援
員
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

申
し
訳
な
い
が
、
支
援
員
さ
ん
に
頼
り
っ
き
り
に
な
っ
て
い
る
。
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ま
し
た
か
？

も
し
無
か
っ
た
ら
、
と
考
え
る
と
・
・
・
。
学
校
と
し
て
は
助
か
っ
て
い
る
。

支
援
員
は
情
報
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
姿
勢


ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校

と
し
て
あ
り
ま
し
た
か
？

日
程
調
整
を
含
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
的
な
役
割
を
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
と
て
も
助
か
る
。


ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

年
回
く
ら
い
。
頻
度
も
そ
の
く
ら
い
で
よ
い
。
変
化
も
大
き
い
わ
け
で
は
な
い
し
。

回
の
会
議
は

時
間
く
ら
い
。


支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、も

っ
と
こ
う
し
た
方
が
学
校
と
し
て
や
り
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

読
め
て
も
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
か
、
日
常
の
日
本
語
を
使
い
こ
な
せ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

そ
れ
が
で
き
る
と
学
習
に
も
生
か
さ
れ
る
。
今
の
日
本
語
支
援
も
教
科
理
解
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

学
級
の
授
業
を
受
け
て
も
ら
う
た
め
、
支
援
の
時
間
設
定
は
放
課
後
に
行
う
こ
と
、
母
語
支
援
な
ど
、
今
の

支
援
の
形
は
と
て
も
よ
い
。


支
援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
中
身
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

教
科
の
補
充
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
。
支
援
が
終
わ
っ
た
後
も
教
科
担
任
と

積
極
的
に
打
合
せ
し
て
い
る
。


ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
専
門
的
助
言
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

ケ
ー
ス
会
議
の
際
の
見
通
し
を
も
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
は
そ
の
通
り
だ
と
感
じ
た
。


個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

作
り
に
く
い
と
か
、
足
り
な
い
項
目
な
ど
は
特
に
な
い
。


日
報
の
作
成
と
共
有
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
も
う
少
し

こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
報
の
存
在
は
知
ら
な
か
っ
た
。そ

れ
に
各
情
報
を
私
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
得
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

日
報
が
ど
う
い
う
も
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
何
と
も
言
え
な
い
が
、
じ
っ
く
り
見
る
時
間
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
口
頭
で
の
や
り
取
り
で
も
機
能
し
て
い
る
。


保
護
者
と
の
連
携
支
援
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
も
う
少

し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
進
路
を
考
え
る
と
母
の
理
解
も
必
要
。
三
者
面
談
等
で

そ
の
他


「
求
め
な
さ
い
」「

書
き
な
さ
い
」
な
ど
テ
ス
ト
の
問
題
の
指
示
の
意
味
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

「
光
合
成
」「

蒸
散
」
な
ど
、
教
科
の
用
語
が
わ
か
り
づ
ら
い
。

 
進
路
に
つ
い
て
、
県
立
高
校
の
入
試
問
題
に
つ
い
て
、
県
教
委
が
何
か
配
慮
を
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
と
し

て
く
れ
な
い
。
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
は
ル
ビ
を
減
ら
し
た
り
、
問
題
数
を
減
ら
す
こ
と
を
な
く
し
た
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

 
言
葉
を
獲
得
す
る
の
も
時
間
が
か
か
る
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
細
か
い
部
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
。
教
室
で
み
ん
な
と
ワ
イ
ワ
イ
と
い
う
感
じ
に
は
見
え
な

い
。

家
業
の
手
伝
い
が
が
大
変
、

匹
匹
で
は
な
い
。

三
年
生
に
な
っ
た
と
き
、
進
路
指
導
、
受
験
指
導
は
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

聞
き
取
り
調
査

質
問
項
目
（
児児
童童
生生
徒徒
）

小
学
校

日
時

２
０
２
２
年
２
月
１
５
日
１
４
時
３
０
分
～
１
５
時
０
０
分

質
問

回
答


学
校
で
何
を
し
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
？

楽
し
い
。
こ
ま
遊
び
が
一
番
楽
し
い
。
友
達
と
遊
ん
で
る
。
い
つ
で
も
。
友
達
は
た
く
さ
ん
い
る
。


母
国
の
学
校
と
の
違
い
で
、
驚
い
た
こ
と
や
戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
る
？

び
っ
く
り
し
た
こ
と
あ
る
？


毎
日
や
れ
て
い
る
？

あ
る
。
プ
リ
ン
ト
と
か
テ
ス
ト
と
か
。
プ
リ
ン
ト
多
い
。

や
れ
て
い
る
。


勉
強
の
こ
と
や
生
活
の
こ
と
も
含
め
て
、
色
々
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
先
生
は
い
る
？

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
支
援
員

先
生
に
相
談
す
る
。

文
章
の
問
題
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
先
生
に
は
聞
か
な
い
。


母
国
で
の
生
活
に
つ
い
て
も
話
し
た
り
す
る
友
達
は
い
る
？


ど
ん
な
こ
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
る
？


母
国
の
こ
と
教
え
て
あ
げ
る
？


例
え
ば
？


友
達
は
母
国
の
こ
と
聞
い
た
り
す
る
？

日
本
語
で
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
。

わ
か
ん
な
い

わ
か
ん
な
い
。
忘
れ
た
。

忘
れ
た
。

母
国
の
こ
と
を
聞
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。


勉
強
す
る
の
は
好
き
か
？


何
が
面
白
い
？


文
章
難
し
い
？


難
し
い
と
き
ど
う
す
る
の
？

算
数
が
好
き
。

計
算
が
好
き
。

難
し
い
。

わ
か
ん
な
い
。


得
意
科
目
は
何
？

何
点
く
ら
い
と
れ
る
？


苦
手
科
目
は
何
？

点
じ
ゃ
な
い
か
も
。

全
部
好
き
。


支
援
員
の
先
生
は
誰
？


支
援
員
の
先
生
と
毎
日
勉
強
し
て
い
る
？


支
援
員
の
先
生
と
一
緒
に
勉
強
し
て
楽
し
い
？


支
援
員
の
先
生
は
優
し
い
？


日
本
語
上
手
に
な
っ
た
？


ど
ん
な
勉
強
し
て
い
る
？


日
本
語
の
勉
強
は
ど
う
や
っ
て
う
ま
く
な
っ
た
？


支
援
員
か
ら
は
何
か
言
っ
て
く
れ
て
い
る
か
？

ど
ん
な
こ
と
を
？


先
生
か
ら
は
何
か
言
っ
て
く
れ
て
い
る
か
？

先
生

毎
日
し
て
い
る
。

楽
し
い

ち
ょ
っ
と
怖
い

う
ん

道
徳
の
時
間
、
一
人
で
勉
強
し
て
い
る
。
勉
強
好
き
。

わ
か
ん
な
い
。

あ
る
。
忘
れ
た

わ
か
ん
な
い


日
本
の
学
校
の
い
い
と
こ
ろ
あ
る
？

わ
か
ら
な
い

資
料
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
支
援
員

先
生
と
本
読
む
？


楽
し
い
？


踊
っ
た
り
す
る
？


歌
は
？


本
を
読
む
の
が
い
い
？

読
む
。

楽
し
い

し
な
い

歌
わ
な
い

う
ん
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

聞
き
取
り
調
査

質
問
項
目
（
教教
員員
）

小
学
校

日
時

２
０
２
２
年
２
月
１
５
日
１
５
時
０
０
分
～
１
６
時
３
０
分

質
問

回
答


安
心
し
て
通
っ
て
い
る
感
じ
？


学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
に
対

し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？


受
け
入
れ
は
初
め
て
？


学
校
と
し
て
、
支
援
は
採
用
す
る
ほ
か
に
、
学
校
と
し
て
受
け
入
れ
で
工
夫
し
た
点
は
あ
る
？

お
母
さ
ん
が
一
生
懸
命
。

小
学
校
に
慣
れ
て
頑
張
ら
せ
た
い
と
い
う
の
が
伝
わ
る
。
協
力
的
で
助
か
る
。

支
援
員

先
生
を
は
じ
め
周
辺
の
協
力
が
あ
る
の
で
安
心
し
て
い
る
。
素
直
で
元
気
な
お
子
さ
ん
。
担
任
の

先
生
の
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
の
で
、
支
え
が
あ
る
の
で
、
本
人
の
良
さ
が
の
び
の
び
と
で
き
て

い
る
。

初
め
て
。

月
に
コ
ウ
シ
ン
さ
ん
が
来
る
こ
と
が
わ
か
り
、
バ
タ
バ
タ
し
た
。
何
を
ど
う
し
て
体
制
を
整
え
れ
ば
よ
い

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

月
は
困
っ
て
い
た
。大

学
の
学
生
を
派
遣
頂
い
て
、何

と
か
で
き
た
。独

自
で
工
夫

は
な
い
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
。


他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
文
化
的
背
景
の
違
い
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、何

か
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

月
に
〇
〇
支
援
員

先
生
や
先
生
（

）
中
心
に
、
母
国
の
異
文
化
を
理
解
す
る
の
に
、
計
画
し
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
で
延
期
に
な
っ
て
い
る
。

教
職
員
の
意
識
づ
け
と
し
て
、
夏
休
み
に
研
修
会
を
開
い
て
も
ら
っ
た
。
テ
ー
マ
は

。
参
考
に
な
る
こ

と
が
あ
り
、
若
い
先
生
も
勉
強
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。


困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？


本
人
に
困
っ
た
感
じ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
？


最
初
か
ら
元
気
だ
っ
た
？

困
っ
た
こ
と
は
な
い
。
思
っ
た
ほ
ど
。
低
学
年
な
の
で
、
保
護
者
と
も
連
絡
が
本
来
難
し
い
が
、
お
母
さ
ん

の
努
力
に
よ
っ
て
う
ま
く
い
っ
た
。
こ
う
し
ん
さ
ん
が
周
り
の
友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的

な
の
で
、
教
師
が
困
っ
た
こ
と
は
な
い
。

教
頭
の
目
か
ら
は
、そ

う
い
う
困
り
感
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。た

だ
、支

援
員
の
先
生
か
ら
の
話
で
は
、

学
期
の
七
夕
の
願
い
事
に
、
母
国
に
帰
り
た
い
と
い
う
の
が
あ
っ
て
胸
が
苦
し
く
な
っ
た
。

わ
り
と
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
。
初
め
て
来
た
と
き
も
ニ
コ
ニ
コ
、
た
く
さ
ん
話
し
て
く
れ
た
。


保
護
者
と
の
連
絡
の
や
り
取
り
な
ど
は
、
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
し
た
か
？

お
母
さ
ん
は
ぐ
ん
ぐ
ん
日
本
語
が
上
手
に
な
っ
て
い
っ
た
。
努
力
し
た
の
だ
と
思
う
。

詳
し
い
話
に
な
る
と
電
話
で
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
大
体
の
と
こ
ろ
は
伝
わ
る
。

保
護
者
と
の
連
絡
は
問
題
な
く
い
っ
て
い
る
。最

近
は
コ
ロ
ナ
で
分
散
登
校
を
し
て
い
て
複
雑
な
は
ず
だ
が
、

そ
れ
を
お
母
さ
ん
に
連
絡
し
な
く
て
も
お
母
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
と
誰
か
に
聞
い
て
理
解
し
て
い
る
の
だ
と
思
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う
。


本
人
へ
の
教
育
指
導
や
保
護
者
と
の
や
り
取
り
で
学
校
と
し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、ど

こ
に

支
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
か
？

ず
っ
と
先
生（

）が
中
心
に
な
っ
て
、困

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
先
生（

）を
通
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
て
き
た
。
先
生
（

）
が
相
談
の
窓
口
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。


支
援
員
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

メ
リ
ッ
ト
し
か
な
か
っ
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
の
が

％
で
す
。

ち
ゃ
ん
と
学
校
の
い
ろ
ん
な
活
動
に
合
わ
せ
て
く
れ
て
、無

理
な
く
や
っ
て
く
れ
た
の
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。

取
り
出
し
の
日
本
語
の
勉
強
も
、
教
材
を
使
っ
て
く
れ
て
、
工
夫
し
て
や
っ
て
く
れ
た
。


ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校

と
し
て
あ
り
ま
し
た
か
？

は
大
事
な
こ
と
と
思
っ
た
。
毎
日
支
援
員

先
生
や
支
援
員

さ
ん
と
会
う
の
で
、
そ
の
都
度
話
は
す

る
が
、
取
り
組
み
と
か
も
、
先
生
（

）
が
い
ろ
ん
な
体
制
づ
く
り
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
助
か
っ
た
。


ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？


改
善
点
は
？

毎
日
教
員
は
忙
し
く
し
て
い
る
の
で
、
支
援
員

先
生
や
支
援
員

さ
ん
と
話
で
き
な
い
と
き
も
あ
っ
た
。

ケ
ー
ス
会
議
を
や
る
こ
と
で
、
皆
で
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
み
ん
な
で
方
向
性
を
決
め
れ
た
の

で
、
有
効
だ
っ
た
。
時
間
を
と
る
の
が
な
か
な
か
厳
し
か
っ
た
の
が
正
直
あ
っ
た
。
リ
モ
ー
ト
使
っ
て
や
っ

て
く
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
。

時
間
を
短
く
と
い
う
の
は
難
し
い
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
く
れ
た
が
、
持
続
可
能
な
の
は
、
学
校
は
時
間
を

短
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
や
る
こ
と
が
必
要
。


支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、も

っ
と
こ
う
し
た
方
が
学
校
と
し
て
や
り
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。


今
後
も
し
外
国
に
つ
な
が
る
子
が
来
た
ら
？

初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
色
々
と
教
え
て
も
ら
っ
て
で
き
た
。
改
善
点
ま
で
は
思
い
浮
か
ば
な
い
が
、

反
省
と
し
て
、こ

の
事
業
の
全
体
像
が
い
ま
い
ち
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。ケ

ー
ス
会
議
で
は
な
い
会
議（

協
議
会
？
）
で
誰
が
ど
ん
な
形
で
出
て
い
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
迷
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

今
回
学
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
だ
支
援
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
な
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
事
。
先
々
の
こ

と
を
考
え
た
支
援
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

青
森
に
は
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
が
い
っ
ぱ
い
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
が
、
学
校
に
教
職
員
が
多
文
化
共
生
の

意
識
が
広
が
る
こ
と
が
大
事
。
こ
の
事
業
は
続
け
て
ほ
し
い
。


支
援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
中
身
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

低
学
年
な
の
で
、
や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
方
針
だ
っ
た
。
道
徳
の
時
間
を
使
っ
て
取
り

出
し
で
支
援
を
行
っ
た
。
と
っ
か
か
り
と
し
て
そ
れ
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。
多
文
化
共
生
と
い
う
考
え
を
学

校
で
広
め
る
上
で
〇
〇
先
生
（

）
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
も
ら
っ
た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。


ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
専
門
的
助
言
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

教
育
と
い
う
部
分
で
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、子

ど
も
に
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
あ
る
が
、

本
人
の
ニ
ー
ズ
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
と
す
り
合
わ
せ
て
や
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
は
、
先
生
（

）
は
う
ま

く
み
ん
な
の
納
得
を
求
め
て
い
こ
う
と
し
て
く
れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
も
や
っ
て
く
れ
た
。
決
し
て

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
う
ち
の
学
校
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
。


個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

学
校
は
綱
渡
り
で
あ
ち
こ
ち
仕
事
し
て
い
る
の
で
、
書
類
は
大
事
だ
が
、
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
に
し
て
い
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か
？

ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。


こ
れ
だ
け
は
必
要
、
こ
れ
は
い
ら
な
い
、
と
い
っ
た
も
の
は
あ
る
？

く
と
非
常
に
学
校
と
し
て
も
見
や
す
く
て
、
作
り
や
す
く
て
、
使
い
や
す
い
と
思
う
。

今
す
ぐ
何
と
か
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
特
別
支
援
で
も
作
っ
て
い
る
が
、
ゴ
ー
ル
は
は
っ
き
り
さ
せ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
作
っ
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
意
味
が
な
い
。
書
き
足
し
た
り
、
随
時
使
っ
て
い
け
る
も
の
の

方
が
す
ご
く
み
ん
な
に
と
っ
て
良
い
。


日
報
の
作
成
と
共
有
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
も
う
少
し

こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。


共
有
し
た
方
が
い
い
？


共
有
の
仕
方
は
メ
ー
ル
の
方
が
よ
い
か
、
直
接
お
渡
し
す
る
方
が
よ
い
か
？

教
頭
は
見
て
い
な
い
。

そ
う
で
す
ね
。
長
く
て
い
い
の
で
、

週
間
ま
と
め
て
で
も
い
い
の
で
。
教
頭
が
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る
の

で
、
遠
慮
な
さ
っ
て
い
た
の
か
も
。

直
接
の
方
が
よ
い
。
ぱ
っ
と
見
れ
て
よ
い
。


保
護
者
と
の
連
携
支
援
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
も
う
少

し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。


お
母
さ
ん
の
教
育
方
針
が
明
確
だ
っ
た
？

ケ
ー
ス
会
議
に
保
護
者
も
来
て
も
ら
っ
た
。

改
善
点
と
い
う
よ
り
は
、
色
々
と
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
以
前
は
、
そ
の
子
の
支
援
の
は
ず
な
の
に
、
周
り

の
先
生
た
ち
が
勝
手
に
会
議
し
て
決
め
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
当
事
者
、
保
護
者
を
入
れ
て
の
ケ
ー
ス
会
議

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
今
回
入
れ
て
ケ
ー
ス
会
議
を
設
定
し
て
も
ら
っ
て
、
勉
強
に
な
っ
た
。

本
人
の
ニ
ー
ズ
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
直
接
聞
け
る
の
は
大
事
な
こ
と
。

日
本
で
勉
強
を
さ
せ
た
い
。
日
本
の
文
化
も
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
。

一
方
的
な
注
文
も
な
く
、
協
力
的
。
ス
キ
ー
や
る
と
き
も
応
援
し
て
く
れ
た
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

聞
き
取
り
調
査

質
問
項
目
（
教教
員員
）

小
学
校

日
時

２
０
２
２
年
２
月
１
５
日
１
５
時
０
０
分
～
１
６
時
３
０
分

質
問

回
答


学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
に
対

し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？


言
葉
を
交
わ
さ
な
く
て
も
？


月
に
入
っ
て
い
た
と
き
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
語
は
で
き
な
か
っ
た
？


周
り
の
子
た
ち
は
受
け
入
れ
て
い
た
？


周
り
の
子
か
ら
の
か
ら
か
い
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
？

低
学
年
な
の
で
、
他
の
子
も
同
じ
く
ま
っ
さ
ら
の
状
態
。
と
に
か
く
楽
し
さ
を
大
事
に
し
た
。

春
の
時
点
で
言
語
に
難
は
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
言
葉
交
わ
さ
な
く
て
も
仲
良
く
で
き
る
よ
う
に
声
を

か
け
た
り
、
周
り
の
子
に
も
声
掛
け
を
し
た
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
で

月
に
お
休
み
に
な
っ
た
り
、
友
達
と
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
小

さ
い
子
に
特
有
の
く
っ
つ
い
て
の
交
流
が
な
か
っ
た
の
は
あ
っ
た
。

た
だ
、
コ
ウ
シ
ン
さ
ん
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
い
子
。
片
言
で
喋
る
こ
と
は
最
初
か
ら
あ
っ
た
が
、
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
か
Ｏ
Ｋ
サ
イ
ン
と
か
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
先
生
が
や
る
の
で
周
り

の
子
も
そ
れ
を
真
似
て
や
っ
て
い
た
。

私
は

月
に
初
め
て
出
会
っ
た
。そ

の
時
は
、校

長
室
で
大
人
が
い
て
か
し
こ
ま
っ
て
い
た
状
態
だ
っ
た
が
、

本
人
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
、
片
言
で
話
し
て
い
た
。

み
ん
な
色
ん
な
幼
稚
園
か
ら
来
て
い
る
の
で
互
い
に
知
ら
な
い
関
係
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
み
ん
な
同
じ
条
件
で

学
級
づ
く
り
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
か
っ
た
。コ

ウ
シ
ン
さ
ん
が
廊
下
に
出
て
走
っ
た
り
、大

き
な
声
を
出
し
た
り
し
て
い
た
と
き
は
、「

コ
ウ

シ
ン
さ
ん
が
走
っ
て
い
る
！
」
と
先
生
に
報
告
し
に
来
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
た
が
。
教
師
の
目
か
ら
は
、

コ
ウ
シ
ン
さ
ん
の
中
国
人
さ
は
取
り
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
み
ん
な
同
じ
だ
な
と
い
う
感
じ
。


本
人
か
ら
先
生
に
何
か
支
援
を
求
め
て
き
た
り
、わ

か
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね
て
き
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
？

ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
午
前
中
ず
っ
と
支
援
が
入
っ
て
い
た
。
す
べ
て
面
倒
見
て
も
ら
っ
た
。

私
（
担
任
）
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
を
見
な
が
ら
コ
ウ
シ
ン
さ
ん
を
見
て
い
た
。
そ
の
都
度
私
の
も
と
に
言

い
に
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

整
理
整
頓
が
苦
手
。
使
っ
た
も
の
を
片
付
け
る
の
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
。
た
だ
日
本
人
の
子
に
も
そ
う
い

う
子
は
い
る
の
で
、
そ
の
中
の
一
人
。


学
校
、先

生
の
側
か
ら
積
極
的
に
本
人
に
関
わ
ろ
う
、
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
識
は
あ
り
ま
し
た

か
？
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
学
校
と
し
て
、先

生
と
し
て
、
本
人
が
う
ま
く
ク
ラ
ス
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
に
意
識
的
に
支
援
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
か
？


支
援
員
の
入
り
込
み
は
邪
魔
で
は
な
か
っ
た
？

溶
け
込
め
て
な
い
と
い
う
こ
と
は
感
じ
れ
な
か
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ん

と
な
く
う
ま
く
ニ
コ
ニ
コ
し
て
や
っ
て
く
れ
て
い
た
。
登
校
渋
り
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
ご
く

優
し
い
お
子
さ
ん
な
の
で
、
困
っ
て
い
る
子
に
も
声
を
か
け
た
り
し
て
い
る
。
周
り
の
子
も
コ
ウ
シ
ン
さ
ん

の
こ
と
は
大
好
き
だ
と
思
う
。

支
援
員

先
生
が
工
夫
を
し
て
く
れ
た
り
、鍵

盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
練
習
の
時
に
手
袋
を
用
意
し
て
く
れ
た
り
。

私
が
他
の
子
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間
に
支
援
を
し
て
く
れ
た
。

邪
魔
に
は
な
ら
な
い
。
す
ご
く
助
か
っ
た
。
他
の
子
で
手
が
回
ら
な
い
と
き
も
、
周
り
の
子
た
ち
に
声
か
け

て
く
れ
た
り
、
す
ご
く
助
か
っ
た
。
支
援
員

先
生
も
一
員
に
な
っ
て
い
た
。


勉
強
以
外
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

宿
題
も
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
く
る
。
成
績
も
い
い
方
。

点
も
多
い
。
文
章
題
ち
ゃ
ん
と
読
み
取
れ
れ
ば
、

点
と
れ
る
。
国
語
も
勉
強
し
た
こ
と
で
あ
れ
ば

点
と
れ
る
。


科
目
に
よ
る
、
得
意
不
得
意
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

先
生
の
目
か
ら
み
て
も
算
数
は
得
意
科
目
。
計
算
は
他
の
子
と
ラ
イ
バ
ル
心
を
も
っ
て
や
っ
て
い
る
。

苦
手
科
目
は
、
最
初
の
頃
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
と
か
は
や
ら
な
か
っ
た
。
表
現
、
踊
る
こ
と
は

恥
ず
か
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
も
あ
ま
り
大
き
い
動
き
で
や
る
と
い
う
の
は
な
い
。
運
動
面
で
も
、
本

校
で
は
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、校

庭
を
２
周
す
る
が
、走

る
の
が
最
初
嫌
い
だ
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ら
歩
い
て
い
た
。

学
期
は
だ
ん
だ
ん
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
縄
跳
び
も
一
生
懸
命
練
習

し
て
少
し
ず
つ
で
き
て
い
る
。

仲
の
良
い
友
達
が

、
人
い
る
。
放
課
後
児
童
館
に
も
、

学
期
の
途
中
か
ら
行
き
始
め
た
。
友
達
の
影
響

も
大
き
い
。
悪
い
こ
と
を
す
る
こ
と
も
含
め
て
。


支
援
が
入
っ
て
以
降
、
授
業
で
の
理
解
の
様
子
等
、
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

入
り
込
み
、
取
り
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

当
初
、
道
徳
の
時
間
を
一
緒
に
や
っ
て
い
た
。
た
だ
、
道
徳
の
時
間
は
先
生
の
話
か
ら
始
ま
る
。
コ
ウ
シ
ン

さ
ん
は
長
い
文
章
が
わ
か
ら
な
い
。“
気
持
ち
”も

難
し
か
っ
た
ら
し
い
。な

の
で
、道

徳
の
時
間
に
取
り
出
し

を
行
い
、道

徳
の
内
容
の
勉
強
を
し
て
も
ら
っ
た
。あ

い
さ
つ
の
勉
強
す
る
と
き
、違

う
教
材
を
用
意
し
て
、

同
じ
勉
強
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
コ
ウ
シ
ン
さ
ん
に
合
わ
せ
て
、
道
徳
的
な
と
こ
ろ
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
。

道
徳
の
時
間
で
は
先
生
の
説
明
が
多
く
、
ま
た
子
ど
も
か
ら
意
見
を
聞
い
た
り
す
る
。
そ
う
い
う
の
が
コ
ウ

シ
ン
さ
ん
は
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
き
だ
っ
た
の
で
、
道
徳
で
国
語
の
言
葉
の
勉
強
も
併
せ
て
取
り
出

し
を
し
て
も
ら
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

“気
持
ち
”を

な
か
な
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
感
想
を
聞
く
と
い
う
の
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

何
を
ど
う
言
え
ば
い
い
の
か
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
含
め
て
の
取
り
出
し
を
し
て
も
ら
っ
た
。


他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
文
化
的
背
景
の
違
い
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、何

か
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

そ
う
い
う
余
裕
も
な
く
。
言
葉
も
わ
か
ら
な
い
。
学
校
の
仕
組
み
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

た
だ
、
数
字
だ
っ
た
ら
、
聞
い
た
り
す
る
が
、
当
時
は
恥
ず
か
し
い
感
じ
が
あ
っ
た
。
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

答
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。「
母
国
に
も
こ
う
い
う
こ
と
す
る
の
か
な
？
」と

聞
く
と
、伝

わ
っ
て
な
い
の
か
、
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恥
ず
か
し
く
て
言
え
な
い
の
か
。

「
コ
ウ
シ
ン
さ
ん
は
、
母
国
で
は
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
聞
く
機
会
は
何
回
か
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
で
計
画
し
て
い
た
異
文
化
理
解
は
、
十
二
支
の
内
容
を
用
意
し
て
い
た
。
全
校
に
は
そ
う
し
た
取
り

組
み
を
広
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
国
語
の
時
間
で
図
書
室
に
行
く
時
が
あ
っ
た
の
で
、
支
援
員

先
生
の
説
明
と
十
二
支
に
つ
い
て
コ
ウ
シ
ン
さ
ん
に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。
コ
ウ
シ
ン
さ
ん
は
、
最
近
は
母
国

の
こ
と
も
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

周
り
の
子
も
母
国
語
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ
た
。「
コ
ウ
シ
ン
さ
ん
す
ご
ー
い
。」
と
い
っ
た
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
。


本
人
や
保
護
者
の
文
化
的
背
景
の
違
い
に
よ
っ
て
、
学
校
と
し
て
、先

生
と
し
て
苦
労
し
た
こ
と
は
何
か

あ
り
ま
す
か
？

文
化
的
に
困
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。


保
護
者
と
の
連
絡
の
や
り
取
り
な
ど
は
、
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
し
た
か
？

全
く
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
な
く
、
理
解
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

例
え
ば
、

年
生
の
最
初
の
頃
は
保
護
者
が
途
中
ま
で
迎
え
に
来
る
が
、コ

ウ
シ
ン
さ
ん
の
お
母
さ
ん
、お

父
さ
ん
は
最
初
か
ら
門
ま
で
迎
え
に
来
て
い
た
。
そ
こ
で
お
会
い
し
て
話
を
し
た
。
伝
え
た
い
こ
と
を
言
葉
で

伝
え
て
い
た
。
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
連
絡
帳
で
の
連
絡
も
、
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
も

な
か
っ
た
。
連
絡
帳
に
、
支
援
員

先
生
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
メ
モ
を
挟
ん
で
く
れ
た
。
や
り
取
り
は

何
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
困
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。


本
人
へ
の
教
育
指
導
や
保
護
者
と
の
や
り
取
り
で
学
校
と
し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、ど

こ
に

支
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
か
？


支
援
員
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？


連
絡
の
や
り
方
は
、
直
接
の
方
が
い
い
？

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。
た
だ
、
私
の
方
で
迷
惑
を
か
け
た
。
日
々
い
ろ
ん
な
行
事
が
あ
り
、
事
前
に
支
援
員

先
生
さ
ん
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「

今
週
は
こ
れ
が
あ
る
」
と
い
う
の
を
伝
え
る
の
が
遅
く
な
っ

た
。
今
、
ス
キ
ー
を
や
っ
て
い
る
。
支
援
員

先
生
に
も
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
外
に
一
緒
に
出
て
も

ら
っ
て
い
る
。
も
っ
と
前
に
伝
え
て
お
く
べ
き
こ
と
な
の
に
、
直
前
に
お
伝
え
し
た
。
学
年
便
り
を
渡
せ
ば

よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

支
援
員

さ
ん
と
は
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
。支

援
員

さ
ん
が
週
に

回
、水

・
金
、支

援
員

先
生
が
月
・
火
・
木
の
交
代
制
だ
っ
た
。
今
は
し
ば
ら
く
支
援
員

先
生
が
一
人
で
担
当
し
て
い
る
。

学
年
だ
よ
り
な
ど
で
こ
れ
ま
で
や
り
取
り
を
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を
伝
え
た
方
が
、
支
援
も
し
や
す
い
の

だ
ろ
う
。
た
だ
今
、
紙
媒
体
で
は
な
く
、
保
護
者
に
は
メ
ー
ル
を
使
っ
て
配
信
し
て
い
る
。
徐
々
に
お
試
し

で
。
支
援
員
も
そ
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
入
る
か
、
紙
媒
体
で
わ
た
す
か
。


ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校

と
し
て
あ
り
ま
し
た
か
？

直
接
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
私
（
担
任
）
か
ら
教
頭
、
そ
こ
か
ら
先
生
（

）
に
話
が
行
く
。

話
を
聞
い
て
い
る
と
、
な
る
ほ
ど
と
勉
強
に
な
っ
た
。


ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

皆
さ
ん
が
忙
し
い
な
か
で
こ
の
日
程
を
決
め
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
以
外
は
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
う
。
色
ん
な
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ま
し
た
か
？


や
り
方
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？


話
し
合
い
は
必
要
？

紙
の
記
録
を
伝
え
る
だ
け
と
か
？

人
が
参
加
す
る
の
が
よ
か
っ
た
。

コ
ウ
シ
ン
さ
ん
の
様
子
は
、
支
援
員

先
生
の
方
が
見
え
て
い
る
。
な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
。こ

う
い
う
と
き
は
こ
う
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
方
向
性
を
教
え
て
も
ら
え
た
の
で
良
い
と
思
っ
た
。

今
の
状
況
で
は
、
回
数
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
法
も
一
番
合
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
回
数
は

学
期

に
回
。
間
に
も
う

回
入
れ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
方
向
性
が
具
体
的
な
こ
と

が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
皆
さ
ん
の
日
程
を
合
わ
せ
る
の
は
難
し
い
の
だ
ろ
う
が
。

話
を
し
て
い
て
気
づ
く
こ
と
は
あ
る
の
で
、
話
し
合
い
は
有
効
。
手
間
を
省
く
の
で
あ
れ
ば
会
議
が
有
効
。

記
録
と
し
て
残
る
の
も
大
事
だ
が
。


支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、も

っ
と
こ
う
し
た
方
が
学
校
と
し
て
や
り
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

こ
う
い
う
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、こ

れ
し
か
分
か
ら
な
い
。私

に
と
っ
て
、助

か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
る
。


支
援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
中
身
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

注
文
は
な
い
。
初
め
て
の
経
験
な
の
で
。
私
が
勉
強
し
た
。
私
は
十
分
で
す
。


ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
専
門
的
助
言
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

先
生
（

）
と
は
や
り
と
り
は
な
か
っ
た
。


個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。


先
生
と
し
て
は
、
ど
の
あ
た
り
を
よ
く
見
ま
す
か
？

渡
さ
れ
た
と
き
に
、
見
て
、
く
ら
い
の
も
の
。
ち
ゃ
ん
と
こ
れ
を
深
く
読
ん
で
活
用
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い

っ
て
い
な
い
。
こ
う
い
う
の
が
あ
る
と
方
向
性
が
わ
か
る
の
で
、
助
か
る
と
思
う
。
あ
っ
た
方
が
い
い
と
思

う
。

ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
目
指
す
か
と
か
、
お
母
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
よ
く
見
る
。
そ
の
た
め
に

私
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
な
と
い
う
と
こ
ろ
を
考
え
る
。
親
御
さ
ん
の
考
え
。
今
の
コ
ウ
シ
ン
さ
ん
の

実
態
を
よ
く
見
た
い
。


日
報
の
作
成
と
共
有
に
つ
い
て
、学

校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
も
う
少
し

こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。


共
有
し
た
方
が
い
い
？

共
有
し
て
い
な
い
。
直
接
や
り
と
り
し
て
い
た
。

支
援
員

先
生
と
は
毎
日
や
り
取
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
都
度
メ
モ
し
た
り
し
て
い
る
。
毎
日
が
共
有
し

て
い
る
。
な
の
で
日
報
の
共
有
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
必
要
感
は
な
い
。
取
り
出
し
授
業
の
と
き
も
、
何
を
や

っ
た
か
は
伝
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。
最
初
の
頃
は
資
料
も
渡
し
て
く
れ
た
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
児児
童童
生生
徒徒
）

 
X
高
等
学
校

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
２
月
２
１
日
１
６
時
３
０
分
～
１
７
時
３
０
分

 
 

質
問

 
回
答

 


 
学
校
で
何
を
し
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
？

  
何
し
て
い
る
と
き
？

 
友
達
と
話
し
て
い
る
と
き
。

 


 
母
国
の
学
校
と
の
違
い
で
、
驚
い
た
こ
と
や
戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
る
？

 
 

 
活
動
が
母
国
で
は
や
る
こ
と
が
な
か
っ
た
？

 


 
ど
ん
な
こ
と
？

 

時
々
学
校
で
活
動
や
る
と
き
、
ど
う
や
っ
て
や
る
か
困
っ
た
。
い
つ
も
友
達
に
聞
く
と
教
え
て
く
れ
た
。

 
だ
ん
だ
ん
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
は
い

 
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
が
ど
う
参
加
す
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

 


 
学
校
は
好
き
？

 
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
好
き
？

  


 
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
？

 
 

 
最
初
は
心
配
し
て
た
？

 

学
校
は
好
き
で
す
。
楽
し
い
で
す
。

 
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
み
ん
な
優
し
い
。
外
国
人
だ
か
ら
、
い
じ
め
は
な
か
っ
た
。
い
つ
も
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

教
え
て
く
れ
る
。

 
最
初
は
、
お
父
さ
ん
が
心
配
し
て
い
た
。
い
じ
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
か
っ
た
。

 


 
学
校
に
行
き
た
く
な
い
な
と
思
う
と
き
は
あ
っ
た
？

 
ど
う
い
う
と
き
に
そ
う
思
っ
た
？

 


 
元
気
に
行
っ
て
る
？

 
な
い
で
す
。

 
は
い
。

 
 


 
ど
ん
な
こ
と
で
も
話
せ
る
友
達
は
い
る
？

 
悩
み
に
と
か
で
も
？

 


 
ど
ん
な
こ
と
？

 
は
い
。

 
テ
ス
ト
が
よ
く
な
い
と
か
。

 


 
学
校
で
、
本
当
は
こ
う
し
た
い
の
に
と
い
う
こ
と
で
、
我
慢
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
あ
る
か
？

 
な
い
で
す
。

 


 
母
国
で
の
生
活
に
つ
い
て
も
話
し
た
り
す
る
友
達
は
い
る
？

 


 
興
味
持
っ
て
聞
い
た
？

 


 
仲
が
い
い
友
達
以
外
で
も
、
興
味
持
っ
て
く
れ
る
？

 


 
〇
〇
〇
さ
ん
に
聞
い
て
く
れ
る
？

 


 
〇
〇
〇
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
る
か
ら
？
先
生
が
促
す
？

 

最
近
は
母
国
で
の
イ
ベ
ン
ト
。
最
近
は
母
国
で
有
名
な
動
物
の
話
を
し
た
。

 
は
い

 
は
い

 
は
い

 
休
み
の
と
き
に
友
達
が
聞
い
て
く
る
。
自
分
が
話
す
。

 


 
将
来
こ
う
な
り
た
い
な
と
い
う
も
の
は
あ
る
？

 
そ
の
た
め
に
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
い

る
？

 


 
今
頑
張
っ
て
る
こ
と
は
あ
る
？

 

将
来
は
、
日
本
語
や
母
国
語
の
先
生
に
な
り
た
い
。
も
し
で
き
れ
ば
、
支
援
員

A
せ
ん
せ
い
み
た
い
な
日
本

語
支
援
の
先
生
に
な
り
た
い
。

 
日
本
語
を
頑
張
っ
て
い
る
。

 


 
将
来
の
進
路
、
進
学
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
？

 


 
ど
う
し
て
？

 
〇
〇
大
学
。

 
①
近
い
か
ら
。
②
自
分
が
好
き
な
学
問
が
あ
る
か
ら
。
〇
〇
学
部
。

 


 
勉
強
す
る
の
は
好
き
か
？

 
普
通
。

 

資
料

16
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
 
好
き
な
科
目
は
？

 


 
苦
手
な
の
は
？

 


 
テ
ス
ト
は
何
点
？

 

数
学

 
英
語
が
弱
い
。

 
数
学
は
、
６
０
点
く
ら
い
。

 


 
一
人
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
で
き
る
タ
イ
プ
？

 


 
勉
強
は
大
変
？

 
ち
ょ
っ
と
後
ろ
の
タ
イ
プ
（
が
ん
ば
れ
ー
と
言
わ
れ
て
頑
張
る
タ
イ
プ
）。

 
大
変
。
他
の
人
に
教
え
る
か
ら
、
他
の
人
よ
り
知
識
を
持
っ
て
い
る
方
が
い
い
か
ら
勉
強
が
大
事
。

 


 
一
人
で
悩
む
タ
イ
プ
？
相
談
で
き
る
タ
イ
プ
？

 


 
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
け
る
タ
イ
プ
？

 


 
性
格
は
明
る
い
？

 


 
日
本
に
来
て
、
困
っ
て
泣
き
た
く
て
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
？

 


 
今
ま
で
で
一
番
い
や
だ
っ
た
の
は
？

 

相
談
で
き
る
。
結
構
話
す
。

 
は
い

 
は
い

 
あ
ま
り
な
い

 
交
通
の
こ
と
。
乗
り
方
が
難
し
か
っ
た
。
電
車
、
バ
ス
が
少
な
い
。

 


 
得
意
科
目
は
何
？

 
苦
手
科
目
は
何
？

 
何
点
く
ら
い
と
れ
る
？

 
英
語
は
？

 
今
回
は
６
０
点
く
ら
い
。

 


 
先
生
や
支
援
員
か
ら
は
成
績
に
つ
い
て
何
か
言
っ
て
く
れ
て
い
る
か
？

 


 
嬉
し
い
こ
と
は
あ
る
？

 


 
ど
ん
な
こ
と
？

 

は
い
。「
今
回
は
頑
張
り
ま
し
た
ね
。」

 
は
い
。

 
が
ん
ば
っ
た
こ
と
が
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
。

 


 
学
校
と
お
母
さ
ん
と
の
連
絡
の
や
り
取
り
は
う
ま
く
い
っ
て
い
た
？

 
意
思
の
疎
通
で
何
か
問
題
は
な

か
っ
た
？

 


 
言
葉
が
難
し
い
か
ら
？

 


 
そ
う
い
う
と
き
は
？

 

お
母
さ
ん
は
大
丈
夫
。
と
き
ど
き
、
書
類
が
見
て
く
れ
る
か
ど
う
か
困
る
と
き
が
あ
る
。

 
 は
い

 
お
父
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
た
。

 


 
今
後
、
ま
た
母
国
の
子
が
学
校
に
入
っ
て
き
た
ら
、
も
っ
と
こ
う
し
て
あ
げ
る
と
そ
の
子
は
助
か
る
な
、

と
思
う
こ
と
は
あ
る
？

 


 
い
ま
は
支
援
の
先
生
い
る
け
ど
、
そ
れ
は
役
立
っ
て
る
？

 


 
一
番
う
れ
し
い
支
援
は
何
？

 


 
今
ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
る
？

 


 
能
力
試
験
の
勉
強
は
〇
〇
〇
さ
ん
が
や
り
た
く
て
？

 


 
日
本
語
の
勉
強
の
計
画
は
、
〇
〇
〇
さ
ん
も
考
え
て
い
る
？

 


 
授
業
は
理
解
で
き
て
い
る
？

 


 
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
誰
に
聞
く
？

 


 
積
極
的
に
質
問
す
る
タ
イ
プ
？

 


 
ど
ん
な
こ
と
を
支
援
し
て
い
き
た
い
？

 


 
ど
う
や
っ
て
早
く
慣
れ
よ
う
と
思
っ
た
？

 


 
怖
く
な
か
っ
た
？

 

ど
う
や
っ
て
日
本
語
を
勉
強
す
る
か
の
や
り
方
を
教
え
て
あ
げ
る
。

 
 は
い
。

 
毎
回
の
授
業
も
う
れ
し
い
。
授
業
で
話
し
て
勉
強
し
て
、
よ
か
っ
た
。

 
明
日
か
ら
日
本
語
能
力
検
定
１
級
の
勉
強
を
始
め
る
。
単
語
や
練
習
帳
、
文
法
も
勉
強
し
て
い
る
。

 
は
い

 
半
分
。
先
生
１
０
０
％
じ
ゃ
な
い
。

 
９
０
％
く
ら
い
。

 
授
業
の
先
生
に
聞
く
。

 
い
い
え

 
日
本
に
早
く
な
れ
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
経
験
で
教
え
て
あ
げ
た
い
。
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
。 

た
く
さ
ん
友
達
を
作
っ
た
。

 
こ
こ
に
入
る
前
に
、
塾
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
た
。
塾
で
知
り
合
っ
た
友
達
が
同
じ
高
校
に
入
っ
た
。
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
 
日
本
語
の
勉
強
で
困
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
？

 
は
い

 


 
学
校
は
、
あ
な
た
の
文
化
的
背
景
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
り
、
他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
理
解
を
促
そ
う
と

し
た
り
し
た
？

 


 
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
？

 

学
校
祭
の
と
き
に
国
際
理
解
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。

 
 う
れ
し
い
気
持
ち
。
み
ん
な
が
私
の
国
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
し
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
教教
員員
）

 
X
高
等
学
校

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
２
月
２
１
日
１
７
時
３
０
分
～
１
８
時
３
０
分

 
 

質
問

 
回
答

 


 
ま
だ
２
年
な
の
に
日
本
語
が
上
手
で
び
っ
く
り
。

 


 
支
援
は
？

 


 
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
？

 


 
先
生
の
目
か
ら
見
て
、
高
校
入
学
時
と
今
で
日
本
語
の
伸
び
は
？

 
 


 
な
ぜ
急
激
に
？
努
力
以
外
に
？

 
   

 
先
生
が
、
周
り
の
学
生
に
、
優
し
く
し
て
あ
げ
な
さ
い
み
た
い
な
こ
と
は
あ
る
？

 
  

 
最
初
に
、
ク
ラ
ス
の
一
因
に
な
れ
よ
と
言
葉
を
言
っ
た
だ
け
で
、
そ
れ
以
降
は
先
生
が
空
気
を
動
か
す
こ

と
は
な
か
っ
た
？

 

私
も
。
す
ご
く
努
力
家
。
こ
っ
ち
が
助
け
ら
れ
て
い
る
。
と
て
つ
も
な
い
奇
跡
的
な
が
ん
ば
り
に
助
か
る
。

 
支
援
は
放
課
後
。

 
対
面
が
週
１
、
オ
ン
ラ
イ
ン
週
２
回
。

 
日
常
会
話
も
難
し
か
っ
た
の
で
、
今
は
旧
友
と
も
普
通
に
会
話
し
て
い
る
。
や
ば
い
と
か
の
会
話
も
し
て
い

る
。
も
の
す
ご
く
成
長
し
た
か
な
と
思
う
。

 
支
援
の
成
果
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
一
番
大
き
い
の
は
、
本
人
の
臆
す
る
こ
と
な
く
は
な
し
か
け
に
い
け
る
こ

と
と
、
周
り
の
友
達
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
支
え
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
わ
か
ら
な
そ
う
だ
な
と
い
う
こ
と
は

助
け
て
く
れ
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
２
つ
。
軽
音
楽
、
写
真
部
。
掛
け
持
ち
し
て
い
る
。
ど
っ
ち
も
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
る
。

 
な
い
で
す
。
本
当
に
最
初
だ
け
、
一
人
、
日
本
人
じ
ゃ
な
い
生
徒
が
入
っ
て
く
る
こ
と
で
、
入
学
時
で
み
ん

な
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
話
を
１
回
し
た
だ
け
。
そ
れ
以
降
は
特
に
話
し
て
い
な
い
。
２
年
前
ま
で
〇

〇
科
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
外
国
人
慣
れ
し
て
い
る
。

 
は
い
。

 


 
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
に
対

し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

 
学
校
と
し
て
も
、
本
人
が
脅
威
を
感
じ
ず
に
、
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
支
援
し
た
こ
と
は
あ
る
？

 

取
り
立
て
て
何
か
を
し
た
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

 


 
本
人
か
ら
先
生
に
何
か
支
援
を
求
め
て
き
た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね
て
き
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
？

 


 
そ
の
都
度
聞
い
て
く
る
の
は
良
い
態
度
で
す
ね
。

 


 
独
り
ぼ
っ
ち
は
最
初
か
ら
な
か
っ
た
？

 
  

 
サ
ー
ク
ル
も
高
校
生
活
は
謳
歌
し
て
い
る
？

 
 

 
周
り
の
生
徒
へ
の
い
い
影
響
あ
り
ま
し
た
か
？

 

例
え
ば
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
日
常
の
会
話
で
も
そ
う
だ
が
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
日
本
語
は
そ
の
都
度
聞
い
て
く

る
。

 
そ
う
で
す
ね
。

 
そ
う
で
す
ね
。
高
校
受
験
す
る
前
の
半
年
く
ら
い
、
学
習
塾
に
通
っ
て
い
た
。
そ
の
時
に
仲
良
く
な
っ
た
子

が
い
ま
同
じ
ク
ラ
ス
に
い
る
の
で
。
そ
の
子
が
最
初
中
心
に
な
っ
て
支
援
し
て
く
れ
た
。
一
人
で
何
か
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
苦
し
ん
で
い
る
と
き
は
あ
っ
た
が
。
軽
音
部
。
本
人
が
緊
張
を

ほ
ぐ
す
た
め
に
も
の
す
ご
く
練
習
し
て
い
た
。

 
最
初
か
ら
本
人
が
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
の
で
、
特
に
。
今
、
英
検
の
受
験
で
頑
張
っ
て
い
る
が
、

い
ま
何
人
か
集
ま
っ
て
勉
強
し
て
い
る
。
い
い
影
響
は
あ
っ
た
か
な
。

 

− 103 −




 
科
目
に
よ
る
、
得
意
不
得
意
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

 
す
ご
く
大
き
い
こ
と
は
な
い
が
、英

検
は
何
回
か
落
ち
て
い
る
。英

語
に
対
す
る
苦
手
意
識
は
あ
る
だ
ろ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
は
支
障
な
い
が
、
文
法
な
ど
は
苦
手
意
識
が
あ
る
。

 
国
語
、
古
典
、
社
会
科
目
の
方
が
苦
手
だ
と
思
う
。

 


 
勉
強
面
に
つ
い
て
、
特
に
学
校
と
し
て
支
援
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 
  

 
そ
れ
に
つ
い
て
、
先
生
か
ら
有
効
性
は
感
じ
て
る
？

 
 

 
周
り
の
教
科
の
先
生
に
も
、
呼
び
か
け
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
？

 


 
そ
の
実
現
は
ど
の
学
校
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
で
き
た
の
は
な
ぜ
？

 
  

 
役
立
ち
ま
し
た
か
？

 

い
く
つ
か
あ
る
。
一
つ
は
、
考
査
前
、
本
人
が
望
め
ば
、
個
別
の
対
応
し
て
い
る
。
テ
ス
ト
問
題
も
、
本
人

に
合
わ
せ
て
、
本
人
と
面
談
し
て
、
こ
の
辺
出
す
よ
、
文
言
の
工
夫
や
、
な
る
べ
く
や
さ
し
い
日
本
語
に
し

て
も
ら
う
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
直
前
の
指
導
、
テ
ス
ト
自
体
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

 
本
人
に
と
っ
て
学
習
用
語
が
難
し
い
の
で
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
理
解
度
は
上
が

っ
て
い
る
か
な
。
本
人
が
解
け
た
と
い
う
自
己
肯
定
感
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 
各
教
科
担
当
の
先
生
に
お
願
い
し
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

 
す
ご
く
正
直
な
話
、

X
高
校
の
先
生
が
若
い
先
生
が
多
い
。
１
校
目
、
２
校
目
に
来
る
先
生
が
多
い
。
一
人

の
生
徒
に
や
る
の
が
面
倒
だ
と
い
う
先
生
が
い
な
い
。
支
援
し
て
く
れ
る
先
生
が
多
い
。
先
生
（

SV
）
に
も

講
演
会
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
中
で
、
先
生
た
ち
も
支
援
の
大
変
さ
を
わ
か
っ
て
い
る
の
で
。

 
役
立
ち
ま
し
た
。

 


 
他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
文
化
的
背
景
の
違
い
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
何
か
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

 
あ
っ
た
の
か
な
。
正
直
本
人
か
ら
そ
う
い
っ
た
要
望
は
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
何
か
乗
り
越
え
な
き

ゃ
い
け
な
い
何
か
あ
っ
た
と
は
感
じ
な
か
っ
た
。

 
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
何
か
あ
っ
た
ら
言
っ
て
ね
と
い
う
こ
と
で
見
守
っ
て
き
た
。

 


 
先
生
と
し
て
、
外
国
の
子
は
難
し
い
な
、
と
い
う
苦
労
は
な
か
っ
た
？

 
な
か
っ
た
。
日
常
的
に
常
駐
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
も
い
る
の
で
、
外
国
の
人
へ
の
抵
抗
感
は
あ
ま
り
な
い
。
み
ん
な
す

ご
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。

 


 
本
人
へ
の
教
育
指
導
や
保
護
者
と
の
や
り
取
り
で
学
校
と
し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
こ
に

支
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
か
？

 
わ
り
と
す
ぐ
に
支
援
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。要

綱
が
回
っ
て
き
て
す
ぐ
に
申
し
込
み
を
し
た
。先

生（
SV
）

や
先
生
（
支
援
員
）
に
お
伺
い
し
た
。
そ
れ
以
外
に
特
別
な
こ
と
は
な
い
。

 


 
支
援
員
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
特
に
現
代
文
は
、
助
詞
の
理
解
も
深
ま
っ
た
。
正
し
く
文
章
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
１
年
７
月
か
ら
支
援
し
て
も
ら
っ
て
、
テ
ス
ト
工
夫
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
作
文
の
問
題
で
、

 
 
に
貸
し

て
い
る
が
、
作
文
の
助
詞
の
使
い
方
が
、
支
援
を
受
け
て
か
ら
上
手
に
な
っ
て
き
た
。

 
あ
と
は
語
彙
力
が
豊
か
に
な
っ
て
き
た
。

 
先
生
（
支
援
員
）。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
書
く
こ
と
の
支
援
を
し
て
も
ら
う
の
が
、
対

面
が
週
１
回
だ
と
な
か
な
か
伸
び
て
い
か
な
い
。
支
援
員
で
は
な
く
方
法
の
デ
メ
リ
ッ
ト
。
メ
リ
ッ
ト
は
、

放
課
後
の
時
間
に
な
る
が
、
本
人
も
学
校
と
親
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
以
外
が
な
い
中
で
、
外
部
の
方

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
。
一
番
は
日
本
語
を
し
っ
か
り
と
教
え
て
も
ら
え
る
。
大
学
の
学
生

さ
ん
に
昨
年
度
は
支
援
し
て
も
ら
え
た
。
年
齢
の
近
い
関
係
の
人
に
支
援
し
て
も
ら
う
こ
と
で
話
し
や
す
さ

は
あ
っ
た
と
思
う
。
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
 
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校

と
し
て
あ
り
ま
し
た
か
？

 
特
に
初
期
の
こ
ろ
は
、
す
ぐ
に
聞
け
る
。
僕
た
ち
も
外
国
人
を
受
け
入
れ
た
経
験
が
な
い
先
生
の
方
が
多
か

っ
た
の
で
、
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
て
見
通
し
が
立
て
や
す
か
っ
た
。
学
校
内
で
の
話
し
合
い
も
し
や
す
か

っ
た
。

 


 
ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
支
援
員
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
日
本
語
の
レ
ベ
ル
と
、
教
員
が
思
っ
て
い
る
レ
ベ
ル
が
ち
ょ
っ
と
違
う
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
共
有
で
き
る
。
短
期
的
な
日
本
語
の
目
標
を
共
有
で
き
る
。
教
員
も
で
き
る
こ
と
を
や
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
教
科
以
外
の
日
本
語
の
指
導
、
作
文
と
か
。
英
語
の
先
生
と
文
通
し
て
い
る
。
気

兼
ね
な
く
文
章
書
く
と
こ
ろ
に
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
に
な
っ
た
。メ

リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
か
っ
た
。 

日
常
会
話
が
で
き
て
い
る
か
ら
、
日
本
語
も
で
き
る
で
し
ょ
う
と
い
う
教
員
は
思
っ
て
し
ま
う
の
で
、
実
は

そ
こ
ま
で
で
き
て
い
な
い
よ
、
と
い
う
感
覚
が
、
ち
ょ
っ
と
支
援
員
と
の
間
で
ず
れ
が
あ
る
。

 
各
学
期
ご
と
に
、
最
初
、
終
わ
り
に
１
回
。
学
期
の
終
わ
り
に
や
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
年
３
回
く
ら
い
。

 
１
回
は
、
４
０
分
～
１
時
間
。

 


 
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、
も
っ
と
こ
う
し
た
方
が
学
校
と
し
て
や
り
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

 
今
、
密
と
い
う
状
況
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
は
し
ょ
う
が
な
い
。

 
い
ま
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
ど
、
手
元
も
見
え
る
よ
う
な
書
画
カ
メ
ラ
も
こ
れ
か
ら
使
わ
せ
て
も
ら
う
の
で
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
都
度
状
況
に
合
わ
せ
て
支
援
し
て
も
ら
え
て
い
る
。

 


 
支
援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
中
身
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま

た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
今
、

 
 
が
大
学
進
学
を
進
路
目
標
と
し
て
持
っ
て
い
て
、
日
本
の
高
校
に
通
う
外
国
人
、
生
徒
た
ち
の
受

験
制
度
が
な
か
な
か
調
べ
た
限
り
だ
と
充
実
し
て
い
な
い
。
〇
〇
大
学
で
Ｎ
１
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件

の
１
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
の
支
援
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
す
ご
く
助
か
っ
て

い
る
。
日
本
語
能
力
検
定
の
支
援
と
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
オ
ノ
マ
ト
ペ
、
書
き
言
葉
と
か
支
援
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
、
内
容
に
対
し
て
は
、
あ
ま
り
困
っ
て
い
る
と
こ
と
は
な
い
。

 


 
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
専
門
的
助
言
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

 
私
た
ち
と
し
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
な
の
で
、
色
ん
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
て
、
そ
の
こ
と
で
理

解
は
深
ま
っ
た
の
で
、
よ
か
っ
た
。
特
に
講
演
会
は

 
 
が
厳
し
い
本
当
は
難
し
い
環
境
の
中
で
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、教

科
担
当
者
じ
ゃ
な
い
先
生
か
ら
も
そ
う
い
っ
た
話
が
あ
っ
た
の
で
、

理
解
が
深
ま
っ
た
。

 


 
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

 
ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
学
校
と
し
て
作
る
部
分
は
、
正
直
何
を
ど
う
書
い
て
い
い
の
か
迷
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
今
で
も
迷
う
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
で
も
教
科
支
援
や
日
本
語
支
援
の
様
子
、
目
標
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
わ
か
る
。

 
学
校
と
し
て
の
日
本
語
支
援
の
目
標
が
正
直
書
き
づ
ら
さ
は
あ
っ
た
。

 


 
日
報
の
作
成
と
共
有
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま
た
も
う
少
し

こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
共
有
は
し
て
い
る
？

 


 
よ
か
っ
た
？

 

お
願
い
し
て
共
有
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

 
 よ
か
っ
た
で
す
。
最
初
、
い
つ
も
付
き
っ
切
り
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
今
日
ど
ん
な
支
援
し
た
ん
だ

と
か
、
今
こ
う
言
う
の
が
課
題
だ
と
い
う
こ
と
で
、
週
２
回
の
支
援
だ
と
足
り
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
こ

っ
ち
も
支
援
で
き
る
か
と
い
う
と
、
専
門
知
識
も
な
い
の
で
、
本
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
面
談
し
て
、
ど
う
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い
う
と
こ
ろ
で
躓
い
て
い
る
か
を
は
な
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
教
員
に
話
す
こ
と
、
支
援
員
に
話
す
こ
と

の
話
題
も
違
う
の
で
、
共
有
で
き
て
よ
か
っ
た
。

 


 
保
護
者
と
の
連
携
支
援
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま
た
も
う
少

し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
う
ま
く
い
っ
て
い

た
？

 
 

 
保
護
者
も
支
援
の
輪
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
や
り
方
は
？

 

そ
う
で
す
ね
。
最
初
は
お
母
さ
ん
は
学
校
に
来
た
が
ら
な
っ
た
が
、
昨
年
の
今
の
時
期
に
大
学
に
日
本
語
の

テ
ス
ト
を
受
け
に
行
っ
た
と
き
に
、
お
母
さ
ん
と
話
を
し
て
、
そ
こ
か
ら
は
笑
顔
で
学
校
に
来
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
お
父
さ
ん
も
学
校
の
活
動
に
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
。
保
護
者
面
談
も
含
め
て
特
に
問
題
は

な
い
。

 
い
ま
保
護
者
と
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
こ
う
し
た
ら
と
い
う
の
は
。
お
母
さ
ん
の
方
も
、
日

本
に
来
て
２
年
く
ら
い
で
職
場
も
変
わ
っ
て
、
お
母
さ
ん
も
日
本
語
が
上
手
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。

 
そ
の
他

 


 
完
成
形
じ
ゃ
な
い
の
で
、
使
い
勝
手
悪
い
な
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
？

 
 


 
同
じ
電
子
教
科
書
を
使
え
れ
ば
よ
か
っ
た
？

 

テ
キ
ス
ト
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
煩
雑
。
そ
こ
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
と
な
お
よ
い
。

 
テ
キ
ス
ト
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。

 
普
通
の
テ
キ
ス
ト
で
も
共
有
で
き
れ
ば

 
Ｎ
１
か
ら
テ
キ
ス
ト
共
有
し
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
少
し
楽
に
な
っ
た
。

 
普
段
の
支
援
で
使
う
Ｐ
Ｐ
Ｔ
の
資
料
も
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
そ
の
辺
も
簡
単
に
な
れ
ば
、
も
う
ち
ょ
っ
と

手
間
が
省
け
る
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
教教
員員
①①
）

 
Y
高
等
学
校

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
２
月
２
２
日
１
３
時
０
０
分
～
１

3時
3０
分

 
 

質
問

 
回
答

 


 
〇
〇
〇
さ
ん
は
学
校
の
様
子
は
ど
う
で
す
か
？

 
   

 
そ
れ
以
前
は
不
安
の
様
子
だ
っ
た
？

 
 

 
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
に
対

し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

 
   

 
科
目
を
絞
っ
た
支
援
は
し
た
？

 

今
現
在
は
、
支
援
員
が
来
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
は
参
加
で
き
て
い
る
。
一

人
で
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
参
加
し
て
い
る
と
き
は
、
内
容
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で
、
４
５
分
い
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
不
安
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
去
年
の
途
中
か
ら
支
援
員
の
方
が
、
空
き
時
間
を
使
い
な
が
ら
何
時

間
か
つ
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
比
較
的
に
ス
ム
ー
ズ
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
ま
っ
た
く
言
葉
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
た
だ
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
、
本
人
も
不
安
は
あ
っ

た
か
と
思
う
。
多
少
、
話
し
て
も
ら
え
る
人
が
い
る
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
安
心
感
は
出
た
か
な
と
思
う
。

 
基
本
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
特
別
、
弘
前
大
学
の
支
援
が
入
る
ま
で
、
授
業
に
関
し
て
は
支
援
は

な
か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
、
１
か
月
は
す
べ
て
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
出
て
、
そ
の
中
で
単
位
を
修
得
可
能
か

な
と
思
う
科
目
に
絞
っ
て
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
出
て
も
ら
っ
て
い
た
。
最
初
は
全
部
だ
っ
た
の
で
大
変
だ
っ
た

と
思
う
。
絞
っ
て
も
、
内
容
ま
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
不
安
は
あ
っ
た
と
思
う
が
、
途
中
か
ら
大
学
の
支
援

が
入
っ
た
の
で
、
か
な
り
不
安
も
減
っ
た
と
思
う
。

 
英
語
と
数
学
は
得
意
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
そ
の
科
目
を
中
心
に
進
め
て
。
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
、
私
が

「
社
会
と
情
報
」
を
受
け
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
科
目
と
か
の
レ
ポ
ー
ト
指
導
は
し
た
。
難
し
い
教
科
は
、

例
え
ば
家
庭
科
は
、
難
し
い
と
い
う
話
は
す
る
。
数
学
を
す
る
と
き
は
、
電
卓
を
利
用
し
て
計
算
さ
せ
る
の

で
、
数
学
は
難
し
い
と
い
う
話
は
聞
か
な
い
。
学
力
的
に
は
、
全
然
低
い
が
、
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
言
わ
れ

た
こ
と
に
関
し
て
は
、
コ
ツ
コ
ツ
や
る
の
で
、
何
と
か
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
４
，
５
年
か
か
る
と
な
っ
た

と
き
に
、
今
は
１
，
２
年
間
な
の
で
何
と
か
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
気
持
ち
が
継
続
で
き
る
か
が
、
心
配
。

卒
業
ま
で
も
っ
て
い
き
た
い
。

 


 
本
人
か
ら
先
生
に
何
か
支
援
を
求
め
て
き
た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね
て
き
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
？

 


 
〇
〇
〇
を
取
り
巻
く
級
友
は
い
る
？

 
   

 
ぽ
つ
ん
と
い
る
の
が
つ
ら
そ
う
？

 
 


 
勉
強
は
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
？

 

 
特
に
自
分
か
ら
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

 
 
学
校
に
は
い
な
い
。
基
本
、
う
ち
に
来
て
い
る
生
徒
は
、
あ
ま
り
人
と
の
交
流
を
得
意
と
し
て
い
な
い
子

が
多
い
の
で
、
一
緒
に
い
て
も
、
お
互
い
話
さ
な
い
。
本
人
も
話
し
か
け
な
い
。
普
段
、
お
昼
ご
は
ん
も
、

本
人
は
食
べ
な
い
。
食
べ
な
い
習
慣
が
で
き
て
い
る
ら
し
い
。
誰
か
と
仲
が
い
い
と
か
、
話
す
と
か
い
う
こ

と
は
な
い
。
毎
日
来
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
１
週
間
に
１
回
だ
と
難
し
い
。

 
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。
基
本
的
に
話
し
か
け
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
一
人
で
い
て
も
、
そ
う
い
う
こ
と

に
慣
れ
て
い
る
か
、
そ
う
い
う
人
柄
な
の
か
。
中
学
校
時
代
は
、
結
構
話
を
す
る
人
は
何
人
か
い
た
ら
し
い
。 

 
そ
れ
な
り
に
頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
。
レ
ポ
ー
ト
も
、
結
構
枚
数
あ
る
が
、
教
科
に
よ
っ
て
。
そ
れ
で
も

資
料

17
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 
 
〇
〇
〇
は
勉
強
以
外
に
意
欲
的
に
と
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
は
あ
る
？

 
 

 
先
生
か
ら
見
る
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
る
？

 
    

 
引
っ
込
み
思
案
？

 
  □

 
そ
う
い
う
〇
〇
〇
さ
ん
の
特
性
を
見
て
、
先
生
、
他
の
生
徒
と
違
う
接
し
方
を
す
る
？

 
 

 
 
先
生
方
話
し
か
け
ら
れ
る
と
、
恥
ず
か
し
が
ら
な
い
？

 

締
め
切
り
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
一
生
懸
命
書
こ
う
と
し
て
い
る
。

 
家
も
あ
ま
り
出
な
い
の
で
、
家
は
お
店
や
っ
て
い
る
の
で
そ
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
家
を
出
て
一
人
で

行
動
す
る
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
い
ら
し
い
。

 
そ
れ
は
な
い
。
大
学
の
方
に
、
週
２
回
く
ら
い
行
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
街
に
出
て
、
バ
ス
に
乗
っ
た

り
と
か
、
社
会
生
活
を
体
験
さ
せ
な
が
ら
、
日
本
語
の
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
い
ろ
ん
な
経
験
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
一
人
で
そ
れ
が
で
き
る
か
と
い
う
と
そ
こ
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
そ
う

い
う
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
壁
を
低
く
し
て
い
っ
て
、
近
く
の
お
店
で
も
ひ
と
り
で
行
け
る
よ
う
に
な
る
か

な
。

 
引
っ
込
み
思
案
。
話
す
こ
と
に
も
不
安
が
あ
る
の
で
、
自
分
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
か
自
信
が
な
い

の
で
、
一
人
で
は
出
て
歩
け
な
い
。
一
緒
に
支
援
の
人
が
行
く
と
、
不
安
が
あ
っ
て
も
頼
れ
る
。
支
援
が
な

く
て
も
行
け
る
よ
う
に
な
る
に
は
も
う
少
し
体
験
や
知
識
が
必
要
。

 
 
同
じ
接
し
方
を
す
る
。
津
軽
弁
。
こ
の
ま
ま
。
そ
れ
で
も
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。
伝
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
大
学
の
支
援
の
お
か
げ
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

 
最
初
は
慣
れ
な
い
の
も
あ
っ
た
が
、
女
性
だ
と
す
ん
な
り
入
れ
る
み
た
い
だ
が
。
男
だ
と
、
気
を
遣
う
の

は
あ
る
ら
し
い
。
中
学
校
の
時
か
ら
、
男
の
人
と
は
、
母
国
の
国
民
性
か
わ
か
ら
な
い
が
、
女
の
子
の
方
が

仲
良
く
な
れ
た
ら
し
い
。

 


 
科
目
に
よ
る
、
得
意
不
得
意
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

 
    

 
範
囲
と
進
度
を
示
さ
れ
た
？

 

一
応
、
レ
ポ
ー
ト
や
テ
ス
ト
な
ど
は
、
対
策
を
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
や
っ
て
い
る
。
基
本
、
専
門

用
語
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
の
で
、
専
門
用
語
使
う
科
目
は
後
回
し
に
し
て
、
と
っ
つ
き
や
す
い
計
算
と

か
は
比
較
的
専
門
的
な
用
語
を
使
わ
な
い
の
で
な
ん
と
か
な
る
。
英
語
、
数
学
が
得
意
と
言
っ
て
い
る
。
他

の
科
目
に
つ
い
て
は
「
社
会
と
情
報
」
は
、
何
と
か
合
格
さ
せ
た
。
本
人
の
暗
記
力
が
求
め
ら
れ
る
。
内
容

ま
で
は
や
れ
な
い
の
で
、
表
面
だ
け
。
一
応
や
ら
せ
て
単
位
を
と
ら
せ
た
。

 
は
い
。
も
ち
ろ
ん
日
本
人
と
同
じ
問
題
じ
ゃ
な
く
て
、
難
し
い
問
題
は
カ
ッ
ト
し
て
、
〇
〇
〇
で
も
対
応

で
き
る
か
な
と
思
う
問
題
を
加
え
な
が
ら
、
〇
〇
〇
独
自
の
問
題
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
や
ら
せ
ま
し
た
。

 


 
支
援
が
入
っ
て
以
降
、
授
業
で
の
理
解
の
様
子
等
、
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 
数
学
と
か
は
、
計
算
の
仕
方
は
覚
え
れ
ば
い
い
の
で
、
そ
こ
そ
こ
内
容
的
に
も
練
習
さ
せ
れ
ば
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
以
外
の
科
目
と
な
る
と
、
難
し
い
面
が
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
か
せ
た
。

テ
ス
ト
は
、
テ
ス
ト
用
の
練
習
問
題
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
の
を
使
い
な
が
ら
。
数
学
で
あ
れ
ば
、
同
じ

問
題
を
事
前
に
や
ら
せ
た
り
し
な
が
ら
対
応
し
た
。
２
年
間
で
３
０
単
位
を
と
っ
た
。
５
年
前
後
で
な
ん
と

か
な
る
か
な
と
い
う
道
筋
は
で
き
て
い
る
と
思
う
。

 


 
本
人
や
保
護
者
の
文
化
的
背
景
の
違
い
に
よ
っ
て
、
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
苦
労
し
た
こ
と
は
何
か

あ
り
ま
す
か
？

 
文
書
以
外
に
も
文
化
の
違
い
を
感
じ
た
こ
と
あ
っ
た
？

 
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
と
き
は
、
朝
、
お
父
さ
ん
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
、
帰
り
は
電
車
で
帰
る
。
ス
ク
ー
リ
ン

グ
の
と
き
は
、
時
間
に
ち
ょ
っ
と
ル
ー
ズ
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
う
ち
は
始
ま
り
の
時
間
に
厳
し
い
の
で
、
遅

れ
て
き
て
出
席
扱
い
に
な
ら
な
か
っ
た
り
、
忘
れ
物
し
た
り
し
て
も
出
席
扱
い
に
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
こ

と
は
あ
っ
た
の
で
、
お
父
さ
ん
に
、
母
国
の
通
訳
の
人
を
通
し
て
お
願
い
す
る
と
い
う
の
は
あ
っ
た
。
そ
こ
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で
も
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
お
願
い
を
し
た
。
そ
れ
で
も
、
や
っ
ぱ
り
ギ
リ
ギ
リ
。
テ

ス
ト
で
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
、
時
間
は
守
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
。
大
学
の
支
援

に
も
遅
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
時
間
を
守
る
こ
と
は
き
つ
く
や
ら
な
い
と
。
大
学
の
方
で
も

考
え
な
が
ら
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
話
は
聞
い
て
い
る
。

 


 
保
護
者
と
の
連
絡
の
や
り
取
り
な
ど
は
、
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
し
た
か
？

 
気
を
使
わ
な
い
。
文
書
も
、
ふ
り
が
な
ふ
っ
た
り
と
か
し
な
い
の
で
、
日
本
の
家
庭
に
送
る
の
と
同
じ
よ

う
に
送
っ
て
い
る
。
お
父
さ
ん
は
ス
マ
ホ
の
翻
訳
ア
プ
リ
を
使
っ
て
や
っ
て
い
る
。
こ
の
前
、
文
書
を
見
せ

た
時
に
、
母
国
語
に
翻
訳
し
た
の
を
見
て
理
解
し
て
い
た
。
そ
こ
ま
で
気
を
使
わ
な
く
て
も
い
い
の
か
な
と

思
っ
て
い
る
。
本
当
に
難
し
い
言
葉
は
、
ど
う
知
り
合
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
日
本
人
で
書
類
の
説
明
と

か
手
続
き
を
や
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
で
、
そ
の
人
が
こ
れ
ま
で
は
や
っ
て
く
れ
て
い
た
。

 


 
本
人
へ
の
教
育
指
導
や
保
護
者
と
の
や
り
取
り
で
学
校
と
し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
こ
に

支
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
か
？

 
別
に
、
特
別
困
っ
た
こ
と
は
な
く
て
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
が
迷
惑
を
か
け
た
。
保
護
者
に
支
援
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
学
校
を
通
し
て
や
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
り
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
て
、
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
特

に
、
困
っ
た
こ
と
は
な
く
、
本
当
に
支
援
が
な
け
れ
ば
、
私
は
ど
う
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
印
象
。

 


 
支
援
員
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
         

 
ち
ょ
う
ど
〇
〇
〇
さ
ん
が
苦
手
そ
う
な
と
こ
ろ
を
や
っ
て
く
れ
て
い
る
？

 

ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
時
に
は
空
き
時
間
に
日
本
語
の
支
援
を
日
曜
日
は
進
め
て
い
る
。
空
き
時
間
も
、
そ
の

週
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
。
１
時
間
し
か
な
い
、
２
時
間
、
３
時
間
あ
る
週
も
あ
る
。
選
択
し
て
い
る
科
目
が

少
な
い
の
で
、
ま
ち
ま
ち
に
な
る
。
日
曜
日
は
両
方
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
大
変
か
な
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
い
る
。
日
曜
日
の
支
援
員
は
、
お
若
い
し
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
い
う
感
覚
で
接
し
て
い
て
、
安
心
し
て

本
人
も
頼
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
印
象
。
月
曜
日
は
日
本
語
の
支
援
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
途
中
か
ら
支

援
の
担
当
の
人
が
代
わ
っ
た
。
代
わ
っ
た
後
の
支
援
員
は
、
結
構
、
会
話
す
る
と
か
話
す
と
か
、
そ
う
い
う

と
こ
ろ
を
メ
イ
ン
に
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
実
際
に
支
援
が
終
わ
っ
た
最
後
の
時
間
に
、
先
生
方
に
向

か
っ
て
、
発
表
さ
せ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
普
通
の
会
話
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
う
い
う
人
前
で
話
す
こ
と

に
慣
れ
さ
せ
る
と
か
に
重
き
を
置
い
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
本
人
自
身
も
、
人
前
で
話
す
こ
と
に
も
慣

れ
て
き
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
来
年
３
年
目
な
の
で
、
校
内
の
生
活
体
験
発
表
会
で
、
本
人
に
２
，
３
分

で
も
話
せ
れ
ば
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
今
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

 
は
い
。
ど
う
し
て
も
人
前
で
話
す
と
か
、
苦
手
な
の
で
、
一
番
最
初
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
や
っ
て
、
一
人

ひ
と
り
自
己
紹
介
や
ら
せ
た
が
、
本
人
に
は
「
〇
〇
〇
〇
か
ら
来
ま
し
た
。
〇
〇
〇
で
す
」、
と
だ
け
話
し
て

と
言
っ
た
ら
、
泣
き
出
し
た
。
そ
の
あ
と
、
来
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
が
。
そ
れ
だ
け
、
話
す
と
か
、
自
分
の

言
葉
で
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
紙
に
書
い
て
い
る
も
の
の
、
人
前
で
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
か
な
り
進
歩
し
て
い
る
と
思
う
。

 


 
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校

と
し
て
あ
り
ま
し
た
か
？

 
 

 
あ
ま
り
や
り
取
り
は
な
い
？

 

R
先
生
。
Ｓ
Ｖ
は
、
私
た
ち
と
支
援
員
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
Ｓ
Ｖ
と
支
援
員
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
私
た
ち

と
は
頻
繁
に
話
す
こ
と
は
な
い
。
年
に
何
回
か
集
ま
っ
て
話
す
時
に
取
り
仕
切
る
、
全
体
を
見
て
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
す
る
の
は
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。
別
に
、
不
安
と
か
そ
う
い
う
も
の
は
な
い
。

 
 
教
頭
と
メ
ー
ル
で
何
回
か
や
り
と
り
。
私
は
そ
う
い
う
の
は
得
意
で
は
な
い
。
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
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
 
ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
 

 
頻
度
や
長
さ
は
？

 

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
う
い
う
コ
ロ
ナ
の
か
ら
み
で
、
直
接

会
っ
て
と
い
う
の
が
頻
繁
に
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
定
期
的
に
や
る
べ
き
だ
と
思
う
。
や
っ
て
マ
イ
ナ

ス
は
な
い
。

 
頻
度
は
、
も
っ
と
あ
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
期
間
が
短
い
と
そ
う
変
化
も
な
い

の
で
、
そ
の
辺
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
。

 


 
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、
も
っ
と
こ
う
し
た
方
が
学
校
と
し
て
や
り
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

 
私
個
人
と
し
て
は
、
特
に
感
じ
て
い
な
い
。
本
当
に
、
こ
う
い
う
風
に
学
校
で
支
援
も
あ
る
し
、
大
学
で

支
援
も
あ
る
し
、
こ
れ
だ
け
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
、
あ
り
が
た
い
と
思
う
。
本
人
自
身
は
、
も
う
ち

ょ
っ
と
頑
張
る
と
こ
ろ
頑
張
れ
ば
、
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

 


 
支
援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
中
身
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま

た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
支
援
員
の
方
が
、
話
す
こ
と
の
支
援
を
工
夫
を
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
非
常
に
い
い
か
な
と
思
っ
て
い

る
。
学
校
以
外
の
部
分
で
、
日
本
語
を
使
う
場
面
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
回
数
を
多
く
し
て
く
れ

て
い
る
の
が
あ
り
が
た
い
。
少
な
い
と
、
ほ
ぼ
家
で
は
母
国
語
な
の
で
、
身
に
つ
か
な
い
と
思
う
。

 


 
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

 
ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
い
う
目
的
、
目
標
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
内
容
、
指
導
を
や
っ
て
と
い
う
計

画
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
ど
の
く
ら
い
か
か
る
も
の
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
し
、
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

 


 
日
報
の
作
成
と
共
有
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま
た
も
う
少
し

こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
も
し
可
能
な
ら
、
共
有

し
た
方
が
い
い
？

 

わ
か
ら
な
い
。

 
毎
回
毎
回
は
見
な
く
て
も
い
い
。
ち
ょ
こ
っ
と
見
れ
た
ら
い
い
か
な
と
い
う
感
じ
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ

っ
ち
は
全
然
わ
か
ら
な
い
ん
で
、
素
人
な
の
で
、
こ
う
す
れ
ば
い
い
と
い
う
の
は
な
い
。

 


 
保
護
者
と
の
連
携
支
援
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま
た
も
う
少

し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
      

 
お
母
さ
ん
の
姿
が
見
れ
な
い
の
は
不
安
？

 


 
学
校
に
は
あ
ま
り
？

 

保
護
者
は
、
い
つ
や
る
か
、
何
時
か
ら
や
っ
て
い
る
か
、
ど
こ
で
や
っ
て
い
る
か
は
、
一
応
〇
〇
〇
本
人

通
し
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
大
学
に
行
く
時
も
、
親
が
朝
送
っ
て
、
帰
り
は
電
車
や
バ
ス
を

使
っ
て
い
る
と
思
う
。
本
当
は
保
護
者
も
日
本
語
を
使
う
と
か
い
う
協
力
は
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

う
が
、
お
父
さ
ん
は
お
店
を
や
っ
て
い
る
関
係
で
、
ち
ょ
っ
と
は
日
本
語
を
使
え
る
。
お
母
さ
ん
は
全
く
。

結
果
的
に
は
、
す
べ
て
母
国
語
に
な
っ
て
し
ま
う
。
保
護
者
も
一
緒
に
勉
強
す
る
と
か
、
本
人
が
帰
っ
た
ら
、

一
緒
に
日
本
語
を
復
習
す
る
と
か
、
や
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
本
人
も
習
っ
た
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
で
覚
え

る
こ
と
も
あ
る
し
、
弟
も
支
援
を
受
け
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
家
族
で
日
本
語
を
勉
強
す
る
と
い
う
体
制
に
な

れ
ば
、
も
う
ち
ょ
っ
と
効
果
が
あ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
お
店
に
行
け
ば
、
接
客
し
て
い
る
。

 
ほ
ぼ
ほ
ぼ
お
母
さ
ん
が
出
る
場
面
は
な
い
。
お
父
さ
ん
と
は
多
少
日
本
語
で
会
話
で
き
る
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
教教
員員
②②
）

 
Y
高
等
学
校

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
２
月
２
２
日
１
３
時

3０
分
～
１

4時
0０
分

 
 

質
問

 
回
答

 


 
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
に
対

し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

 


 
先
生
方
と
の
関
係
も
良
好
？

 
 

 
先
生
方
に
指
導
し
た
？

 

A
先
生
が
言
っ
た
通
り
。

B
さ
ん
（
支
援
員
）
が
つ
い
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
授
業
を
受
け
ら

れ
て
い
る
。

 
先
生
方
は
〇
〇
〇
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。
恥
ず
か
し
が
り
や
の
性
格
も
理
解
し
て
い

る
。
優
し
く
接
し
て
い
る
。

 
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。
春
に
来
た
ば
か
り
。
去
年
ま
で
に
そ
う
い
う
こ
と
は
浸
透
し
て
い
た
と
思
う
。

ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。

 


 
科
目
に
よ
る
、
得
意
不
得
意
の
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

 
卒
業
す
る
の
は
大
変
。
前
の
教
頭
先
生
は
女
性
の
方
。
男
性
に
対
し
て
抵
抗
感
が
あ
っ
て
、
な
じ
む
の
に

時
間
は
か
か
っ
た
。
文
部
科
学
省
の

H
P
を
見
て
、「
た
の
し
い
が
っ
こ
う
」、
母
国
語
の
教
材
を
見
て
、
使

っ
て
、
２
回
く
ら
い
本
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
私
の
こ
と
を
認
知
し
て
く
れ
て
、

挨
拶
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
母
国
語
も
、
地
方
語
の
訛
り
が
あ
る
ら
し
く
、
こ
れ
違
う
と
い
う
反
応

も
。
母
国
語
も
、
あ
の
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
も
通
じ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

 
A
先
生
、
英
語
の
先
生
に
も
こ
れ
を
配
っ
て
や
っ
て
み
た
。

 


 
他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
文
化
的
背
景
の
違
い
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
何
か
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

 


 
生
徒
の
受
け
止
め
は
？

 

文
化
祭
の
時
に
、

A
が
主
と
な
っ
て
、
母
国
の
こ
と
に
つ
い
て
壁
新
聞
を
作
っ
て
、

A
先
生
が
や
っ
て
い

ま
し
た
。

 
通
信
制
の
学
校
な
の
で
、
生
徒
同
士
が
あ
ま
り
交
流
し
な
い
の
で
、
あ
ま
り
反
応
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

本
人
が
そ
う
い
う
活
動
を
す
る
方
が
大
切
。

 


 
本
人
や
保
護
者
の
文
化
的
背
景
の
違
い
に
よ
っ
て
、
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
苦
労
し
た
こ
と
は
何
か

あ
り
ま
す
か
？

 
今
の
と
こ
ろ
、
問
題
な
い
。

A
先
生
に
お
任
せ
し
て
い
る
。
通
訳
し
て
く
れ
る
人
が
一
人
い
る
ら
し
い
の

で
。

 


 
本
人
へ
の
教
育
指
導
や
保
護
者
と
の
や
り
取
り
で
学
校
と
し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
こ
に

支
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
か
？

 


 
誰
か
に
支
援
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
？

 

学
校
柄
、
文
書
の
内
容
が
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
か
心
配
に
な
る
こ
と
は
あ
る
。
ど
こ
に
求
め
る
か
、
難
し
い
。 

 今
年
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 


 
支
援
員
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い
と
思
う
。
本
当
に
助
か
っ
て
い
る
。
来
年
３
年
目
で
事
業
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
新
し
い
事
業
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
、
支
援
体
制
が
続
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

 


 
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校

と
し
て
あ
り
ま
し
た
か
？

 
安
心
感
が
あ
る
。
大
学
院
生
の
若
い
女
性
の
方
な
の
で
、
少
し
落
ち
着
い
た
、
色
ん
な
こ
と
を
見
て
く
れ

る
C
さ
ん
が
い
て
く
れ
る
こ
と
で
安
心
で
き
る
。
事
務
的
な
手
続
き
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て
い
る
。

 


 
ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

A
先
生
と
全
く
同
じ
。
回
数
も
ち
ょ
う
ど
い
い
。
や
る
内
容
も
。
お
互
い
に
や
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
て
よ
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ま
し
た
か
？

 
い
。

 


 
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、
も
っ
と
こ
う
し
た
方
が
学
校
と
し
て
や
り
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

 
現
状
に
満
足
し
て
い
る
状
態
な
の
で
、

A
先
生
が
何
か
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
。

 


 
支
援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
中
身
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま

た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
中
身
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
報
告
書
、
日
報
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
日
報
を
た
ま
に
、
ま
と
ま
っ
た
ら
、

こ
う
い
う
こ
と
や
っ
た
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

 


 
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
専
門
的
助
言
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

 
そ
ん
な
に
難
し
い
話
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
も
ら
っ
て
い
た
と
思
う
。

 


 
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

 
ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
そ
の
詳
細
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
一
人
一
人
違
う
。
何
か
こ
ち
ら
か
ら
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
。

 
去
年
ま
で
〇
〇
高
校
２
０
何
年
も
い
て
、
素
人
な
の
で
わ
か
ら
な
い
。

 


 
日
報
の
作
成
と
共
有
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま
た
も
う
少
し

こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
ど
う
い
う
こ
と
や
っ
て
い
る
の
か
を
わ
か
る
の
は
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

 


 
保
護
者
と
の
連
携
支
援
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま
た
も
う
少

し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
    

 
保
護
者
の
教
育
へ
の
考
え
に
よ
っ
て
支
援
は
変
わ
っ
て
く
る
？

 
 

 
実
は
も
っ
と
知
れ
た
方
が
い
い
？

 

年
に
２
回
く
ら
い
、
学
校
の
外
で
行
事
を
や
る
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
映
画
鑑
賞
。
半
日
く
ら
い
の
日
程
。
終

わ
っ
た
後
に
、
み
ん
な
で
母
国
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
た
。
〇
〇
〇
の
家
の
母
国
レ
ス
ト
ラ
ン
、
経
営

し
て
い
る
様
子
に
つ
い
て
、
２
回
く
ら
い
会
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
状
況
が
わ
か
っ
た
。
教
育
へ

の
熱
量
は
日
本
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
な
。
お
母
さ
ん
は
日
本
語
が
で
き
な
い
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
難
し
い
。

 
母
国
語
の
通
訳
の
人
が
い
る
と
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
と
話
が
で
き
る
と
思
う
。

 
ど
れ
く
ら
い
保
護
者
が
本
気
で
高
校
を
卒
業
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
か
、
卒
業
後
ど
う
し
た
い

か
考
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
見
え
て
こ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

 
わ
か
れ
ば
、
進
路
相
談
も
で
き
る
。

 
A
先
生
；
昨
年
、
お
父
さ
ん
、
本
人
交
え
て
、
母
国
語
の
通
訳
の
人
を
交
え
て
聞
い
た
と
き
は
、
お
父
さ
ん

は
、
高
校
終
わ
っ
た
ら
、
進
学
す
る
な
ら
進
学
さ
せ
て
も
い
い
み
た
い
な
話
は
し
て
い
た
。
本
人
は
、
あ
ま

り
高
校
卒
業
し
た
後
進
学
す
る
意
識
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
な
話
を
し
て
い
た
。高

校
で
こ
ん
な
大
変
な
の
で
。

将
来
的
に
、
日
本
で
暮
ら
す
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
母
国
に
帰
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
当
初
は
話
し
て
い

た
。
ま
だ
ぐ
ら
ぐ
ら
揺
れ
る
と
思
う
。
最
近
は
、
家
業
を
手
伝
う
と
か
、
そ
う
い
う
話
は
し
て
い
る
が
、
日

本
に
い
る
感
じ
。
い
る
場
合
は
、
家
業
を
手
伝
う
。
入
学
し
た
こ
ろ
は
、
日
本
語
も
覚
え
て
、
日
本
語
を
話

せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ホ
テ
ル
と
か
で
働
き
た
い
と
い
う
夢
は
話
し
て
い
た
。
日
本
語
だ
け
で
は
現
実
、
無

理
な
の
で
。
英
語
と
か
も
。
ま
た
、
難
し
い
面
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
現
実
路
線
に
落
ち
着

い
て
き
た
。
こ
の
前
話
し
た
内
容
で
は
、
家
業
を
手
伝
う
と
い
う
話
だ
っ
た
。

 
そ
の
他

 


 
 

本
人
が
卒
業
す
る
た
め
に
、
今
年
変
え
た
こ
と
が
あ
る
。
学
校
設
定
科
目
を
導
入
。「
英
語
入
門
」、
「
数
学
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入
門
」。
中
学
で
習
得
す
る
内
容
。
本
人
の
卒
業
単
位
に
す
る
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
児児
童童
生生
徒徒
）

 
Z
小
学
校

 
児
童

2名
（

A・
B）

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
２
月
２
２
日
１
４
時
３
０
分
～
１
５
時
０
０
分

 
 

質
問

 
回
答

 


 
学
校
で
何
を
し
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
？

  
学
校
は
好
き
。

 
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

 
 
図
工
と
体
育
、
算
数
。
図
工
と
体
育
。

 


 
母
国
の
学
校
と
の
違
い
で
、
驚
い
た
こ
と
や
戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
る
？

 
す
ご
く
違
う
。

 
A 

 
あ
る
。
母
国
の
学
校
に
食
べ
物
を
決
め
れ
る
。
選
べ
る
。
イ
チ
ゴ
牛
乳
、
ジ
ュ
ー
ス
と
か
。
ピ
ザ
か
サ

ラ
ダ
。
日
本
の
学
校
は
食
べ
た
い
も
の
決
め
ら
れ
な
い
。
残
念
だ
な
と
思
っ
た
。

 
B 

 
そ
れ
は
問
題
な
い
。
決
め
る
の
難
し
い
。
後
ろ
に
人
が
い
る
か
ら
、
早
く
し
な
い
と
ダ
メ
だ
か
ら
。

 


 
学
校
に
行
き
た
く
な
い
な
と
思
う
と
き
は
あ
っ
た
？

 
ど
う
い
う
と
き
に
そ
う
思
っ
た
？

 


 
ど
ん
な
と
き
？

 
 

 
今
は
？

 


 
〇
〇
ち
ゃ
ん
は
？

 


 
学
校
毎
日
楽
し
い
？

 

A 
 
前
あ
り
ま
し
た
。

 
A 

 
お
母
さ
ん
の
友
達
が
来
る
日
に
、友

達
見
た
い
と
い
っ
た
と
き
。学

校
じ
ゃ
な
く
て
違
う
こ
と
し
た
か

っ
た
。

 
A 

 
な
い
。

 
B 

 
あ
ま
り
な
い
。

 
B 

 
は
い

 


 
ど
ん
な
こ
と
で
も
話
せ
る
友
達
は
い
る
？

 


 
ク
ラ
ス
の
友
達
と
日
本
語
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る
？

 
ど
ん
な
こ
と
？

 
 

 
色
ん
な
こ
と
話
し
で
き
る
？

 

A 
 
友
達
た
く
さ
ん
い
る
。

 
A 

 
新
し
い
ゲ
ー
ム
と
か
。
家
は
ど
こ
と
か
。

 
B 

 
話
す
る
。

 
A 

 
で
き
る
。

 


 
勉
強
の
こ
と
や
生
活
の
こ
と
も
含
め
て
、
色
々
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
先
生
は
い
る
？

 
  

 
よ
く
相
談
す
る
？

 


 
先
生
が
聞
い
て
く
れ
る
？

 

A 
 
一
回
話
し
た
こ
と
あ
る
。
あ
ま
り
話
さ
な
い
。

 
B 

 
わ
か
ん
な
い
。

 
 A 

 
喋
っ
て
る
。

 
B 

 
算
数
の
先
生
は
喋
っ
て
く
れ
る
。

 


 
学
校
で
、
本
当
は
こ
う
し
た
い
の
に
と
い
う
こ
と
で
、
我
慢
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
あ
る
か
？

 


 
ど
れ
く
ら
い
嫌
だ
っ
た
？

 


 
ど
う
し
て
嫌
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
？

 


 
〇
〇
ち
ゃ
ん
は
？

 


 
母
国
の
男
子
は
？

 
 

A 
 
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
掃
除
。
母
国
に
掃
除
な
い
。
終
わ
り
に
我
慢
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
今
は
大
丈
夫
。 

A 
 
１
か
月
く
ら
い
。

 
A 

 
理
科
室
の
掃
除
し
て
た
。
寒
か
っ
た
し
、
暗
か
っ
た
し
、
あ
ま
り
楽
し
く
な
か
っ
た
。

 
B 

 
走
り
回
っ
て
い
る
こ
と
。
男
子
が
。

 
走
っ
て
な
い
。
廊
下
は
走
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
転
ぶ
か
ら
。
日
本
語
の
男
子
は
走
っ
て
る
。

 資
料

18
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
 
そ
れ
以
外
に
は
？

 
A 

 
母
国
の
学
校
は
休
み
時
間
が
長
い
。
２
つ
あ
る
。
運
動
場
に
ブ
ラ
ン
コ
と
か
あ
る
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

と
か
。

Z
小
学
校
に
は
遊
ぶ
も
の
が
な
い
。
時
間
が
短
い
か
ら
い
や
だ
。

 


 
母
国
で
の
生
活
に
つ
い
て
も
話
し
た
り
す
る
友
達
は
い
る
？

 


 
み
ん
な
ど
ん
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
？

 
 


 
前
は
話
を
し
た
？

 

A 
 
話
す
る
。

 
A 

「
へ
ー
。」
母
国
の
子
ど
も
た
ち
は
休
み
時
間
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
か
使
っ
て
い
る
。
け
ど
そ
う
い
っ
た
こ

と
は
友
達
に
言
わ
な
い
。

 
A 

 
母
国
の
友
達
は
、日

本
の
現
状
を
聞
い
て
羨
ま
し
が
っ
て
い
た
。日

本
の
友
達
に
は
あ
ま
り
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
話
さ
な
い
。

 


 
将
来
こ
う
な
り
た
い
な
と
い
う
も
の
は
あ
る
？

 
そ
の
た
め
に
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
い

る
？
何
を
頑
張
っ
て
る
？

 
A 

 
建
築
家
。

 
算
数
と
図
工
を
習
う
。

 
B 

 
動
物
の
科
学
者
。

 
動
物
の
こ
と
勉
強
し
て
る
。

 


 
勉
強
す
る
の
は
好
き
か
？

 
B 

 
ま
あ
ま
あ

 
A 

 
は
い
。
算
数
と
図
工
。
図
工
も
勉
強
。

 


 
一
人
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
で
き
る
タ
イ
プ
？

 
A 

 
勉
強
で
き
る
。
や
っ
た
こ
と
あ
る
。
ま
あ
ま
あ
得
意
。

 
B 

 
す
ぐ
帰
っ
た
ら
や
る
。

 
先
生
が
宿
題
出
す
の
忘
れ
る
か
ら
、
宿
題
出
し
て
っ
て
い
う
。

 


 
テ
ス
ト
の
点
数
悪
い
の
は
？

 
 

 
得
意
な
の
は
？

 

A 
 
国
語
。

 
B 

 
国
語
７
８
点
。

 
A 

 
最
後
の
は
９
７
点
。

 
B 

 
算
数
１
０
０
点
と
れ
た
こ
と
あ
る
。

 


 
先
生
や
支
援
員
か
ら
は
成
績
に
つ
い
て
何
か
言
っ
て
く
れ
て
い
る
か
？

 
 

 
悪
い
点
数
の
と
き
は
？

 


 
日
本
語
の
先
生
は
？

 

A 
 
先
生
は
優
し
い
先
生
だ
か
ら
す
ご
い
ね
、
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
。

 
B 

 
何
も
言
わ
な
い
。

 
B 

 
言
わ
な
い
。

 
A 

 
す
ご
い
ね
っ
て
。

 
B 

 
点
数
見
せ
ま
せ
ん
。

 


 
先
生
か
ら
や
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
何
か
あ
る
？

 
B 

 
別
に
。

 
A 

 
６
歳
だ
っ
た
と
き
に
、
日
本
に
来
た
。
３
年
。
１
，
２
，
３
年
生
。

 


 
今
後
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
子
が
学
校
に
入
っ
て
き
た
ら
、
も
っ
と
こ
う
し
て
あ
げ
る
と
そ
の
子
は
助
か
る

な
、
と
思
う
こ
と
は
あ
る
？

 


 
日
本
語
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
し
て
い
る
。
大
変
な
の
は
？

 

B 
 
わ
か
ん
な
い
こ
と
を
教
え
る
と
か
。

 
A 

 
同
じ
。

 
A 

 
普
通
の
ク
ラ
ス
。
あ
ま
り
な
い
。

 


 
学
校
は
、
あ
な
た
の
文
化
的
背
景
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
り
、
他
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
理
解
を
促
そ
う
と

し
た
り
し
た
？

 
先
生
は
言
っ
て
く
れ
る
。
◯
年
生
の
先
生
と
◯
年
生
か
◯
年
生
の
先
生
は
、
面
白
い
っ
て
言
っ
て
る
。

 
ど
ん
な
ふ
う
に
ほ
か
の
人
に
言
う
？

 
 
母
国
の
学
校
で
こ
れ
や
っ
た
よ
っ
て
い
う
。

 


 
支
援
員
は
あ
な
た
に
ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
た
？

 
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
言
え
る
？

 
 

A 
 
言
う
よ
。
先
生
が
も
の
く
れ
る
と
か
お
い
て
く
れ
る
と
か
、
手
伝
っ
て
い
い
？
っ
て
い
う
。
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
 
日
本
語
の
先
生
は
ど
ん
な
支
援
を
？

 
   

 
日
本
語
の
ク
ラ
ス
は
楽
し
く
な
か
っ
た
？

 


 
ど
う
し
て
？

 

A 
 
理
科
、
社
会
、
算
数
、
物
も
っ
た
り
す
る
と
き
の
ヘ
ル
プ
。

 
B 

 
日
本
語
の
ク
ラ
ス
は
あ
ま
り
な
い
。

 
A 

 
日
本
語
の
ク
ラ
ス
は
も
っ
と
あ
っ
た
方
が
い
い
。

 
B 

 
も
う
い
ら
な
い
。

 
B 

 
楽
し
く
な
か
っ
た
。

 
B 

 
み
ん
な
と
勉
強
し
た
か
っ
た
か
ら
。

 
A 

 
日
本
語
の
ク
ラ
ス
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
い
っ
ぱ
い
新
し
い
言
葉
習
っ
た
か
ら
。
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
日
本
語
指
導
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

 
聞
き
取
り
調
査

 
質
問
項
目
（
教教
員員
）

 
Z
小
学
校

 
日
時

 
 
２
０
２
２
年
２
月
２
２
日
１
５
時
３
０
分
～
１
６
時
３
０
分

 
 

質
問

 
回
答

 


 
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
に
対

し
て
何
か
支
援
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

 


 
B
ち
ゃ
ん
は
日
常
会
話
は
問
題
な
い
？

 
      

 
日
本
語
が
で
き
な
い
不
安
と
、
友
達
が
で
き
る
か
と
い
う
不
安
と
二
重
？

 

は
い
。

 
 そ
う
で
す
ね
。
不
自
由
感
じ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

 
本
人
の
特
性
の
方
が
大
き
い
と
思
う
。
あ
ま
り
動
じ
な
い
。
物
お
じ
せ
ず
に
、
前
に
進
ん
で
や
っ
て
い
く
と

い
う
性
格
。
入
っ
て
き
た
当
初
か
ら
そ
う
い
う
感
じ
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
や
く
な
じ
ん
で
い
っ
た
。

 
A 

 
◯
年
生
に
編
入
し
て
き
て
、
◯
年
生
の
勉
強
が
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
安
心
し
て
こ
れ
た
か
と
い
う
と
、

最
初
の
頃
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
と
思
う
。
自
分
で
友
達
作
り
も
苦
手
だ
と
言
っ
て
い
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
大
変
だ
っ
た
。
先
生
方
（
支
援
員
）
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
、
心

の
ケ
ア
を
頂
い
て
、
安
心
し
て
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
は
い
。
文
化
の
違
い
、
自
由
さ
の
違
い
に
慣
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

 


 
本
人
か
ら
先
生
に
何
か
支
援
を
求
め
て
き
た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね
て
き
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
？

 
    

 
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
聞
く
と
い
う
姿
勢
は
あ
る
？

 

B 
 
場
面
場
面
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
、
ど
う
い
う
場
面
で
も
、
知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
直
接
聞
く
。
手

を
挙
げ
て
、
場
を
読
ん
で
、
じ
ゃ
な
く
て
、
頭
に
よ
ぎ
っ
た
こ
と
は
、
す
ぐ
解
決
し
た
い
と
思
っ
て
。
逆
に

私
の
こ
と
み
て
と
い
う
感
情
は
あ
る
の
は
他
の
子
も
あ
る
が
、
少
し

B
さ
ん
は
浮
い
て
見
え
る
。
あ
ま
り
ウ

ェ
ル
カ
ム
と
は
し
な
い
。「
後
に
し
て
」
と
突
っ
ぱ
ね
る
こ
と
も
あ
る
。

 
A 

 
わ
か
ら
な
け
れ
ば
す
ぐ
歩
い
て
く
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
が
、
◯
年
生
だ
と
周
り
が
気
に
な
る
の
で
、

何
か
あ
っ
た
ら
手
を
挙
げ
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
私
が
近
く
に
聞
い
て
、
解
決
す
る
。

 
あ
ま
り
に
も
難
し
す
ぎ
る
と
、
も
う
こ
ん
な
感
じ
に
な
っ
て
、
下
で
読
書
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

 


 
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
、
本
人
が
う
ま
く
ク
ラ
ス
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
に
意
識
的
に
支
援
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 
   

 
子
ど
も
が
自
然
に
助
け
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
環
境
？

 

B 
 
最
初
は
試
行
錯
誤
あ
っ
た
が
、実

際
は
、こ

っ
ち
が
手
を
か
け
る
よ
り
も
、子

ど
も
た
ち
の
中
で
す
ご

す
方
が
、
な
じ
み
や
す
か
っ
た
。
配
慮
し
な
い
で
、
遠
く
で
見
守
る
方
が
い
い
よ
う
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

A 
 
基
本
的
に
黙
っ
て
み
て
る
と
、周

り
の
子
ど
も
た
ち
が
日
本
語
で
説
明
し
た
り
し
て
く
れ
た
の
で
、子

ど
も
同
士
で
解
決
し
て
く
れ
る
と
感
じ
た
。

 
だ
ん
だ
ん
本
人
を
理
解
し
始
め
て
そ
う
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
A 

 
最
近
、
３
学
期
に
な
っ
て
学
校
に
い
る
時
間
も
長
く
な
っ
て
、
色
ん
な
話
を
す
る
機
会
が
増
え
た
の

で
、
最
近
は
明
る
く
元
気
に
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
取
り
出
し
で
日
本
語
で
支
援
し
て
く
れ
る

の
が
、
勉
強
で
取
り
残
さ
れ
な
い
安
心
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

 
 A 

 
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
か
ら
、ア

メ
リ
カ
の
文
化
は
違
う
。色

ん
な
考
え
方
も
違
う
か
ら
、そ

う
い
う
ぶ
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ん
か
で
き
た
ひ
と
だ
か
ら
、
色
々
み
ん
な
あ
れ
っ
て
思
わ
れ
る
こ
と
は
あ
る
と
い
う
こ
と
は
折
々
に
言
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
変
な
こ
と
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
本
人
に
と
っ
て
は
簡
単
す
ぎ
る
外
国
語
活
動
も
、
大

変
流
ち
ょ
う
な
発
音
で
話
し
て
く
れ
る
。
母
国
の
小
学
校
の
じ
ゃ
ん
け
ん
も
や
っ
て
く
れ
る
。
教
え
て
あ
げ

れ
る
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
キ
ャ
ッ
チ
し
て
広
め
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
。
喜
ん
で
や
っ
て
い
た
。

 
 B 

 
異
文
化
は
感
じ
な
か
っ
た
。
お
父
さ
ん
が
日
本
人
な
の
で
、
日
本
の
文
化
が
家
庭
の
中
で
も
あ
る
の

で
、
異
文
化
と
い
う
こ
と
で
何
か
特
に
思
い
出
す
こ
と
は
な
い
。
た
ぶ
ん
、
容
姿
が
日
本
人
の
顔
だ
っ
た
ら
、

本
当
に
わ
か
ら
な
い
と
思
う
。
経
緯
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
れ
ば
、

B
さ
ん
の
こ
れ

ま
で
の
生
い
立
ち
に
気
づ
か
な
い
く
ら
い
、
な
じ
み
切
っ
て
い
る
。

 
外
国
語
活
動
あ
る
の
で
、
そ
の
中
で
、
発
音
と
か
を
あ
え
て

B
さ
ん
に
言
っ
て
も
ら
っ
た
り
。

B
さ
ん
、
こ

う
い
う
言
い
方
も
あ
る
よ
と
い
う
こ
と
を
教
え
に
来
て
く
れ
る
。
そ
れ
を
紹
介
し
た
り
す
る
。

 
 

 
な
の

で
、

B
さ
ん
も
教
え
て
く
れ
る
の
を
、
な
る
ほ
ど
な
と
い
う
こ
と
を
聞
く
よ
り
は
、
自
己
中
心
性
が
強
い
の

で
、
周
り
に
影
響
を
与
え
る
よ
り
も
、
み
ん
な
の
前
で
そ
れ
を
言
う
、

B
さ
ん
自
身
も
達
成
感
に
つ
な
が
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
周
り
の
子
た
ち
に
、
異
文
化
交
流
の
機
会
と
し
て
何
か
や
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
そ

れ
く
ら
い
な
じ
ん
で
い
る
。

 


 
本
人
や
保
護
者
の
文
化
的
背
景
の
違
い
に
よ
っ
て
、
学
校
と
し
て
、
先
生
と
し
て
苦
労
し
た
こ
と
は
何
か

あ
り
ま
す
か
？

 
         

 
認
め
る
と
い
う
方
針
に
し
た
の
は
な
ぜ
？

 


 
最
初
は
、
脱
ぐ
よ
う
に
指
導
し
た
？

 
 


 
他
の
先
生
か
ら
反
対
は
な
か
っ
た
？

 

B 
 
苦
労
と
言
わ
れ
る
と
な
い
。ど

の
レ
ベ
ル
の
苦
労
か
に
よ
る
が
、例

え
ば
算
数
の
勉
強
が
で
き
な
い
子

は
、

B
さ
ん
以
外
に
も
い
る
の
で
、
そ
の
子
た
ち
に
は
特
別
の
手
立
て
が
い
る
と
い
う
こ
と
。
国
語
が
わ
か

ら
な
い
と
い
う
の
も
ゆ
っ
く
り
や
っ
た
り
、
そ
の
辺
ま
で
で
い
い
よ
と
い
う
こ
と
を
い
う
だ
け
な
の
で
、
周

り
の
子
た
ち
と
比
べ
て
配
慮
に
苦
労
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

 
A 

 
指
導
に
関
し
て
。

A
さ
ん
は
、
帽
子
を
脱
が
な
い
。
ず
っ
と
か
ぶ
っ
た
ま
ま
。
そ
れ
に
関
し
て
、
日
本

人
は
部
屋
の
中
で
帽
子
を
脱
ぐ
と
指
導
。
異
文
化
と
い
う
よ
り
も
本
人
を
う
け
い
れ
る
い
ろ
ん
な
ひ
と
が
い

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
学
校
全
体
で
変
な
子
だ
と
思
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、学

校
で
情
報
共
有
し
て
、

そ
う
い
う
色
ん
な
子
が
い
る
ん
だ
よ
と
い
う
の
を
学
級
で
話
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
帽
子
を
か
ぶ
る
こ
と

を
共
有
し
た
。
も
は
や
今
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
よ
ね
と
い
う
こ
と
を
言
わ
な
く
な

っ
た
。
本
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
、
外
国
か
ら
来
た
子
と
い
う
こ
と
な
の

か
、
本
人
の
特
性
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
。
本
人
が
安
心
し
て
学
校
に
来
れ
る
よ
う
に
し
た
。

 
本
人
が
、
脱
が
な
い
の
で
。

 
お
家
の
方
と
も
相
談
し
て
、
そ
れ
は
ま
あ
い
っ
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

 
な
か
っ
た
。
平
た
く
言
え
ば
脱
い
だ
方
が
い
い
ん
だ
け
ど
、

Z
小
学
校
で
は
い
い
け
ど
、
日
本
で
は
脱
ぐ
ん

だ
よ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

 


 
本
人
へ
の
教
育
指
導
や
保
護
者
と
の
や
り
取
り
で
学
校
と
し
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
こ
に

支
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
か
？

 
B 

 
基
本
的
に
、活

発
で
自
分
で
進
ん
で
や
る
性
格
な
の
で
、学

級
の
中
で
、私

の
方
で
理
解
し
て
併
せ
て

指
導
し
て
い
れ
ば
、
学
校
全
体
の
体
制
に
は
特
に
な
い
。

B
さ
ん
が
学
校
に
来
た
く
な
い
と
か
い
う
こ
と
が
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          
 
Ｓ
Ｖ
が
窓
口
に
な
っ
た
？

 

あ
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
。
む
し
ろ
、
み
ん
な
と
勉
強
が
遅
れ
る
場
面
も
あ
る
が
、
必
死
に
食
ら
い
つ

こ
う
と
し
て
い
た
。
周
り
の
子
の
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
で
も
。
向
上
心
が
強
い
子
な
の
で
。
そ
れ
を
励
ま
し

て
あ
げ
る
。
特
別
な
体
制
と
い
っ
た
も
の
は
必
要
と
は
し
な
か
っ
た
。
全
校
に
呼
び
か
け
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
学
級
で
も
な
か
っ
た
。

 
 A 

 
外
国
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
本
人
の
特
性
が
あ
っ
た
の
で
。
一
対
一
で
指
導
す
る
の

が
効
果
的
と
様
子
を
見
て
感
じ
て
い
た
が
、
外
国
か
ら
編
入
し
て
い
た
時
に
、
ど
う
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

ど
ん
な
勉
強
し
て
き
た
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
何
が
で
き
て
、
何
が
で
き
な
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

先
生
（

SV
）
に
何
度
も
相
談
し
て
助
け
て
も
ら
っ
た
。
体
制
と
言
え
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
外
国
か
ら
来
た

お
子
さ
ん
の
ど
の
あ
た
り
が
で
き
て
、
で
き
な
い
の
か
、
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
困
っ
た
。

 
そ
う
で
す
ね
。
メ
モ
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

 


 
支
援
員
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
日
本
語
支
援
は
あ
ま
り
必
要
な
か
っ
た
？

 
           

 
漢
字
の
読
み
取
り
と
か
は
同
学
年
の
子
と
同
じ
く
ら
い
？

 

B 
 
日
本
語
支
援
員
が
ど
ん
な
支
援
の
捉
え
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

私
た
ち
が
話
し
た
こ
と
を
英
語
に
訳
し
て
く
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
な
の
で
、
そ
ば
に
い
て
、

英
語
で
同
時
通
訳
で
分
か
ら
な
い
こ
と
を
単
語
で
置
き
換
え
て
二
人
に
教
え
て
く
れ
る
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

実
際
は
そ
う
い
う
形
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
語
支
援
員
と
い
う
定
義
が
、
ど
う
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
い

う
は
て
な
マ
ー
ク
が
今
で
も
あ
る
。
必
ず
し
も
、支

援
員
と
い
う
言
葉
が
支
援
員
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
な
の
か
。

今
の
現
状
を
見
る
と
、
一
般
的
な
支
援
員
と
変
わ
ら
な
い
？
か
な
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
大
学
側
で
来

る
先
生
方
に
、
子
ど
も
た
ち
の
特
性
を
伝
え
た
う
え
で
や
っ
て
く
れ
て
い
る
と
は
思
う
が
、
日
本
語
支
援
員

の
定
義
が
、
そ
の
辺
が
現
場
の
教
員
か
ら
す
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
が
日
本
語
支
援
員
な
の
か
な

と
い
う
の
が
？
だ
っ
た
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
よ
り
か
は
、
一
緒
に
過
ご
し
な
が
ら
、
こ
う
い

う
こ
と
す
る
人
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
き
た
。

B
さ
ん
は
支
援
を
求
め
ず
、
来
な
い
で
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
支
援
の
先
生
が
ど
う
か
か
わ
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
と
悩
ん
で
い
た
。
支
援
員
の
あ
り
方
と
い

う
の
が
、
現
場
と
大
学
側
と
で
認
識
に
ず
れ
が
あ
る
の
か
な
と
正
直
思
っ
て
い
た
。
ダ
メ
と
か
い
う
こ
と
で

は
な
く
。
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る
場
面
も
あ
っ
た
。

 
う
っ
す
ら
鉛
筆
で
書
い
た
や
つ
を
な
ぞ
っ
て
み
た
り
、
書
き
写
す
と
い
っ
た
形
で
や
っ
て
も
い
い
よ
と
い
う

こ
と
で
レ
ベ
ル
を
下
げ
て
、

B
さ
ん
は
そ
れ
が
抵
抗
に
な
っ
て
嫌
だ
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
っ
ち
が
良
か
れ

と
思
っ
て
レ
ベ
ル
を
下
げ
て
底
上
げ
し
よ
う
と
す
る
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
辺
の
こ
と
は
、
お
父
さ
ん
と
も
相
談
し
て
、
こ
う
い
う
感
じ
で
定
着
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。
特
別
、

別
に
課
題
を
与
え
て
や
る
こ
と
に
は

B
さ
ん
の
性
格
上
、
や
り
た
が
ら
な
い
の
を
保
護
者
に
お
伝
え
し
た
と

こ
ろ
、
保
護
者
は
お
お
ら
か
な
人
。
で
き
な
い
こ
と
も
、
そ
れ
も
一
つ
学
校
の
、
今
の
時
点
で
は
元
気
に
学

校
に
行
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
話
を
し
て
く
れ
た
。
こ
っ
ち
で
は
ぎ
り
ぎ
り
こ
っ
ち
か
ら
教
え
る
立
場

で
与
え
る
よ
り
は
、
ま
ず
な
じ
み
な
が
ら
み
ん
な
と
一
緒
に
や
る
と
い
う
こ
と
で
言
っ
た
ら
、
保
護
者
は
そ
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れ
で
い
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
話
を
し
て
、
半
年
に
な
る
が
、
何
と
な
く
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
心
も
と
な
い
と
こ
ろ
は
ま
だ
あ
る
が
、
１
年
で
こ
れ
だ
け
出
来
た
ら
大
し
た
も
の
。

 
A 

 
同
学
年
の
同
じ
教
科
書
を
使
っ
て
い
な
く
て
、少

し
難
し
い
。本

人
に
支
援
の
先
生
が
来
て
な
い
と
き

に
、
テ
ス
ト
を
す
る
と
き
に
、
問
題
自
体
が
理
解
で
き
な
い
。
問
い
の
意
味
自
体
が
分
か
ら
な
い
。
学
習
用

語
が
理
解
で
き
な
い
ス
ト
レ
ス
は
最
初
か
な
り
あ
っ
た
と
思
う
。
テ
ス
ト
は
付
き
っ
切
り
で
、
翻
訳
機
を
使

っ
た
り
し
な
が
ら
、
指
導
し
て
い
た
。
問
題
を
理
解
さ
せ
て
取
り
組
ま
せ
て
い
た
。
聞
き
た
い
こ
と
、
英
語

で
ポ
ン
っ
と
言
っ
て
く
れ
る
体
制
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
辺
の
意
識
の
ず
れ
が
あ
っ
た
。
デ
メ
リ
ッ
ト
で

は
な
い
が
。
ス
タ
ー
ト
し
た
時
は
、
何
か
色
ん
な
ず
れ
が
あ
っ
て
戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
。

 


 
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校

と
し
て
あ
り
ま
し
た
か
？

 
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。

 


 
ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
が
学
校
と
し
て
あ
り

ま
し
た
か
？

 
 

 
長
く
な
か
っ
た
？

 

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。

 
A 

 
定
期
的
に
確
認
で
き
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。支

援
の
先
生
方
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
、普

段
聞
け
な
い
の
で
良
い
機
会
。

 
長
く
な
か
っ
た
。

 


 
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、
も
っ
と
こ
う
し
た
方
が
学
校
と
し
て
や
り
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

 
さ
っ
き
言
っ
て
い
た
が
、
支
援
員
、
Ｓ
Ｖ
と
か
、
具
体
的
に
何
を
や
る
の
か
、
我
々
が
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
と
か
、
子
ど
も
た
ち
の
特
性
と
か
、
総
合
的
に
見
て
、
こ
う
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
が
、
当

初
に
あ
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
。
始
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、
姿
を
見
て
い
た
の
で
。
時
間
過
ぎ
て
か
ら
ケ
ー
ス

会
議
を
や
る
の
も
大
事
だ
が
、日

本
語
支
援
員
は
何
を
や
っ
て
、こ

の
辺
り
ま
で
は
範
疇
に
な
い
と
い
っ
た
、

私
た
ち
は
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
の
が
あ
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な

い
。

 


 
支
援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
中
身
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま

た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
A 

 
特
性
が
あ
る
の
で
、カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、母

国
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
何
が
で
き
て
い
る
の
か
把
握
で
き
て

い
れ
ば
、
色
々
建
設
的
に
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
な
と
い
う
こ
と
が
思
う
。
試
し
つ
つ
や
っ
て

い
る
の
で
、
テ
ス
ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
◯
、
◯
年
生
の
理
科
が
落
ち
て
い
る
の
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
だ

け
取
り
出
し
。
最
近
は
時
間
が
長
い
と
き
は
、
国
語
や
算
数
と
か
も
で
き
る
と
こ
ろ
を
や
っ
て
い
る
。

 


 
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
専
門
的
助
言
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

 
A 

 
 
い
ら
し
た
と
き
に
は
話
を
し
て
い
た
。
と
っ
て
も
先
生
（

SV
）
に
、
母
国
の
学
校
の
こ
と
に
つ
い

て
言
っ
て
も
ら
っ
て
、
納
得
し
た
。
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
き
が
限
定
的
な
の
で
、
も
っ
と
お
話
し
で
き
れ
ば
と

思
っ
た
。

 


 
個
別
の
教
育
支
援
計
画
・
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う

か
？

 
ま
た
も
う
少
し
こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
先
の
展
望
も
母
国
に
帰
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
う
い
う
の
も
わ
か
れ
ば
。

 
 


 
日
報
の
作
成
と
共
有
に
つ
い
て
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
で
し
ょ
う
か
？

 
ま
た
も
う
少
し

こ
う
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
私
た
ち
も
余
裕
が
な
く
て
。
学
校
の
も
の
は
見
て
い
る
が
。

 
し
な
い
よ
り
は
し
た
方
が
い
い
と
思
う
。
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
 
連
絡
の
や
り
取
り
は
問
題
な
か
っ
た
？

 


 
ケ
ー
ス
会
議
に
も
保
護
者
に
参
加
す
る
形
は
？

 
問
題
な
か
っ
た
。

 
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。
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Ⅰ ５関係者による成果と課題の記述

Ⅰ ５ １ 教育委員会としての成果と課題

（１） 青森県教育委員会

青森県教育庁学校教育課
指導主事 淋代 秀樹

管轄する３校に日本語支援員と多文化共生スーパーバイザーが派遣されている。オンライ
ンを活用した日本語指導が行われるなど、生徒の実態に応じた日本語支 援が行われ、在籍校
において安心して学校生活を送ることができる一助となっている。在籍校の教員との連携も
図られ、教職員支援機構が実施する「日本語指導者養成研修」を受講した教員もおり、その
研修成果の波及が期待される。
一方、外国人生徒への対応及び指導が一部の教員によってのみ行われている学校もあるな

ど、学校全体で取り組む体制づくりが今後必要である。
県教育委員会では、日本語指導が必要な外国人児童生徒に対して指導を行っている教員等

を対象として、「日本語指導が必要な児童生徒担当教員等連絡協議会」を開催し、日本語指
導の在り方等についての講義及び協議を行うことで指導力の向上を図るとともに、県内にお
いて日本語指導に当たる教員等の連携強化を図った。
文部科学省が実施する「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査」から、

本県で生活する日本語指導が必要な外国人児童生徒数は増加傾向にあり、このような児童生
徒が将来にわたって本県に居住し、共生社会の一員として、またグローバル人材として、今
後の青森県を形成する存在であることを前提に、適切な指導・支援の下で将来への現実的な
展望がもてるよう、令和４年度から「ＡＯＭＯＲＩ多文化共生推進事業」を実施する予定で
ある。
今後も、県立学校に日本語指導が必要な外国人生徒の入学が考えられることから、外国人

生徒の受入れから卒業後の進路まで一貫した指導・支援体制の構築を図るとともに、当該校
に在籍する日本語指導が必要な外国人生徒が安心して学ぶことができるよう、県内関係機関
と連携して日本語支援プログラムを実施し、きめ細かな切れ目のない指導体制の充実を図る
ことが大切である。
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Ⅰ ５関係者による成果と課題の記述

Ⅰ ５ １ 教育委員会としての成果と課題

（１） 青森県教育委員会

青森県教育庁学校教育課
指導主事 淋代 秀樹

管轄する３校に日本語支援員と多文化共生スーパーバイザーが派遣されている。オンライ
ンを活用した日本語指導が行われるなど、生徒の実態に応じた日本語支 援が行われ、在籍校
において安心して学校生活を送ることができる一助となっている。在籍校の教員との連携も
図られ、教職員支援機構が実施する「日本語指導者養成研修」を受講した教員もおり、その
研修成果の波及が期待される。
一方、外国人生徒への対応及び指導が一部の教員によってのみ行われている学校もあるな

ど、学校全体で取り組む体制づくりが今後必要である。
県教育委員会では、日本語指導が必要な外国人児童生徒に対して指導を行っている教員等

を対象として、「日本語指導が必要な児童生徒担当教員等連絡協議会」を開催し、日本語指
導の在り方等についての講義及び協議を行うことで指導力の向上を図るとともに、県内にお
いて日本語指導に当たる教員等の連携強化を図った。
文部科学省が実施する「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査」から、

本県で生活する日本語指導が必要な外国人児童生徒数は増加傾向にあり、このような児童生
徒が将来にわたって本県に居住し、共生社会の一員として、またグローバル人材として、今
後の青森県を形成する存在であることを前提に、適切な指導・支援の下で将来への現実的な
展望がもてるよう、令和４年度から「ＡＯＭＯＲＩ多文化共生推進事業」を実施する予定で
ある。
今後も、県立学校に日本語指導が必要な外国人生徒の入学が考えられることから、外国人

生徒の受入れから卒業後の進路まで一貫した指導・支援体制の構築を図るとともに、当該校
に在籍する日本語指導が必要な外国人生徒が安心して学ぶことができるよう、県内関係機関
と連携して日本語支援プログラムを実施し、きめ細かな切れ目のない指導体制の充実を図る
ことが大切である。

（２） 青森市教育委員会

青森市教育委員会事務局指導課
主任指導主事 工藤 哲也

令和３年度において、青森市には、管轄する小・中合わせて５校に日本語支援員と多文化
スーパーバイザーが派遣されており、日本語指導を必要とする児童生徒に支援していただい
ている。その他、教育委員会では、日本語指導が必要な児童生徒が在籍している学校に、コ
ミュニケーション支援として、翻訳アプリ等 を学校へ貸与したり、言語を得意とする教
員を配置するなど様々工夫を凝らしてきた。その結果、日本語支援員と多文化スーパーバイ
ザーが派遣されている小・中学校からの聞き取りから明らかになった成果については、

○ 読み書きが苦手だった子どもが、支援員による子どもの実態に応じた丁寧な支援のおか
げで、「勉強が楽しい」「授業が分かる」といった声があり、教員からも学習に向かう
姿勢が意欲的になったという報告が上がっていること

○ルビなしの教科書を読むことや計算能力の高まりが見られていること
○月１回程度のケースカンファレンスを実施することで、児童生徒の実態や指導の方向性

について、保護者を交えて話合うことができることから、児童生徒及びその保護者に安
心感を与えていること

などがあげられる。

課題としては、
○市単独で、日本語指導が必要な児童生徒への支援を考えた時に、英語のみならず、様々
な母国語を話す児童生徒が増加していることから、必要な指導・支援を行うことのでき
る日本語指導担当教師等の人材を確保すること及び適切に配置すること

○多くの生徒が、日本の高校への進学を希望していることから、受験に向けた学習面等の
支援をすること

○上記２つを可能とする予算を確保すること
などがあげられる。

今後は、「多文化共生に向けた日本語指導の充実に関する調査研究」の弘前大学教育学部
多文化リソースルームの取組が充実していたことから、市単独で同様の支援ができるよう
指導体制を整えることが喫緊の課題である。
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（３） 弘前市教育委員会

弘前市教育委員会 教育センター
指導主事 村元 治

弘前市教育委員会では、本事業と連携し、教職員及び日本語指導支援員を対象とした「外
国につながる子どもの教育に関する研修会」を実施している。今年度は、研修会を２回実施
し、延べ１４人が参加した。青森大学総合経営学部准教授の石塚先生からは「外国につなが
る子どもが抱える不安」について、弘前大学教職大学院の吉田准教授からは「多文化共生の
教室をつくる」について、御講義いただいた。

本市では、独自に日本語指導支援事業を実施し、これまで日本語指導の在り方を中心に研
修を重ねてきた。本事業と連携することで、日本語指導に加え、外国につながる子どもの受
入について、更には、多文化共生の集団づくりへと視野を広げた研修を行うことができた。

また、今年度開催した「高校進学ガイダンス２０２１」には、中学校の生徒及び保護者に
加え、小学校の保護者も参加した。本市では、これまでも日本語指導を受けた生徒が高校へ
進学したことはあったが、在留期間によって受験の対応が厳しいケースも見られた。

今回のガイダンスにより、児童生徒及び保護者にとって、教育制度について理解するとと
もに、高校進学に向けた見通しをもつ機会となったことは、大きな成果である。

最後に、弘前大学多文化リソースルームの活用についてである。昨年の１０月、中国から
市立小学校に転入生があった。学校は受入に際し、校内における日本語指導担当教諭を設置
して対応するとともに、地域の学びの場として、弘前大学多文化リソースルームの活用を提
案した。その結果、対象児童は、放課後を日本語及び多文化理解の学びの時間として有意義
に過ごすことができている。また、本市派遣の日本語指導支援員は、弘前大学多文化リソー
スルームから、初期日本語指導のための教材を借りながら支援に当たっている。
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（３） 弘前市教育委員会

弘前市教育委員会 教育センター
指導主事 村元 治

弘前市教育委員会では、本事業と連携し、教職員及び日本語指導支援員を対象とした「外
国につながる子どもの教育に関する研修会」を実施している。今年度は、研修会を２回実施
し、延べ１４人が参加した。青森大学総合経営学部准教授の石塚先生からは「外国につなが
る子どもが抱える不安」について、弘前大学教職大学院の吉田准教授からは「多文化共生の
教室をつくる」について、御講義いただいた。

本市では、独自に日本語指導支援事業を実施し、これまで日本語指導の在り方を中心に研
修を重ねてきた。本事業と連携することで、日本語指導に加え、外国につながる子どもの受
入について、更には、多文化共生の集団づくりへと視野を広げた研修を行うことができた。

また、今年度開催した「高校進学ガイダンス２０２１」には、中学校の生徒及び保護者に
加え、小学校の保護者も参加した。本市では、これまでも日本語指導を受けた生徒が高校へ
進学したことはあったが、在留期間によって受験の対応が厳しいケースも見られた。

今回のガイダンスにより、児童生徒及び保護者にとって、教育制度について理解するとと
もに、高校進学に向けた見通しをもつ機会となったことは、大きな成果である。

最後に、弘前大学多文化リソースルームの活用についてである。昨年の１０月、中国から
市立小学校に転入生があった。学校は受入に際し、校内における日本語指導担当教諭を設置
して対応するとともに、地域の学びの場として、弘前大学多文化リソースルームの活用を提
案した。その結果、対象児童は、放課後を日本語及び多文化理解の学びの時間として有意義
に過ごすことができている。また、本市派遣の日本語指導支援員は、弘前大学多文化リソー
スルームから、初期日本語指導のための教材を借りながら支援に当たっている。

（４） 平川市教育委員会

平川市教育委員会指導課
指導主事 坂本 寛実

本市では、管轄する１校に日本語指導支援員（兼多文化スーパーバイザー）と学校生活支
援員が派遣されている。
本市には今まで日本語指導が必要な児童生徒の在籍がなかったため、日本語指導のノウハ

ウが全くない状態であった。そんな中、新年度より２名の児童がアメリカから急に転入する
ことになったため、４月にリソースルームに相談し、すぐにＤＬＡの実施とそれに基づいた
指導計画の立案・見積もりをしていただき、５月には支援を始めることができた。各支援員
が２名の児童の実態に合わせた適切な支援をしてくださり、児童らの日本語のスキル向上に
加えて、登校意欲向上につながった部分も大きく、大変感謝している。
また、学校（管理職・学級担任）、保護者、各支援員（３名）、教育委員会を交えたケー

ス会議を定期的に開いて支援の方向性を検討したり、必要に応じて、リソースルームと教育
委員会でＺｏｏｍ会議を開いたり、支援員から提出された報告書を基に教育委員会から学校
に指導したりと連携を密にして日本語指導を進めることができ、本市の日本語指導について
形作ることができた。
一方、課題としては、

（１） 日本語に関わらず、児童が勉強へ気持ちが向かない日が多く、支援員が予定していた日
本語指導が行えなかった。

（２） 児童の遅刻や欠席があり、支援員が予定していた日本語指導が行えなかった。
（３） 学習言語が身に付くまでにはまだまだ時間を要するという支援員の見立てと、学級担任

の生活言語が１学期間でだいぶ身に付いたので、抜き出しの日本語指導は必要ないので
はと考えているという認識に差が見られた。

（４） 学校が時間割を動かせないとのことで、国語の時間に抜き出しの日本語指導を行うこと
がうまくできなかった。

（５） 大学院生による教室に入り込みの支援の場合、日本語指導が必要な児童への支援だけで
なく、他の児童も含めた学習支援を学級担任が求めてしまっていた。

の５点が挙げられるが、２学期途中から課題解決が図られていき、この２名の児童について
は、来年度以降は、リソースルームの支援員に頼らずとも学校が自立して指導できる体制が整
ったと思われる。
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（５）五所川原市教育委員会

五所川原市教育員会学校教育課
指導主事 黒滝 智司

管轄する 小学校に日本語支援員とスーパーバイザーが派遣されている五所川原市教育
委員会より、その成果と課題についてご報告いたします。
まず、成果についてですが、スーパーバイザーの助言のもと、初めに学校生活に適応する

ための支援、次に日本語支援という２段階で支援を計画し、実施できたことが、当該児童に
とって、効果的な支援になったのではないかと考えます。当該児童はとても恥ずかしがり屋
で、当初学校生活を送れるのか不安がありましたが、スーパーバイザーの助言により、母語
支援員を活用して学校生活に適応させる支援を実施したことで、当初危惧していたことが払
拭され、予想よりも短期間で学校生活に適応することができたようです。
２つ目の成果としては、専門知識を有した日本語支援員が派遣されることによって当該児

童に対し、効果的な日本語支援及び指導がされていることです。当該児童の現時点での日本
語の習得状況を把握し、何を、どのように、どのようなレベルで指導すればよいか、またど
のような側面から支援すればよいかなど、スーパーバイザー及び日本語支援員が専門的見地
から判断し、効果的な指導・支援がされています。
次に課題についてですが、まずは、外国人児童生徒が転入することによる支援員の人件費

等の予算確保です。今回は１名のみの転入で、さらに１月から３月までの短期間ということ
もあり、柔軟に対応していただきました。五所川原市教育委員会としては、いつ外国人児童
生徒が転入し、日本語支援員を必要とするかわからない状態で、予算を確保することはとて
も難しいことですが、今回と同じようなことを想定して、事前に財政課等の担当課とも話合
い、連携をとっておく必要があると思っています。
２つ目の課題としては、当初、日本語支援員の派遣はどこに、どのようにお願いすればい

いのかの情報が全くなく、多文化リソースルームにたどり着くまでに、数日を要したことで
す。今回は冬季休業中ということもあり、時間的に余裕がありましたが、長期休業中以外の
場合には、より早急に対応する必要があります。事前に当ルームの存在を知っていれば、日
本語支援員をよりスムーズに導入できたのではないかと思います。そのために、例えば年１
回、各市町教育委員会に多文化リソースルームの情報をメール等で送付するなど、情報を提
供していただけると、いざという時に即座に対応できるのではないかと思います。
今回、平川市教育委員会から情報提供や助言をいただくとともに、行政上の課題等を共有

することにより、日本語支援員をスムーズに導入することができました。横のつながりにつ
いても、非常に重要であると感じました。これからも他自治体とも連携しながら、多文化共
生に向けた日本語指導の充実に努めていきたいと考えています。
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（５）五所川原市教育委員会

五所川原市教育員会学校教育課
指導主事 黒滝 智司

管轄する三輪小学校に日本語支援員とスーパーバイザーが派遣されている五所川原市教育
委員会より、その成果と課題についてご報告いたします。
まず、成果についてですが、スーパーバイザーの助言のもと、初めに学校生活に適応する

ための支援、次に日本語支援という２段階で支援を計画し、実施できたことが、当該児童に
とって、効果的な支援になったのではないかと考えます。当該児童はとても恥ずかしがり屋
で、当初学校生活を送れるのか不安がありましたが、スーパーバイザーの助言により、母語
支援員を活用して学校生活に適応させる支援を実施したことで、当初危惧していたことが払
拭され、予想よりも短期間で学校生活に適応することができたようです。
２つ目の成果としては、専門知識を有した日本語支援員が派遣されることによって当該児

童に対し、効果的な日本語支援及び指導がされていることです。当該児童の現時点での日本
語の習得状況を把握し、何を、どのように、どのようなレベルで指導すればよいか、またど
のような側面から支援すればよいかなど、スーパーバイザー及び日本語支援員が専門的見地
から判断し、効果的な指導・支援がされています。
次に課題についてですが、まずは、外国人児童生徒が転入することによる支援員の人件費

等の予算確保です。今回は１名のみの転入で、さらに１月から３月までの短期間ということ
もあり、柔軟に対応していただきました。五所川原市教育委員会としては、いつ外国人児童
生徒が転入し、日本語支援員を必要とするかわからない状態で、予算を確保することはとて
も難しいことですが、今回と同じようなことを想定して、事前に財政課等の担当課とも話合
い、連携をとっておく必要があると思っています。
２つ目の課題としては、当初、日本語支援員の派遣はどこに、どのようにお願いすればい

いのかの情報が全くなく、多文化リソースルームにたどり着くまでに、数日を要したことで
す。今回は冬季休業中ということもあり、時間的に余裕がありましたが、長期休業中以外の
場合には、より早急に対応する必要があります。事前に当ルームの存在を知っていれば、日
本語支援員をよりスムーズに導入できたのではないかと思います。そのために、例えば年１
回、各市町教育委員会に多文化リソースルームの情報をメール等で送付するなど、情報を提
供していただけると、いざという時に即座に対応できるのではないかと思います。
今回、平川市教育委員会から情報提供や助言をいただくとともに、行政上の課題等を共有

することにより、日本語支援員をスムーズに導入することができました。横のつながりにつ
いても、非常に重要であると感じました。これからも他自治体とも連携しながら、多文化共
生に向けた日本語指導の充実に努めていきたいと考えています。

（６） おいらせ町教育委員会

おいらせ町教育委員会学務課指導室
室長 中村 光博

管轄する１校に多文化スーパーバイザーが派遣された。
今年度は、アフガニスタン国籍児童２名への日本語指導担当教員１名が加配され、国語、社

会、算数の個別指導を行ったが、当該児童の母語がパシュトゥー語であったため、日本語指導
担当教員の負担が大きかった。

本事業の支援によって、週２回、１回４時間のスーパーバイザー派遣が行われ、スーパーバ
イザーと連携することにより、より個に応じた寄り添った支援が行われた。

今年度の成果としては、日本語指導教員に加え、学級担任等にもスーパーバイズしていただ
くことで、児童理解の一助となるとともに、教員の指導力向上につながったことが１つ目であ
る。行事参加等に係る事前指導や、当該児童に指導したことを家庭に説明する場面の伝え方や
配慮等について苦慮していたが、文化の違い等配慮すべき事項の助言や通訳の手配など、家庭
との連携場面では大変心強い支援をいただくことができた。

次に、拠点校会議等では、各校や各教育委員会の取組に関する情報交換が大変有意義であっ
た。当町では、拠点校の他にも米国や台湾、パキスタンに国籍をもつ児童生徒が在籍してお
り、他市町村の取組は参考になった。

さらに、拠点校とは別の学校における台湾国籍児童のビザ延長手続きに関して、当該児童の
複雑な家庭環境に起因する困難な状況に際し、多文化リソースルームの取り計らいにより担当
部局からの有益な情報を得て、保護者に適切に助言することができた。

課題としては、日本語指導が必要な児童生徒の教育支援には、地域による大きな格差が存在
していると言われるが、このことは当町にも当てはまった。管下の学校には、前述のアフガニ
スタンと台湾の他にパキスタン国籍児童が在籍していたが、学校外に担当教員や支援員を確保
することが難しく、校内の教員で取り出し授業等で支援を行った。それでも児童生徒の理解は
進むものの、母語が英語以外の場合は担当教員の負担は大きいものがある。

また、本事業の支援をいただくことで教員の資質向上を図り、いずれは支援なしでも日本語
指導を充実できるようにしていきたいと考えるが、母語が多岐にわたるとともに、少数言語へ
の対応や教職員の異動、予算の確保等市町村の対応では限界がある。

このような現状の中、センター機能を発揮し、また、適切かつ迅速に支援の手を差し伸べて
くださった多文化リソースルームの存在は大変ありがたかった。

今後も日本語指導が必要な児童生徒にきめ細やかな支援をしていくために、本事業の継続は
必要と考える。今年度、本事業の当町への支援に感謝し、成果と課題の報告とさせていただ
く。
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Ⅰ ５ ２ 研究拠点校としての成果と課題

（１） 青森市立 小学校

青森市立 小学校
教頭

児童の主体的な学びを目指した支援

１ 日本語支援の現状
本校の日本語支援対象の児童は４年生男子１名である。この児童に対し、週３日２～３時間

の支援員による指導を行ってきた。
これまでの支援員の指導の下、日本語を使った口頭でのコミュニケーションがスムーズにで

きるようになってきた。反面、文字を読んだり、そこから自分なりの考えをもち表現したりす
ることを苦手としていた。口頭でのコミュニケーションに不自由を感じなくなったことから、
児童本人の、日本語習得の必要感が低下しているのではと考え、本人、保護者と面談を行った。
面談では、本人保護者とも日本の高等学校や大学に進学したいとの意思を確認した。さらに、

日本と中国をつなぐ職種に進みたいとの希望も知る とができた。そこで、そのためには口頭
だけではなく、文字を使ったコミュニケーションの力や、自分なりの考えをもち日本語で表現
する力が必要になってくることを確認し、今後の方針とした。
現在は、国語科を中心としながらも、そこで学んだ知識や技能を活用し、考え・表現する力

を育てるため、他教科の指導も取り入れている。

２ 児童の言語指導における課題

本児童の課題は、学ぶ事への目的意識の低下と捉えている。そのため、毎日の学習をやりっ
放しにするのではなく、学んだ成果を他者に伝達する場を意図的に設定している。本校では、
支援員だけに任せるのではなく、１日の支援が終わった後に、職員室にいる教務主任や教頭に
学習の成果を表現させる場を設けている。これにより、短期的ではあるが学習への主体的な意
欲を喚起している。
また、総合的な学習や外国語活動において、中国の文化を紹介する場を設けることで、自国

への愛国心やより分かりやすく相手に伝える意識を高めるようにしている。

今年度は、支援員と学校が 日常的に本児の情報交換を行い、協力して手立てを講じる体制
づくりを行った。今後、より多様な支援について取組を深めていきたい。
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Ⅰ ５ ２ 研究拠点校としての成果と課題

（１） 青森市立合浦小学校

青森市立合浦小学校
教頭 中村 徳郎

児童の主体的な学びを目指した支援

１ 日本語支援の現状
本校の日本語支援対象の児童は４年生男子１名である。この児童に対し、週３日２～３時間

の支援員による指導を行ってきた。
これまでの支援員の指導の下、日本語を使った口頭でのコミュニケーションがスムーズにで

きるようになってきた。反面、文字を読んだり、そこから自分なりの考えをもち表現したりす
ることを苦手としていた。口頭でのコミュニケーションに不自由を感じなくなったことから、
児童本人の、日本語習得の必要感が低下しているのではと考え、本人、保護者と面談を行った。
面談では、本人保護者とも日本の高等学校や大学に進学したいとの意思を確認した。さらに、

日本と中国をつなぐ職種に進みたいとの希望も知る とができた。そこで、そのためには口頭
だけではなく、文字を使ったコミュニケーションの力や、自分なりの考えをもち日本語で表現
する力が必要になってくることを確認し、今後の方針とした。
現在は、国語科を中心としながらも、そこで学んだ知識や技能を活用し、考え・表現する力

を育てるため、他教科の指導も取り入れている。

２ 児童の言語指導における課題

本児童の課題は、学ぶ事への目的意識の低下と捉えている。そのため、毎日の学習をやりっ
放しにするのではなく、学んだ成果を他者に伝達する場を意図的に設定している。本校では、
支援員だけに任せるのではなく、１日の支援が終わった後に、職員室にいる教務主任や教頭に
学習の成果を表現させる場を設けている。これにより、短期的ではあるが学習への主体的な意
欲を喚起している。
また、総合的な学習や外国語活動において、中国の文化を紹介する場を設けることで、自国

への愛国心やより分かりやすく相手に伝える意識を高めるようにしている。

今年度は、支援員と学校が 日常的に本児の情報交換を行い、協力して手立てを講じる体制
づくりを行った。今後、より多様な支援について取組を深めていきたい。

（２） 青森市立 小学校

青森市立 小学校
教頭

１．日本語支援員による支援の実際とその成果
本校では、日本語支援を必要としている児童は、３名在籍（１・３・５学年）している。この

３名に対して、週３～４日（授業時数５～６時間）日本語及び母語支援を行っている。これまで、
それぞれの児童の発達段階や言語能力の実態を把握し、個々の能力に応じた支援を継続してき
た。特に、具体的な支援内容の例としては、
・ 校内の月例テスト（漢字・計算）へ向けて、個々の能力に応じた自作テストを作成したり、

漢字の家庭学習課題を出したりした。
・ 日本語の発話について、個別指導を行った。
・ 長期休業中に日本語の復習を行い、休業明けの学習にスムーズに取り組めるようにした。
・ 家庭学習で、カタカナや繰り下がりのある引き算等の予習や復習をした。
等が挙げられる。その結果、次のような成果が得られた。
〇 日本語指導の取り出し回数が減少してきた。漢字学習に意欲的に取り組めるようになった。
〇 表情が明るくなり、「勉強が楽しい」と前向きな姿勢が見られるようになった。
〇 昨年よりも、自らの意思表示を積極的にできるようになった。
〇 計算能力が高まったり、ルビ無し教科書も少しずつ読めるようになったりしてきた。
〇 板書をノートに書き写す作業に一生懸命に取り組んでいる。
〇 「できる喜び」を体感することにより学習意欲が向上したり、生活場面や遊びを通して友達
との関わり合いが増えたり、よりよい人間関係づくりの構築に結びついた。
また、４月に入学したばかりの１学年児童は、入学前に言語指導が行われなかったにも関わら

ず、教科書を音読したり、日本語学習への抵抗感もなく、他の児童と同じように前向きに学習に
取り組んだりする姿が見られた。

２．児童への言語指導における残された課題について
本校における日本語支援が必要な児童への教育支援を継続している中で、日常的に感じてい

る課題としては、
・ 児童への日本語支援は、国語科の教科学習と同様のものとしては扱えない分野であり、教科

学習の中で、個々の児童に対応した日本語支援を行うことは教科担任にとって、負担は大き
い。支援員との 連携による体制整備が重要である。

・ きめ細かな日本語・母語指導には、個々の児童の変容や学習成果について、学担と支援員が
情報共有するなど、連携することが重要である。しかし、日常の指導においては、その時間
設定が難しい。

が挙げられる。今後は、日本語支援員と学担との連携の在り方について、具体的な方策をもとに、
さらに指導の充実に努めていきたい。
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（３） 青森市立 中学校

青森市立 中学校
教諭

１ 支援の概要
２年生の生徒のために、多文化スーパーバイザー、母語支援員、日本語支援員の派遣を受け

て、本校職員と連携しながら日本語支援や母語支援を行ってきた。また、定期的に本校において、
学年職員と多文化スーパーバイザー、母語支援員、日本語支援員とともにケース会議を行ってき
た。

２ 支援の成果
・日本語支援について
１週間に２日、１日当たり２時間の支援を受けてきた。日本語支援のおかげで漢字を書くこと

に少しずつ慣れてきており、黒板の板書をノートに書き写す事ができるようになってきている。
また、日本語支援の中でも教科の内容についても少しずつ支援してくださっており、生徒も会話
で自分の伝えたいことが伝えられるようになってきているので、授業が終わった後に、よく理解
できなかったことを教師に質問するようになってきている。
・母語支援について
夏休みまでは１週間に２日、１日当たり２時間、夏休み終了後からは１週間に１日、２時間の

支援を受けてきた。社会や理科など、日本語でなかなか理解が難しい教科特有の用語や学習内容
について、母語で説明してくださるので、本人の学習内容の理解に役立っている。特に、教科担
当の教師と今後の授業の進度等について連携を密にしながら、生徒がつまずき やすいところ、
少しずつ理解が進んでいるところなどを情報交換しながら支援を行ってくださるので、本校職
員としてもとても助かっている。
・ケース会議について
半期に１度程度、本校で行っている。支援員からは日本語支援、母語支援の状況について説明

があり、主に学級担任から学校内での生活の状況について説明するなど、本校職員と支援員との
情報共有の場として役に立っている。また、１１月に行われたケース会議では、ご両親にも参加
していただき、家庭での過ごし方や中学校卒業後の進路についての考えも直接お話を聞くこと
ができて、とても有意義な会議になった。

３ 支援の課題
・日本語・母語支援について
夏休みまでは、１週間に４日、１日あたり２時間ずつ学校の時間割内に支援の時間を設定して

きた。しかし、毎週同じ時間に支援の時間を設定しているので、同じ教科の授業から抜けること
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（３） 青森市立佃中学校

青森市立佃中学校
教諭 宮崎 勝典

１ 支援の概要
２年生の生徒のために、多文化スーパーバイザー、母語支援員、日本語支援員の派遣を受け

て、本校職員と連携しながら日本語支援や母語支援を行ってきた。また、定期的に本校において、
学年職員と多文化スーパーバイザー、母語支援員、日本語支援員とともにケース会議を行ってき
た。

２ 支援の成果
・日本語支援について
１週間に２日、１日当たり２時間の支援を受けてきた。日本語支援のおかげで漢字を書くこと

に少しずつ慣れてきており、黒板の板書をノートに書き写す事ができるようになってきている。
また、日本語支援の中でも教科の内容についても少しずつ支援してくださっており、生徒も会話
で自分の伝えたいことが伝えられるようになってきているので、授業が終わった後に、よく理解
できなかったことを教師に質問するようになってきている。
・母語支援について
夏休みまでは１週間に２日、１日当たり２時間、夏休み終了後からは１週間に１日、２時間の

支援を受けてきた。社会や理科など、日本語でなかなか理解が難しい教科特有の用語や学習内容
について、母語で説明してくださるので、本人の学習内容の理解に役立っている。特に、教科担
当の教師と今後の授業の進度等について連携を密にしながら、生徒がつまずき やすいところ、
少しずつ理解が進んでいるところなどを情報交換しながら支援を行ってくださるので、本校職
員としてもとても助かっている。
・ケース会議について
半期に１度程度、本校で行っている。支援員からは日本語支援、母語支援の状況について説明

があり、主に学級担任から学校内での生活の状況について説明するなど、本校職員と支援員との
情報共有の場として役に立っている。また、１１月に行われたケース会議では、ご両親にも参加
していただき、家庭での過ごし方や中学校卒業後の進路についての考えも直接お話を聞くこと
ができて、とても有意義な会議になった。

３ 支援の課題
・日本語・母語支援について
夏休みまでは、１週間に４日、１日あたり２時間ずつ学校の時間割内に支援の時間を設定して

きた。しかし、毎週同じ時間に支援の時間を設定しているので、同じ教科の授業から抜けること

になり、授業から遅れていくことになる。そこで、夏休み後から放課後の時間に支援を行うよう
にしたが、支援が終わる夕方６時頃は冬期間だと完全に日が暮れており、保護者に迎えに来ても
らうなどの対応をとってもらっているが、保護者の負担もなかなか大変だと感じている。
・ケース会議について
前述のようにとても有意義な会議なのだが、学年職員と支援員の方との会議日程の調整が難

しい。
・その他学校として感じている課題
定期テストでは、日本語支援や母国語支援のおかげで、少しずつ語句の意味などは理解できる

ようになってきているとはいえ、問題文の意味を考えたり、問題文中の漢字を読み取ったりする
ことは難しいと考え、テスト問題文中にふりがなを振る、他の生徒とは別のテスト問題を準備す
るなどの対応をとってきたが、模擬テストについてはこのような対応をとることはできず、ま
た、県立高校の入試では、日本語支援が必要な生徒に対しても特別な 配慮はないということだ
ったので、今後、定期テストについてもどのように実施していけばよいのか検討中である。また、
進路指導についても、まず私たちがどのように支援していけばよいのか、生徒、保護者の意向を
よく聞きながら検討していかなければならないと感じている。
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（４） 青森市立 中学校

青森市立 中学校
校長

本校では、１学年に在籍する中国籍の生徒のために、多文化スーパーバイザーの計画と助
言のもと、日本語支援員、母語支援員、生活支援員の派遣を受け、連携しながら支援に取り
組みました。当該生徒が２学期いっぱいで転出したため、短い期間ではありましたが、その
成果と課題について紹介します。
１ 成果
当該生徒の入学にあたり、入学式から１週間程度のオリエンテーション期間中は、学級で

の活動やテストなど、日常の授業とは異なる場面が多く、与える情報量も多いことから、母
語支援員（通訳）に教室に入っていただき、直接支援していただきました。その間、学級担
任とのやりとりや学級の生徒とのやりとりに慣れることができ、その後は、母語支援員の支
援は減らすことができました。日本語支援については、国語、社会の時間に取り出し支援を
していただきました。本人の意欲が高く、端から見ていても日本語能力の向上がわかるほど
でした。おかげで、日本語支援については、１学期で完了することができました。夏季休業
中は、大学生の生活支援員が、 学期以降、国語や社会の授業内容が理解できるよう、基礎
基本から支援していただいたおかげで、２学期からは国語、社会の授業にもスムーズに入る
ことができました。また、スーパーバイザーについては、各種支援員の派遣にかかるスケジ
ュール調整やケース会議の設定にも尽力していただき、校内での共通理解を円滑に行うこと
ができました。
２ 課題
課題としては３点挙げられます。１点目は、情報の少なさです。スーパーバイザーや支援

員からは、学校で行うべき支援についての情報が提供されますが、本県での事例も少なく、
なかなか本校の実態に合致した事例を探すことができず、学年、学級担任が苦労することが
多かったようです。２点目は、共通理解の頻度です。定期的にケース会議を実施していただ
きましたが、頻度を増やすことで、その都度タイムリーな支援について共通理解を深めるこ
とができるのではないかと感じました。３点目は、本校での支援を「多文化共生」まで深め
ることができなかったことです。当該生徒の特性にもよりますが、毎日の授業だけでなく、
行事を通しても、学校が意識的に「多文化共生」について働きかける必要性を感じました。
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（４） 青森市立横内中学校

青森市立横内中学校
校長 山田 大介

本校では、１学年に在籍する中国籍の生徒のために、多文化スーパーバイザーの計画と助
言のもと、日本語支援員、母語支援員、生活支援員の派遣を受け、連携しながら支援に取り
組みました。当該生徒が２学期いっぱいで転出したため、短い期間ではありましたが、その
成果と課題について紹介します。
１ 成果
当該生徒の入学にあたり、入学式から１週間程度のオリエンテーション期間中は、学級で

の活動やテストなど、日常の授業とは異なる場面が多く、与える情報量も多いことから、母
語支援員（通訳）に教室に入っていただき、直接支援していただきました。その間、学級担
任とのやりとりや学級の生徒とのやりとりに慣れることができ、その後は、母語支援員の支
援は減らすことができました。日本語支援については、国語、社会の時間に取り出し支援を
していただきました。本人の意欲が高く、端から見ていても日本語能力の向上がわかるほど
でした。おかげで、日本語支援については、１学期で完了することができました。夏季休業
中は、大学生の生活支援員が、 学期以降、国語や社会の授業内容が理解できるよう、基礎
基本から支援していただいたおかげで、２学期からは国語、社会の授業にもスムーズに入る
ことができました。また、スーパーバイザーについては、各種支援員の派遣にかかるスケジ
ュール調整やケース会議の設定にも尽力していただき、校内での共通理解を円滑に行うこと
ができました。
２ 課題
課題としては３点挙げられます。１点目は、情報の少なさです。スーパーバイザーや支援

員からは、学校で行うべき支援についての情報が提供されますが、本県での事例も少なく、
なかなか本校の実態に合致した事例を探すことができず、学年、学級担任が苦労することが
多かったようです。２点目は、共通理解の頻度です。定期的にケース会議を実施していただ
きましたが、頻度を増やすことで、その都度タイムリーな支援について共通理解を深めるこ
とができるのではないかと感じました。３点目は、本校での支援を「多文化共生」まで深め
ることができなかったことです。当該生徒の特性にもよりますが、毎日の授業だけでなく、
行事を通しても、学校が意識的に「多文化共生」について働きかける必要性を感じました。

（５） 青森県立 高等学校

青森県立 高等学校
教頭

１支援の実際
高校 年生のために日本語支援員と多文化スーパーバイザーの派遣を受けて、連携して日本語
支援に当たっている。月曜日は対面指導で、火曜日・木曜日は を活用し、オンラインによ
って日本語支援を受けている。普段の学校生活は、日本人と同じように授業を受けており、本人
や保護者の要望もあり、取り出し指導は行っていない。授業や学校生活の中で、本人が理解でき
なかった内容や語句の意味について質問しにくるので、その都度適宜対応している状態である。
また、オンラインでの支援後に理解が追いついていない部分についてフォローしている。
２支援の成果
成果としては 、本人が目標としていた日本語能力検定 ２合格が挙げられる。合格したこと

で本人の意欲も高まり、自信をもって取り組むようになった様子がうかがえる。話すことや聞く
ことに関しては、語彙力の向上で日本語運用能力に自信がもてたこともあり、クラスの中でもよ
り広い人間関係の中で、より積極的にコミュニケーションを図っている様子も目にするように
なった。読み書きについては、依然として課題は多く残るが、書くことのできる文章量の増加、
適切な助詞の使い方が少しずつ身についてきている。
３支援の課題
担任と教科担当者との連携を密にし、教科担当者と本人とで面談しながら、普段の授業や考査

を作ったり、評価を工夫したりしている。しかし、高等学校では、教科・科目が、より多様かつ
専門的な内容となることや、それに伴い学習用語の難度が高くなること、また、近年の大学入試
改革で国語や社会科目に限らず理数教科でも読解力が求められ、普段の授業や考査の中でも読
解力が必要となることから、日本語能力の未熟さによる影響が少なからず出てきている点で課
題があるといえる。また、オンラインでの指導での課題として書くことの支援が課題であった。

年に入ってから書画カメラを利用させていただき書くことの指導も少しずつしていただい
ている。書画カメラの導入で少しずつでも改善が図られることが望ましいと考えている。
高校生への指導として課題になってくるのは、進路指導についてである。日本の高校に通う外

国人生徒向けの入試制度をもっている学校が多くはない。その中で、書く力がまだ身についてい
ないことや、小論文向けの書く力、面接向けの話す力の育成にまで追いついていないことが挙げ
られる。進路指導において私たちがノウハウを持っていないことも課題であるといえる。これま
で外国人児童生徒が学校に在学していなかったこともあり、今回の事業で、日本語指導のための
指導の方向性を考えられたことは、学校としていい機会となった。一方で、外国人生徒への対応
について負担になることも大きい。
今後も日本語支援員と多文化スーパーバイザー と情報を共有しながら、学校としても指導のノ
ウハウを蓄積し、支援・指導の充実に努めていきたい。
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（６） 青森県立 高等学校

青森県立 高等学校
教頭

１年生の外国人生徒のために日本語支援員と多文化スーパーバイザーの派遣を受けて、連携
して以下のように取り組んだ。
今年度、本校に２名の外国人生徒が入学してきた。支援が必要な生徒はアフガニスタン国籍の

生徒である。アフガニスタン生徒が日本の学校に通い始めたのは、中学２年生からであったた
め、日本語が上達できていないうえに、自学自習が基本である通信制のシステムについていける
か心配があった。
弘前大学の吉田准教授のご厚意により、６月から月に３～４回程度、明日山様に生徒の支援を

行っていただくことになった。初めは日本語指導がメインだったが、提出期限のあるレポート作
成に困難を抱えていたため、学習に必要な漢字を中心に語彙を増やす指導をしていただき、レポ
ート作成に役立てた。
生徒は内向的な性格であり自分から質問するタイプでない。その為、支援日程や持ち物の確認

等、積極的に声掛けする必要があった。また、支援には保護者（父親）との連携が不可欠と考え、
学校に来ていただいて面談したり、きめ細かな電話連絡等を行って理解に繋げた。 それから、
父親は学校に対してとても協力的となり、学校の送迎についても時間が合えば引き受けてくれ
るようになった。生徒についても、支援当初は時間に遅刻したり、無連絡で欠席したこともあっ
た。しかし支援を続けていくうちに、そのような行為は無くなり、欠席する際は事前に電話連絡
できるようになった。 また、学習に対する姿勢にも変化が見られ、レポート作成やスクーリン
グの出席も積極的になった。さらに、遠足等の特別活動にも参加し、少しであるが日本人生徒と
の交流も図れるようになった。令和３年１２月に予定していた帰国が叶わず、１月の後期試験を
受験することができた。（帰国すれば、試験を受験できなくなり進級ができなかった。）１年次
における全単位の修得はできなかったが、２年次への進級を決めることができた。日本語も、入
学当初よりはかなり上達し、支援の成果が大きく表れた。しかし、２年次では履修単位が増え内
容も難しくなるため 、スクーリングでの支援や外国人生徒に配慮した資料等の作成が課題であ
り、全教職員で共通理解を図っていくことが課題である 。また、高校卒業という資格について、
どれだけ真剣に捉えているか疑問になる場面があるため、生徒や父親との面談を計画し、今後の
学校生活や帰国に関すること等についてしっかり意見交換し、指導に役立てていくことが課題
である。
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（６） 青森県立八戸中央高等学校

青森県立八戸中央高等学校
教頭 島守 正寿

１年生の外国人生徒のために日本語支援員と多文化スーパーバイザーの派遣を受けて、連携
して以下のように取り組んだ。
今年度、本校に２名の外国人生徒が入学してきた。支援が必要な生徒はアフガニスタン国籍の

生徒である。アフガニスタン生徒が日本の学校に通い始めたのは、中学２年生からであったた
め、日本語が上達できていないうえに、自学自習が基本である通信制のシステムについていける
か心配があった。
弘前大学の吉田准教授のご厚意により、６月から月に３～４回程度、明日山様に生徒の支援を

行っていただくことになった。初めは日本語指導がメインだったが、提出期限のあるレポート作
成に困難を抱えていたため、学習に必要な漢字を中心に語彙を増やす指導をしていただき、レポ
ート作成に役立てた。
生徒は内向的な性格であり自分から質問するタイプでない。その為、支援日程や持ち物の確認

等、積極的に声掛けする必要があった。また、支援には保護者（父親）との連携が不可欠と考え、
学校に来ていただいて面談したり、きめ細かな電話連絡等を行って理解に繋げた。 それから、
父親は学校に対してとても協力的となり、学校の送迎についても時間が合えば引き受けてくれ
るようになった。生徒についても、支援当初は時間に遅刻したり、無連絡で欠席したこともあっ
た。しかし支援を続けていくうちに、そのような行為は無くなり、欠席する際は事前に電話連絡
できるようになった。 また、学習に対する姿勢にも変化が見られ、レポート作成やスクーリン
グの出席も積極的になった。さらに、遠足等の特別活動にも参加し、少しであるが日本人生徒と
の交流も図れるようになった。令和３年１２月に予定していた帰国が叶わず、１月の後期試験を
受験することができた。（帰国すれば、試験を受験できなくなり進級ができなかった。）１年次
における全単位の修得はできなかったが、２年次への進級を決めることができた。日本語も、入
学当初よりはかなり上達し、支援の成果が大きく表れた。しかし、２年次では履修単位が増え内
容も難しくなるため 、スクーリングでの支援や外国人生徒に配慮した資料等の作成が課題であ
り、全教職員で共通理解を図っていくことが課題である 。また、高校卒業という資格について、
どれだけ真剣に捉えているか疑問になる場面があるため、生徒や父親との面談を計画し、今後の
学校生活や帰国に関すること等についてしっかり意見交換し、指導に役立てていくことが課題
である。

（７） 青森県立 高等学校

青森県立 高等学校
教頭

年生の生徒のために日本語支援員と多文化スーパーバイザーの派遣を受けて、連携して次
のように取り組んだ。
①日曜日

スクーリングでは履修科目を昨年同様 単位前後に絞り単位修得を優先させた。
午前中、生徒と一緒に支援員に授業に参加して補佐をしていただき、また空き時間は別室

で日本語支援をしていただいた 。
②月曜日

昨年から継続して、午前 時間本校において支援員による日本語の勉強をした。
後半は会話すること、人前で話すことにも挑戦している。
授業担当者によるレポート指導や授業の補充を 時間程度行っている。

成成果果
年度当初は初めての授業が多く、授業にもスムーズに参加できないこともあったが、支援

員の補助があったおかげで授業に参加できるようになった。支援員との関係が良好でスクー
リングの他に遠足、ボウリング教室、学校祭等の学校行事でも支援していただき、行動面で
の幅も広がった。
また、来年度、校内生徒生活体験発表大会に参加させたいと思っていたところ、人前で発

表することの体験もさせていただいて効果が上がっていると思う。

課課題題
学習面

高校生としての学力はかなり劣っているが、黙々と取り組む姿勢は持ち合わせているの
で履修した科目は修得できている。ただ、今後は国語を始め修得が厳しいと思われる科目
も履修していかなければいけないので学習面での課題は多い。
来年度から、新入生用の学校設定科目である「数学入門」、「英語入門」を開設するので、

卒業に必要な７４単位修得に向けて、特別に履修させる予定である。卒業まで５～６年か
かるので精神的に持続できるかどうか心配している。

生活面
国民性もあるのか時間にルーズなところがあり、何度か遅刻や忘れ物をして授業が欠席

扱いになることがあった。
家庭での会話がネパール語で日本語を使う場面が極めて少ないことから、 日・月以外に
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も、弘前大学でいろいろな体験をしながら日本語の使い方や社会生活を体験させていただ
いている。しかし、 人で出来るようになるまでにはもう少し時間がかかるのではないか
と思う。
また、積極的に話しかけてくれる生徒がほとんどいない中で、支援がなくなっても続け

ることが出来るかを心配しており、支援が継続される事を期待している。
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も、弘前大学でいろいろな体験をしながら日本語の使い方や社会生活を体験させていただ
いている。しかし、 人で出来るようになるまでにはもう少し時間がかかるのではないか
と思う。
また、積極的に話しかけてくれる生徒がほとんどいない中で、支援がなくなっても続け

ることが出来るかを心配しており、支援が継続される事を期待している。

Ⅱ．高校進学ガイダンス

令和 年度、弘前大学教育学部多文化リソースルームは、令和 年度、青森県で初めて、母語通訳を
入れた「外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンス」を実施した。ここでは実施した企
画の概要及び成果と課題を述べるとともに、青森県教育委員会、弘前大学教育学部多文化リソースルー
ム、 法人みちのく国際日本語教育センターの三者で、「青森県の高校進学ガイダンスとその背景」
と題して フォーラム（令和 年 月 日開催）で発表した際のスライドを資料として集録す
る。

（ ） 企画の概要
他県での高校進学ガイダンスの開催についての情報を、青森県の研究拠点校の児童生徒に関わる支援

員や市町村教育委員会指導主事の「子どもや保護者が日本での高校進学について十分理解していないよ
うだ」という声を踏まえて、令和 年度に青森県では初めて母語通訳付きの高校進学ガイダンスを実施
した。コロナ下であるため、全面的にオンラインの開催となったが、日本語を母語としない中学生、その
保護者、中学を卒業して来日し高校進学を目指している子ども、小学生のいる外国人保護者など、 名
が参加し、 言語の通訳が入って実施された。

内容は、多文化リソースルームのスタッフによる日本の高校全般についての説明、青森県教育委員会に
よる県立高校入試の説明、外国につながる先輩の高校生の体験談と、質疑が主な内容であった。やさしい
日本語での全体説明と、言語別のブレイクアウトルームに分かれての通訳と質疑を繰り返す形態であっ
た。資料の多言語化はできず、通訳に大きく頼る形での実施となった。ブレイクアウトルームで出された
質問については全体の場で答え、再びブレイクアウトルームに戻った際に説明された。「外国人用の入試
ってあるんですか？」、「調査書って何ですか？」、「特別な配慮って何かあるんですか？」などの質問が出
された。

事後には、スタッフを対象にアンケートを実施した。

表Ⅱ－１ 令和 年度 青森県 外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンス概要
趣 旨 日本語を母語としない小中学生や外国人保護者を対象として、日本の高校についての説

明、高校の入試制度を中心として情報を提供し、相談に対応する。
主 催 等 主催：弘前大学教育学部多文化リソースルーム

共催：青森県教育委員会
後援：青森県国際交流協会 青森市教育委員会 弘前市教育委員会 八戸市教育委員会

日 時 令和 年 月 日（土） ： ～ ：
開催方法 オンライン（ 会議室）

やさしい日本語での全体説明 → ブレイクアウトルームでの母語通訳と質疑
→ やさしい日本語での全体説明 → ブレイクアウトルームでの母語通訳と質疑

を繰り返す形態
対 象 日本語を母語としない小中学生、保護者
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内 容 • 日本の教育制度と高校進学の意味（多文化リソースルーム）
• 日本の高校の種類（多文化リソースルーム）

公立／私立 全日制／定時制／通信制 普通科／専門学科／総合学科
• 県立高校入試（青森県教育委員会）
• 外国につながる高校生の体験談（外国につながる先輩）

中国出身の県立高校生、フィリピン出身の私立高校生
• 質疑

通訳言語 中国語 タイ語 タガログ語 ネパール語 英語（ただし当日欠席のため実施せず）
資 料 多言語資料なし。多文化リソースルーム作成スライド、青森県立高校の入学者選抜要項の

抜粋・ルビふり版を事前配布。
参 加 者 中学生 人 保護者 人（生徒のみ、あるいは、保護者のみの参加が多かった）

高校生 人 通訳 人 スタッフ 人 参観者 人

（ ） 成果と課題
次の点が、成果として挙げられる。
・ 母語通訳を入れたことで、日本語を母語としない子ども及び保護者に、基本的な情報を伝え、質

疑応答することができたこと。
・ 青森県在住の外国出身の保護者や子どもたちが、母国と違う教育制度・入試に不安を覚え、情報

不足の状況に置かれていることが可視化されたこと。
・ 青森県教育庁全体で課題意識を共有し、市町村教育委員会からの問い合わせに柔軟に対応するこ

とができるようになったこと。
・ ガイダンスの開催を通じて、関係者の連携ができたこと。

一方、課題としては、次の事項がある。
・ 初めての企画であり、コロナが深刻な影響を及ぼす中、年度の終わりの時期の開催となったこと。

秋に開催する方向で検討する必要がある。
・ 入試に関する資料の多言語化。日本語資料のみでは、通訳への負担が大きく、説明にも時間を要

する現状がある。
・ 提供すべき情報の精査。限られた中で伝えるべき情報を絞り、質疑応答の時間を多くとれるよう

な運営が望ましい。
・ 今回、関係者の連携はできたが、より効果的な開催に向けてさらに連携の深化が必要である。

今回のガイダンスを契機として、外国につながる子どものキャリア支援のために、高校入試や入学後
の支援についても、さらに対話を積み重ねていきたいと考えている。

次ページから、当日の資料や、アンケート結果等も含まれている フォーラムでの共同発表のス
ライドを、資料として掲載する。

吉田 美穂（弘前大学）
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内 容 • 日本の教育制度と高校進学の意味（多文化リソースルーム）
• 日本の高校の種類（多文化リソースルーム）

公立／私立 全日制／定時制／通信制 普通科／専門学科／総合学科
• 県立高校入試（青森県教育委員会）
• 外国につながる高校生の体験談（外国につながる先輩）

中国出身の県立高校生、フィリピン出身の私立高校生
• 質疑

通訳言語 中国語 タイ語 タガログ語 ネパール語 英語（ただし当日欠席のため実施せず）
資 料 多言語資料なし。多文化リソースルーム作成スライド、青森県立高校の入学者選抜要項の

抜粋・ルビふり版を事前配布。
参 加 者 中学生 人 保護者 人（生徒のみ、あるいは、保護者のみの参加が多かった）

高校生 人 通訳 人 スタッフ 人 参観者 人

（ ） 成果と課題
次の点が、成果として挙げられる。
・ 母語通訳を入れたことで、日本語を母語としない子ども及び保護者に、基本的な情報を伝え、質

疑応答することができたこと。
・ 青森県在住の外国出身の保護者や子どもたちが、母国と違う教育制度・入試に不安を覚え、情報

不足の状況に置かれていることが可視化されたこと。
・ 青森県教育庁全体で課題意識を共有し、市町村教育委員会からの問い合わせに柔軟に対応するこ

とができるようになったこと。
・ ガイダンスの開催を通じて、関係者の連携ができたこと。

一方、課題としては、次の事項がある。
・ 初めての企画であり、コロナが深刻な影響を及ぼす中、年度の終わりの時期の開催となったこと。

秋に開催する方向で検討する必要がある。
・ 入試に関する資料の多言語化。日本語資料のみでは、通訳への負担が大きく、説明にも時間を要

する現状がある。
・ 提供すべき情報の精査。限られた中で伝えるべき情報を絞り、質疑応答の時間を多くとれるよう

な運営が望ましい。
・ 今回、関係者の連携はできたが、より効果的な開催に向けてさらに連携の深化が必要である。

今回のガイダンスを契機として、外国につながる子どものキャリア支援のために、高校入試や入学後
の支援についても、さらに対話を積み重ねていきたいと考えている。

次ページから、当日の資料や、アンケート結果等も含まれている フォーラムでの共同発表のス
ライドを、資料として掲載する。

吉田 美穂（弘前大学）

資料19

青森県の
高校進学ガイダンスと

その背景

青森県教育庁学校教育課 指導主事 淋代 秀樹
弘前大学教育学部多文化リソースルーム 吉田 美穂
NPO法人みちのく国際日本語教育センター 明日山幸子

2022年2⽉27⽇ ME-netフォーラム

1

初めての高校進学ガイダンス
• 令和３年１月２２日（土）13時～16時
• 主催：弘前大学教育学部多文化リソースルーム
共催：青森県教育委員会
後援：青森県国際交流協会、青森市教育委員会

弘前市教育委員会、八戸市教育委員会
• 対象：日本語を母語としない小中学生、保護者
• 場所：オンライン（Zoom会議室）
• 言語：中国語 タイ語 タガログ語

ネパール語 （英語）
• 参加者：中学生 6人 保護者 6人

高校生 3人 通訳４人 スタッフ1４人
参観者 7人

2

内容

• 日本の教育制度と高校進
学の意味

• 日本の高校の種類
公立／私立

全日制／定時制／通信制
普通科・専門学科・総合学科

• 県立高校入試（県教委）

• 外国につながる高校生の
体験談（中国,フィリピン）

• 質疑

3

運営方法

全体で、やさしい日本語による説明
↓

言語別のブレイクアウトルームで通訳と質疑
↓

全体で、質問への応答、次の説明
↓

言語別ブレイクアウトルームで通訳と質疑

★資料は多言語化できず。日本語のみ、ルビつき

4

5 6
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7 8

9 10

11 12

13 14

青森県立高校の入学者選抜

•青森県教育庁学校教育課高等学校指導グループ
の指導主事が説明。
•県教育委員会として公的に出せるのは、
「入学者選抜要項」のみ。
•配布資料は、多文化リソースルームが要項から抜
粋し、ルビを振ったものを作成。
•当日は、ポイントを押さえたスライドを作成したが
配布はなし。

15 16

高校生の体験談

Aさん 中国出身 全日制普通科の県立高校2年
Bさん フィリピン出身 全日制英語科の私立高校1年

lつながる国は、どこですか？
lいつ日本に来ましたか？高校に入るまでに、日本語や学校
の勉強に、どんなふうに取り組みましたか？

l現在の高校はどんな高校ですか？

どんな学校生活を送っていますか？
l将来の夢は何ですか？
それに向けて、どんな準備をしていますか？

l外国につながる後輩たちにアドバイスがあったら、話してくだ
さい。

17

関係者の事後アンケート
回答者：通訳4人 スタッフ3人 参観者7人 計14人

0 2 4 6 8 10 12 14

企画の意義

説明の必要度：日本の教育制度と高校進学の意義

説明の必要度：高校の種類（公立私立,課程,学科）

説明の必要度：県立高校入試説明

説明の必要度：外国につながる高校生の体験談

説明の必要度：通訳を介しての質疑応答

参加者の満足度

オンライン（全体⇔ブレイクアウトルームの形態）

評価４ 評価３ 評価２ 評価１

18
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高校進学について、改めてきちんと知ることで、自分も支援者として今後アドバイスが
できるようになると感じた。
進学ガイダンスの後は、前より日本の高校の入りかたがわかりました。

高校進学（入学試験）については、県によって試験科目数も違ったり、日程も違ったり
します。長年本県に在住している方はある程度の情報をこれまでの学校生活で入手す
る機会もあるかもしれませんが、まだ来て日の浅い方たちにとっては、とても参考にな
ると思います。体験者の話を聞くことができたことも良かったと思います。
日本人でも高校受験のシステムは大変煩雑で理解が難しい。書類だけ渡されてもわ
からないことが多い。また、直接県教委の担当者に質問できたことも意義深いと思う。
質問が様々出て、その内容から、進学や受験に関する情報を入手できていないことが
よくわかったから。
中国語で参加くれた学生さんが4月に中3になります。今回のガイダンスがとても参考
になりますと言われました。
私は、中学校1年生の日本語支援員をしています。高校受験を目標にして中学生活を
過ごしてほしいと思っています。ステップアップ出来ることを願っています。
高校進学について情報不足で困っている外国人の子たちにとって情報収集の良い機
会であったと思ったから。

関係者の事後アンケート

19

まず、高校進学を希望する外国につながる子どもが青森県内にも多く存在し、彼らと
その保護者がさまざまな不安や疑問を抱えているという事実を知ることができたから
です。それらの不安や疑問を少しでも解消し、多くの人がサポートしてくれるということ
を感じられる場になったと思います。また、日本語支援に携わる者として、支援の目標
や方向性を考えるために必要な情報を多く得ることができました。
母語で詳しく説明を聞くことができてよかったと思う。

これまで聞きたくても聞けない状況が続いていた思うので、今回の開催はとてもよ
かったと思います。参加人数は少なくても、継続して開催してほしいと思いました。
初めてのオンライン企画と聞いておりました。その中で、フィリピンにルーツを持ってい
る子供たちの３家族が参加されました。参加されたお母さんたちが言いました。「日本
での進学を不安に感じております。“どこに/ なにを /どのように” 聞いたらいいか
分かりません。」参加させて頂き感じました。ガイダンスは言葉のとおり“導く”。参加さ
れる子どもたちと家族の疑問に答えを与え、選択するための整理の手伝いをさせてい
ただく働きと私は思っています。
日本語・日本の教育制度のことが分からない外国に繋がっている子供たちと保護者
に対して、入試の準備するためには必要な情報や、書類などを共有できること。
ガイダンスの参加者の様子や質疑応答を聞いて、日本と諸外国との制度の違いが
多々あり、それを知ると知らないとでは全くその後の対応が変わってくると感じたから
である。

関係者の事後アンケート

20

ガイダンス実施前の状況

進路についての情報はどこから？
・各中学校で行われる進路ガイダンス。

➡日本人対象の説明会では、「日本人なら当然知って

いる基本的情報」については、改めて説明されない。

• 三者面談等の機会に、個別に相談。
• それぞれのコミュニティで、経験者から。

外国人相談窓口・出前進路相談会 八戸国際交流協会主催(令1)
‐退職した教員が個別に相談に対応した。

参加者の感想：時間をかけて相談することができ、自分の知らなかったことが
たくさんあるという事が分かった。

21

今回のガイダンスの成果と課題
成果
• 通訳を介して、基本的な情報を伝え、母語で質疑応答することが
できたこと。

• 青森県在住の外国出身の保護者や子どもたちが、母国と違う教
育制度・入試に不安を覚え、情報不足の状況に置かれているこ
とが可視化されたこと。
「外国人用の入試ってあるんですか？」
「調査書って何ですか？」
「特別な配慮って何かあるんですか？」

・関係者の連携が深まったこと。

課題

• 実施時期の検討 ・提供すべき情報の精査
• 入試に関する資料の多言語化 ・関係者の連携の深化

22

高校進学ガイダンス実現の背景

• R1 青森県教育委員会が、「日本語指導が必要な
外国人児童生徒担当教員等連絡協議会」を開始

• R1 弘前大学・青森大学・青森中央学院大学の研
究者が、「外国につながる子どもの教育支援研究
会」を開始
• R2 弘前大学が文部科学省「多文化共生に向けた
日本語指導の充実に関する調査研究」受託し、
多文化リソースルームを設置

23

弘前大学多文化リソースルーム

•調査
•研究拠点校へ支援人材派遣
•相談対応
•多文化リソースルームでの対面支援
•多文化キッズ交流会
•高校進学ガイダンス
•支援人材の育成―スキル・アップ講座の実施
•大学とくに教員志望者の日本語教育に関する知識・
スキルの向上（日本語教育科目、教職大学院生の活用）

24
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24

調査
• 青森県内の外国につながる子ど
もの把握
・ひとりひとりの状況

母語、来日時期、家庭内言語、国籍、

保護者の国籍や日本語、

書き能力、教科学習能力、

支援員配置の有無、進学希望等

・学校として望む支援

• 県内の教育委員会の取組の把握
・取組状況 予算 等

2022年1⽉24⽇
⽇本経済新聞朝刊

25

研究拠点校支援

•県内の小・中・高校へ、日本語支援員・母語支援
員・多文化スーパーバイザーを派遣
• ケース会議を通して、学校と協働し、独自様式の
「個別の教育支援計画・指導計画」を作成し、支
援にあたる。
•一部の高校では、オンライン支援。

高校進学ガイダンスへ

26

教育委員会から見た
連携と高校進学ガイダンス

【連携】

・県教育庁全体で「外国につながる児童

生徒支援」に対する課題意識を共有す

ることができた。

・市町村教育委員会からの問合せに柔軟

に対応することができるようになった。

27

教育委員会から見た
連携と高校進学ガイダンス

【高校進学ガイダンス】

・「外国につながる生徒」とその保護者

が求める進路情報について、県教育庁

として理解を深める機会となった。

・中学校における進路指導の在り方につ

いて今後の参考となった。

28

29

選ばれる青森へ

「AOMORI多文化共生推進事業」

『多文化共生まちづくり促進事業』の活用

青森県教育委員会の取組

【【取取組組】】
□□「「日日本本語語指指導導ススタターートトアアッッププパパッッケケーージジ」」にによよるる日日本本語語支支援援のの実実施施
□□中中学学生生・・高高校校生生のの進進学学・・キキャャリリアア支支援援のの充充実実ののたためめのの取取組組
□□外外国国人人保保護護者者とと学学校校のの連連携携ののたためめのの取取組組

29

散在地域での高校進学

•県内各地に、外国につながる子どもが散在。
•公共交通機関が弱く、冬季の通学範囲は限られる。
•特別枠や特別措置をどう考えるか…

青森県は今のところ、特別枠はなく、
特別措置については「個別に相談」

入試 ― 入ってからの支援
•ガイダンスを一緒にやったことを出発点に、対話を
続けていきたい。

Ｅｑｕａｌｉｔｙ ではなく Ｅｑｕｉｔｙ の発想に立って…

30
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Ⅲ．支援人材の養成に向けて

本事業においては、学校における日本語支援人材の養成について、様々な角度から取り組んでいる。
本章では つに整理して報告する。それぞれ研修の対象が異なるため、ここで確認しておきたい。

（１） 青森県日本語指導サポータースキルアップ研修
子どもの日本語支援に携わりたい人を広く対象とした研修講座である。
青森県では、青森県国際交流協会が、令和 年度から令和 年度の各年度に日本語サポーター養成講

座を開催し、人材養成に努めてきた。しかし、この講座は、子どもの日本語教育に特化したものではない
ため、本事業で子どもの日本語教育に特化したスキルアップ研修講座を開催し、サポーター養成講座修
了生・受講生だけでなく、広く、県内の支援者、教職大学院生、日本語教育を学ぶ学生、現職教員等が受
講できるようにしたものである。

（２） 研究拠点校校内研修及び弘前市教育委員会研修
主として現職教員を対象とした研修である。
研究拠点校における校内研修と、連携する弘前市教育委員会主催の教員及び支援員対象の研修会があ

る。二つのタイプの研修プログラムを実施してきており、その両方を掲載した。

（３） 弘前大学における支援人材の育成—日本語教育科目と支援人材としての教職大学院生—
弘前大学内において学生や教職大学院生を対象とした取組である。
ひとつは、学部生や教職大学院生が幅広く履修することができるよう教養教育科目に設けた日本語教

育科目の実践、もうひとつは、教職大学院生が学校生活支援員及び多文化リソースルーム支援員として
活動することによる実践的な人材育成の取組である。

次ページから、それぞれ掲載する。
吉田 美穂（弘前大学）
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了生・受講生だけでなく、広く、県内の支援者、教職大学院生、日本語教育を学ぶ学生、現職教員等が受
講できるようにしたものである。

（２） 研究拠点校校内研修及び弘前市教育委員会研修
主として現職教員を対象とした研修である。
研究拠点校における校内研修と、連携する弘前市教育委員会主催の教員及び支援員対象の研修会があ

る。二つのタイプの研修プログラムを実施してきており、その両方を掲載した。

（３） 弘前大学における支援人材の育成—日本語教育科目と支援人材としての教職大学院生—
弘前大学内において学生や教職大学院生を対象とした取組である。
ひとつは、学部生や教職大学院生が幅広く履修することができるよう教養教育科目に設けた日本語教

育科目の実践、もうひとつは、教職大学院生が学校生活支援員及び多文化リソースルーム支援員として
活動することによる実践的な人材育成の取組である。

次ページから、それぞれ掲載する。
吉田 美穂（弘前大学）

Ⅲ １ 青森県日本語指導サポータースキルアップ研修

多文化リソースルーム主催「青森県日本語指導サポータースキルアップ研修」を令和 年 月 日
（土）と 月 日（土）の２日間で実施した。青森大学と 公財 青森県国際交流協会との共催で、弘
前大学会場、青森大学会場、オンライン受講を設定し、対面とオンラインのハイブリッド形式で行っ
た。 公財 青森県国際交流協会に登録している日本語指導サポーターおよび青森県内小中学校の関係者
等を対象とした。テーマは「教科学習につなげるための日本語支援」とし、教科学習を理解するために
必要な日本語をどのように教えていくかについて実践的に学んだ。詳細は以下の通りである。

（１） 年 月 日 土
〈午前の部〉 ～ 「教科につなげる中学生への支援を考える」

講師 樋口 万喜子（横浜国立大学国際教育センター非常勤講師）
頼田 敦子（横浜市教育委員会日本語講師）

〈午後の部〉 ～ 「リライト教材について」
講師 田所 希衣子（仙台市外国人の子ども・サポートの会代表）

（２） 年 月 日（土）
〈午前の部〉 ～ 「教科につなげる小学生への支援を考える」

講師 樋口 万喜子（横浜国立大学国際教育センター非常勤講師）
加藤 真帆子（藤沢市教育委員会日本語指導員）

〈午後の部〉 ～ 「教科学習につなげるために」
講師 明日山 幸子（みちのく国際日本語教育センター副理事長）

石塚 ゆかり（青森大学日本語教育センター長）

月 日午前は、中学生を支援する際に重要事項を簡潔かつ視覚的に伝える方法について具体的に学
び、各教科でどんな工夫ができるかについてグループで考えた。午後は、リライト教材の作り方を学
び、グループごとに「大造じいさんとガン」をリライトして発表した。 月 日午前は、小学生への
支援の中で、書くことが苦手な子どもへの支援方法を学び、グループごとに 年生と 年生の国語の教
科書から先行学習の方法について考えた。また、事前に支援員から集めた質問に対して、先生方から回
答をいただいた。午後は、実際の日本語支援のはじめから終わりまでを確認し、グループで日本語教材
をどのように教科学習につなげていくか話し合った。両日ともに午後は青森会場のみ対面で実施した。

参加者は、 月 日（弘前大学会場 名、青森大学会場 名、オンライン受講 名）が 名、
月 日（弘前大学会場 名、青森大学会場 名、オンライン受講 名）が 名で、延べ 名

の参加となった。グループ発表の際に参加者全員で情報共有する方法として、 スライドを使用
した。各グループにパソコン操作が得意な人を配置し、研修の中で行われたグループワークの情報を入
力した。コロナの影響もあり、ハイブリッド形式で長時間にわたる研修となったが、熱心な参加者が多
く、経験者も未経験者も一緒になって効果的な教え方について話し合う機会となり、有意義な時間とな
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った。
研修後にアンケートを行った結果、「非常に現場に役立つ内容で、とても有意義だった」「講師の先生

方の話は、課題解決のヒントになり、これから生かしていきたいと思った」「子どもたちとの関わり方
やリライトの仕方が具体的にわかり、とても勉強になった」「参加方法が選べたのは参加しやすかっ
た」などの感想があった。一方で、「グループワークで スライドへの入力の仕方に気持ちが流れ
てしまった」「演習は時間が短くあわただしく、未完に終わることが多かった」「日本語教育に関わる
様々な方々が参加していたので、情報交換の時間等があればと感じた」などの意見があったので、今後
の課題としていきたい。また、今後の研修で取り上げてほしいテーマを聞いたところ、「子ども達の保
護者へのサポート・学校との連携」「小学校での支援における などの活用方法、また注意すべき
点」「支援・指導計画の立て方」「高校受験、地域とつなげるための工夫、行政とボランティアの隔た
り」という意見があり、今後スキルアップ研修を企画する際に参考にしていきたい。

石塚 ゆかり（青森大学）
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った。
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てしまった」「演習は時間が短くあわただしく、未完に終わることが多かった」「日本語教育に関わる
様々な方々が参加していたので、情報交換の時間等があればと感じた」などの意見があったので、今後
の課題としていきたい。また、今後の研修で取り上げてほしいテーマを聞いたところ、「子ども達の保
護者へのサポート・学校との連携」「小学校での支援における などの活用方法、また注意すべき
点」「支援・指導計画の立て方」「高校受験、地域とつなげるための工夫、行政とボランティアの隔た
り」という意見があり、今後スキルアップ研修を企画する際に参考にしていきたい。

石塚 ゆかり（青森大学）

Ⅲ ２ 研究拠点校校内研修及び弘前市教育委員会研修

Ⅲ ２ １ 研究拠点校校内研修「多文化共生に向けたユニバーサルデザインを踏まえた

外国につながる児童生徒の支援を行っている学校のうち、令和３年 月 日に青森市立Ａ小学校に
おいて、さらに、令和 年８月２０日に青森市立Ｂ小学校において、全教職員を対象とした校内研修会
を実施した。多文化共生の教室のための「ユニバーサルデザインを踏まえた環境づくりと授業の在り方」
をテーマとしたが、これは「外国につながる児童生徒に対する支援」のみについての内容ではなく、外
国につながる児童生徒を含め、すべての児童生徒を対象とするものとした。学級を構成している児童生
徒の状態像はそもそも多様であり、「多様な子供たちを誰一人取り残すことのない個別最適な学びの実
現や、その学びを支えるための質の高い教育活動を実施可能とする環境の整備の必要性」※を踏まえ、
インクルーシブ教育システム構築の観点から、すべての児童生徒が安心して学べる全員参加の授業及び
環境づくりについて講義・演習を実施した。以下はその内容の抜粋である。

１ 授業のＵＤ（ユニバーサルデザイン）化のねらい

授業ＵＤとは「特別な支援が必要な子を含めて、
通常の学級におけるすべての子が楽しく学び合い
『わかる・できる』ことを目指す授業デザインで
あり、指導の理念である。」とされている。
ともすると、これまでの通常の学級の授業は、定

型発達の子供に指導することを前提として行われ
てきてはいなかっただろうか。また、「どのように
教えるか」に重きが置かれていなかっただろうか。
インクルーシブ時代の学習指導は「子供の学びを
支える」という視点が必要である。

２ 学習性無力感を生み出さない

一斉指導において、「この集団の真ん中ぐらい
の学習レベル」に合わせて実施している授業が散
見される。これでは、授業に参加できるのは理解
が早い子供のみで、理解がゆっくりめな子供は参
加できない。授業者は「授業内で個別指導を」と
考え、最初から参加できないことを前提として授
業が進んでいく。このような授業で「できない」
「分からない」「やってもらう」という経験が積み
重なっていくと、自分の力で前に進もうとしなく
なる「学習性無力感」の状態になってしまう。

※「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，
協働的な学びの実現～（答申）」中教審第 号 中央教育審議会 令和 年 月 日
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３ 授業ＵＤの視点

ユニバーサルデザインの授業づくりの視点とし
て、「焦点化」「視覚化」「共有化」の つが挙げら
れる。「焦点化」はシンプルにすることである。「あ
れもこれも教えなければ」と盛りだくさんにする
と、子供は「この時間に何ができればよいのか」
が分かりづらくなり、迷ってしまう。「視覚化」は、
視覚的に提示する、つまり「見える化」するとい
うことであるが、これはＩＣＴの活用だけではな
く、動作化をはじめとした、アナログの良さを生
かした視覚化もある。論理を「見える化」するこ
とも視覚化である。「共有化」は、ある子供の考えを提示したり、ペアやグループになって意見交流した
りしながら、授業に必要なことを共有していくことである。これを行うことで、授業内容や指示の意味
が十分に分からなかった子供が、「そういうことか」と理解し、安心して授業を継続していくことにもつ
ながる。「同じスタートラインに立たせる」「理解をそろえる」と考えてもよい。

４ ユニバーサルデザインの授業づくりの留意点

子供が十分に理解できなかった授業後の反省と
して、視覚化を例に挙げると「視覚化したのに…」
と、視覚化することそのものが目的になってしま
っていることがある。視覚化しても子供に分かり
にくいのでは意味がない。何のために視覚化する
のか、どのように視覚化すると分かりやすいのか
という視点が必要である。「焦点化」「視覚化」「共
有化」は、あくまでも授業を分かりやすくするた
めの「手段」であり、「目的」ではない。また、理
解がゆっくりめな子のために指導内容の質的なレ
ベルを下げることは授業ＵＤの本質ではない。レ
ベルを下げるのではなく、全員参加のためにどのようなアプローチが必要かを考え、実践するのである。

５ 多様な表現方法を選択できるようにする

授業において、全員同じワークシートを使う、
話すのが苦手な子供に「他の子も発表しているの
だから発表しなければならない」など、「平等」を
子供に強いていることはないだろうか。しかし、
インクルーシブ教育システムの構築においては、
個々の状況の差を考えず一律に同じ扱いをする
「平等」に対し、個々の状況の差を踏まえた上で、
全員が参加できる結果が得られるようにする「公
正」が求められる。表現の仕方も、子供によって

             
               
          
              
                 
            
                 
               

             
     

           

                   
       
              
                   
                 
                  
  

       

                   
                   
                    
                     
                   
                    
                

                     

− 148 −



３ 授業ＵＤの視点
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いろいろにあってよいのである。大事なことは、子供が自分の考えを表すことに自信がもてるよう、教
師が配慮することである。

土岐 賢悟（弘前大学）
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Ⅲ ２ ２ 研究拠点校校内研修及び弘前市教育委員会研修「多文化共生の教室をつくる」

前項では、「多文化共生に向けたユニバーサルデザインを踏まえた環境づくりと授業の在り方」の研修
プログラムを紹介したが、この項では、現職教員を対象とするもうひとつの研修プログラム「多文化共生
の教室をつくる」を紹介する。
一部の研究拠点校の校内研修及び弘前市教育委員会主催研修で実施しているプログラムである。散在

地域での実施であるため、ほとんど受け入れ経験のない教員を想定して内容を構成している。学校現場
は忙しく長時間の研修の設定は難しいため、実施時間は、質疑応答も含め 時間 分から 時間 分
程度である。
（ ）導入
プログラムは、「日本語以外を母語とした子どもがある日突然転校してきたら、教員として何を意識し

て実践に取り組みますか？」という問いから始まる。そして、本研修プログラムの二つの視点を示す。ひ
とつは、「学習言語の獲得と学力保障」、もうひとつは「多文化共生の教室づくり」である。
そして、研修プログラムの大きな前提として、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のあ

る社会の実現を目指す ｓを確認し、「子供一人一人の多様性と向き合いながら一つのチーム（目標を
共有し活動を共に行う集団）としての学びに高めていく」ことを強調する中教審答申「「令和の日本型学
校教育」の構築を目指して」（令和 年 月）から、特に各論５「増加する外国人児童生徒等への教育の
在り方について」を取り上げて、これから学ぶ研修内容は、これからの時代の教員に求められているもの
であることを確認する。
（ ）外国につながる子ども―日本の状況・青森県の状況
在住外国人の増加を示す統計とその背景、日本語指導が必要な児童生徒の急激な増加を示すデータ（文

部科学省日本語指導が必要な児童生徒の受け入れ状況調査）を押さえた上で、学習指導要領総則の「特別
な配慮を必要とする児童（生徒）への指導」や日本語教育推進法の子どもに関わる部分を確認し、法的に
も日本語教育が学校現場に強く求められていることを理解する。
その上で、青森県の状況を、弘前大学多文化リソースルームの「外国につながる子どもの教育支援に関

するアンケート調査」（令和 年度実施）から紹介する。散在地域においては実態そのものが知られてお
らず、教員の当事者意識が薄くなりがちな現状があるため、県内のどの地域にどのくらいの外国につな
がる児童生徒がいるのかを知り、多文化共生に向けた日本語指導が自分たちの住む県にとっても重要な
課題だと確認することによって、「自分ごと」として考えてもらえるようにすることが、重要である。
次に、来日する子どもの多様性について解説していく（両親とも外国籍の場合も国際結婚家族の場合も

あること、本人も外国籍の場合も日本国籍の場合もあること、来日時期などのライフコース、国による教
育制度や学習状況の違い、前提となる文化の違い、家庭内言語、キャリアを考える上で重要な在留資格な
ど）。
「モデルプログラム」でいえば、（ ）の内容は「捉える力」にあたり、「子どもの実態の把握」「社会的

背景の理解」についてコンパクトにまとめて伝えている。
（ ） 学習言語の獲得と学力保障
「モデルプログラム」では「日本語・教科の力の育成」に関わる内容であるが、時間が限られる中で重
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Ⅲ ２ ２ 研究拠点校校内研修及び弘前市教育委員会研修「多文化共生の教室をつくる」

前項では、「多文化共生に向けたユニバーサルデザインを踏まえた環境づくりと授業の在り方」の研修
プログラムを紹介したが、この項では、現職教員を対象とするもうひとつの研修プログラム「多文化共生
の教室をつくる」を紹介する。
一部の研究拠点校の校内研修及び弘前市教育委員会主催研修で実施しているプログラムである。散在

地域での実施であるため、ほとんど受け入れ経験のない教員を想定して内容を構成している。学校現場
は忙しく長時間の研修の設定は難しいため、実施時間は、質疑応答も含め 時間 分から 時間 分
程度である。
（ ）導入
プログラムは、「日本語以外を母語とした子どもがある日突然転校してきたら、教員として何を意識し

て実践に取り組みますか？」という問いから始まる。そして、本研修プログラムの二つの視点を示す。ひ
とつは、「学習言語の獲得と学力保障」、もうひとつは「多文化共生の教室づくり」である。
そして、研修プログラムの大きな前提として、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のあ

る社会の実現を目指す ｓを確認し、「子供一人一人の多様性と向き合いながら一つのチーム（目標を
共有し活動を共に行う集団）としての学びに高めていく」ことを強調する中教審答申「「令和の日本型学
校教育」の構築を目指して」（令和 年 月）から、特に各論５「増加する外国人児童生徒等への教育の
在り方について」を取り上げて、これから学ぶ研修内容は、これからの時代の教員に求められているもの
であることを確認する。
（ ）外国につながる子ども―日本の状況・青森県の状況
在住外国人の増加を示す統計とその背景、日本語指導が必要な児童生徒の急激な増加を示すデータ（文

部科学省日本語指導が必要な児童生徒の受け入れ状況調査）を押さえた上で、学習指導要領総則の「特別
な配慮を必要とする児童（生徒）への指導」や日本語教育推進法の子どもに関わる部分を確認し、法的に
も日本語教育が学校現場に強く求められていることを理解する。
その上で、青森県の状況を、弘前大学多文化リソースルームの「外国につながる子どもの教育支援に関

するアンケート調査」（令和 年度実施）から紹介する。散在地域においては実態そのものが知られてお
らず、教員の当事者意識が薄くなりがちな現状があるため、県内のどの地域にどのくらいの外国につな
がる児童生徒がいるのかを知り、多文化共生に向けた日本語指導が自分たちの住む県にとっても重要な
課題だと確認することによって、「自分ごと」として考えてもらえるようにすることが、重要である。
次に、来日する子どもの多様性について解説していく（両親とも外国籍の場合も国際結婚家族の場合も

あること、本人も外国籍の場合も日本国籍の場合もあること、来日時期などのライフコース、国による教
育制度や学習状況の違い、前提となる文化の違い、家庭内言語、キャリアを考える上で重要な在留資格な
ど）。
「モデルプログラム」でいえば、（ ）の内容は「捉える力」にあたり、「子どもの実態の把握」「社会的

背景の理解」についてコンパクトにまとめて伝えている。
（ ） 学習言語の獲得と学力保障
「モデルプログラム」では「日本語・教科の力の育成」に関わる内容であるが、時間が限られる中で重

点的に説明するのが、生活言語と学習
言語の違いと、学習言語の獲得と学力
保障の重要性である。
年少の子どもは、日常会話の上達は

早い。第二言語習得における生活言語
と学習言語の違いが十分理解されてい
ないと、「日本語を話せるようになった
から、もう大丈夫」という誤解が生じ、
担任や教科担当による支援や配慮が受
けられない懸念がある。支援員の行う
日本語指導だけでなく、教科の学びを
担当する教員もまた、日本語教育の当
事者なのだという認識のもと、学力保
障に向けた取組を促す。
この部分では、前述の学習言語に注

目した青森県の調査から、文部科学省
の受け入れ状況調査の倍程度の子ども
たちが学年相当の学習に参加できてい
ないことも、併せて確認する。
成人の日本語教育と異なり、子ども

は、母語が確立していない中で、第二言
語である日本語を学び、その第二言語
で教科も学んでいるということへの十
分な理解と、その上に立って、日本語学
習と教科学習を結び付けていくことの
重要性を伝えていく。
時間に余裕のある場合は、ここで、小

学校 年に転入した日本語０の中国人
児童に対して、学校全体で役割分担し
ながらチームとして徹底して学力保障
に取り組んだ青森県内の事例を紹介す
る。また、その児童にとって学校適応の壁になったのは、言語だけではなく、母国と日本の学校文化の違
いであったことを伝え、次の多文化共生の学級づくり・学校づくりへ話題を展開する。
（ ）多文化共生の学級づくり
第 の視点として示した「多文化共生の学校づくり」については、はじめに外国につながる子どもに

とってだけでなく、日本人の児童生徒にとっても意義があることを説明する。その上で、多文化共生の取
組事例を紹介する。
はじめに紹介するのは、令和 年度の本事業の研究拠点校に、日本語０（ゼロ）の状態で、小学校低学
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年に転入した さんという男子児童を
めぐる事例である。 さんの学級では、
国語の授業の中で詩を扱った際に、担
任の先生から、中国の詩についての話
があり、有名な「春眠暁を覚えず」を中
国で勉強したことがあるか、 さんへ
の問いかけがあった。 さんは習った
と言い、中国語で暗唱してみせた。子ど
もたちにとっては、日本につながる中
国文化を知る貴重な機会となった。ま
た、文集に載せる詩について、日本語で
は十分表現できないため、 さんは中
国語で詩を書くことを認められ、日本
語の翻訳も併せて掲載された。教室で
は、子どもたち同士のコミュニケーシ
ョンを助けるために、支援員が作成し
た気持ちを表すカードが使われた。カ
ードは、 さんもクラスメートも二つ
の言語を確認して使えるように日本語
と中国語の両方が記載されている。こ
うした環境の中で、 さんはクラスメートと相互に影響を与え合い、自己肯定感をもちながら学んでいっ
た。
この他、（ ）で紹介した小学校 年生児童が台湾の姉妹校との国際交流事業で活躍した事例や、高校

の文化祭で外国につながる生徒と日本人生徒が多文化展示発表を一緒に作り上げた取組、それを見た外
国人保護者が学校に対して高い信頼感を持つようになったことなどを紹介することもある。
こうした前向きな取組だけでなく、研修内では「いじめ」についても触れる。文部科学省「いじめの防

止等のための基本的な方針」の別添（平成 年 月 日最終改訂）において、「海外から帰国した児童
生徒や外国人の児童生徒、国際結婚の保護者を持つなどの外国につながる児童生徒は、言語や文化の差
から、学校での学びにおいて困難を抱える場合も多いことに留意し、それらの差からいじめが行われる
ことがないよう、教職員、児童生徒、
保護者等の外国人児童生徒等に対する
理解を促進するとともに、学校全体で
注意深く見守り、必要な支援を行う」
と記されていることを伝え、時間があ
れば実際に外国につながる子どもへの
いじめ事例を紹介する。
さらに、母語・母文化尊重は、子ど

もだけでなく異なる文化を持つ保護者
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めぐる事例である。 さんの学級では、
国語の授業の中で詩を扱った際に、担
任の先生から、中国の詩についての話
があり、有名な「春眠暁を覚えず」を中
国で勉強したことがあるか、 さんへ
の問いかけがあった。 さんは習った
と言い、中国語で暗唱してみせた。子ど
もたちにとっては、日本につながる中
国文化を知る貴重な機会となった。ま
た、文集に載せる詩について、日本語で
は十分表現できないため、 さんは中
国語で詩を書くことを認められ、日本
語の翻訳も併せて掲載された。教室で
は、子どもたち同士のコミュニケーシ
ョンを助けるために、支援員が作成し
た気持ちを表すカードが使われた。カ
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た。
この他、（ ）で紹介した小学校 年生児童が台湾の姉妹校との国際交流事業で活躍した事例や、高校

の文化祭で外国につながる生徒と日本人生徒が多文化展示発表を一緒に作り上げた取組、それを見た外
国人保護者が学校に対して高い信頼感を持つようになったことなどを紹介することもある。
こうした前向きな取組だけでなく、研修内では「いじめ」についても触れる。文部科学省「いじめの防

止等のための基本的な方針」の別添（平成 年 月 日最終改訂）において、「海外から帰国した児童
生徒や外国人の児童生徒、国際結婚の保護者を持つなどの外国につながる児童生徒は、言語や文化の差
から、学校での学びにおいて困難を抱える場合も多いことに留意し、それらの差からいじめが行われる
ことがないよう、教職員、児童生徒、
保護者等の外国人児童生徒等に対する
理解を促進するとともに、学校全体で
注意深く見守り、必要な支援を行う」
と記されていることを伝え、時間があ
れば実際に外国につながる子どもへの
いじめ事例を紹介する。
さらに、母語・母文化尊重は、子ど

もだけでなく異なる文化を持つ保護者

との連携においても重要であり、それが子どものキャリア支援においては特に大切になってくることを
説明する。青森県には、結婚により外国から移住してきた女性が少なくない。母親の文化的なルーツを尊
重する姿勢を学校が持つことは、多文化家族に育つ子どもの自己肯定感を育み、家庭内での、学校での学
びやキャリアをめぐる対話を円滑にするとともに、多文化共生の学校づくりにつながることも付け加え
る。
（ ）の内容は、「モデルプログラム」では、「異文化間能力の涵養」や「学校づくり」、「多文化共生社

会の実現」に関わるものだといえるだろう。
（ ）個別の教育支援計画・個別の指導計画
最後に説明するのが、青森版の「個別の教育支援計画・個別の指導計画」の様式である。この様式には、

「学校生活上の配慮」、「日本語及び教科学習上の配慮」、「母語・母文化尊重に向けた配慮」の三つの項目
が設けられている。本研修プログラムの二つの視点のうち、「学習言語の習得と学力保障」の内容は、「日
本語及び教科学習上の配慮」に、「多文化共生の学級づくり」の内容は、「学校生活上の配慮」・「母語・母
文化尊重に向けた配慮」に反映されていることを説明する。
そして、学校に入る支援員や多文化スーパーバイザーと担任等の教員がケース会議で話し合って、こ

の二つの計画を立てていくことで、それぞれの役割分担と連携を確認しながら、子どもの成長と学びを
保障し、多文化共生の学級・学校づくりのための体制をつくっていくことができることを伝える。
この内容は、「モデルプログラム」の「学校づくり」に関わる内容となっているといえるだろう。
最後に、相談先としての多文化リソースルーム、文部科学省の動画サイトなどの情報を伝えて、終了す

る。
吉田 美穂（弘前大学）
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Ⅲ-３ 弘前大学における支援人材の育成 
−日本語教育科目の開講と支援人材としての教職大学院生 

 
 この項では、弘前大学内における学生や教職大学院生を対象とした日本語教育に関する取組を報告す

る。今年度は二つの取組を行った。ひとつは、学部生や教職大学院生が幅広く履修することができるよ

う教養教育科目に設けた日本語教育科目開講の取組、もうひとつは、教職大学院生が学校生活支援員及

び多文化リソースルーム支援員として活動することによる実践的な人材育成の取組である。 
 この二つの取組を通して、大学が日本語指導に携わる教員や地域の支援人材の養成に向けて果たすこ

とができる役割について、検討していきたい。 
 
1． 弘前大学における日本語教育科目の開講 
 
 外国につながる子どもの日本語指導・支援人材については、日本語指導サポーター養成講座などで育

成してきたところではあるが、散在地域における課題として挙げられるのは支援人材の確保である。教

員志望の学生や日本語教育に興味のある学生に年少者への日本語教育についての知識をつけることが今

後の散在地域における今後の支援人材育成につながると考える。その第一歩として、令和 2 年度より、

弘前大学教養教育科目グローバル科目「日本－日本語教育を知る－」を新規開講した。日本語教育概論

的な授業内容ではある

が、課題解決型のアプ

ローチで、日本語を教

えるためには「何」を

「どのように」すれば

良いのかを、学びなが

ら考える構成とした。

全 15 回の講義内容は

次ページの表 1 のとお

りである。 
令和 2 年度は前期の

み 2 年生以上対象の授

業として開講したが、

令和 3 年度は、前期が

2 年生以上対象、後期

は全学年対象科目とし

て開講した。令和 3 年

度の受講者数は前期 17
名（内 1 名は社会人科

目等履修者、2 名は聴

講生）後期 47 名（内 4

 
 授業内容 

第 1回 イントロダクション・日本語教育・国語教育・英語教育の違い 

第 2回 どのような学習者がいるのか 

第 3回 何を教えるのか（ニーズ、レディネス、シラバス） 

第 4回 日本語能力のレベルを考える 

第 5回 日本語の教科書 

第 6回 媒介語の使用 

第 7回 文法の分析と導入 

第 8回 教材・教具について 

第 9回 日本語の授業とは① 成人（導入・練習） 

第 10回 日本語の授業とは② 子ども（アクティビティ） 

第 11回 外国語教授法について 

第 12回 学習者の心理・個別性・環境 

第 13回 
ゲストスピーカー① 

青森県内の日本語教育・支援の現状について 

第 14回 
ゲストスピーカー② 

マイノリティと外国につながる子どもの母語支援の現状と重要性 

第 15回 まとめ、ディスカッション 

 

 
表 1 令和 3 年度 弘前大学教養教育科目 グローバル科目・日本―日本語教育を知るー 
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表 1 令和 3 年度 弘前大学教養教育科目 グローバル科目・日本―日本語教育を知るー 

名は聴講生）となった。その中で教員志望の学生（教育学部以外）は、前期が 4 名、後期 9 名となっ

た。その他にも履修動機として多く見られたのが、日本語教師になりたいと考えている学生、過去に留

学生や外国人に日本語を教える機会があった学生が多かった。 
授業の内容について、各回の授業テーマにおいて、成人の日本語教育と子どもの日本語教育を比較し

ながら展開した。一般的な日本語教師養成講座などで取り上げられる成人に対しての日本語教育につい

て紹介した後、子どもの日本語教育に焦点を当てその違いについて触れ、「外国人児童生徒等教育を担

う教員の養成・研修モデルプログラム」1を取り入れた授業を構成した。外国人児童生徒等教育を担う

教員の資質・能力の 4 つの要素には「捉える

力」「育む力」「つなぐ力」「変える／変わる力」

という 4 要素から成り立っている（表 2）。本授

業では主に「捉える力」と「育む力」という基礎

教育の部分を取り上げ、外国につながる子どもを

取り巻く状況や置かれている環境などについて把

握し、具体的にどのように日本語指導、支援を行

っていくのかを考えた。学期末にはゲストスピー

カーを招き、「つなぐ力」のチームとして様々な

関係者が連携して子どもを見守り支援することや

学生たち自身にマイノリティを体験してもらい

「変わる／変える力」の多文化共生について考

える機会を与えた。 
「捉える力」の要素については、講義型と活動型を組み合わせた形態で、外国につながる子どものア

イデンティティや母語・母文化の背景、そして子どもの心理や環境について取り上げた。外国につなが

る子どもを取り巻く文化変容から境界化、親との母語でのコミュニケーションが取れなくなる状況など

を例に挙げて紹介し、自分がその子どもの身近にいる場合、どのようにするかを考えた。外国につなが

る子どもたちが抱えているものの中には、自分たちが当たり前だと考えていることが、本人やその家族

にとっては当たり前でないことが思っている以上に多くある。例えば、学校関係では学校の給食や掃除

などの習慣や当番、学校行事、学校の教科やその内容である。そして家庭や家族については、学校より

も優先される家庭の事情、生活のスタイルやリズムなどにも同様のことが言えるだろう。外国につなが

る子どもの多くは、親に連れられてくることや呼び寄せられてくることが多く、成人のようにビジネス

や留学など目的をもって自らの意思で日本に来るという状況とは違うことが多い。そのような背景を汲

み取り、柔軟に対応できるような知識を深めた。 
「育む力」では、活動型の形態を主として、外国につながる子どもの日本語教育とは、成人の日本語

教育とどのように違っているのか、比較しながら考えていった。子どもの場合、来日後のサバイバル日

本語ではどのような日本語を教えるのか、様々な子ども向けの日本語の教科書を見て分析し、年齢、背

景、将来の夢、日本語のレベルが全く違う数名の児童生徒を仮定し、グループごとに別々の児童または

生徒の情報から、それぞれのニーズや目標をどのように設定すればいいかを考えて、発表した。教科に

つながる日本語についても、教科につながる日本語とはどのようなものか、算数の文章題をやさしい日

 
1 公益財団法人日本語教育学会(2020)『外国人児童生徒を担う教員の養成・研修のための「モデルプログラム」ガイドブック』 

資質・能力の 4要素 課題領域 

捉える力 
子どもの実態の把握 
社会的背景の理解 

育む力 
日本語・教科の力の育成 
異文化間能力の涵養 

つなぐ力 
学校づくり 
地域づくり 

変える／変わる力 
多文化共生社会の実現 
教師としての成長 

表 2 外国人児童生徒等教育を担う教員の資質・能力 

―4つの要素と課題領域― 

出典：文部科学省委託事業特別委員会（2020）pp.3 
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本語に直したり、国語の教材の一部分をリライトしたり、実際に自分たちで体験することで学校生活と

並行して日本語を勉強していく子どもの気持ちや必要な支援が必要な時に受けられる環境が不可欠だと

いうことを考えた。また、多文化共生の教室や雰囲気づくりについても、学校行事や授業の中でどのよ

うに取り組むことができるか、実際に外国につながる子どもが自分のクラスに転入してきたらどのよう

な工夫ができるか、アイデアをグループで話し合った。履修生は散在地域出身の学生が大半だが、中に

は小中学生の時にクラスに外国につながる子どもがいたという経験を持つ学生や、集住地域出身の学生

が少数だがいたため、実体験の話も聞くことができた。学生同士で意見や思いが分かれることも多く、

リアクションペーパーには、自分とは違う意見や考えを聞くことによって、新たな視点や発見があった

との意見が多く見られた。 
「つなぐ力」「変える／変わる力」では、フィールド型の形態で、本事業でも母語支援員として支援

に携わって下さっている、タイ出身の Chantrakantanond Sasiwara さんに協力いただき、全てタイ語

でタイの小学校 6 年生の算数の授業を行ってもらい、全く分からない言語下で進んでいく教科学習を体

験し、実際にマイノリティを感じてもらった。学生たちには、算数の授業を全て外国語で受けてもらう

ということのみを伝え、Sasiwara さんが日本語を話せることや、タイ語で授業をするといった情報は

伏せ、すべてタイ語の問題を配布し、Sasiwara さんには最初の挨拶から、解答者を指名したり、質問

したりということまで全てタイ語で進めていただいた。その後、日本語で実際の支援の様子や現状そし

て母語支援の重要性について、事前に学生から集めていた質問をベースにして回答していただいた。マ

イノリティを実際に体験している間、受講生たちはスマートフォンやパソコン等様々なツールを使っ

て、何の言語なのか、答えを聞かれたときの数字の言い方は何といえばいいのか、調べたり考えたりす

ることが容易だが、小中学生で同じ状況に置かれて周りに聞ける人もいない場合、同じことができたか

考えてほしいと課題を与え、最後の授業でのグループディスカッションにつなげた。どのグループもマ

イノリティをテーマの一つとして考え、そこから生まれる不安や孤独感をどのように支援できるのかを

考えた。全 15 回の授業の中で、第 14 回目に実施したこのマイノリティ体験は、リアクションペーパー

から、多くの学生の中で印象に残った授業の一つだったことが伺える。実際に、第 13 回目まで、外国

につながる子どもの心理や環境が想像できてはいたものの、このマイノリティの疑似体験によって、そ

のイメージがより具現化され、自分が何かできないかと考えた学生も多かった。 
 ここに報告した「日本－日本語教育を知る－」は教養教育科目という性質からまず日本語教育につい

て考えてみることを取り上げているが、令和 3 年度後期の第 15 回授業で学生へのアンケート（回答件

数 39 件、有効回答率 100％）を実施したところ、「多文化リソースルームでの活動に興味がありますか

（複数回答可）」（図 1）において、子どもの日本語支援に興味を持った学生も多く、多文化リソースル

ームでの活動に参加してくれると回答してくれた学生は、今後のリソースルームが企画運営していく

様々なイベントや支援において、貴重な人材といえる。外国につながる子どもは、家と学校の往復のみ

という子どもが多い。そのため、人との接触もかなり限定的であることがほとんどだ。大学生と交流す

ることは、子どもたちにとっては教師や支援員とは違う大人との出会いであり、とても新鮮な出来事に

なるだろう。また、これまでの授業で外国につながる子どもについて、知識を深めてきた学生にとって

は、また新たな体験と発見ができるいい機会となるだろう。また、アンケートのもう一つの項目であ

る、「弘前大学に日本語教師養成課程（またはプログラム）があれば、受講してみたいと思いますか」

（図 2）という問いに対し、半数以上が「はい」と回答している。教員志望の学生もそうでない学生
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ームでの活動に参加してくれると回答してくれた学生は、今後のリソースルームが企画運営していく

様々なイベントや支援において、貴重な人材といえる。外国につながる子どもは、家と学校の往復のみ

という子どもが多い。そのため、人との接触もかなり限定的であることがほとんどだ。大学生と交流す

ることは、子どもたちにとっては教師や支援員とは違う大人との出会いであり、とても新鮮な出来事に

なるだろう。また、これまでの授業で外国につながる子どもについて、知識を深めてきた学生にとって

は、また新たな体験と発見ができるいい機会となるだろう。また、アンケートのもう一つの項目であ
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（図 2）という問いに対し、半数以上が「はい」と回答している。教員志望の学生もそうでない学生

も、日本語を教えることについて、興味がある

または興味を持ったという結果だと言える。実

際、受講者の中には、日本語教師になりたいと

考えている学生がおり、大学で日本語教師養成

課程を修了できるのであれば積極的に受講した

いという声は確実に上がっている。 
 日本語教育は対象となる学習者によって目標

も教授法も全く違い、それぞれに専門性が求め

られる。文化審議会国語分科会（2020）「日本

語教師の資格の在り方について（報告）」によ

ると、日本語教師養成講座等を修了後の初任研

修の内容では活動分野が 6 つに細分化されてお

り、「生活者としての外国人」「留学生」「児童

生徒等」「就労者」「難民等」「海外」となって

いる。2それぞれの活動分野では更なる専門性

が問われることとなる。この 6 つの分野の中で

も児童生徒等の子どもへの日本語指導は、他の

分野と共通する点が少なく養成講座でも取り上

げられることは少ないため、子どもへの日本語

教育の知識を持った人材育成が急がれる。 
今後も教養教育科目という点を活かして、

「日本－日本語教育を知る－」の授業で全学部

の学生に日本語教育と子どもの日本語支援につ

いて、広く知ってもらう機会として継続してい

く。また今後の課題は、学校教育の日本語に特

化した更なる深い授業の構築につなげていきた

い。 
 

2． 支援人材としての教職大学院生の育成 
 

 外国につながる子どもの日本語支援には、様々な連携が必要となり、支援員、学校、行政がチームと

なり外国につながる子どもと保護者を支えていく必要がある。支援に携わるうえで日本語教育の知識は

土台として必要なことはもちろんだが、同様に、学校という組織に入り、現場の先生方とコミュニケー

ションを取りながら、足並みを揃えて支援をしていかなければならない。 
令和 3 年度から、新たな試みとして、教職大学院生を学校生活支援員として派遣した。教職大学院生

は、教員免許（第 1 種）を取得しており、さらに教員としてのさまざまな力量形成に努めているため、

 
2 文化審議会国語分科会(2020) 「日本語教師の資格の在り方について（報告）」

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/92083701_01.pdf（2022 年 2 月 3 日最終閲覧） 
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図 1 多文化リソースルームでの活動に興味があります
か。（複数回答可） 
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図 2 弘前大学に日本語教師養成課程（またはプログ

ラム）があれば受講してみたいと思いますか。 
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学校への入り方を心得ている。また、教職大学院の必修科目「教育における社会的包摂」において、

「モデルプログラム」の外国人児童生徒等教育を担う教員の資質・能力の 4 つの要素（表 2）では、「捉

える力」を中心に「育む力」の「異文化間能力の涵養」や「つなぐ力」の「学校づくり」について学

び、「変える／変わる力」の「多文化共生社会の実現」に向けて公正性を養うよう指導を受けている。

加えて、支援員として派遣される者は、支援と並行して「日本－日本語教育を知る－」を聴講し、「育

む力」の「日本語・教科の力の養成」についても身に付けている。 
教職大学院生を支援員として配置したのは、準拠点校の平川市立小学校での支援、多文化リソースル

ームでの弘前市内の小学生の放課後支援と青森県立高校に通う高校生の支援とした。小学校の支援では

支援開始時には教職大学院 2 年の 2 名を派遣し、11 月より教職大学院 1 年の 3 名の追加派遣を開始し

た。教職大学院生の場合、学校に入っていくことについては慣れているが、日本語教育の知識は十分で

はなく、日本語の支援については未経験であるため、まずは取り出しでの日本語教育や指導方法につい

て、日本語支援員の支援を観察し、実際の支援の中で取り出しの支援のアプローチの仕方について習得

した。入り込みの支援についても、支援児童やクラスの雰囲気を見ながら、友達同士での助け合いを見

守りながら授業についていけているか確認し、支援に入るタイミングを計っていった。また、教職大学

院生による支援開始後も、多文化スーパーバイザーが参観したり、ケース会議や日報を通して助言した

りする形で、学校生活支援員としての活動をサポートするようにした。 
教職大学院生は学校での実習の経験が豊富なため、先生方とのコミュニケーションや支援児童の在籍

する学級の児童と打ち解けるのに時間はかからず、教育現場での実習の成果であることがうかがえる

が、個別で支援しなければならない日本語支援では、他の児童との接し方とのバランスや、支援児童が

他の児童から特別な目で見られないようにといった配慮などを考えながら慎重に支援をしていた。少し

ずつ子どもの特徴が見え、お互いに受け入れることできるようになってくると、リラックスした雰囲気

の中で、子どものペースや意見を尊重し学習を進められるようになった。平川市立小学校の児童の場合

は、主として教科につながる日本語が多かったため、教職大学院生にとっては、実習での体験をもとに

しながら外国につながる子どもへの日本語及び教科につながる日本語について考える機会になっただろ

う。また、ケース会議や日々の申し送りの中で支援に関わってくださっていた先生方の話を伺って、教

員の立場からの外国につながる子どもや日本語支援についての想いや悩みなども知り、近い将来教員の

道を歩み始める大学院生たちにとっては、貴重な経験となったと思われる。 
リソースルームでの支援では、新たな試みとして、11 月より教職大学院 1 年の 3 名を多文化リソー

スルーム支援員に任命し、多文化リソースルームで実施する支援に関わる支援員として活動した。高校

生は日本語初級レベル、小学生は日本語 0 からのスタートということで、主な支援は日本語支援となっ

た。高校生の支援は、高校でも実施されているが、通信制であるため日本語に触れる機会が限られる。

今年度は日本語に触れる機会を増やすためと、生徒本人の居住地が学校よりも多文化リソースルームの

方が近いため、多文化リソースルームでの支援を始めた。教室内での支援はもちろんだが、大学構内の

散歩に出かけたり、図書館に行ったりして、生活に関わる語彙や日本語の習得や接客に使用される言葉

を勉強し、実際に保護者が運営しているお店で支援員の指導の下、ホールで対応する練習などをしてい

た。教職大学院生は、日本語支援員と一緒に支援にはいっていたため、接客シミュレーションでお客の

役や、日本の文化や暦にあった行事を一緒に体験しながら語彙を増やす手助けをした。慣れてくると、

支援員と時間配分を決め、時間内で支援の主担当を任されるようになっていった。小学生の支援につい
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習」は、より幅広くとらえる必要がある。日本語を聞くことや話しをすること、母国の遊びを紹介して

もらい、その遊びを日本語を交えて実施することも学習の一つである。また、学校生活においても、日

本の教育では授業中にノートを取ることが多いが、外国につながる子どもにとっては書くことに時間が

かかるため、書くことの意味を見出せない場合もある。また、母文化と日本の文化の違いに戸惑ってい

る子どもにとっては、日々の学校生活の中で支援の時間が唯一リラックスできる居場所だということも

ある。子どものストレスや不安が溜まっていないか様子を見ながら、支援時間に話を聞くことも少なく

ない。また、子どもの集中力が持続する時間は短く、特に小学生低学年との会話の中からヒントを探し

出し、日本語支援につなげていく必要もある。特に小学校の支援においては、発達段階も考慮し、児童

が無理なく楽しみながら日本語を習得できるよう工夫が求められる。特に、今回の多文化リソースルー

ムでの支援は放課後に行われており、児童にとっての負荷も考慮する必要があるケースであった。こう

した児童の支援を経験したことは、教職大学院生にとって、年少者の日本語指導の実際を知る貴重な機

会となったとともに、教育について深く考える契機ともなったといえるだろう。 
 
外国につながる子どもは突然学校にやってくる。そのため、日本語支援が必要な子どもが学校にやっ

てきたときにどれだけ迅速にサポート体制を構築し、子どもと保護者の支援を開始できるかということ

が大切である。外国につながる子どもが転入してきたという連絡が多文化リソースルームに入って、支

援員を送るまでには少なくとも数週間はかかる。学校が位置する地域または近隣に居住していて、平日

の午前中に交通の便に困ることのない日本語支援員の候補を数日で探すのは、散在地域かつ限られた支

援人財で日本語支援を運用している現状では至難の業である。その点、教員免許を所持し、学校組織に

ついての知識を持ち合わせている教職大学院生に、学校教育の日本語のエッセンスを指導し、支援員と

して活動してもらうことで、速やかな対応が実現しやすくなる。さらに、彼らが将来教員になった暁に

は、日本語支援の経験を活かし、学校に日本語教育の知識を持った教員がいることになる。支援員が派

遣されるまでの間、彼らが中心となって転入してきた日本語指導が必要な子どもの対応やクラスの雰囲

気づくりを考え、外国につながる子どもの受け入れ態勢を整えることもできるだろう。また、潜在的に

埋もれている可能性のある日本語指導が必要な子どもについても、早期発見と適切な支援のための連携

が取れるようになることを期待したい。 
笹森 圭子（弘前大学多文化リソースルーム） 
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Ⅳ 多文化リソースルーム活用・資料整備状況

Ⅳ １ 多文化リソースルーム活用実績について

外国につながる子どもの日本語支援及び居場所支援の場としての整備を進めてきた多文化リソースル
ームだが、今年度は支援の場としての活用が順調に増えている。第一に特定の児童生徒への支援の場と
しての活用を、第二に居場所支援の活動を報告する。

支援の場としての活用
まず、今年度定期的に多文化リソースルームで行った 件の支援について報告する。また、今年度新

型コロナウィルスの影響により実施できなかったキッズキャンプの代替えイベントとして実施した、夏
休みキッズ交流会について報告する。
まず つ目は、昨年度より本事業で支援に入っている県内の高校に通う生徒の支援である。スクーリ

ング及び週に一度の学校での支援以外では、週に ・ 日、 日 ～ 時間程度の支援を多文化リソース
ルームで行った。支援生徒の自宅から多文化リソースルームの方が近いということと、本人のキャリア
についての意識付けも含め、大学構内の様子を見たり、同世代の生活を感じたりすることができるため
である。 つ目は、日本語 で来日した児童の支援である。当該児童は弘前市内の小学校へ転入してき
た。弘前市は外国につながる子どもへの支援は非常に手厚く、学校に支援員等の配置がされている。その
ため、多文化リソースルームでは弘前市教育委員会を通して放課後の支援について依頼があった。児童
の負担も考え保護者と相談しながら週に 日、 日 時間の支援を行った。これらの定期的な支援には
日本語支援員はもちろんだが、Ⅲ ３で述べた支援人材としての教職大学院生の参入により、支援員にも
支援対象児童・生徒にも新しい視点や経験がもたらされた。

居場所支援の活動―多文化キッズ交流会
次に、 月 日～ 日の 日間実施した多文化キッズ交流会である。外国につながる子ども及び保護者

の横のつながりの強化を主な目的とし、また、普段関わることのない大学生と話したり、新しい環境を見
つけたりする機会の提供も兼ねている。多文化キッズ交流会では、Ⅲ ３で述べた、「日本－日本語教育を
知る－」前期授業でボランティアスタッフを募り、希望者に協力を依頼した。イベントの周知は交通の便
を考えて、今年度は弘前市内の全小中学校及び本事業で支援に入っている児童生徒へ周知した。参加者
は少数にとどまったが、保護者の参加もあり、抱えている悩みや教育についての相談を受けることもあ
り、参加した児童生徒もいつも接している支援員とは違う人との関わりに、はじめは少し戸惑いながら
も、しばらくして慣れてくると楽しそうに会話をしていた。
今後の課題は、多文化リソースルームをさらに広く知ってもらうために、定期的なイベントを考えて

いきたい。保護者と子どもが一緒に日本語を勉強できるような親子日本語教室や、 を活用して、ハ
イブリッドで県内の外国につながる子ども同士が交流できる機会の充実などが挙げられる。人材育成と
並行し外国につながる子どもの新しい体験を増やす機会を作りたい。
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多文化キッズ交流会
in 弘前大学

【問い合わせ先 Contact】
弘前大学教育学部 多文化リソースルーム
Hirosaki University, Faculty of Education, Multicultural Resource Room

〒036-8560 青森県弘前市文京町1
TEL/FAX 0172-39-3454   Mail to: tabunka3454@hirosaki-u.ac.jp
Website: https://home.hirosaki-u.ac.jp/tabunka/

だいがく あそ い

🍉🍉🍉🍉🍉🍉🍉🍉大学に遊びに行ってみよう！
ともだち いっしょ しゅくだい も

🍧🍧🍧🍧🍧🍧🍧🍧友達と一緒でもいいです！宿題を持ってきてもいいです！
なん じ き かえ

🌻🌻🌻🌻🌻🌻🌻🌻何時に来てもいいです。いつ帰ってもいいです。
ほ ご しゃ かた さん か だいかんげい

⛱⛱保護者の方の参加も大歓迎です！
もうしこ

お申込みは、こちらのQRコードから！▶▶▶
だいがくせい にい ねえ あ たの

大学生のお兄さん、お姉さんがみんなと会えるのを楽しみにしています。
たの はな あそ べんきょう

楽しくお話したり、遊んだり、勉強したりしましょう♪
こ あん ぜん だい がく そう げい ねが

＊子どもの安全のため大学までは送迎をお願いします。
しんがた かん せん よ ぼう

新型コロナウィルス感染予防のため、マスクをしてきてね！
にち じ ねん がつ か げつ か ど

日時：2021年8月2日（月）～7日（土） 9:00～12:00（出入り自由）
Date: August 2nd (Mon) – August 7th (Sat) 9AM to 12noon

*You may enter and leave freely within the time.
ば しょ ひろ さき だい がくきょういくがくぶ た ぶん か

場所：弘前大学教育学部多文化リソースルーム
Place: Hirosaki University Multicultural Resource Room

ひろさきしぶんきょうちょう ひろさきだいがくきょういくがくぶ きょういくじっせんそうごう かい

（弘前市文京町1 弘前大学教育学部 教育実践総合センター1階）

た ぶ ん か

ひ ろ さ き だ い が く

Multi-culture Kid’s exchange in Hirosaki University
あたら ともだち み だいがくせい べんきょう あそ

新しい友達を見つけよう！大学生と勉強しよう！遊ぼう！
Let’s make new friends! Let’s study and play with University students!

こう りゅう かい 資料20Ⅳ� 多文化リソースルーム活用・資料整備状況�

Ⅳ�１� 多文化リソースルーム活用実績について�

�
� 外国につながる子どもの日本語支援及び居場所支援の場としての整備を進めてきた多文化リソースル
ームだが、今年度は支援の場としての活用が順調に増えている。第一に特定の児童生徒への支援の場と
しての活用を、第二に居場所支援の活動を報告する。�
�
��� 支援の場としての活用�
� まず、今年度定期的に多文化リソースルームで行った � 件の支援について報告する。また、今年度新
型コロナウィルスの影響により実施できなかったキッズキャンプの代替えイベントとして実施した、夏
休みキッズ交流会について報告する。�
まず � つ目は、昨年度より本事業で支援に入っている県内の高校に通う生徒の支援である。スクーリ

ング及び週に一度の学校での支援以外では、週に �・� 日、� 日 �～� 時間程度の支援を多文化リソース
ルームで行った。支援生徒の自宅から多文化リソースルームの方が近いということと、本人のキャリア
についての意識付けも含め、大学構内の様子を見たり、同世代の生活を感じたりすることができるため
である。� つ目は、日本語 � で来日した児童の支援である。当該児童は弘前市内の小学校へ転入してき
た。弘前市は外国につながる子どもへの支援は非常に手厚く、学校に支援員等の配置がされている。その
ため、多文化リソースルームでは弘前市教育委員会を通して放課後の支援について依頼があった。児童
の負担も考え保護者と相談しながら週に � 日、� 日 � 時間の支援を行った。これらの定期的な支援には
日本語支援員はもちろんだが、Ⅲ�３で述べた支援人材としての教職大学院生の参入により、支援員にも
支援対象児童・生徒にも新しい視点や経験がもたらされた。�
�
��� 居場所支援の活動―多文化キッズ交流会�
次に、�月 �日～�日の �日間実施した多文化キッズ交流会である。外国につながる子ども及び保護者

の横のつながりの強化を主な目的とし、また、普段関わることのない大学生と話したり、新しい環境を見
つけたりする機会の提供も兼ねている。多文化キッズ交流会では、Ⅲ�３で述べた、「日本－日本語教育を
知る－」前期授業でボランティアスタッフを募り、希望者に協力を依頼した。イベントの周知は交通の便
を考えて、今年度は弘前市内の全小中学校及び本事業で支援に入っている児童生徒へ周知した。参加者
は少数にとどまったが、保護者の参加もあり、抱えている悩みや教育についての相談を受けることもあ
り、参加した児童生徒もいつも接している支援員とは違う人との関わりに、はじめは少し戸惑いながら
も、しばらくして慣れてくると楽しそうに会話をしていた。�
� 今後の課題は、多文化リソースルームをさらに広く知ってもらうために、定期的なイベントを考えて
いきたい。保護者と子どもが一緒に日本語を勉強できるような親子日本語教室や、��� を活用して、ハ
イブリッドで県内の外国につながる子ども同士が交流できる機会の充実などが挙げられる。人材育成と
並行し外国につながる子どもの新しい体験を増やす機会を作りたい。�
�

多文化キッズ交流会
in 弘前大学

【問い合わせ先 Contact】
弘前大学教育学部 多文化リソースルーム
Hirosaki University, Faculty of Education, Multicultural Resource Room

〒036-8560 青森県弘前市文京町1
TEL/FAX 0172-39-3454   Mail to: tabunka3454@hirosaki-u.ac.jp
Website: https://home.hirosaki-u.ac.jp/tabunka/

だいがく あそ い

大学に遊びに行ってみよう！
ともだち いっしょ しゅくだい も

友達と一緒でもいいです！宿題を持ってきてもいいです！
なん じ き かえ

何時に来てもいいです。いつ帰ってもいいです。
ほ ご しゃ かた さん か だいかんげい

⛱⛱保護者の方の参加も大歓迎です！
もうしこ

お申込みは、こちらのQRコードから！▶▶▶
だいがくせい にい ねえ あ たの

大学生のお兄さん、お姉さんがみんなと会えるのを楽しみにしています。
たの はな あそ べんきょう

楽しくお話したり、遊んだり、勉強したりしましょう♪
こ あん ぜん だい がく そう げい ねが

＊子どもの安全のため大学までは送迎をお願いします。
しんがた かん せん よ ぼう

新型コロナウィルス感染予防のため、マスクをしてきてね！
にち じ ねん がつ か げつ か ど

日時：2021年8月2日（月）～7日（土） 9:00～12:00（出入り自由）
Date: August 2nd (Mon) – August 7th (Sat) 9AM to 12noon

*You may enter and leave freely within the time.
ば しょ ひろ さき だい がくきょういくがくぶ た ぶん か
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Ⅳ ２ 資料貸出件数及び資料整備状況

今年度は年度途中からの支援の相談などもあり、日本語 児童への パッケージの書籍や教材の貸出
も多く、総じて貸出数や閲覧も順調に増えている。ただ、多文化リソースルームに来て、書籍を手に取り
じっくり閲覧できるのは近隣に住んでいる支援員がほとんどのため、遠方に住んでいる支援員への資料
の閲覧や貸出については未だ課題が残る。書籍の購入については支援員からの要望や学校側からの助言
も寄せられ、少しずつ充実している。しかし、まだまだ十分な蔵書量とは言えず、貸出頻度の分析や支援
員へのアンケートなどの回数を増やし、支援員のニーズに対応していきたい。ここに令和 年度「貸出
件数集計」表Ⅳ ２ １と令和 年度に購入した書籍を一覧にした「多文化リソースルーム書籍目録」を資
料として集録する。

多文化リソースルーム（弘前市の小学生）支援の様子 学習教材室

表Ⅳ ２ １ 令和 年度 貸出件数集計
表Ⅳ ２ １からわかるように、

最も多く貸し出されているのは、
日本語教科書・教材のカテゴリー
で、中でも特にフラッシュカード
として利用できる、イラスト
（表）とひらがな（裏）の書かれ
たカード類の貸出が多かった。次
いで、中学生の参考書シリーズが
多く貸し出されている。中学生の
教科につながる日本語は、小学生
のものに比べ言葉の難易度や複雑
な内容も増えてくるため、貸出件
数増えたと考えられる。

笹森 圭子（弘前大学）
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通し番号 タイトル 著者 出版社

多 Ⅲ 67
教出 ひろがることば しょうがくこ
くご ⼀上

教育出版

多 Ⅲ 68
教出 ひろがることば ⼩学国語 ⼆
上

教育出版

多 Ⅲ 69 教出 ひろがる⾔葉 ⼩学国語 三上 教育出版
多 Ⅲ 70 教出 ひろがる⾔葉 ⼩学国語 四上 教育出版
多 Ⅲ 71 教出 ひろがる⾔葉 ⼩学国語 五上 教育出版
多 Ⅲ 72 教出 ひろがる⾔葉 ⼩学国語 六上 教育出版
多 Ⅲ 73 教出 しょうがく しょしゃ ⼀ねん 教育出版
多 Ⅲ 74 教出 ⼩学 しょしゃ ⼆年 教育出版
多 Ⅲ 75 教出 ⼩学 書写 三年 教育出版
多 Ⅲ 76 教出 ⼩学 書写 四年 教育出版
多 Ⅲ 77 教出 ⼩学 書写 五年 教育出版
多 Ⅲ 78 教出 ⼩学 書写 六年 教育出版
多 Ⅲ 79 東書 新しい社会 ３ 東京書籍
多 Ⅲ 80 東書 新しい社会 ４ 東京書籍
多 Ⅲ 81 東書 新しい社会 ５上 東京書籍
多 Ⅲ 82 東書 新しい社会 ６ 政治・経済編 東京書籍
多 Ⅲ 83 東書 新しい社会 ６ 歴史編 東京書籍

多 Ⅲ 84
帝国 楽しく学ぶ ⼩学校の地図帳
3・4・5・6年

帝国書院

多 Ⅲ 85
学図 みんなとまなぶ しょうがっこ
う さんすう １ねん上

学校図書

多 Ⅲ 86
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 算数
２年上

学校図書

多 Ⅲ 87
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 算数
３年上

学校図書

多 Ⅲ 88
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 算数
４年上

学校図書

多 Ⅲ 89
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 算数
５年上

学校図書

多 Ⅲ 90
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 算数
６年

学校図書

多 Ⅲ 91
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 算数
６年 中学校へのかけ橋

学校図書

多 Ⅲ 92
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 理科
３年

学校図書

多 Ⅲ 93
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 理科
４年

学校図書

多⽂化リソースルーム 書籍⽬録 資資料料2211
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多 Ⅲ 94
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 理科
５年

学校図書

多 Ⅲ 95
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 理科
６年

学校図書

多 Ⅲ 96
学図 みんなとまなぶ しょうがっこ
う せいかつ 上

学校図書

多 Ⅲ 97 教芸 ⼩学⽣のおんがく １ 教育芸術社
多 Ⅲ 98 教芸 ⼩学⽣の⾳楽 ２ 教育芸術社
多 Ⅲ 99 教芸 ⼩学⽣の⾳楽 ３ 教育芸術社
多 Ⅲ 100 教芸 ⼩学⽣の⾳楽 ４ 教育芸術社
多 Ⅲ 101 教芸 ⼩学⽣の⾳楽 ５ 教育芸術社
多 Ⅲ 102 教芸 ⼩学⽣の⾳楽 ６ 教育芸術社

多 Ⅲ 103
⽇⽂ ずがこうさく １・２上 たの
しいな おもしろいな

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 104
⽇⽂ 図画⼯作 ３・４上 ためした
よ ⾒つけたよ

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 105
⽇⽂ 図画⼯作 ５・６上 ⾒つめて
広げて

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 106 開隆堂 わたしたちの家庭科 ５・６ 開隆堂
多 Ⅲ 107 東書 新しいほけん ３・４ 東京書籍
多 Ⅲ 108 東書 新しい保健 ５・６ 東京書籍

多 Ⅲ 109
東書 NEW HORIZON Elementary
English Course 5

東京書籍

多 Ⅲ 110
東書 NEW HORIZON Elementary
English Course Picture Dictionary

東京書籍

多 Ⅲ 111
東書 NEW HORIZON Elementary
English Course 6

東京書籍

多 Ⅲ 112
⽇⽂ しょうがくどうとく いきるち
から １

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 113
⽇⽂ しょうがくどうとく いきるち
から １ どうとくノート

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 114 ⽇⽂ ⼩学どうとく ⽣きる⼒ ２ ⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 115
⽇⽂ ⼩学どうとく ⽣きる⼒ ２
どうとくノート

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 116 ⽇⽂ ⼩学どうとく ⽣きる⼒ ３ ⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 117
⽇⽂ ⼩学どうとく ⽣きる⼒ ３
どうとくノート

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 118 ⽇⽂ ⼩学道徳 ⽣きる⼒ ４ ⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 119
⽇⽂ ⼩学道徳 ⽣きる⼒ ４ 道徳
ノート

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 120 ⽇⽂ ⼩学道徳 ⽣きる⼒ ５ ⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 121
⽇⽂ ⼩学道徳 ⽣きる⼒ ５ 道徳
ノート

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 122 ⽇⽂ ⼩学道徳 ⽣きる⼒ ６ ⽇本⽂教出版
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多 Ⅲ 123
⽇⽂ ⼩学道徳 ⽣きる⼒ ６ 道徳
ノート

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 124 教出 伝え合う⾔葉 中学国語 １ 教育出版
多 Ⅲ 125 教出 伝え合う⾔葉 中学国語 ２ 教育出版
多 Ⅲ 126 教出 伝え合う⾔葉 中学国語 ３ 教育出版
多 Ⅲ 127 東書 新しい社会 地理 東京書籍
多 Ⅲ 128 東書 新しい社会 歴史 東京書籍
多 Ⅲ 129 東書 新しい社会 公⺠ 東京書籍
多 Ⅲ 130 帝国 中学校社会科地図 帝国書院
多 Ⅲ 131 東書 新しい数学 １ 東京書籍
多 Ⅲ 132 東書 新しい数学 ２ 東京書籍
多 Ⅲ 133 東書 新しい数学 ３ 東京書籍
多 Ⅲ 134 学図 中学校科学 １ 学校図書
多 Ⅲ 135 学図 中学校科学 ２ 学校図書
多 Ⅲ 136 学図 中学校科学 ３ 学校図書
多 Ⅲ 137 啓林館 BLUE SKY English Course 1 啓林館
多 Ⅲ 138 啓林館 BLUE SKY English Course 2 啓林館
多 Ⅲ 139 啓林館 BLUE SKY English Course 3 啓林館
多 Ⅲ 140 ⽇⽂ 中学道徳 あすを⽣きる １ ⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 141
⽇⽂ 中学道徳 あすを⽣きる １
道徳ノート

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 142 ⽇⽂ 中学道徳 あすを⽣きる ２ ⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 143
⽇⽂ 中学道徳 あすを⽣きる ２
道徳ノート

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 144 ⽇⽂ 中学道徳 あすを⽣きる ３ ⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 145
⽇⽂ 中学道徳 あすを⽣きる ３
道徳ノート

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 146
教出 ひろがることば しょうがくこ
くご ⼀下

教育出版

多 Ⅲ 147
教出 ひろがることば ⼩学国語 ⼆
下

教育出版

多 Ⅲ 148 教出 ひろがる⾔葉 ⼩学国語 三下 教育出版
多 Ⅲ 149 教出 ひろがる⾔葉 ⼩学国語 四下 教育出版
多 Ⅲ 150 教出 ひろがる⾔葉 ⼩学国語 五下 教育出版
多 Ⅲ 151 教出 ひろがる⾔葉 ⼩学国語 六下 教育出版
多 Ⅲ 152 東書 新しい社会 ５下 東京書籍

多 Ⅲ 153
学図 みんなとまなぶ しょうがっこ
う さんすう １ねん下

学校図書

多 Ⅲ 154
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 算数
２年下

学校図書

多 Ⅲ 155
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 算数
３年下

学校図書

多 Ⅲ 156
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 算数
４年下

学校図書
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多 Ⅲ 157
学図 みんなと学ぶ ⼩学校 算数
５年下

学校図書

多 Ⅲ 158
学図 みんなとまなぶ しょうがっこ
う せいかつ 下

学校図書

多 Ⅲ 159
⽇⽂ ずがこうさく １・２下 たの
しいな おもしろいな

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 160
⽇⽂ 図画⼯作 ３・４下 ためした
よ ⾒つけたよ

⽇本⽂教出版

多 Ⅲ 161
⽇⽂ 図画⼯作 ５・６下 ⾒つめて
広げて

⽇本⽂教出版

多 Ⅱ 67 ①〜② 学校通訳学習テキスト 坪⾕美欧⼦ 松柏社

多 Ⅱ 68 
⾼等学校における外国につながる⽣徒
⽀援ハンドブック

兵庫県外教

多 Ⅰ 154 ①〜② 新版 みえこさんのにほんご ⿅嶋恵/⽯川博⼦
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 155 ①〜② 新版 続みえこさんの⽇本語 ⿅嶋恵/⽯川博⼦
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 156 ①〜②
新版 みえこさんのにほんご れん
しゅうちょう１

⽯川博⼦/林朝⼦/
藤本美知代

公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 157 ①〜②
新版 みえこさんのにほんご れん
しゅうちょう２

⿅嶋恵/⽯川博⼦
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 158 ①〜②
新版 みえこさんのにほんご れん
しゅうちょう２ 解答集

（財）三重県国際交
流財団国際教育課

公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 159 ①〜② 新版 続みえこさんの⽇本語 解答集 ⿅嶋恵/⽯川博⼦
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅱ 69 ①〜②
新版 みえこさんのにほんご 指導の
アクセス

⿅嶋恵/⽯川博⼦/
船⾒和秀

公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅱ 70 ①〜②
新版 続みえこさんの⽇本語 指導の
アクセス

⿅嶋恵/⽯川博⼦
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 160 新版 みえこさんのにほんご CD
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 161 新版 続みえこさんの⽇本語 CD
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 162 ①〜②
新版 みえこさんのにほんご れん
しゅうちょう１ CD

公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 163 ①〜②
みえこさんのにほんご 名詞の絵カー
ド100

公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 164 ①〜② 動詞の絵カード100
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 165 ①〜② 形容詞の絵カード50
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 166 
⽇本昔話 こっぱ天狗（スペイン語
版）

⼩倉肇
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 167
⽇本昔話 カエルの⽬はどこについて
いる（スペイン語版）

⼩倉肇
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）
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多 Ⅰ 168 ⽇本昔話 ほら久（スペイン語版） ⼩倉肇
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 169 ⽇本昔話 こっぱ天狗（英語版） ⼩倉肇
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 170
⽇本昔話 カエルの⽬はどこについて
いる（英語版）

⼩倉肇
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 171 ⽇本昔話 ほら久（英語版） ⼩倉肇
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 172 紙芝居「だんだらぼっち」
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅱ 71 ⽇本語指導の基礎 DVD
公益財団法⼈三重県国
際交流財団（MIEF）

多 Ⅰ 173
⽇本語能⼒試験N3カタカナ語スピード
マスター

清⽔知⼦ Jリサーチ出版

多 Ⅱ 72 ①〜②
Q&Aでわかる外国につながる⼦どもの
就学⽀援

⼩島祥美 明⽯書店

多 Ⅰ 200
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の作⽂ワーク初級１

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 201
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の作⽂ワーク初級２

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 202
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 1-1

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 203
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 1-2

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 204
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 2-1

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 205
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 2-2

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 206
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 3-1

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 207
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 3-2

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 208
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 4-1

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 209
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 4-2

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 210
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 5-1

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 211
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 5-2

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 212
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 6-1

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 213
ゆっくりていねいに学びたい⼦のため
の読解ワーク 6-2

原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 214 どの⼦もわかる算数プリント 1-1 原⽥善造 喜楽研
多 Ⅰ 215 どの⼦もわかる算数プリント 1-2 原⽥善造 喜楽研
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多 Ⅰ 216 どの⼦もわかる算数プリント 2-1 原⽥善造 喜楽研
多 Ⅰ 217 どの⼦もわかる算数プリント 2-2 原⽥善造 喜楽研
多 Ⅰ 218 どの⼦もわかる算数プリント 3-1 原⽥善造 喜楽研
多 Ⅰ 219 どの⼦もわかる算数プリント 3-2 原⽥善造 喜楽研
多 Ⅰ 220 どの⼦もわかる算数プリント 4-1 原⽥善造 喜楽研
多 Ⅰ 221 どの⼦もわかる算数プリント 4-2 原⽥善造 喜楽研
多 Ⅰ 222 どの⼦もわかる算数プリント 5-1 原⽥善造 喜楽研
多 Ⅰ 223 どの⼦もわかる算数プリント 5-2 原⽥善造 喜楽研
多 Ⅰ 224 どの⼦もわかる算数プリント 6-1 原⽥善造 喜楽研
多 Ⅰ 225 どの⼦もわかる算数プリント 6-2 原⽥善造 喜楽研

多 Ⅰ 199 ①〜③
⼩学漢字1026字の正しい書きかた・使
い⽅

⼩学館国語辞典編
集部

⼩学館

多 Ⅰ 174
100枚プリント 第1集 あんごうをと
こう

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 175
100枚プリント 第2集 おはなしを読
解ワーク：初級編

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 176
100枚プリント 第3集 ひらがな読解
ワーク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 177
100枚プリント 第4集 おはなし読解
ワーク：中級編

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 178
100枚プリント 第5集 会話練習ワー
ク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 179
100枚プリント 第6集 さくぶんれん
しゅうワーク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 180
100枚プリント 第7集 おはなし読解
ワーク：上級編

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 181
100枚プリント 第8集 ことばのクロ
スワード

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 182
100枚プリント 第9集 連語練習ワー
ク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 183
100枚プリント 第10集 活⽤練習ワー
ク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 184
100枚プリント 第11集 つばさくんの
にっき

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 185
100枚プリント 第12集 語彙選択ワー
ク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 186
100枚プリント 第13集 ⾃分のことを
考えよう

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 187
100枚プリント 第14集 続おはなし読
解ワーク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 188
100枚プリント 第15集 おしゃべり練
習ワーク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 189
100枚プリント 第16集 がでにを練習
ワーク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル
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多 Ⅰ 190
100枚プリント 第17集 算数⽂章題準
備ワーク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 191 100枚プリント 第18集 俳句をよもう
⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 192
100枚プリント 第19集 ことばのネッ
トワーク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 193
100枚プリント 第20集 続・おはなし
読解ワーク：中級

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 194
100枚プリント 第21集 疑問⽂練習
ワークＩ《いつ・どこ・だれ・なに
編》

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 195
100枚プリント 第22集 ⽣活ストー
リー読解ワーク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 196
100枚プリント 第23集 助詞・動詞⽳
埋めワーク

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 197
100枚プリント 第24集 おしゃべりを
作ろう

⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅰ 198 100枚プリント 第25集 ⽂章を直そう
⾔語・学習指導室 葛
⻄ことばのテーブル

多 Ⅲ 162
学校図書 しょうがっこう こくご
⼀ねん上

学校図書

多 Ⅲ 163 学校図書 ⼩学校 こくご ⼆年上 学校図書
多 Ⅲ 164 学校図書 ⼩学校 国語 三年上 学校図書
多 Ⅲ 165 学校図書 ⼩学校 国語 四年上 学校図書
多 Ⅲ 166 学校図書 ⼩学校 国語 五年上 学校図書
多 Ⅲ 167 学校図書 ⼩学校 国語 六年上 学校図書

多 Ⅲ 168
学校図書 しょうがっこう こくご
⼀ねん下

学校図書

多 Ⅲ 169 学校図書 ⼩学校 こくご ⼆年下 学校図書
多 Ⅲ 170 学校図書 ⼩学校 国語 三年下 学校図書
多 Ⅲ 171 学校図書 ⼩学校 国語 四年下 学校図書
多 Ⅲ 172 学校図書 ⼩学校 国語 五年下 学校図書
多 Ⅲ 173 学校図書 ⼩学校 国語 六年下 学校図書

多 Ⅲ 174
学校図書 しょうがっこう しょしゃ
⼀ねん

学校図書

多 Ⅲ 175 学校図書 ⼩学校 しょしゃ ⼆年 学校図書
多 Ⅲ 176 学校図書 ⼩学校 書写 三年 学校図書
多 Ⅲ 177 学校図書 ⼩学校 書写 四年 学校図書
多 Ⅲ 178 学校図書 ⼩学校 書写 五年 学校図書
多 Ⅲ 179 学校図書 ⼩学校 書写 六年 学校図書
多 Ⅲ 180 開隆堂 ずがこうさく １・２上 開隆堂
多 Ⅲ 181 開隆堂 ずがこうさく １・２下 開隆堂
多 Ⅲ 182 開隆堂 図画⼯作 ３・４上 開隆堂
多 Ⅲ 183 開隆堂 図画⼯作 ３・４下 開隆堂
多 Ⅲ 184 開隆堂 図画⼯作 ５・６上 開隆堂
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多 Ⅲ 185 開隆堂 図画⼯作 ５・６下 開隆堂
多 Ⅲ 186 学研 みんなのほけん ３・４年 学研教育みらい
多 Ⅲ 187 学研 みんなの保健 ５・６年 学研教育みらい
多 Ⅲ 188 学研 新・みんなのどうとく １ 学研教育みらい
多 Ⅲ 189 学研 新・みんなのどうとく ２ 学研教育みらい
多 Ⅲ 190 学研 新・みんなのどうとく ３ 学研教育みらい
多 Ⅲ 191 学研 新・みんなの道徳 ４ 学研教育みらい
多 Ⅲ 192 学研 新・みんなの道徳 ５ 学研教育みらい
多 Ⅲ 193 学研 新・みんなの道徳 ６ 学研教育みらい
多 Ⅰ 226 ①〜③ ひらがなカード 第2版 くもん出版
多 Ⅰ 227 ①〜③ カタカナカード 第2版 くもん出版
多 Ⅰ 228 ①〜③ 反対ことばカード 第2版 本堂寛 くもん出版
多 Ⅰ 229 ①〜③ 書きかたカードカタカナ 第2版 くもん出版
多 Ⅰ 230 ①〜③ 書きかたカード漢字 第2版 くもん出版
多 Ⅰ 231 ①〜③ かずカード 第2版 公⽂公 くもん出版
多 Ⅰ 232 ①〜③ とけいカード 第3版 くもん出版
多 Ⅰ 233 ①〜③ こよみカード 第2版 くもん出版
多 Ⅰ 234 ①〜③ くだものやさいカード 2集 ⽊庭卓⼈ くもん出版
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Ⅴ．日本語０プログラムと支援の実際

１．「想定される日本語指導の計画案」の改訂のためのアンケート調査
本研究の昨年度報告書において、「想定される日本語指導の計画案」（以下「計画案」）の開発につい

て述べ、特徴を説明した上で改善点を探った。運用を重ねた今年度は、実際の活用に即してさらに改善
点を挙げたい。
改善点を探るにあたり、日本語支援員（以下支援員）と青森県内の つの教育委員会にアンケート調

査を行った。支援員には「計画案」と支援の実際の差を踏まえ、「計画案」で変更すべき点がないか尋ね、
名から回答を得た。 つの教育委員会には、①この「計画案」が指導の大まかな見込みを得るのに役立

ったか、②記述が不十分 不正確で理解するのに不便だった、加筆修正すべき点はあるか、③「計画案」
に予算が入っていないが入っていた方がいいかを尋ねた。
まず、教育委員会からの回答を述べる。①については、どちらの教育委員会からも大まかな見込み

や、段階ごとに必要な指導の内容がわかるとの回答があった。②については、どちらの教育委員会から
も「計画案」の見にくさを指摘された。レイアウト、記述項目の行動主体の明確化などが求められた。
③については、学校には必要ないが教育委員会に向けては予算を入れた方がいいという意見と、支援の
実態は個々に異なり、支援過程の状況により費用も変わるので不要であるという回答があった。これら
の意見から、①については目的を果たしているが、②については変更が必要であると言え、③について
は現状のままにすることにした。
次に、上記②を踏まえた上で、支援員からの回答から抽出した項目を載せた「計画案」の改訂版（表
）を示したい。網掛けでマークされているのが昨年度、下線でマークされているのが今年度、支援員

からの回答で提案された変更・加筆部分である。

．改訂版「計画案」の変更点
以下で、改訂版の大きな変更点を述べる。まず、学習環境作り（対応すべき事柄）において、フェー

ズ０での教育委員会、学校、支援員、スーパーバイザーの各主体、さらに、教育委員会と学校、学校と
支援員及びスーパーバイザーといった組み合わせでの役割を明示したことである。特に、教育委員会の
役割として挙げた「学校と支援員へのコンサル（知識提供）」の事項は、支援開始後に不明確だと支援
員の困惑につながる事柄である。学校の役割として挙げた「支援員を全教職員に紹介」することも、そ
れにより支援員の立場が明確にされ、教員からの理解と協力を得られることが支援のしやすさにつなが
るため、重要なことである。また、学校と支援員及びスーパーバイザーの役割として「情報交換を密に
し、支援内容や児童生徒の状況を共有」することも明記した。日本語０来日対応プログラムは学校側と
支援員の協力体制を重視するものである。口頭での情報交換や支援日報の共有など、その支援現場に合
ったやり方での協力体制の機能化を促すため、あえて明記した。さらに、本事業の大きな目的である多
文化共生の学校・授業づくりの実現のため、教育委員会が先進事例の紹介、スーパーバイザーが資料や
アイディアの紹介を行い、学校が外国につながる子どもを受け入れるクラスの雰囲気づくりをフェーズ
０で行うことを明記したことも新たな点である。
次に、日本語指導の内容、目標であるが、フェーズ０で給食や掃除、トラブル時を想定しての指導や
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説明が加わった。これらは保護者ともども理解しておくべき事項であり、保護者を含めた指導というこ
とになる。フェーズ 以降は教科学習場面を意識した項目が加わった。特に、学習参加のための日本語
指導が本格化し、学級参加の程度が増加・深化するフェーズ と は、昨年、両者の弁別が難しいとい
う意見が出たが、児童生徒の母学級でのふるまいに即し、改訂版ではアウトプットを中心とした記述が
増え、レベルの違いが出た。
さらに、フェーズごとにその期間の特徴を示す短い説明も加えた。

．今後に向けて
最後に、今回のアンケートから、支援の開始や経過にともなって支援員同士で確認・共有すべき事項が

あることがわかった。例えば、前任者からの引継ぎの手順や事項、その方法である。支援を引き継ぐにあ
たり、前任者やスーパーバイザーから話を聞き、それまでの日報を参照することはできるが、支援を開始
するとそれだけでは不十分かもしれない。また、コロナ禍により対面支援から置き換わったオンライン
指導であるが、ミーティングアプリ の使い方の講習とオンライン用指導案の必要性を指摘する意
見もあった。これらは計画案の留意事項として書き示すこともできるが、定期的に支援員を集めてフォ
ローアップ研修などで扱うべきであろう。さらに、昨年度のインタビューでも今年度のアンケートでも、
支援員の取るべき態度について様々な「ビリーフ（信念）」（例えば、「子どもにとって『権威者』でなく
対等な存在としてフレンドリーに接する」「個別の支援計画の中の本人・保護者の願いが学校生活を楽し
むことであれば、教科学習の支援は最低限にする」など）が述べられたが、フォローアップ研修などで他
の支援員の支援の様子を聞き今後の支援のヒントを得たり、様々なビリーフに触れることで自らの支援
を振り返ったりすることもできる。フェーズ と で支援員の役割となっている教材の準備についても
同様で、どんな教材がどのような場合に有効かなど、特に支援歴の浅い支援員には他の支援員と交流し
ながら学ぶことは多いと思われる。
日本語指導の目標は、児童生徒が学校の内外での生活や授業で困らないようにすることと同時に、多

文化共生を担う主体の一人としての自己表現を可能にすることである。「計画案」にはないが、指導員に
も多文化共生を視野に入れた指導への意識とアイディアが求められる。これも、今後、フォローアップ研
修などで繰り返し確認し、知見を共有・蓄積していくことが必要だと思われる。

お忙しい中、アンケートにご回答くださり、貴重なご意見と様々な改善案を示して下さった支援員、
教育委員会の方々に、末筆ながら深く感謝申し上げます。

田中 真寿美（青森中央学院大学）
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説明が加わった。これらは保護者ともども理解しておくべき事項であり、保護者を含めた指導というこ
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むことであれば、教科学習の支援は最低限にする」など）が述べられたが、フォローアップ研修などで他
の支援員の支援の様子を聞き今後の支援のヒントを得たり、様々なビリーフに触れることで自らの支援
を振り返ったりすることもできる。フェーズ と で支援員の役割となっている教材の準備についても
同様で、どんな教材がどのような場合に有効かなど、特に支援歴の浅い支援員には他の支援員と交流し
ながら学ぶことは多いと思われる。
日本語指導の目標は、児童生徒が学校の内外での生活や授業で困らないようにすることと同時に、多

文化共生を担う主体の一人としての自己表現を可能にすることである。「計画案」にはないが、指導員に
も多文化共生を視野に入れた指導への意識とアイディアが求められる。これも、今後、フォローアップ研
修などで繰り返し確認し、知見を共有・蓄積していくことが必要だと思われる。

お忙しい中、アンケートにご回答くださり、貴重なご意見と様々な改善案を示して下さった支援員、
教育委員会の方々に、末筆ながら深く感謝申し上げます。

田中 真寿美（青森中央学院大学）

表 1 日本語指導計画（期間の目安と内容）22年版 
・週当たり 4～6時間での学習対応日本語指導での例 ・2-3年のスパンで考える 

 
学学習習環環境境作作りり（（対対応応すすべべきき事事柄柄））  日日本本語語指指導導のの内内容容、、目目標標  

フフェェーーズズ 00 受け入れ決定～準備期 

●教育委員会の役割 
①チーム（学校運営協議会）結成と会議コーディネート 
・学校、スーパーバイザー、支援員、通訳（＋母語支援
員）、保護者などに連絡  
・チームと児童生徒＋保護者との顔合わせの日程調整、通
訳、翻訳者の手配、多言語資料の用意 
・顔合わせの際に個人調書（調査票）の作成と保護者の日本
語力の確認 
・次回以降のチーム会議日程計画 
②学校と支援員へのコンサル（知識提供） 
・多言語多文化環境を生かした学校の事例の紹介 
・翻訳を依頼する場合の手続きの説明 
・支援開始後、支援員が何を誰に確認/報告すべきかの明確化 
③保護者支援 
・支援員、通訳者と連携して保護者の手続き支援 
●教育委員会と学校の役割 
・チーム内で学年の協議、決定 
●学校の役割 
・支援員を全教職員に紹介 
・外国につながる子どもを受け入れるクラスの雰囲気づくり 
●スーパーバイザーの役割 
・多言語環境を生かした学校づくりやクラスの雰囲気づくり
について、学校に資料やアイディア提供 
●日本語支援員の役割 
・教材や支援場所、必要な情報など学校への要望のリスト化 
●学校と支援員とスーパーバイザーの役割 
・情報交換を密にし、支援内容や児童生徒の状況を共有 
・ケース会議の開催、次回以降の日程調整 

●保護者と児童生徒への
説明、指導 
・必要ならば多言語資料
やウェブも活用し、日本
の学校文化、流れなどに
ついて説明 
・特に、給食時や掃除で
求められる行動（並ぶ、
片付けるなど）を指導 
・トラブル時の対応につ
いて、フローチャートな
どを用いて説明（当該児
童生徒が加害者になった
場合の親の謝罪などを含
む） 

フフェェーーズズ 11 学校生活への適応のための初期指導開始 
【日本語指導の頻度・期間の目安】低学年：受入 1日目から毎日、2週間程度  
                高学年：受入 1日目から毎日、1～2週間程度 
                中学生：受入 1日目から毎日、3日～1週間程度 

●学校と支援員、スーパーバイザーの役割 
・情報交換を密にし、支援内容や児童生徒の
状況を共有 
・フェーズ 2以降の指導計画（頻度、教科な
ど）を作成 
●学校の役割 
・必要に応じ、母語支援員、翻訳機の手配 
●支援員の役割 
・「0パックセット」の配置 

・学校の 1日の流れが理解できる 
・身の回りの物や人の名前が理解できる 
・簡単な挨拶や日常よく使われる定型表
現（例「待って」）を理解できる、使用
できる 
・健康や安全に関する簡単な指示( 例
「あぶない」)を聞いて理解できる 

フフェェーーズズ 22 基礎的日本語指導の開始 支援付きで部分的な学級参加 
【日本語指導の頻度・期間の目安】週 6～15時間 ここまでで 2週間～3か月かかる  

●学校と支援員、スーパーバイザーの役割 
・情報交換を密にし、支援内容や児童生徒の
状況を共有 
●スーパーバイザーの役割 
・DLAの実施（はじめの一歩） 
●支援員の役割 
・ルビ振り教材の準備 

●基礎的な日本語指導 
●学習参加のための日本語指導 
・ひらがな、カタカナが読める、書ける 
・基本動作や 2語文程度の用言で、簡単
な意思確認ができる 

− 173 −



 

学学習習環環境境作作りり（（対対応応すすべべきき事事柄柄））  日日本本語語指指導導のの内内容容、、目目標標  

フフェェーーズズ 33 学習参加のための日本語指導の開始 支援付きで部分的学級参加 
【日本語指導の頻度・期間の目安】週 6～15時間 ここまでで 1～8か月かかる 

●学校と支援員、スーパーバイザーの役割 
・情報交換を密にし、支援内容や児童生徒の状
況を共有 
●スーパーバイザーの役割 
・DLAの実施（話す） 
※DLA＝外国人児童生徒のための JSL対話型アセ
スメント DLA 
日常会話はできるが教科学習に困難を感じてい
る児童生徒に、「導入会話」と「語彙力チェッ
ク」、「話す」「読む」「書く」「聴く」とい
った言語技能を、会話の流暢度、音韻や文字や
文法などの言語能力、教科学習言語能力の面か
ら測定し、児童生徒の言語能力と必要な学習支
援を把握するために行う対話型の評価方法。 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/ 
clarinet/003/1345413.htm 
●支援員の役割 
・リライト教材の準備 

●基礎的な/技能別日本語指導 
・感情表現や、「わざとじゃない
よ」「もうやめて」などトラブル時
の表現、自分の気持ちが言える 
●学習参加のための日本語指導 
・漢字が少し読めて書ける 
・身近なことや自分について、モデ
ル文に従って単文を話したり、書い
たりできる 
・リライト教材が読めて、補助があ
れば内容も理解できる 
・理解した内容について、簡単な感
想を言える 

フフェェーーズズ 44 学習参加のための日本語指導の本格化（支援付での）学級参加の程度深化 
【日本語指導の頻度・期間の目安】低学年：～週 6時間 ここまでで 3か月～1年かかる 
                      高学年/中学生：～週 6時間 ここまでで 4か月～1.5年かかる 

●学校と支援員、スーパーバ
イザーの役割 
・情報交換を密にし、支援内
容や児童生徒の状況を共有 
●スーパーバイザーの役割 
・DLAの実施（読む） 
※可能ならば DLA（聴く A)実
施 

●学習参加のための日本語指導 
・学年相当より下の漢字が読める 
・補助があれば授業の言葉が聞き取れる 
・補助があれば教科書の内容が理解できる 
・視聴覚的資料や支援員の言語的援助、ジェスチャー
などがあれば、ペアワークやグループワークの中で自
分の意見を話したり、ある程度決められた内容をみん
なの前で話したりできる 
●基礎的な/技能別日本語指導 
・身近なことについて、短い文章を書くことができる 

フフェェーーズズ 55 学習参加のための日本語指導中心 支援なしでの学級参加の増加 
【日本語指導の頻度・期間の目安】低学年：週 2～4時間程度 ここまでで 1～2年かかる 
                  高学年/中学生：週 2～4時間程度 ここまでで 1～3年かかる 

●学校と支援員、スーパーバ
イザーの役割 
・情報交換を密にし、支援内
容や児童生徒の状況を共有 
●スーパーバイザーの役割 
・DLAの実施（書く/聴く） 

●学習参加のための日本語指導 
・学年相当の漢字が読める 
・学年相応の授業内容がおおよそ理解できる 
・授業の内容について、簡単に要約して話すことがで
きる 
・自分の意見をみんなの前で話せる 
●基礎的な/技能別日本語指導 
・幅広い生活場面で日本語を使用することができる 
・自分の体験などについて、短い作文を書くことがで
きる 
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学学習習環環境境作作りり（（対対応応すすべべきき事事柄柄））  日日本本語語指指導導のの内内容容、、目目標標  

フフェェーーズズ 33 学習参加のための日本語指導の開始 支援付きで部分的学級参加 
【日本語指導の頻度・期間の目安】週 6～15時間 ここまでで 1～8か月かかる 

●学校と支援員、スーパーバイザーの役割 
・情報交換を密にし、支援内容や児童生徒の状
況を共有 
●スーパーバイザーの役割 
・DLAの実施（話す） 
※DLA＝外国人児童生徒のための JSL対話型アセ
スメント DLA 
日常会話はできるが教科学習に困難を感じてい
る児童生徒に、「導入会話」と「語彙力チェッ
ク」、「話す」「読む」「書く」「聴く」とい
った言語技能を、会話の流暢度、音韻や文字や
文法などの言語能力、教科学習言語能力の面か
ら測定し、児童生徒の言語能力と必要な学習支
援を把握するために行う対話型の評価方法。 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/ 
clarinet/003/1345413.htm 
●支援員の役割 
・リライト教材の準備 

●基礎的な/技能別日本語指導 
・感情表現や、「わざとじゃない
よ」「もうやめて」などトラブル時
の表現、自分の気持ちが言える 
●学習参加のための日本語指導 
・漢字が少し読めて書ける 
・身近なことや自分について、モデ
ル文に従って単文を話したり、書い
たりできる 
・リライト教材が読めて、補助があ
れば内容も理解できる 
・理解した内容について、簡単な感
想を言える 

フフェェーーズズ 44 学習参加のための日本語指導の本格化（支援付での）学級参加の程度深化 
【日本語指導の頻度・期間の目安】低学年：～週 6時間 ここまでで 3か月～1年かかる 
                      高学年/中学生：～週 6時間 ここまでで 4か月～1.5年かかる 

●学校と支援員、スーパーバ
イザーの役割 
・情報交換を密にし、支援内
容や児童生徒の状況を共有 
●スーパーバイザーの役割 
・DLAの実施（読む） 
※可能ならば DLA（聴く A)実
施 

●学習参加のための日本語指導 
・学年相当より下の漢字が読める 
・補助があれば授業の言葉が聞き取れる 
・補助があれば教科書の内容が理解できる 
・視聴覚的資料や支援員の言語的援助、ジェスチャー
などがあれば、ペアワークやグループワークの中で自
分の意見を話したり、ある程度決められた内容をみん
なの前で話したりできる 
●基礎的な/技能別日本語指導 
・身近なことについて、短い文章を書くことができる 

フフェェーーズズ 55 学習参加のための日本語指導中心 支援なしでの学級参加の増加 
【日本語指導の頻度・期間の目安】低学年：週 2～4時間程度 ここまでで 1～2年かかる 
                  高学年/中学生：週 2～4時間程度 ここまでで 1～3 年かかる 

●学校と支援員、スーパーバ
イザーの役割 
・情報交換を密にし、支援内
容や児童生徒の状況を共有 
●スーパーバイザーの役割 
・DLAの実施（書く/聴く） 

●学習参加のための日本語指導 
・学年相当の漢字が読める 
・学年相応の授業内容がおおよそ理解できる 
・授業の内容について、簡単に要約して話すことがで
きる 
・自分の意見をみんなの前で話せる 
●基礎的な/技能別日本語指導 
・幅広い生活場面で日本語を使用することができる 
・自分の体験などについて、短い作文を書くことがで
きる 

 

 

Ⅵ．地域の支援ネットワークの強化 

 
 この章では、本調査研究事業推進にあたっての、県内の連携について整理しておきたい。 
なお、研究拠点校に関わる連携については第Ⅰ章で詳しく取り上げているため、ここではそれ以外の連

携について、記述する。 
 来年度完成予定の「多文化共生に向けた日本語指導が必要な子どもの受け入れガイドブック（仮称）」
の作成においては、以下に記述する関係者の連携を踏まえて、県内の支援体制ネットワークが記載され
る予定である。 
 
Ⅵ-１ 研究協議会 
 
 本年度の研究協議会は構成員 1が令和 2 年度と比べて増えたため、全体会議に加え、運営会議と研究拠
点校会議で構成した。 
研究拠点校会議は、研究拠点校委員、所管する教育委員会委員、多文化スーパーバイザーで、主として、

研究拠点校における支援の在り方や効果検証について検討した。運営会議は、ガイダンスや交流合宿（非
開催）、人材育成、県内の支援ネットワーク構築等について検討した。開催回数は、全体会議 2 回（5 月
28 日、3 月 17 日）、研究拠点校会議 2 回（8 月 23 日、12 月 21 日）、運営会議２回（10 月 8 日、11 月 30
日）である。コロナ下であるため、いずれもオンライン開催とした。 
 
Ⅵ-２ 教育委員会との連携 
  
（1） 県教育委員会との連携 

・ 青森県「日本語指導が必要な外国人児童生徒担当教員等連絡協議会」における連携 
 令和元年度から基本的に年 2回開催されている同連絡協議会には、本事業関係者が参加し、
県内各地の状況や本事業の取組について情報共有、協議を行った。本年度はコロナのため、12
月に 1 回開催となった。 

・ 外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンスの共催 
高校進学ガイダンスには、青森県教育委員会が共催、学校教育課高等学校指導グループ指

導主事が県立高等学校入学者選抜を説明し、相談対応した。また、周知にも協力を得た。 
・ 本事業終了後に向けた支援体制構築のため、令和 4 年度からの独自予算の確保 

      青森県教育委員会は、一般社団法人自治体国際化協会の「多文化共生まちづくり促進事業」
の助成を受け、令和 4 年度から「AOMORI 多文化共生推進事業」を進めることになった。同
「日本語指導スタートアップパッケージ」による日本語支援の実施、中学生・高校生の進学・
キャリア支援の充実のための取組、外国人保護者と学校の連携のための取組について、今後、
弘前大学教育学部多文化リソースルームとしても協力していく。 

 
1 研究協議会のメンバーについては、５ページ参照。 
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・ スキルアップ研修講座等の後援及び周知への協力 
 スキルアップ研修講座についても、青森県教育委員会に後援、周知等の協力を得た。 
 

（2） 青森市教育委員会との連携 
・ 小学校 3 校、中学校 2 校の研究拠点校における連携 

 令和 2 年度の小学校 2 校、中学校 1 校に加え、日本語指導が必要な児童生徒が入学した小学校
1 校、中学校 1 校を研究拠点校として、多文化リソースルームから、多文化スーパーバイザー、
母語支援員、日本語支援員を派遣した。 

・ 外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンスの後援 
 県内全域の小中学生と保護者を対象とした高校進学ガイダンスを実施するにあたり後援を得
た。 

 
（3） 平川市教育委員会との連携 

・ 連携の経緯 
 令和 3 年 4 月当初、アメリカから転入した兄妹の日本語指導について、青森県国際交流協会を
介して、平川市教育委員会より、多文化リソースルームに相談があった。以前日本にいたことが
あるため、日常会話に大きな問題はないが、保護者が学習言語の点で心配しており、何らかの支
援ができないだろうかという相談であった。支援について相談するため、多文化リソースルーム
代表と多文化スーパーバイザーが学校を訪問し、多文化リソースルームから支援員の派遣ができ
るかどうか、市教育委員会及び学校と相談した。 

・ 市教育委員会の独自予算の確保に向けた DLA の実施と支援計画概要の作成 
 本調査研究事業の研究拠点校はすでに確定し、予算も配分済みだったため、平川市としての独
自予算は可能かどうかを相談したところ、予算確保の判断資料とするため、多文化リソースルー
ムとしてどのような支援が必要か、多文化スーパーバイザーが児童二人に DLA を実施し、その
結果とともに支援計画概要と支援費用の見積もりを市教育委員会に提出した。 

・ 日本語指導支援員等派遣事業実施要綱の作成と支援の開始 
 市教育委員会は予算確保の見通しがたったことから、多文化リソースルームと協議の上、令和
３年度平川市日本語指導支援員等派遣事業実施要綱を作成し、5 月より支援開始となった。多文
化リソースルームからは、多文化スーパーバイザー、教職大学院生の学校生活支援員を派遣した
（支援頻度等は、第Ⅰを参照）。 

・ 支援の終了と事業報告会における指導主事による報告 
 平川市の支援は、本人たちの学習状況を踏まえ、令和 3 年度で終了となる予定である。 
平川市の取組は、散在地域の学校に日本語指導が必要な児童生徒が急に転入してきた場合に、

参考となる事例である。そのため令和 4 年 3 月 17 日に実施予定の本事業の報告会において、平
川市教育委員会の担当指導主事に報告をお願いしている。 

 
（4） 五所川原市教育委員会との連携 

・ 連携の経緯 
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・ スキルアップ研修講座等の後援及び周知への協力 
 スキルアップ研修講座についても、青森県教育委員会に後援、周知等の協力を得た。 
 

（2） 青森市教育委員会との連携 
・ 小学校 3 校、中学校 2 校の研究拠点校における連携 

 令和 2 年度の小学校 2 校、中学校 1 校に加え、日本語指導が必要な児童生徒が入学した小学校
1 校、中学校 1 校を研究拠点校として、多文化リソースルームから、多文化スーパーバイザー、
母語支援員、日本語支援員を派遣した。 

・ 外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンスの後援 
 県内全域の小中学生と保護者を対象とした高校進学ガイダンスを実施するにあたり後援を得
た。 

 
（3） 平川市教育委員会との連携 

・ 連携の経緯 
 令和 3 年 4 月当初、アメリカから転入した兄妹の日本語指導について、青森県国際交流協会を
介して、平川市教育委員会より、多文化リソースルームに相談があった。以前日本にいたことが
あるため、日常会話に大きな問題はないが、保護者が学習言語の点で心配しており、何らかの支
援ができないだろうかという相談であった。支援について相談するため、多文化リソースルーム
代表と多文化スーパーバイザーが学校を訪問し、多文化リソースルームから支援員の派遣ができ
るかどうか、市教育委員会及び学校と相談した。 

・ 市教育委員会の独自予算の確保に向けた DLA の実施と支援計画概要の作成 
 本調査研究事業の研究拠点校はすでに確定し、予算も配分済みだったため、平川市としての独
自予算は可能かどうかを相談したところ、予算確保の判断資料とするため、多文化リソースルー
ムとしてどのような支援が必要か、多文化スーパーバイザーが児童二人に DLA を実施し、その
結果とともに支援計画概要と支援費用の見積もりを市教育委員会に提出した。 

・ 日本語指導支援員等派遣事業実施要綱の作成と支援の開始 
 市教育委員会は予算確保の見通しがたったことから、多文化リソースルームと協議の上、令和
３年度平川市日本語指導支援員等派遣事業実施要綱を作成し、5 月より支援開始となった。多文
化リソースルームからは、多文化スーパーバイザー、教職大学院生の学校生活支援員を派遣した
（支援頻度等は、第Ⅰを参照）。 

・ 支援の終了と事業報告会における指導主事による報告 
 平川市の支援は、本人たちの学習状況を踏まえ、令和 3 年度で終了となる予定である。 
平川市の取組は、散在地域の学校に日本語指導が必要な児童生徒が急に転入してきた場合に、

参考となる事例である。そのため令和 4 年 3 月 17 日に実施予定の本事業の報告会において、平
川市教育委員会の担当指導主事に報告をお願いしている。 

 
（4） 五所川原市教育委員会との連携 

・ 連携の経緯 

 1 月になって、仕事のための一家転住でフィリピンから来日した日本語０(ゼロ)の児童の受入
れについて、五所川原市教育委員会から多文化リソースルームに相談があった。五所川原市とし
ては初めてのケースとのことであった。 
 多文化リソースルームとの相談の結果、今年度予算については五所川原市として確保できる見
通しとのことで、多文化スーパーバイザーの派遣等は、多文化リソースルームが担当、支援員費
用は五所川原市教育委員会が負担することで、支援員を派遣することとなった。 

・ 学校での打合せと児童及び保護者との面談 
 多文化リソースルームから多文化スーパーバイザーが訪問し、市教育委員会指導主事、学校管
理職、担任教諭と、多文化共生の教室づくりも含めて、児童の受け入れについて打合せを行った。
また、その後、児童と保護者から状況を聞き取り、支援について説明をした。青森県国際交流協
会のタガログ語通訳に、オンラインで通訳をしてもらった。なお、打合せと面談には、多文化リ
ソースルーム代表もオンラインで同席した。 

・ 五所川原市周辺の支援人材の確保 
予算も確保され、1 月下旬から支援が開始されたが、支援員の人材確保には、困難が伴った。

冬季であり、地吹雪の激しいエリアなので、遠方からの支援員派遣が困難だったからである。そ
こで、日本語０で英語ができる児童の状況を考え、週 3 回は同市在住の母語支援員を確保、近隣
の町に住む多文化スーパーバイザーが週 2 回、日本語支援員として入る体制をとった。近隣での
支援員確保は、散在地域、特に冬季の東北では大きな課題といえる。いずれはオンラインも併用
する可能性もあるが、小学校低学年で日本語が全くできない場合、初期段階では学校生活全般に
寄り添う対応が望ましい。今後の県内全域での支援人材の確保について、考えさせられる事例で
あった。 

 
（5） 弘前市教育委員会との連携 

・ 教員・支援員対象の研修講座の実施 
 弘前市教育委員会は、独自に 5 名の日本語支援員を雇用している。このため、弘前市立の小中
学校への支援員派遣はないが、教員研修及び支援員のブラッシュアップ研修に、多文化リソース
ルームとして協力している。今年度は 4 月と 10 月に弘前市教育委員会主催・弘前大学教育学部
多文化リソースルーム共催で、研修会を実施した。 

・ 外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンスの後援と協力 
 高校進学ガイダンスでは、後援団体となっていただいた。日本語を母語としない小中学生及び
その保護者への高校進学ガイダンスの必要性について共通の認識を持ち、弘前市内の小中学生及
び保護者に周知、参加の確認について協力を得た。 

・ 日本語０の小学生児童の多文化リソースルームでの放課後支援 
 年度途中で弘前市立小学校に転入した日本語０の児童について、学校での支援は支援員が対応
するものの、補充的な日本語指導を保護者が希望しており、教育委員会と相談の上、学校との連
携支援ではなく、本人・保護者の希望による多文化リソースルームでの週 2 回の放課後支援を実
施し、教職大学院生が中心となって対応している（詳細は、第 3 章を参照のこと）。 
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（6） おいらせ町教育委員会との連携 
・ 町立小学校での支援 

 おいらせ町立小学校で、アフガニスタン児童 2 名の支援を行った。日本語指導だけでなく、イ
スラム圏の文化をもつ子どもたちで学校生活上の様々な配慮が必要であったこと、少数言語を話
す保護者との意思疎通にも課題があったことが支援要請の大きな背景にあった。ただし、子ども
たちは夏休み前に転校したため、支援自体は短期で終了した。 

・ 在留資格に関する情報提供 
 おいらせ町立学校に通う児童の在留資格の切り替えについて、情報提供を行った。家庭の背景
が複雑であったことから、専門的な情報が必要であった。外国につながる児童生徒の場合、在籍
の継続や進路保障のために、在留資格の把握と、場合によっては在留資格の切り替えなどについ
て情報提供が必要である場合が少なくない。今後、多文化リソースルームとして県内の学校から
の相談に応じていきたいと考える。（詳細は、おいらせ町教育委員会による成果と課題を参照の
こと）。 
 

（7） 八戸市教育委員会 
・ 外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンスの後援 

 八戸市は、NPO 法人みちのく国際日本語教育センターと連携した日本語指導を実施しており、
支援における直接の連携はないが、県内全域の小中学生と保護者を対象とした高校進学ガイダン
スを実施するにあたり後援を得た。 
 

Ⅵ-３ 県内関係団体との連携 
 
（1） 青森県国際交流協会  

・ 青森県日本語指導サポータースキルアップ講座の共催 
 第Ⅲ章で記したように、青森県国際交流協会は、青森県日本語指導サポーター養成講座を令和
2 年度～4 年度に開催してきた。本事業で子どもの日本語支援に関わる内容に特化したスキルア
ップ講座を実施するにあたっては、サポーター養成講座の履修生・修了生が多数参加することが
想定されたため、青森県国際交流協会は同講座を共催し、申込受付等を担当するなど協力して運
営に当たった。 

・ 日本語指導サポーター養成講座修了生リストの共有 
 多文化リソースルームとして広い県内に散在する日本語支援人材を把握していくため、青森県
国際交流協会の日本語指導サポーター養成講座の修了生リストの共有をさせていただいた。個人
情報であるため、青森県国際交流協会から修了生に対して「学校に入っての子どもへの日本語支
援」「平日の午前中を中心とした支援」等の条件を伝え、共有する情報の範囲等を確認の上、ご
本人から提供の同意がとれた方々について、リストの提供を受けた。今後、県内における支援に
役立てる予定である。 

・ 外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンスにおける後援と幅広い協力 
青森県国際交流協会も後援団体となった高校進学ガイダンスについても、同団体によるさまざ
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（6） おいらせ町教育委員会との連携 
・ 町立小学校での支援 

 おいらせ町立小学校で、アフガニスタン児童 2 名の支援を行った。日本語指導だけでなく、イ
スラム圏の文化をもつ子どもたちで学校生活上の様々な配慮が必要であったこと、少数言語を話
す保護者との意思疎通にも課題があったことが支援要請の大きな背景にあった。ただし、子ども
たちは夏休み前に転校したため、支援自体は短期で終了した。 

・ 在留資格に関する情報提供 
 おいらせ町立学校に通う児童の在留資格の切り替えについて、情報提供を行った。家庭の背景
が複雑であったことから、専門的な情報が必要であった。外国につながる児童生徒の場合、在籍
の継続や進路保障のために、在留資格の把握と、場合によっては在留資格の切り替えなどについ
て情報提供が必要である場合が少なくない。今後、多文化リソースルームとして県内の学校から
の相談に応じていきたいと考える。（詳細は、おいらせ町教育委員会による成果と課題を参照の
こと）。 
 

（7） 八戸市教育委員会 
・ 外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンスの後援 

 八戸市は、NPO 法人みちのく国際日本語教育センターと連携した日本語指導を実施しており、
支援における直接の連携はないが、県内全域の小中学生と保護者を対象とした高校進学ガイダン
スを実施するにあたり後援を得た。 
 

Ⅵ-３ 県内関係団体との連携 
 
（1） 青森県国際交流協会  

・ 青森県日本語指導サポータースキルアップ講座の共催 
 第Ⅲ章で記したように、青森県国際交流協会は、青森県日本語指導サポーター養成講座を令和
2 年度～4 年度に開催してきた。本事業で子どもの日本語支援に関わる内容に特化したスキルア
ップ講座を実施するにあたっては、サポーター養成講座の履修生・修了生が多数参加することが
想定されたため、青森県国際交流協会は同講座を共催し、申込受付等を担当するなど協力して運
営に当たった。 

・ 日本語指導サポーター養成講座修了生リストの共有 
 多文化リソースルームとして広い県内に散在する日本語支援人材を把握していくため、青森県
国際交流協会の日本語指導サポーター養成講座の修了生リストの共有をさせていただいた。個人
情報であるため、青森県国際交流協会から修了生に対して「学校に入っての子どもへの日本語支
援」「平日の午前中を中心とした支援」等の条件を伝え、共有する情報の範囲等を確認の上、ご
本人から提供の同意がとれた方々について、リストの提供を受けた。今後、県内における支援に
役立てる予定である。 

・ 外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンスにおける後援と幅広い協力 
青森県国際交流協会も後援団体となった高校進学ガイダンスについても、同団体によるさまざ

まな面での協力は、ガイダンスの成功に向けて大きな力となった。青森県国際交流協会は、今年
の秋に来日し、中学校卒業資格を持つため青森県の学校に在籍していないネパール人の子どもの
相談を受けていた。この子どもがオンライン・ガイダンスに参加しやすいよう、青森県国際交流
協会のスペースを提供、普段から顔見知りの職員が同席する形をつくった。また、青森県国際交
流協会は、中国語、タガログ語、英語等の通訳人材を有しており、高校進学ガイダンスにおいて
は、多文化リソースルームとして、中国語とタガログ語の通訳の紹介を受けた。 

・ その他、通訳派遣への協力 
 学校での面談等での通訳派遣についても、青森県国際交流協会から通訳の紹介を得た。 

 
（2） 青森大学日本語教育センター 

・ 多文化スーパーバイザー 
 青森大学で日本語教育センター長を務める石塚ゆかり氏に多文化スーパーバイザーをお願い
している。担当する青森市立小中学校への支援員派遣にあたっては、その事務手続きを日本語教
育センターの事務局員の協力を得た。 

・ 支援員人材の紹介 
青森大学は日本語教師養成課程を有する大学であり、本年度から導入した「学校生活支援員」

については、青森大学の日本語教師養成課程で学ぶ学生 2 名も支援員となっている。 
・ 青森県日本語指導サポータースキルアップ講座の共催 

 前述の青森県国際交流協会が主催する青森県日本語指導サポーター養成講座は、青森大学の
「日本語教員プログラム養成講座」の一部を青森県国際交流協会で実施しているプログラムであ
り、講座のメイン講師として青森大学の石塚氏が養成に当たっている。そのため、スキルアップ
講座についても、青森大学共催、青森会場も青森大学の教室とするなど、開催に向け全面的に協
力を得た。2 日目午後のプログラムでは、石塚氏に講師をお願いした。 
 

（3） 青森中央学院大学 
・ 多文化スーパーバイザー 

 青森中央学院大学で日本語教育を担当する田中真寿美氏に多文化スーパーバイザーをお願い
している。 

・ サテライトキャンパスでの居場所支援 
 青森中央学院大学のサテライトキャンパスである新町キャンパスにおいて、同大学の学生をボ
ランティアとする居場所支援を兼ねた学習支援教室を実施した。コロナ下であるため、活動には
難しい面もあったが、通っていた研究拠点校の中学生は、楽しそうに学び、コロナ後の本格実施
が期待される。 

・ 効果検証の実施 
 令和 3 年度は、支援 2 年目となり、支援の効果検証が重要なテーマであった。検証にあたって
は、普段直接子どもや担当教諭に接している支援員や多文化スーパーバイザーではない者が、客
観的に実施することとしたため、研究拠点校に直接多文化スーパーバイザーとして入っていない
田中氏は、弘前大学の桐村とともに中心となって効果検証を担当した。 
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（4） NPO 法人みちのく国際日本語教育センター 

・ 多文化スーパーバイザー 
 副理事長の明日山幸子氏に、多文化スーパーバイザーをお願いしている。 

・ 支援人材の紹介 
MIJEC は、八戸市とその周辺地域で学校での日本語支援を担ってきた団体であり、子どもへ

の日本語支援の経験豊富なメンバーを複数有している。おいらせ町立小学校の支援に当たっては、
MIJEC のメンバーが支援員となった。 

・ 青森県日本語指導サポータースキルアップ講座の共催 
 MIJEC は青森県日本語指導サポータースキルアップ講座を共催、講師選定及びプログラム内
容の企画においては、明日山氏の協力を得た。また、2 日目午後のプログラムでは、明日山氏に
講師をお願いした。また、八戸地域の子どもの日本語支援関係者への広報にも協力を得た。 

・ 外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンスでの連携 
 高校進学ガイダンスでは、日本の高校に進学している外国人の高校生の経験談が、重要な内容
として組み込まれていた。高校生のうち 1 名は、MIJEC が学習支援を担当した、八戸地域で私
立高校に進学したフィリピン出身の生徒にお願いした。また、八戸地域の日本語を母語としない
子どもや保護者への周知にも協力を得た。 

 
（5） 外国につながる子どもの教育支援研究会との連携 

・ 事業報告会の共催 
本調査研究事業受託以前から始まっていた、青森県内の外国につながる子どもの教育支援に

関心を有する関係者による研究会で、弘前大学の吉田、青森大学の石塚氏、青森中央学院大学の
田中氏が世話人を務める。本調査研究の展開にあたって、全般的に協力を得ており、3 月 17 日
実施予定の本事業報告会は、外国につながる子どもの教育支援研究会と共催となっている。 
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（5） 外国につながる子どもの教育支援研究会との連携 

・ 事業報告会の共催 
本調査研究事業受託以前から始まっていた、青森県内の外国につながる子どもの教育支援に
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Ⅶ．ガイドブックの作成に向けて

本事業の今年度の取組を踏まえて、来年度には、青森県版「多文化共生に向けた日本語指導が必要な子
どもの受け入れガイドブック 仮称 」を完成させる予定であり、本年度はその骨子案を作成した。ガイド
ブックは、文部科学省『外国人児童生徒受け入れの手引き（改訂版）』を補い、青森県における受け入れ
の実際を想定した情報で構成する。
第Ⅵ章に記したように、青森県教育委員会が令和 年度から「 多文化共生推進事業」に取り

組むことになったこと、平川市教育委員会、五所川原市教育委員会が多文化リソースルームと連携して
独自予算による支援を行ったこと、「外国につながる子どもと保護者のための高校進学ガイダンス」や
「青森県日本語指導サポータースキルアップ講座」などを通して県内の関係機関の連携が深化したこと
等は、受け入れに向けた仕組みづくりの骨子を考える上で重要な要素となった。来年度は、この骨子案を
もとに、研究協議会等を通して検討を進め、受け入れガイドブックを完成させたい。

ガイドブック骨子案

以下の骨子案は、あくまで検討中のものであり、来年度、関係機関と詳細を詰めていく。

（１） 日本語指導が必要な子どもが転入してきたら…
① 学校、市町村教育委員会、県教育委員会、大学の多文化リソースルーム、国際交流協会、 法

人などのそれぞれの役割とネットワーク

青森県全体としての支援体制の図（詳細は今後調整）

➡最終的な図を描くにあたって、次の情報を踏まえる。

青森県教育委員会

市町村教育委員会

弘前大学教育学部

多文化リソースルーム

青森県国際交流協会

青森大学

日本語教育センター

法人みちのく国際

日本語教育センター青森中央学院大学

居場所・学習支援

県内の小学校・

中学校・高等学校
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・ 県内 市町村の支援体制
日本語支援員を直接雇用・弘前大学教育学部多文
化リソースルームと連携

弘前市

弘前大学教育学部多文化リソースルームから日
本語支援員派遣実績あり

青森市・五所川原市・平川市・おいらせ町

法人みちのく国際日本語教育センターから
日本語支援員派遣実績あり

八戸市・南部町・階上町

県費負担教員の加配があり、英語に特化した学校
教育支援員を配置

三沢市

地域の国際交流協会と連携実績あり 十和田市
これまで日本語支援員の配置なし 他 市町村

＊ 令和 年度に多文化リソースルームが市町村教育委員会を対象に実施した「日本語指導が必要な児童生徒の
教育支援及び多文化共生教育に関する調査」等を参考にして作成。令和４年度の早い時期に、その時点の状
況について再度確認する。

・ 青森県教育委員会「 多文化共生推進事業」
「日本語指導スタートアップパッケージ」による日本語支援の実施
中学生・高校生の進学・キャリア支援の充実のための取組
外国人保護者と学校の連携のための取組

・ 青森県国際交流協会
外国人相談窓口（対面相談、三者間通話通訳等）

中国語、タガログ語、英語、ベトナム語、インドネシア語
子どものための日本語学習支援基金（日本語能力試験受験料補助、日本語学習教材給付事業）
不就学の子どもへの対応

・ 弘前大学教育学部多文化リソースルーム
日本語支援員・母語支援員・多文化スーパーバイザー紹介
（青森大学日本語教育センター、 法人みちのく国際日本語教育センター等とも連携）
ＤＬＡの実施
教員研修、校内研修会の講師派遣
長期休暇、放課後及び不就学の子どもへの日本語支援
キャリア支援（高校進学ガイダンス、大学進学等）
日本語支援員人材育成（教職大学院科目、教養教育科目等）

・ 青森大学日本語教育センター
日本語支援員・多文化スーパーバイザー紹介
日本語支援員人材養成（日本語教師養成課程等）
弘前大学と連携協定

・ 青森中央学院大学
多文化スーパーバイザー紹介
新町キャンパスでの居場所・学習支援教室

・ 法人みちのく国際日本語教育センター
日本語支援員・多文化スーパーバイザー紹介時の連携

② 子ども、保護者、学校、教育委員会それぞれの視点からの支援へのアクセス
新たに日本語指導が必要な児童生徒を受け入れる市町村教育委員会
ア 支援員派遣等の予算を持たない市町村教育委員会は、青森県教育委員会に「 多文化共
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・ 県内 市町村の支援体制
日本語支援員を直接雇用・弘前大学教育学部多文
化リソースルームと連携

弘前市

弘前大学教育学部多文化リソースルームから日
本語支援員派遣実績あり

青森市・五所川原市・平川市・おいらせ町

法人みちのく国際日本語教育センターから
日本語支援員派遣実績あり

八戸市・南部町・階上町

県費負担教員の加配があり、英語に特化した学校
教育支援員を配置

三沢市

地域の国際交流協会と連携実績あり 十和田市
これまで日本語支援員の配置なし 他 市町村

＊ 令和 年度に多文化リソースルームが市町村教育委員会を対象に実施した「日本語指導が必要な児童生徒の
教育支援及び多文化共生教育に関する調査」等を参考にして作成。令和４年度の早い時期に、その時点の状
況について再度確認する。

・ 青森県教育委員会「 多文化共生推進事業」
「日本語指導スタートアップパッケージ」による日本語支援の実施
中学生・高校生の進学・キャリア支援の充実のための取組
外国人保護者と学校の連携のための取組

・ 青森県国際交流協会
外国人相談窓口（対面相談、三者間通話通訳等）

中国語、タガログ語、英語、ベトナム語、インドネシア語
子どものための日本語学習支援基金（日本語能力試験受験料補助、日本語学習教材給付事業）
不就学の子どもへの対応

・ 弘前大学教育学部多文化リソースルーム
日本語支援員・母語支援員・多文化スーパーバイザー紹介
（青森大学日本語教育センター、 法人みちのく国際日本語教育センター等とも連携）
ＤＬＡの実施
教員研修、校内研修会の講師派遣
長期休暇、放課後及び不就学の子どもへの日本語支援
キャリア支援（高校進学ガイダンス、大学進学等）
日本語支援員人材育成（教職大学院科目、教養教育科目等）

・ 青森大学日本語教育センター
日本語支援員・多文化スーパーバイザー紹介
日本語支援員人材養成（日本語教師養成課程等）
弘前大学と連携協定

・ 青森中央学院大学
多文化スーパーバイザー紹介
新町キャンパスでの居場所・学習支援教室

・ 法人みちのく国際日本語教育センター
日本語支援員・多文化スーパーバイザー紹介時の連携

② 子ども、保護者、学校、教育委員会それぞれの視点からの支援へのアクセス
新たに日本語指導が必要な児童生徒を受け入れる市町村教育委員会
ア 支援員派遣等の予算を持たない市町村教育委員会は、青森県教育委員会に「 多文化共

生推進事業」の活用について相談する。
イ 具体的な支援員派遣や通訳配置について、弘前大学教育学部多文化リソースルームに相談する。
ウ 「 多文化共生推進事業」終了後の予算について検討する。

※ すでに受け入れ経験があり、支援員派遣のしくみや予算を有する場合も、必要に応じて多文
化リソースルームに、支援員派遣や通訳配置について相談することができる。

新たに日本語指導が必要な児童生徒を受け入れる学校
エ 市町村教育委員会からの連絡を受け、受け入れ体制について相談する。
オ 多文化版個別の教育支援計画・個別の指導計画の様式を参考に、基本的な情報の収集に努める。
カ 弘前大学多文化リソースルームに の実施や支援員派遣について相談する。

※ 新たな受け入れでなくても、児童生徒の日本語指導に不安のある場合、多文化リソースルー
ムに相談することができる。

日本語を母語としない子ども・保護者
キ 就学や学校での支援について、小中学校は市町村教育委員会に、高等学校は県教育委員会に相

談する。
ク 言語等の面でサポートが欲しい場合や、日本の教育事情などについて幅広く知りたい場合など

は、青森県国際交流協会、弘前大学教育学部多文化リソースルーム、 法人みちのく国際日
本語教育センター等にも相談することができる。
※日本の学校についての情報コラムなども検討
※日本語を母語としない子どもと保護者を対象とした部分は多言語化を検討

③ 受け入れの実際
ア 指導のめやすとしての日本語０（ゼロ）プログラム
イ 教育委員会・学校・多文化リソースルーム等の連携
ウ 教員と多文化スーパーバイザー・支援員の連携
エ ケース会議の設置と運営
オ 本人・保護者との意思疎通－通訳の活用
カ 個別の教育支援計画・個別の指導計画の策定

つの視点―学校生活支援、日本語学習・教科学習支援、多文化共生・母語母文化尊重
キ 校内研修

（２） 多文化共生に向けた日本語指導・多文化共生の学校づくりの実践例
・ 授業のユニバーサルデザインと多文化共生
・ 生活言語と学習言語の違いを意識した教室での支援
・ 母語・母文化を尊重し、多文化共生の要素を取り入れた授業の展開
・ 学校行事やホームルーム活動における多文化共生の取組

（３）外国につながる子どものキャリア支援のために
・ キャリア支援のための基本的な情報提供
・ 高校進学ガイダンスの開催と周知
・ 大学進学のためのキャリア支援事例の紹介

（４）地域の相談連絡先と

吉田 美穂（弘前大学）
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